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表記と記載内容について 


マー ク 

内容 

大 

オプションや仕様により異な 
る装備には*マークび付いて 
います。 

A 

警告 

重大事故や命にかかわるけび 
を未然に防ぐために必ず守っ 
ていたださたいことです。 

瓜 

環境 

環境保護のためのアドバイ 
スや守っていただをたいこ 
とでず。 

D 

ま意 

けびや事故、車の損傷を未然 
に防ぐため、必ず守っていた 
だをたいことです。 

〇 

知識 

知っていると便利なことや、 
知っておいていただをたいこ 
とです。 

► 

操作手順などをおしてい 
ます。 

([> ぺージ） 

関連ずる内容び他のページに 
をあることを示しています。 






お客様へ 


このたびは；><ルセデス-ベンツ車を 
お買い上げいたださ、あ0がとラご 
ざいます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書を必ずお 
読み < ださい。 

• 取扱説明書は、いつでち読めるよ5 
に必ず車内に保管してください。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作ち法な 
どが含まれている場をがありまず。 

• 表紙の画像はイ^ージであり、日本 
仕様とは異なる場合がありまず。 

• この取扱説明書には、日本仕様には 
設定されない装備の記述が含まれ 
ている場合がありまず。 

• この取扱説明書には、走行速度が 
1 日 0 km/h を超えたときの車両機 
能や状態などについての記述があ 
りまずが、公道を走行ずる際は、 
必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 


•装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストが、お買い上 
げいただいた車とは異なることが 
あります。 

• スイッチなどの形状や装備、操作ち 
法などは予告な<変更されることが 
ありまず。 

• オーディオやナビゲーシヨンに関し 
ては、別冊の rCOMAND システム 
取扱説明書」をお読み< ださい。 

• 車を次のオーナーにお讓〇になる場 
合は、車と一緒にずベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• ご不明な点は、お買い上げの販売店 
または;><ルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


〇 方ルセデス•ベンツ日本 ㈱ 公式サイト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス-ベンツ日本株式会社 
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アクティブボンネットのリセット . 333 

U セット作業 . 333 

アシストグリップ（クーぺ） . 248 


アクティブボンネットのリセット . 333 

U セット作業 . 333 

アシストグリップ（クーぺ） . 248 

アダプティブ八イビームアシスト . 116 

アダフティブブレーキ . 64 

アダプティブブレーキランプ . 60 

アテンションアシスト . 201 

アテンションアシストの警告 . 202 

アテンションアシストの設定と解除 • • 202 

雨降0や 濃霧 時の運転 . 283 

ま全上の重要事項 . 34、58 

安全のために . 15 

オートマチック車の取り扱い . 19 

警告ラベル . 15 

モ供を乗せるとき . 18 

こんなことにをミ主意 . 20 

診断ソケット . 15 

走行する前に . 16 

保証の適巧 . 16 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 • 16 

イージーエントリー機能 . 97 

クラッシュセンサー連動機能 . 98 

イグニッション位置 . 85 

キーによるイグニッション位置の選択 ■ 8日 
キーレスゴースイッチによる 

イグニッション位置の選択 . 86 

イモビライザー . 64 

インジケーター付きバッテリ. . 358 

インストルメントパネル . 24 

左八ンドル車 . 24 

ち八ンドル車 . 25 

インテ U ジェントライトシステム . 114 

アクティブライトシステム . 114 

コーナ U ング ライト . 114 

八イウェイモード . 115 

フォグランプ強化機能 . 115 

ウォッシャー液 . 266.378 

ウォッシャー液を補給する . 267 

運輯席ドアの解錠 . 324 


運転のヒント . 142 

アクセルペダルの位置 . 142 

キックダウン . 143 

ダプルクラッチ機能 （E 350 / E 550) 

. 142 

停車する . 143 

エアキャップ . 232 

エアキャップを格納する . 233 

エアキャップを展開させる . 232 

前席か5の U アへッドレストと 
エアキャップドラフトストップの収納233 
エアキャップドラフトストップの取り付け/ 

取り外し（カブリオレ） . 336 

エアキャップドラフトストップを 

取り付ける . 337 

エアキャップドラフトストップを 

取り外ず . 336 

エアコンディシ ョナー . 205 

AC モード . 209 

AUTO モードの解除 . 209 

エアコンディショナー作動表示 . 206 

エアコンディショナーの取0扱い • •••205 

コント□ールパネル (E 550) . 208 

コント□ールパネル （E 5日日政外）-- 207 

設定温度の調整 . 211 

送風口の選択 . 211 

送風口の調整 . 217 

送風モード （E 日日の . 210 

送風量の調整 . 212 

通常の使いち . 209 

デフ□スターモード . 213 

独立温度設定機能 . 212 

内気循環モード . 215 

余熱 ヒーター. ベンチ レーショ ン 

(E 550) . 217 

U アデフオッガー . 214 

エアスカーフ（カブリオレ） . 95 

エアバッグ . 37 

ウインドウバッグ（クーペ） . 42 

運転席/助手席エアノくッグ . 40 

運転席/助手席ペルビスバッグ . 42 

運転席二ーバッグ . 40 

エアバッグの作動条件 . 43 

エアバッグの種類と収納場所 . 39 
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サイドバッグ . 41 

フ□ントヘッドバッグ（カブ U オレ） • 41 

エマージェンシーキ. . 324 

キーからエマージェンシーキーを取り外ず 

. 324 

エンジン . 278 

エンジンオイル . 260.376 

エンジンオイル容量 . 376 

エンジンオイル量に関するま意 . 260 

エンジンオイル量を点検ずる . 260 

エンジンオイルを補給する . 261 

使用ずるエンジンオイル . 376 

添加剤 . 376 

エンジンの始動 . 130 

キーによるエンジンの始動 . 131 

キーレスゴーによるエンジンの始動 •• 131 

シフトポジション . 131 

エンジンの停止 . 137 

エンジンを停止ずる . 137 

エンジンのトラブル . 139 

エンジン番号 . 374 

エンジンルーム . 257 

ウオッシャーミ夜 . 266 

エンジンオイル . 260 

エンジンオイル量に関ずるミ主意 • ••■260 

エンジンオイル量を点検する . 260 

エンジンオイルを補給ずる . 261 

エンジンルーム . 259 

オートマチックトランス S ッションオイル 

. 263 

ブレーキ液 . 26己 

ボンネット . 257 

;令却水 . 263 

エンジン;を却水温度計 . 150 

オイル•液類/バッテ U -. 374 

ウオッシャー液 . 378 

エンジンオイル . 376 

オイル.液類に関するミ主意 . 374 

オートマチックトランス S ッションオイル 

. 376 

燃料 . 375 

バッテリー . 378 

ブレーキ液 . 377 


冷却水 . 377 

オイル.液類に関ずるミ主意 . 374 

応急用スペアタイヤが車載されている車種 
. 343 

才ートマチックギアシフト . 145 

才ートマチック車の取り扱い . 19 

才ートマチックトランスミッション •••• 141 

運転のヒント . 142 

才ートマチックギアシフト . 14己 

オートマチックトランスクッションの 

トラブル . 149 

シフトポジション . 141 

シフトポジションの選択 . 142 

セレクターレバー . 141 

走行モード . 143 

ティップシフト . 14己 

パドルによる操作 . 14斗 

マニュアルギアシフト . 147 

オートマチックトランスミッションオイル 
. 263、376 

オートマチックトランスクッションの 

トラブル . 149 

オプションコードプレート . 374 



解錠時の設定の切り替え . 

がが . 

. 75 

ツ r 巧 . 

カップホルダー . 

. 243 


センターコンソールのカップホルダー243 
U アセンターコンソールのカップホルダー 

(カブ U オレ） . 24斗 

U アセンターコンソールのカップホルダー 

(クーぺ） . 244 

可変スピードリミッター . 181 

可変スピード U ミッターを解除ずる-184 
可変スピード US ッターを設定ずる-182 

設定速度を変更ずる . 183 

ガラス-スライディングルーフ 

スライディングルーフのトラブル••- 225 

環境保護について . 15 

寒冷時のま意 . 276 
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寒冷時の取り扱い . 276 

寒;令時のま意 . 276 

キー . 70 

アンサーバック機能 . 76 

解錠時の設定の切り替え . 75 

解錠時の設定を初期設定に戻す . 76 

キーの トラブル . 77 

キーレスコ‘一 . 72 

U モコン機能 . 71 


キーによるイグニッシヨン位置の選択‘ * * 85 


コートフック（クーぺ） . 249 

故障/警告メッセージ . 303 

安全装備 . 305 

エンジン . 309 

キー . 316 

車両 . 313 

走行装備 . 311 

タイヤ . 312 

ライト . 308 

故障データ . 22 


キーの電池交換 . 338 

キーの電池を点検する . 338 

電池の交換手順 . 338 

キーの電池を点検ずる . 338 

キーの トラブル . 77 

キーレスコ'一 . 72 

キーレスコ‘一操作時のを意事項 . 72 

キーレスコ‘一による解錠/施錠 . 74 

キー レス ゴース イッチによる 

イグニッシヨン位置の選択 . 86 

救急セット . 301 

緊急時点灯機能 . 120 

クルーズコント□—ル . 177 

クルーズコント□ールを解除する… • 180 
クルーズコント□ールを設定する… • 178 

設定速度を変更ずる . 180 

警告ラベル . 15 

けん引 . 362 

押しびけ（非常時のエンジン始動操作） 

. 365 

けん引時のを意 . 362 

けん引フックの取り付け . 363 

後輪を上げてけん弓 I する . 364 

車両を運搬ずる . 365 

前後輪を接地させてけん引ずる . 364 

けん引時のミ主意 . 362 

けん引防止機能 . 66 

けん引防止機能を解除する . 66 

システムを待機状態にずる . 66 

待機状態を解除ずる . 66 

交換可能な電球について . 341 

へッドライト . 341 


子供を乗せるとき . 18、47 

ISO-FIX 対応チャイルドセーフティシート 

固定装置 . 52 

純正チャイルドセーフティシート……48 
助手席へのチャイルドセーフティシートの 

装着 . 49 

装着でさるユニバーサル（況用） ISO-FIX 
対応チャイルドセーフティシート……56 

チャイルドセーフティシート . 斗7 

チャイルドセーフティシート検知システム 

. 50 

チャイルドセーフティシート検知システム 

のトラブル . 55 

チャイルドセーフティシート固定機構49 

テザーアンカー (クーぺ） . 53 

ル物入れ . 236 

グ□—ブボックス . 236 

フ□ントアームレストのル物入れ • ••■237 

こんなことにもま意 . 20 

コンビニエンスオープニング機能 . 127 

コンビニエンスク□—ジング機能 . 127 

キーレスコ'—操作での作動 . 129 

U モコン操作での作動 . 128 

コンビネーシヨンスイッチ . 112 

パッシング . 113 

へッドライトの上向き/下向きの 

切り替え . 112 

方向指示 . 112 



サンバイザー . 244 

バニテイミラー . 245 
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シート . 87 

エアスカーフ（カブ U オレ） . 95 

シートヒーター . 93 

シートベンチレーター . 94 

電動ランパ’ーヴポート . 92 

フ□ントシートの調整 . 89 

フ□ントシートのバックレストを 

前方に倒ず . 90 

へッドレストの調整 . 89 

マルチコント□ールシートバック . 92 

シート位置の記憶 . 102 

シート位置の呼び出し . 102 

シートヒーター . 93 

シートヒーターのトラブル . 94 

シートべ J レト . 103 

シートベルト着用警告 . 107 

シートベルトの着用 . 103 

正しい運転姿勢 . 107 

シートベルト着用警告 . 107 

シートベルトの着用 . 103 

シートベルトフィーダー . 104 

シートベルトを着用ずる . 106 

シートベルトを外す . 106 

フ□ントシートベルトの 

テンション自動調整機能 . 106 

シート ベンチ レーター . 94 

シートベンチレーターのトラブル……95 

事故-故障のとき . 300 

車び動かなくなったとを . 300 

事故び起きたとを . 300 

路上で故障したとを . 300 

室のセンサー . 67 

システムを待機状態にする . 67 

室内センサーを解除ずる . 67 

待機状態を辭除ずる . 67 

室の装備 . 243 

12 V 電源ソケット . 248 

アシストグリップ（クーぺ） . 248 

カップホルダー . 243 

二!—トフック（クーぺ） . 249 

サンバイヴー . 244 

灰皿 . 246 

フ□アマット . 249 


ライター . 247 

U アウインドウ-プラインド（クーペ） 
. 24己 

自動防に機能 . 100 

シフトポジション . 141 

シフトポジションの選択 . 142 

車がか5の開聞 . 83 

車がか5のドアの開閉 . 79 

車がライト巧照機能 . 111 

車外ライト残照機能を一時的に解除ずる 
. 111 

車載工具 . 301 

応急用スペアタイヤび車載されている車種 

. 302 

タイヤフィットび車載されている車種302 

車載品の収納場所 . 300 

救急セット . 301 

事故.故障のとさ . 300 

車載工具 . 301 

停止表示板 . 301 

非常信号用具 . 300 

輪止め . 303 

車速感応ドア□ック . 81 

車速感応ドア□ックの設定/解除••■•82 

車台番号 . 373 

車内か5トランクを開く . 84 

車内か5の解錠/施錠 . 80 

ドアごとの解錠/施錠 . 80 

ドア□ックスイッチ . 81 

車巧か5のドアの開閉 . 80 

車両に保巧されるデータ . 22 

故障データ . 22 

データび保巧されるその他の装備……22 

車両の施錠 . 325 

車両の電子制御部品について . 373 

収納ネット . 237 

手動でソフトトップを閉じる（カブリオレ） 
. 326 

純正チヤイルドセーフティシート . 48 

純正部品/純正アクセサ U —. 372 
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乗員ま全装備 . 34 

NECK PRO アクティプへッドレスト •• 46 

PRE-SAFE ⑩ . 45 

SRS (棄員保護補助装置） . 35 

安全上の重要事項 . 34 

ェアバッグ . 37 

モ供を乗せるとき . 47 

チャイルドプルーフ□ック . 57 

□-ルバー(カブ U オレ） . 45 

診断ソケット . 15 

ステアリング . 96 

イージーエント|」_機能 . 97 

ステア U ング位置の調整 . 97 

ステア U ング位置の調整 . 97 

スノーチェーン . 271 

スライディングルーフのトラブル . 225 

スルー□—ディング（カブ U オレ）.•••238 

積載荷物の制限重量 . 379 

セレクターレバー . 141 

シフトポジション表示 . 141 


雪道や凍結路面の走行 . 280 

走巧ずるとき . 281 

走 f 子する前に . 16 

走行装備 . 177 

アテンションアシスト . 201 

可変スピードリミッター . 181 

クルーズコント□ール . 177 

ダイナミック八ンド U ングノ くッケージ184 
パーキングアシスト U アビューカメラ192 

パークト□ニック . 187 

ホールド機能 . 185 

レーンキーピングアシスト . 202 

走行中に異常を感じた5 . 281 

走行と停車 . 130 

ECO スタート/ストップ . 133 

エンジンの始動 . 130 

エンジンの停止 . 137 

エンジンのトラブル . 139 

駐車 . 136 

長期間駐車ずるとを . 138 

パーキングブレーキ . 138 

発進 . 132 


前席上方の操作部 . 31 

センターコンソール . 29 

カブ U オレ . 30 

クーぺ . 29 

走行ま全装備 . 58 

ABS . 58 

臣 AS . 60 

EBD . 63 

ESP ⑩ . 60 

アダプティブブレーキ . 64 

アダプティブブレーキランプ . 60 

安全上の重要事項 . 58 

走行時のま意 . 278 

雨降りや濃霧時の運転 . 283 

エンジンを停止しての走行 . 278 

走行するとき . 281 

走行中に異常を感じた5 . 281 

タイヤのグ U ップについて . 280 

駐停車するとき . 282 

請れに路面での走行 . 280 

ブレーキ . 278 


走行モード . 143 

走行モードの選択 . 143 

走行モードの選択（ダイナブック 
八ンド U ングパッケージ装備車）••••144 

ソフトトップ（カブリオレ） . 226 

エアキャップ . 232 

キーによる操作 . 229 

ソフトトップスイッチによる操作 • ••■227 

ソフトトップのトラプル . 234 

ドラフトストップ . 231 

トランクカバー . 231 



ダイナミック八ンドリングパッケージ •• 184 

コンフオートモード . 185 

スポーツモード . 184 


タイヤ空気圧 . 271 

タイヤ空気圧ラベル . 272 

タイヤ空気圧警告システム . 273 
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タイヤ空気圧警告システムを再起動ずる 
. 274 

タイヤ交換およびタイヤ修理の準備 • •••343 


タイヤとホイール . 267.380 

安全に関ずるミ主意 . 267 

ウィンタータイヤ . 270.383 

応急用スペアタイヤ . 382 

スノーチェー ン . 271 

走行時のを意 . 268 

タイヤ空気圧 . 271 

タイヤ空気圧警告システム . 273 

タイヤトレッド . 269 

タイヤの回転方向 . 27己 

タイヤの清掃 . 275 

タイヤの選択、装着と交換 . 269 

タイヤの点検 . 268 

タイヤの保管 . 27己 

タイヤ□—テーシヨン . 274 

標準タイヤ . 381 

タイヤフィットげ車載されている車種 •• 349 

タイヤ□— テーシヨ ン . 274 

タコメーター . 151 

正しい運転姿勢 . 107 

チャイルドセーフティシート . 47 

チャイルドプルーフ□ック . 57 

U アサイドウインドウのチャイルド 

プルーフ□ックを設定する . 57 

駐車 . 136 

駐停車ずるとき . 282 

長期間駐車ずるとき . 138 

停止表示板 . 301 

停止表示板の組み立て . 301 

ティップシフト . 145 

最適なシフトレンジを選択する . 147 

ティップシフトにする . 146 

ティップシフトを解除する . 147 

データが保存されるその他の装備 . 22 

電球に関ずるま意 . 340 

その他のライト . 340 

バイキセノンへッドライト . 340 

電球の交換 . 340 


交換巧能な電球について . 341 

電球に関するま意 . 340 

電池の交換手順 . 338 

電動サンシエード . 223 

電動ランパ’ーサポート . 92 

ドア . 79 

車外からのドアの開閉 . 79 

車速感応ドア□ック . 81 

車内か5の解錠/施錠 . 80 

車内か5のドアの開閉 . 80 

ドアウインドウ/ U アサイドウインドウの 

開閉 . 124 

ドアウインドウとリアサイドウインドウの 

同時開閉（カプ U オレ） . 126 

挟み込み防止機能 . 12己 

ドアウインドウのトラブル . 129 

ドアウインドウのリセット . 129 

ドアの操作部 . 32 

ドアミラー . 98 

施錠時のドア S ラー格納 . 100 

ドア S ラーび無理に外側に曲げ5れたとを 

. 100 

ドアミラーの角度調整 . 99 

ドアミラーの格納/展開 . 99 

ドアミラーのリセット . 100 

盗難防止警報システム . 64 

警報を停止する . 65 

システムを解除ずる . 65 

システムを待機状態にする . 65 

盗難防止システム . 64 

イモビライヴー . 64 

けん引防止機能 . 66 

室内センサー . 67 

盗難防止警報システム . 64 

時計 . 151 

ドラフトストップ . 231 

ドラフトストップの取り付け/取りがし 
(カブリオレ） . 336 

トランク . 82 

車外からの開閉 . 83 

車内か5トランクを開く . 84 

トランクの独立施錠 . 84 
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トランク カバー . 231 

トランクカバーを閉じる . 231 

トランクカバーを開く . 231 

トランクの解錠 . 332 

トランクの独立施錠 . 84 

トランクフ□アボード下の収納スぺース241 

トランクフ□アポードを開く . 241 

トランクを開いたときの高さ . 379 



慣5し運転 . 252 

日常の手入れ . 286 

外装 . 287 

車内 . 295 

手入れに関ずるを意 . 286 

荷物の固定 . 240 

荷物固定用リング . 240 

バッグフック（クーペ） . 240 


荷物の積み方/小物入れ . 235 

ル物入れ . 236 

収納ネット . 237 

スルー□ーデイング（カブ U オレ）••238 
トランクフ□アポード下の収納スペース 

. 241 

荷物の固定 . 240 

荷物を積むとさのま意点 . 235 

分割可倒式 U アシート（クーペ）•••■238 
ルーフラック（クーぺ） . 242 


荷物を積むときのミ主意点 . 235 


ニューカーブレート . 373 


濡れた路面での走行 . 280 

道路び冠水しているとをや 

車び水没したとき . 280 

八イド□プレーニング現象 . 280 

燃料 . 375 

燃料消費について . 375 

燃料タンク容量 . 375 

燃料計 . 150 

燃料残量警告灯 . 150 

燃料の給油 . 253 

燃料と燃料タンクのトラブル . 256 


燃料を給油する 


253 


A 


パーキングアシストリアビューカメラ •• 192 

COMAND ディスプレイの映像 . 193 

カメラの位置 . 193 

後退駐車モード . 194 

縦列駐車モード . 196 

パーキングアシスト U アビューカメラの 

設定 . 199 

パーキングブレーキ . 138 

パーキングヘルプ機能 . 100 

記憶させた助手席側ドア S ラー角度の 

呼び出し . 101 

後退時の助手席側ドア S ラー角度を 
記憶させる . 100 

J てーキング□ックの手動解除 . 332 

パーク ト □ニック . 187 

インジケーター/作動表示灯 . 189 

センサーの感知範囲 . 188 

パークト□ニックセンサー . 188 

パークト□ニックの作動 . 190 

パークトロニックの停止 . 190 

パークト□ニックのトラブル . 191 

灰皿 . 246 

フ□ントの灰曲 . 246 

U アの灰皿 . 247 

挟み込み防止機能 . 224 

発進 . 132 

ヒルスタートアシストの作動 . 133 

バッテ U —. 356,378 

VRLA バッテ U —. 359 

インジケーター付さバッテ U — . 358 

車載ノ くッテ U —の電圧/容量 . 378 

バッテ U —取り扱いの一般的な注意- 356 
バッテ1」一の位置 . 358 

バッテ U —があがったとき . 359 

バッテ U —取り扱いの一般的なま意•…356 

バッテ U — の位置 . 358 

パドルによる操作 . 144 
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パノラミックスライディングルーフ/ 

電動サンシエードのリセット . 225 

パノラ S ックスライディングルーフ 
(クーぺ） . 220 

スライディングルーフのトラブル-••■225 

電動サンシエード . 223 

挟み込み防止機能 . 224 

パノラ S ックスライディングルーフ/ 

電動サンシエードの U セット . 22己 

パノラ S ックスライディングルーフの操作 

. 221 

レインク□-ズ機能 . 223 


パノラミックスライディングルーフの操作 
. 221 

パノラ S ックスライディングルーフの開閉 

. 222 

パノラミックスライディングルーフの 


チルトアップ/チルトダウン . 222 

パヮーウインドウ . 123 

コンビニエンスオープニング機能••-127 
コンビニエンスク□—ジング機能••-127 
ドアウインドウ/ U アサイドウインドウ 

の開閉 . 12斗 

ドアウインドウのトラブル . 129 

ドアウインドウのリセット . 129 

パンクしたとき . 343 


応急用スペアタイヤび車載されている場合 

. 343 

タイヤの交換およびタイヤ修理の準備343 
タイヤフイットび車載されている場合349 


ビークルプレート . 373 

エンジン番号 . 374 

オプションコードプレート . 374 

車台番号 . 373 

ニューカー プ レー ト . 373 

非常時の解錠/施錠 . 324 

運転席ドアの解錠 . 324 

エマー ジェンシ ーキー . 32斗 

車両の施錠 . 32己 

手動でソフトトップを閉じる 

(カブ U オレ） . 326 

トランクの解錠 . 332 

ノ —キング□ックの手動解除 . 332 

非常信号用具 . 300 


非常点滅灯 . 113 

ヒューズ . 365 

ヒューズー覧 . 368 

ヒューズ交撰についてのミ主意 . 365 

ヒューズの位置 . 366 

ヒューズを交換ずる . 366 

ヒューズー 覧 . 368 

運転席側ダッシュボード側面 . 370 

エンジンルーム . 368 

トランクルーム . 369 

ヒューズ交換についてのミち意 . 365 

ヒューズの 位置 . 366 

ブレーキ . 278 

下り坂を走行するとき . 278 

凍結防止剤を散布した路面での 

ブレーキ性能の制限について . 279 

ブレーキ警告灯 . 279 

ブレーキシステムに 

強い負荷びかかったとを . 278 

ブレーキパッドについて . 279 

路面び蕭れているとき . 279 

ブレーキ液 . 265.377 

ブレーキ液の交換 . 266 

ブレーキ液の量を点検する . 266 

フ□アマット . 249 

フ□ントシートの調整 . 89 

シートクッシヨンの角度の調整 . 89 

シートの前後位置の調整 . 89 

シートの高さの調整 . 89 

バックレストの角度の調整 . 89 


フ□ントシートのバックレストを前方に側ず 
. 90 

フ□ントシートのバックレストを倒ず91 
フ□ントシートのバックレストを戻ず91 


分割可倒式 U ァシート（クーぺ） . 238 

バックレストを起こず . 239 

バックレストを倒す . 238 

へッドライ トウ ォッシャー . 111 

へッドライトの内側が量るとき . 117 

へッドレストの調整 . 89 

フロントへッドレストの調整 . 89 
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リアへッドレストの収納/展開 


(カブリオレ） . 89 

ホールド機能 . 185 

ホールド機能を解除する . 186 

ホールド機能を作動させる . 185 

ホールド機能の作動条件 . 185 

保証の適用 . 16 

ボンネット . 257 

アクテイプボンネット . 2己7 

ボンネットを閉じる . 258 

ボンネットを開く . 2己7 



マニュアルギアシフト . 147 

ギアシフト操作 . 148 

キックダウン . 148 

マニュアルギアシフトの解除 . 148 

マニュアルギアシフトの選択 . 148 

マルチコント□— ルシー トバック . 92 

マルチフアンクシヨンステアリング……28 


ライト . 169 

トリップメニュー . 157 

エンジン始動時からの情報表示 •••• 157 

基本画面 . 157 

走行可能距離-瞬間燃費表示 . 159 

走行速度表示 . 159 

U セット時からの情報表示 . 158 

ナビメニュー . 159 

交差点（分岐点）に接近しているとを 

. 160 

ルート案内中の表示 . 160 

ルート案内を行なっていないとき • • 159 
ルート案内を行なっているとき • • • • 1己9 


マルチフアンクシヨンディスプレイの操作 


. 153 

音声認識スイッチ . 154 

左側キーパッド . 153 

ち側キーパッド . 154 

U 夕ーンスイッチ . 154 

方イン^ニューとヴプ六ニュー . 156 

方ニューリスト . 155 

基本操作 . 155 


マルチフアンクションディスプレイ •••• 152 

TEL 六ニュー . 162 

TEL 方ニューを表示させる . 163 

着信した電話を受ける . 163 

通話を終える（電話を切る） . 163 

通話を保留する . 163 

電話帳か5電話を発信する . 163 

発信履歴から電話を発信ずる . 164 

アシスト方ニュー . 164 

ESP 風の設定 . 164 

アテンションアシストの設定 . 165 

レーンキーピングアシストの設定-166 

才ーディオメニュー . 161 

DVD ビデオのチャプターを選択する 

. 162 

テレビ局を選局ずる . 162 

トラックを選択ずる . 161 

ラジオ局を選局ずる . 161 

宣及疋!>'ニュー . 1〇7 

コンフオート . 174 

車両 . 172 

設定項目の初期化 . 176 

水ーター . 168 


方ンテナンス六ニュー . 166 

故障表示 . 166 

マルチフアンクシヨンディスプレイと 

メーターパネルの照度を調整ずる . 150 

ミラー . 98 

自動防眩機能 . 100 

ドアミラー . 98 

パーキングヘルプ機能 . 100 

ルーム S ラー . 98 

メーター パネル . 26、150 

エンジン冷却水温度計 . 150 

スピ—ド;/—夕— . 151 

タコメーター . 151 

時計 . 151 

燃料計 . 150 

燃料残量警告口 . 150 

表示灯/警告灯 . 27 

マルチフアンクシヨンディスプレイと 
方ーターパネルの照度を調整する… • 150 
メー ターパネルの表示灯/警告灯……318 

安全装備 . 319 

エンジン . 322 
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シートベルト . 318 

メモリー機能 . 102 

シート位置の記憶 . 102 

シート位置の呼び出し . 102 


メルセデス.ベンツ指定サービスエ場 ••• 16 


リアウインドウ•ブラインド（クーペ）245 
リアヘッドレスト（カブリオレ） 

U アへッドレストの格納/展開 . 89 

リアへッドレストを手動で下げる 
(カブリオレ） . 336 


メンテナンス . 283 

整備手帳 . 283 

日常点検 . 283 

メンテナンスインジケーター . 284 

メンテナンスインジケーター . 284 

自動表示機能 . 28斗 

手動表示 . 28斗 

表示メッセージ . 28斗 


メンテナンスインジケーターのリセット 
. 28己 



リモコン機能 . 71 

□ケイターライティング . 72 

ルーフラック . 242 

ルームミラー . 98 

ルームミラーの角度調整 . 98 

ルームランプ . 118 

乗降用ライト . 119 

点灯モードの切り替え . 118 

ドアホ色灯/ドア下部のライト……119 

ドアレバーライト . 119 

ルームミラー下部のライト . 119 

ルームランプ、読書好の点な . 119 


雪道や凍結路面の走巧 . 280 

滑0やすい路面での走行 . 281 



ライター . 247 

ライト . 109 

アダプティブ八イビームアシス!-116 

インテリジェントライトシステム •••• 114 

緊急時点な機能 . 120 

コンビネーシヨンスイッチ . 112 

車外ライト残照機能 . 111 

非常点滅灯 ■. 113 

ヘッドライトウォッシャー . 111 

ヘッドライトの内側び曇るとき . 117 

ライトスイッチ . 109 

ルームランプ . 118 

ライトスイッチ . 109 

才ートモード . 110 

車外ライトの消灯 . 109 

車幅好 . 109 

パーキングライト . 111 

へッドライト/ LED ドライビングライト 

. 110 

U アフォグランプ . 110 

ラゲツジカバー . 231 


お却水 . 263.377 

オーバーヒートしたとを . 264 

不凍液の濃度 . 377 

冷却水の量を点検する . 263 

冷却水を補給する . 26斗 

レインク□—ズ機能 . 223 

レーンキーピングアシスト . 202 


レーンキーピングアシストカ方ラの位置 

. 203 

レーンキーピングアシストの警告 • ••■204 
レーンキーピングアシストの設定と解除 

. 204 

□—ルバー（カブ U オレ） . 45 



ワイパー . 120 

ワイパーの操作 . 120 

ワイパーのトラブル . 123 


ワイパー . 120 

ワイパーの操作 . 120 

ワイパーのトラブル . 123 

ワイパーの操作 . 120 

フ□ントウインドウウォッシャーの噴射 

. 122 

レインセンサー . 122 

ワイパーのトラブル . 123 


ウォッシャーノズ J レの角度び適切でない 
. 123 
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ワイパーび作動しない . 123 

ワイパーの作動び妨げ5れている••-123 

ワイパーブレードの交換 . 342 

ワイパーブレードを取0付ける . 342 

ワイパーブレードを取0外ず . 342 

輪止め . 303 

ABS . 58 

ブレーキ操作をずる . 59 

BAS . 60 

EBD . 63 

ECO スタート/ストップ . 133 

ECO スタート/ストップの解除/作動 

. 135 

エンジンの自動再始動 . 135 

エンジンの自動停止 . 134 

ESP ®. 60 

ESP 愈の機能の設定/解除 . 62 

ETS . 62 



VRLA /ぃッテ U — . 359 


VRLA /いッテ U — . 359 


数字 


12 V 電源ソケット . 248 

リアの 12 V 電源ソケット . 248 



NECK PRO アクティブヘッドレスト•••46 

NECK PRO アクティブへッドレストの 
IJ セット . 335 



PRE - SAFE ®. 45 



SRS (乗員保護補助装置） . 35 

SRS 警告な . 35 

シートベルトテンシ ヨナー/ 

ベルトフォース U ミッター . 36 

シートベルトテンシヨナーと 
エアバッグの作動 . 36 
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環境保護について 


Daimler AG では、大気ミち染の抑制、 
資源の有効利用をはじめとずる環境保 
護対策に取0組んでいまず。環境保護 
のため、お車をご使用になるとさは 
下の点にご協力 < ださい。 


9環境 

Daimler AG は、資源を有効活用する 
ため、リサイクル部品を積極的に導 
入しています。 


• 短距離短時間の走行を控えることで、 
燃料の余分な消費が抑えられまず。 

• タイヤの空気圧が適正であることを 
確認して < ださい。 

• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 

• 急発進や急加速は避けて < ださい。 

• エンジン回転数がその車の許容限度 
の2/3 (許容限度が6,000回転の 
ときは約4,00日回転）を超えない 
よ5に運転して<ださい。 

• 不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

• スキーラックやルーフラックが必要 
でないとさは、車から取りがしてく 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
して < ださい。 

• ルセデス-ベンツ指定 サービス ェ 
場で適切な時期に点検整備を受けて 
<ださい。 



車両には警告ラベルが貼付されてい 
まず。警告ラベルには危険な状況を 
回避ずるための情報や、車を安全に 
使用ずるための情報などが記されてい 
ます。警告ラベルは絶対にはがさない 
で < ださい。 


診断ソケット 


A 警告 

診断ソケツトに機器を接続すると、 
車両システムの作動に影響を及ぼす 
おそれがあります。これにより、車 
両安全性が損なわれまず。事故のち 
険性がありまず。 

診断ソケットには、いかなる機器ち 
接続しないでください。 


• エンジン始動時は、アクセルペダル 
を踏み込まないで < ださい。 


• 慎重に運転をし、前車との車間距離 
を適切に保って < ださい。 
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A 警告 

診断機器や機器のケーブルを診断ソ 
ケットに接続ずると、ペダル操作の 
障害にな0まず。突然のブレーキ操 
作やアクセル操作の際に機器やケー 
ブルびペダルの間に挟まることびあ 
0まず。その結果、ペダルの動さび 
妨げられ、事故を起こずおそれびあ 
0ます。 

運転席の足元にはいかなる機器や 
ケーブルち接続しないでください。 

。エンジンび停止している状態で 
該断ソケットに機器を接続ずると、 
バッテ1」一を消耗しまず。 

診断ソケットはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場での診断機器の接続の 
ために装備されていまず。 

診断ソケットに機器を接続ずると、排 
出ガスのモニター情報び1」セットされ 
るおそれびありまず。これにより、次 
回の車両検査時に排出ガス基準に適合 
しな < なることびありまず。 


メルセデス-ベンツ指定ヴービスエ場 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
には、車両に適切な作業を行な5ため 
に必要な専門知識と専用工具、ならび 
に設備び備わっていまず。上記の内容 
は、特にま全に関わる作業について重 
要です。 


し U 下の作業については、必ずメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で作業を 
行なってくだごしん 

• 安全に関わる作業 
• 点検および整備 
• 修理作業 

• 装備などの変更や装着、加工作業 

• 電気装備に関わる作業 

点検整備は、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で行なラことをお勧めし 
ます。 

保証の適用 

車両の操作を行なラとさや車両に損傷 
び発生したとさは、必ず本書に記載さ 
れている指示に従ってください。指示 
に従わないで発生した車両の損傷に 
ついては、保証の適用外になりまず。 


まけず々目りに 


点検と壁備 

曰甫点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施ずることび法律で養 
務付けられていまず。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
お読み < ださい。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンデイシヨ 
ナーのを媒に不足びないか、メル 
セデス-ベンツ指定 サービス エ場 
で点検を受けてください。 

• オーバーヒートの予防策として、し、 
つをより頻繁 I こを却水量を点検して 
<ださい。 
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日ごろのげ態と異なるとを 

エンジンをかけたとさ、いつちと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、ずみやかにメルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

ドアを開< と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動さ始め、作動音などび聞こえること 
びありまずび、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧びほかったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生ずるなど、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 

運転席足元に注意 

• 運転席の足元には、物を置かない 
でください。ペダルの下に物び入る 
と、ペダルを操作でさなくなるおそ 
れびありまず。 

• フ□アマットは純正品のみを正し 
く使用してください。車に合ったを 
のを使用しないと、ペダル操作びで 
をな < なるおそれびありまず。 

シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、ずべての乗員び 
シートベルトを着用してくださし、。 


車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中養を起こしたり、死 tl ずるお 
それびありまず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かない5ちに吸い込んでいるおそれび 
ありまず。 

ウオー吉ングアップ（暖機運転） 

エンジンび;ちえているとさでを、停車 
しにままでの暖機運転は必要ありま 
せん。エンジンの始動後は、急加速を 
避けて車をウオーミングアップしてく 
ださい。 

荷物を積むとを 

• 荷物はできるだけトランクに積ん 
で < ださい。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かない 
よラに確実に固定してください。固 
定でさていないと急ブレーキ時など 
に荷物び投げ出されて、柔員びけび 
をするおそれびありまず。 

• 後席へッドレストの後方のスペー 
スの上に荷物を置かないでくだ 
さい。急ブレーキ時などに荷物び巧 
げ出されて、乗員びけびをずるおそ 
れびありまず。 

• 鋭いちのあるをのは、角の部分に 
必ずカノ（一をして < ださい。 

• 荷物をシートのバックレストより 
を、高く積み上げないでください。 
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燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプ 
レー吿などを積まないで < ださい。 
万一のとさに引火や爆発のおそれが 
ありまず。 


子供を乗せるとき 


子供にち必ずシートベルトを着用 

• 子供であってち、シートベルトを 
正しく着用し、シートやヘッドレ 
ストが正しい位置になっていること 
を大人が確認して < ださい。正し< 
シートベルトが着用でさないルさな 
モ供は、チャイルド セーフ テイシー 
卜を使用してください。 

• 乳児やモ供を抱いたり、膝の上に 
乗せて走行しないで< ださい。急ブ 
レーキ時や事故のとさなどに、大人 
と車の間に挟まれて重大なけがをず 
るおそれがありまず。 

ルさな子供にはチャイルドセーフテイ 

シート 

6歳未満のモ供にはチャイルドセー 

フテイシート （>47 ページ）を使用ず 

ることが法律で義務付けられてい 

ます。 

子供は後席に 

-子供はでさるだけ後席に乗せて< 
ださい。助手席では、モ供の動さが 
気になったり、モ供が運転装置に触 
れるなど、運転の妨げになることが 
ありまず。 


• チャイルド セー フティシートは、 
必ず後席の左ちいずれかに装着して 
<ださい。やむを得ず助手席に装 
着するとさは、車の進行方向に向け 
てチャイルド セーフ ティ シー トを装 
着し、助手席シートをちっとち後ろ 
の位置にして < ださい。 

• モおを助手席に座らせるときは、 
助手席シートをちっとち後ろの位置 
にして<ださい。エアバッグの作動 
時に大さな衝撃を受けるおそれがあ 
りまず。 

子供には操作させない 

• ドアやドアウインドウ、リアサイ 
ドウインドウは大人が開閉してくだ 
さい。モ供が操作ずると、身体を挟ん 
だむ、 けがをずるおそれがあ0まず。 

• リアサイドウインドウのチャイル 
ドプルーフ□ック（1>日7ページ） 
を活用して < ださい。 

ドアウインドウやリアサイドウインド 
ウ、パノラミックスライディン グルー 
フ * の開□部か5身体を出さない 

モ供がドアウインドウやリアサイドウ 
インドウ、パノラミックスライディン 
グルーフの開口部から身体を出さない 
よラにミ主意して<ださい。けがをずる 
おそれがあ0まず。 

車か5離れるとを 

モ供だけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。運転装置に触れてけ 
がをしたり、事故の原因になりまず。 

また、炎天下では車内が高温になり、 
熱中症を起こずおそれがありまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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才ートマチック車の取り扱し、 _ 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上のを意を理解し、正し<操 
作してください。 r 走行と停車」をあわ 
せてお読みください （01 30ページ)。 

才ートマチック車の特性 

クリープ現象：エンジンびかかってし、 
るとさ、シフトポジションび江 
m し U 外になっていると、動力びつ 
なびった状態になり、アクセルぺダ 
ルを踏み込まなくてち車びゆっくり 
動さ出しまず。これをク1」ープ現象 
といいます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
にほいギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早 < 加速しまず。 
これをキックダウンといいまず。 

エンジンの始動前 

• ブレーキ ペダルは必ずち足で操作 
してください。不慣れな左足で操 
作すると、事故を起こずおそれび 
ありまず。 

• ブレーキ ペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルび一定のところで停止ず 
ることやペダルの踏みしろの量を確 
認してください。 

エンジンの始動 

シフトポジションび [ pj になってい 
ることを確認して、ブレーキペダル 
を確実に踏んでエンジンを始動し 
ます。アクセルペダルを踏む必要は 
ありません。 


発進 

• エンジンび適正なアイド U ング回 
転数になっていることを確認してく 
ださい。 

• シフトポジションをにず 
るとさは、必ずブレーキペダルを十 
分に踏み込んで < ださい。 

• アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないで< 
ださい。車び急発進ずるおそれび 
ありまず。 

• 急な上りあで発進ずるとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままアク 
セルペダルを静かに踏み込み、車び 
わずかに動を出ずのを確認してから 
パーキングブレーキを解除して発進 
して < ださい。 

また、あ道で発進するとさは、ヒ 
ルスタートアシストち作動しまず 
(>133 ページ）。 

走巧中 

• 走行中はシフトポジションを HE 
にしないで<ださい。エンジンブ 
レーキびまったく効ひないため事故 
につなびったり、トランス S ッショ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。 

• 滑りやずい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせると、ス1」ップし 
て車のコント□ールを失い、事故を 
起こずおそれびありまず。 

• 走行中にエンジンを停止しないで< 
ださい。エンジンブレーキび効かな 
<なったり、ブレーキやステア1」ン 
グの操作に非苗に大きな力び必要に 
なりまず。また、ま全装備び作動し 
な < なるおそれびありまず。 
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停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
ないでください。万一、シフトポ 
ジションび走行位置になると、車 
び急発進して事故を起こずおそれ 
びありまず。 

• 急な上りあなどでは、アクセルぺ 
夕 V レの踏み加減によつて停止状態を 
イ呆たないでください。トランスミツ 
ションに負担びひかり、過熱や故障 
の原因になりまず。 

• 完全に停車ずる前に、シフトポジ 
ションを [ E にしないで<ださい。 
トランスミツションを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

駐車 

• 駐車時や車から離れるとさは、必 
ずシフトポジションを [ E にして、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

• 後退したあとは、ずぐにシフトポ 
ジションを巧□か CE に戻ずよう 
にむびけてください。 CE になつ 
ていることを忘れてアクセルペダル 
を踏み込み、車び後退して事故を起 
こずおそれびありまず。 


こんなことにちま意 


運転ずるときのミ主意事項 

• 服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶巧に運転し 
ないで < ださし、。 

• ペダル操作の巧げになるよ5な靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないでください。 

曰射に関ずるま意事項 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付け 
ないでください。吸盤びレンズの働 
さをして、乂災び発生ずるおそれび 
ありまず。 

• メガネやサングラスを車内に放置し 
ないでください。炎天下では車内び 
高温になるため、レンズやフレーム 
び変形した0、ひび割れずるおそれ 
びありまず。 

ライターに関するま意事項 

• ライターを車内に放置しないでくだ 
さい。炎天下の車内は非甫に高温に 
なるため、ライターび発乂したり爆 
発するおそれびありまず。 

• ライターをグ□ーブボックスやル物 
入れなどに入れたままにしたり、車 
内に落としたままにしないでくだ 
さい。 

荷物を押し込んだとさやシートを操 
作したとさにライターの操作部に触 
れてライターび誤作動し、乂災び発 
生するおそれびありまず。 
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給油に関ずる注意事項 

給油び自動的に停止したら、それ ii (上 
は給油しないでください。燃料漏れの 
おそれや、エンジンび不調になったり 
停止するおそれびあ0まず。 

違法改造はしない 

• 違法改造はしないでください。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用外になるだけでなく、事故 
の原因にな0まず。 

• 定期交換部品などは純正品だけを使 
用し、燃料や油脂類などは指定品を 
使用してください。 

• エンジンオイルには添加剤を入れ 
ないで<ださい。エンジンを損傷ず 
るおそれびありまず。 

• 燃料の添加剤は、純正品または承認 
されている製品のみを使用してくだ 
さい。エンジン内部の摩耗び進んだ 
り、エンジンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。故障び発生したとさは、保 
証の対象外になりまず。 

自動車電話、携帯電話の使用 

運転ちは、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないでください。道路交 
通法違反にな0まず。なお、八ンズフ 
U —機能は使用でさまずび、ミ主意力び 
散漫になり事故の原因になりまず。ま 
全な場所に停車してから使用して < だ 
さし、。 


COMAND システムの操作 

COMAND システムの操作は、できる 
だけ走行中を避け、ま全な場所に停車 
してから操作してください。走行中 
に COMAND ディスプレイを見るとき 
は、必要最ル限（約1秒し U 巧）にとど 
めて < ださい。 

をびしい条件下での運転 

発進、停止を繰り返ず市街 i せ走行、山 
間部や路面の悪い道路などをびしい条 
件下での走行びをいとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィルター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりを早 
く行な5ことび必要になりまず。 
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車両に保巧されるデータ 


故障データ 


車両には、故障時や異甫時のデータを 
保をする機能びありまず。 

保をされたデータは、安全装備など 
び作動ずるとさ、または故障や異常 
の原因の特定、車両開発などに使用さ 
れます。データを使用して、車両の動 
ををごかのぼって調べることはできま 
せん。 


メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で、故障診断機によって読み取られた 
データは、使用後に消去されまず。 


データが保巧されるその化の装備 


COMAND システムでは、ナビゲー 
シヨンや電話などでデータを保存した 
り、編集ずることびでさまず。詳しく 
は、別冊 rCOMAND システム取扱説 
日月書」をご覧<ださい。 








23 


インストルメントパネル . 24 

メー ターパネル . 26 

マルチファンクシヨンステアリング 

. 28 

センターコンソール . 29 

前席上ちの操作部 . 31 

ドアの操作部 . 32 



B 賣0>贵贿 









24 


インストルメントパネル 



を 

が 

Da 

化 

地 



カブ U オレ 



名称 

ぺージ 

① 

パドル* 

144 

⑤ 

クルーズコント□ール 

177 

レバー/可変スピード 
IJS ッターレバー 

181 


⑤ 

メーターパネル 

26 



150 

④ 

ホーン 

運転席エアバッグ 

40 

⑤ 

パークト□ニックインジ 
ケーター/作動表示灯 

187 

④ 

前席上方の操作部 

31 

@ 

エアコンディシヨナー 

207 

コ ン 卜 □ー ルパネル 

208 

④ 

エンジンスイッチ 

85 


キーレス3—スイッチ 

86 

感 

日本仕様車には装備されません 




名称 

ぺージ 

颇 

ステア U ング調整レ 
バー 

97 

⑩ 

コン ビネ ーシヨ ンス 
イッチ 

(方向指お/へッドライ 
卜/ワイパー) 

112 

120 

⑩ 

パーキングブレーキぺ 
ダル 

138 

® 

診断ソケット 

1已 

@ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

258 

® 

パーキングブレーキ解 
除八ンドル 

138 


ライトスイツチ 

109 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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名称 

ぺージ 

@ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

258 

⑩ 

診断ソケット 

1已 

⑩ 

エンジンスイッチ 

キーレス3—スイッチ 

85 

86 

⑩ 

日本仕様車には装備されません 


® 

ステア U ング調整レ 
バー 

97 

@ 

コン ビネ ーションス 
イッチ 

(方■向指示/へッドライ 
卜/ワィパー) 

112 

120 

® 

パーキングブレーキぺ 
ダル 

138 


エアコンディショナー 
コント□ールパネル 

207 

208 


ち八ンドル車 



* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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を 

が 

Da 

化 

が! 



名称 

ぺージ 

① 

燃料計 

150 

⑤ 

時計 

151 

⑤ 

スピードメーター 

151 


クルーズコント□—ル/ 

177 


巧変スピード U ミツター 
インジケーター 

181 

④ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

152 

⑤ 

タコメーター 

151 

④ 

エンジンを却水温度計 

150 

@ 

メーターパネル照度調 
整ノブ 

150 



メー ターパ不ル 


メーター パネル 












メーター パネル 
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を 

が 

化 

が! 



名称 

ぺージ 

① 

聞 ESP ® オフ表示灯 

63 

⑤ 

日本仕様車には装備されません 


⑤ 

日本仕様車には装備されません 


④ 

兩1」アフォグランプ 
表示灯 

110 

⑤ 

1ク11。1方向指示表示口 

112 

④ 

[5] ESP ® 表示灯 

320 

③ 

曰本仕様車では機能しません 


⑥ 

岡八イビーム表示灯 

113 

@ 

回へッドライト表示灯 

110 

@ 

S ] シートベルト警告灯 

318 


名称 

ぺージ 

⑩ ^ SRS 警告 灯 

321 

⑩ [ Q ] エンジン 警告 灯 

322 

@ [ M ] ブレーキ 警告 灯 

319 

(ホ色） 

320 


320 

@ m を却水 警告 灯 

322 


323 

® [ W ] ABS 警告 灯 

319 


320 

® 曰本仕様車では機能しません 

@ [ W ] 燃料残 量警告 灯 

322 






















ンステアリング 



名称 ページ 

①マルチフアンクシヨン 152 

ディスプレイ 

感 COMAND ディスプレイ 別冊 

⑤ I I ‘ふ 別冊 

音青認識スイツチ 

④因國 154 


通話開始/終了スイッチ 
(電話） 

田日 

音量スイッチ 

団 

消音スイッチ 


名称 

ぺージ 

⑤团田 

153 

スク□ールスイッチ 


(メインメニューの選が） 


囚因 


スク□—ルスイッチ 


(サブメニューの選択/ 


リストのスク□ール） 


画 


確定スイッチ 


® 回 

154 

リターンスイッチ/音 


声認識解除スイッチ 
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名称 

ぺージ 

① 

非常点滅灯スイッチ 

113 

⑤ 

盗難防止警報システム 
表示灯 

65 

⑤ 

助手席エアパッグオフ 
表示灯* 

已 1 

④ 

シー トベルトフィー 
夕'ースイッチ 

105 

⑤ 

COMAND コント□ール 
パネル 

別冊 

④ 

シートヒータースイッ 
チ* 

93 

③ 

シ ー トベンチレ — 夕 一 
スイッチ* 

94 

⑥ 

ECO スタート/ストッ 
プスイッチ 

135 

@ 

パークト□こックオフ 
スイッチ 

190 



U アウインドウ-ブラ 
インドスイッチ* 

24 已 

⑩ 

スポーツモードスイッ 
チ* 

144 

184 

@ 

日本仕様車には装偏されません 


⑩ 

灰皿 

ライ ター 

246 

247 

@ 

セレクターレバー 

131 

141 

© 

カップぶルダー 

243 

@ 

フ□ントアームレス 卜の 
ル物入れ 

237 

@ 

COMAND コント □— 
ラー 

別冊 

@ 

走行モード選択スイッチ 

143 

144 


オプションや仕様により、異なる装備です。 








30 センターコンソール 




名祿 

ぺージ 

① 

非常点滅灯スイッチ 

113 

⑤ 

盗難防止警報システム 
表示灯 

65 

⑤ 

助手席エアパッグオフ 
表示灯* 

51 

④ 

シートベルトフイー 
ダースイッチ 

105 

⑤ 

COMAND コント□ール 
パネル 

別冊 

④ 

シートヒータースイッチ 

94 

@ 

シートベンチレーター 
スイッチ* 

95 

④ 

エアスカーフスイッチ* 

91 

@ 

ECO スタート/ストッ 
プスイッチ 

135 

颇 

パークト□ニックオフ 
スイッチ 

190 

⑩ 

リアへッドレストス 
イッチ 

89 



名称 

ぺージ 

⑩ 

スポーツモードスイッ 
チ* 

144 

184 

® 

灰皿 

ライター 

246 

247 

@ 

セレクターレバー 

131 

141 

® 

カップホルダー 

243 


フ□ントアームレストの 
ル物入れ 

237 

⑩ 

エアキャップスイッチ* 

232 


ウインドウスイッチ 

136 

® 

ソフトトップスイッチ 

228 

@ 

C 0 MAND コント □— 
ラー 

別冊 

@ 

走行モード選択スイッチ 

143 

144 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 







前席上方の操作部 
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名祿 

ぺージ 

④ 

I 目 I パノラミックス 
ライデイン グルー フス 
イッチ* 

221 

⑦ 

I 室内センヴー解除 
スイッチ 

67 

⑥ 

CE 読書灯（左側）ス 
イッチ 

118 

@ 

阿フ□ントルームラ 
ンプスイッチ 

118 



名称 

ぺージ 

① 

聞1」アルームランプ 
スイッチ（クーペ） 

118 

⑤ 

点灯モード切り替 
无スイッチ 

118 

⑤ 

間読書灯（ち側）ス 
イッチ 

118 

④ 

風けん引防止機能解 
除スイッチ 

66 

⑤ 

ルーム云 ラー 

99 


オプションや仕様により、異なる装備です。 





刖席上方の操作宮15 


を we 荒如 
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ドアの操作部 



を 

が 

化 

贿 


運輯席ドア（左八ンドル車) 




名祿 

ぺージ 

④ 

回ドアウインドウス 
イッチ/ U アサイドウ 
インドウスイッチ 

124 

@ 

rwi チャイルドプルー 

フ□ックスイッチ 

57 

④ 

屋 □ トランクオープ 
ナースイッチ 

84 



名称 

ぺージ 

① 

皿田四回 



ポジションスイッチ 

102 


モ U —スイッチ 

102 

⑤ 

シート調整スイッチ 

89 

⑤ 

CE ドア□ックス 
イッチ 

81 

④ 

ドアレバー 

80 

⑤ 

I V 11 。I I が I I に I 



ドア三ラー選択スイッチ 

99 


ドアミラー調整スイッチ 

99 


ドアミラー格納/展開 
スイッチ 

99 
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乗員を全装備 . 34 

走巧を全装備 . 58 

盗難防止システム . 64 


磐骗がが 
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乗員ま全装備 



シートベルトや SRS (柔員保護巧助装 
置）は、础果を局めるために補し^合し、 
連携する乗員保護装置です。 

これらは、想定される事故の状況に 
おいて、乗員が負傷ずる可能性を最ル 
限に抑えて安全性を高めまず。 

シートベルトとエアバッグは、物がが 
部から車内に入り込んだとさの衝撃か 
ら乗員を保護ずる効果はありません。 

乗員保護装置を適切に機能させるた 
め、下のことにま意してください。 

• シートやヘッドレストは正ししパな置 
に調整して<ださい （>87 ページ）。 

• シートベルトを正しく着用してくだ 
さい（>103ページ）。 

• エアバッグの作動が妨げられてい 
ないことを確認してください （037 
ぺージ)。 

• ステアリングを正しい位置に調整し 
て < ださい。 

• 乗員保護装置を改造しないで<だ 
さし、。 

〇 エアバッグはシートベルトを正し 
<着用しているとさのみ、乗員保護 
機能を高めることがでさまず。しか 
し、エアバッグは組み合わされるこ 
とで効果を発揮する付加的な保護補 
助装置で、シートベルトの代わりに 
なるちのではありません。エアバッ 
グが装備されていてち、必ず乗員全 
員がシートベルトを正し<着用して 
<ださい。 


また、エアバッグは、あらゆる種類 
の事故で作動するわけではありま 
せん。状況によっては、乗員が正 
し<シートベルトを着用している場 
合は、エアバッグが作動してち乗 
員保護効果が高まらないことがあり 
^ 〇 

• UTF の理由から、エアバッグはシート 
ベルトを正し<着用している場合にの 
み、シートベルトの保護機能を高める 
ことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、乗 
員とエアパッグの適切な位置関係を 
保つことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、正 
面からの衝突のとさなどに乗員が前 
方に投げ出されるのを防ぐことがで 
さまず。これにより、けがの危険'性 
を減らずことがでさまず。 

したがって、衝突時にエアバッグが作 
動したとさは、エアバッグは正しく着 
用されたシートベルトの保護機能に加 
えて効果を発揮しまず。 

A 警告 

不適切な作業を行なラと、車両の走 
巧安定性が損なわれる可能性があり 
ます。その結果、車のコント□ール 
を失い、事故を起こずおそれがあり 
ます。また、安全装備が正常に作動 
しな<なり、乗員保護効果が得られ 
ないおそれがあります。 

点検整備や修理などは、^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で行なラ こ 
とをお勧坡します。 


磐骗がが 
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A 警告 

乗員保護装置の下の構成部品を改 
造したり、不適切な作業を行なわない 
でください。正常に作動しなくなる 
おそれがあります。 

• シートベルトとベルトアンカー、 
シートベルトテンショナ ー、 ベル 
トフ オース リミッター、エアバッ 
グを含む乗員保護装置 
• 配線 

• 車載ネットワークで接続された電 
テ制御部品 

衝突時の衝撃の強さが乗員保護装置 
び作動するレベルに達していてち、 
エアバッグと シー トベルトテン ショ 
ナーが作動しなかったり、誤作動ず 
るおそれがあります。決して乗員保 
護装置を改造しないでください。 

また、絶対に車の電子制御部品やソ 
フトウエアを改造しないでください。 


SRS (乗員保護補助装置) _ 

SRS は iU 下の装備により構成されまず。 
• SRS 警告口 
• エァバッグ 

• エアバッグコント□ールユこット 
(クラッシュセンヴーを含む） 


か I SRS 警告口 

イグニッシヨン位置を1にずると点 
灯し、数秒後に消灯します。 

イグニッシヨン位置を2にずると点 
灯し、エンジン始動後に消灯しまず。 

イグこ ッ シヨン位置が 1 か 2 のと 
さは、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出しまず。 

A 警告 

し U 下のよラなときは、 SRS に異常が 
発生しています。衝撃を受けてをエア 
バッグや シー トベルトテン シヨナー 
が作動しないおそれや、す意に作動す 
るおそれがあります。 

• イグニッシヨン位置を1か2にし 
たとさに SRS 警告灯 [ E が点灯 
しないとさ 

•イグニッシヨン位置を1にしたと 
きは数秒後に、イグニッシヨン位 
置を2にしたとをはエンジン始動 
後に SRS 警告灯因が消灯しない 
とさ 

• エンジンがかかっているとさなど 
に SRS 警告灯 面 が点丹したとき 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 


醒骗がが 


• シートベルトテンシヨナー 
• ベルトフ オース リミッター 
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乗員まを装備 


シートベルトテンシヨナーとエアパッ 
グの作動 

シート ベル ト テン シヨナーと エアバツ 
グの作動は、衝撃の強さによって変わ 
りまず。 

衝突などで衝撃が発生した際、セン 
ヴーは衝撃の強さや方向などを検知 
し、シートベルトテンシヨナーを作動 
させる必要があるか判断しまず。 

さらに車両の縦ち向に一定上の衝撃 
を検知したとさに、運転席/助手席 
エアバッグが作動しまず。 

〇 事故の状況によってはエアバッグ 
び作動しない場合びありまず。 

事故の際にずベてのエアノ（ッグび作 
動するねけではありません。 

各エアバッグの作動条件はそれぞれ 
異なりまず。 

し、 ずれのエアバッグち、衝突の最初 
の段階において検知された衝撃の強 
さや方向、およびじ(下のよラな事故 
の種類に基づいて作動しまず。 

• 前方からの衝突 
• 側面からの衝突 
• 後方からの衝突 
• 横転（カブ U オレ） 

〇 センサーび検知ずる衝撃の強さや 
方向は、(下の要素によって決ま 
りまず。 

. 衝撃の集中度/分散度 
• 衝撃の角度 
• 車体の変形度合い 
• 衝突物の特性 


シートベルトテンシヨナー/ベルト 
フオース! JS ツター 


シートベルトテンシヨナー 

すべての シー トベルトには シー トベル 
トテン シヨ ナーが装備されていまず。 

シートベルトテンシヨナーは、車の縦 
方向に大さな衝撃を受けたとさにシー 
トベルトを引さ込み、シートベルトの 
効果を高める装置です。 

シートベルトテンシヨナーは、シート 
位置が不適切なとさや、シートベルト 
が正し<着用されていないとさは、効 
果を発揮でさません。 

シートベルトテンシヨナーは、バック 
レストに乗員の身体を密着させるため 
のちのではありません。 

シートベルトテンシヨナーは、 LiTF の 
ときに作動します。 

• イグこッシヨン位置が2のとさ 
. SRS に異常がないとさ 

• フ□ントのシートベルトテンシヨ 
ナーは、シートベルトが正し<バッ 
クルに差し込まれているとき 
リアシートのシートベルトテンシヨ 
ナーは、シートベルトの着用に関わら 
ず作動しまず。 

シートベルトテンシヨナーは、事故の 
状況や衝撃の強さわ’ル U 下のよラなとさ 
に作動しまず。 

• 前ちまたは後方からの衝突の際に、 
衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
縦ち向に急激に一定 iU 上の衝撃を検 
知したとさ 


磐骗がが 
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• 側面衝突の際に、車両の横方向に急 
激に一定 iU 上の衝撃を検知したとさ 

• カブリオレは、車両が横転ずるよ 
ラな特定の状況で、シートベルト 
テンシヨナーの作動が乗員保護機 
能を高めるとシステムが判断した 
とさ 

シートベルトテンシヨナーの作動時に 

聞こえる作動音は、ごくまれに聴力に 

影響することがありまず。 

シートベルトテンシヨナーが作動ずる 

と、 SRS 警告灯®が点灯しまず。 

A 警告 

シートベルトテンシヨナーが作動す 
ると、：欠に事故が発生した場合は乗 
員保護機能が得られません。そのた 
め、作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ず^ルセデス•ベンツ指定 
サービスエ場で新品と交換して<だ 
さい。 

未作動のシートベルトテンシヨナー 
を廃棄するとさは、廃棄専用の処置 
が必要です。^ルセデス•ベンツ指定 
サービスエ場、または専門業者に依 
頼してください。 

P 助手席に乗車していないときは、 
シートベルトのプレートをバックル 
に差し込まないで<ださい。衝突時 
などに、シートベルトテンシヨナー 
が作動ずることがあ0まず。 


ベルトフオースリミッター 

ずべてのシートベルトにはベルト 
フオース U ミッターが装備されてい 
9 〇 

ベルトフオースリミッターは、シート 
ベルトに一定 LiLL の荷重がかかったと 
さに作動し、乗員の胸にかかる力を分 
散-軽減しまず。 

フ□ントシートのベルトフオースリ 
S ッターは、運転席/助手席エアバッ 
グと連動してお0、乗員にかかる力を 
分散-軽減しまず。 


エアバッグ 

車が一定政上の衝撃を受けると、高温 
のガスが排出されて、収納されている 
エアバッグが瞬時にふ<らみまず。こ 
れにより、乗員の身体への衝撃を分散- 
軽減しまず。 

エアバッグは高温のガスによりふくら 
むため、ずり傷や火傷、打撲などをず 
ることがありまず。エアバッグの作動 
時に聞こえる作動音は、ご<まれに聴 
力に影響ずることがありまず。 

エアバッグが作動ずると、 SRS 警告 
灯^が点口しまず。 


醒骗がが 
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A 警告 

エアバッグの乗員保護機能を正しく 

発揮するた故、似下の点にミ主意して 

ください。 

• 乗員全員がシートベルトを正しく 
着用し、バックレストをでさるだ 
け垂直の位置にしてください。 

へッドレストが目の高さにあり、 
後頭部が支えられるよラに調整し 
て < ださい。 

• 身長1日 0 cm 未満および12歳未 
満の子供はチヤイルドセーフテイ 
シートを使用して確実に身体を固 
定してください。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはできるだけ後 
部に動かし、エアバッグとの間隔 
を確保してください。間隔が狭す 
ぎると、エアバッグが作動する衝 
撃でけがをするおそれがあ0まず。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけ 
ないで<ださい。サイドバッグや 
フ□ントヘッドバッグ（カブリオ 
レ）、ウインドウバッグ（クーペ） 
が作動ずる衝撃でけがをずるおそ 
れがおりまず。 

• 助手席エアバッグの機能が解除さ 
れている*場合を除さ、助手席 
には後ろ向きに装着するタイプの 
チヤイルド セーフ テイ シー トを装 
着しないでください。また、タイ 
プにかかわらず、助手席にはチヤ 
イルド セーフテイシー トを後ろ向 
さに装着しないでください。やむ 
を得ず助手席にチヤイルド セーフ 
テイ シー トを装着するとさは、必 
ず前向きに装着して、助手席 シー 
卜をもっとも後ろの位置にしてく 
ださい。 

オプション和仕様により、異なる装備でず。 


• 衣服のポケットなどに重い物や鋭 
利な物を入れないで<ださい。 

• 運転中はステアリングのパッド部 
を持ったり、身体をステアリング 
やダッシュボードにのせないで< 
ださい。エアバッグの作動び妨げ 
られるおそれや、エアバッグが作 
動したとさにけがをずるおそれが 
ありまず。 

• ドアなどの内張りに寄りかから 
ないで < ださい。 

• エアバッグ作動範囲と乗員の間に 
ぺットや荷物を置かないで<だ 
さし、。 

• バックレストとドアの間に物を置 
かないで < ださい。 

• アシストグリップやコートフック 
にかたい物や鋭利な物をかけない 
で < ださい。 

• カップホルダーなどのアクセサ 
U —を、ドアや後席左ちの側面に 
取り付けないでください。 

• ルームミラーに市販のワイドミ 
ラーなどを取り付けないで<だ 
さし、。 

• エアバッグを取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで< 
ださい。誤作動でけがをしたり、 
正しく作動しな< なりまず。 


磐骗がが 
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A 警告 

し U 下のエアバッグ収納部には、バッ 
ジ、ステッカー、 U モコンなどを貼 
付したり、市販のカップホルダーや 
アクセサリーなどを取0付けないで 
<ださい。 

• ステア U ングパッド部 
• ステアリングコラム下部のパネル部 
• 助手席側のダッシュボードパネル部 
• フ□ントシートのバックレスト側面 
• U アシートの左ち端部 
• ドア内張り（カブ U オレ） 

A 警告 

エアバッグの作動時にわずかに白煙 
が発生ずることがありますび、火災 
のむ配はありません。 

ただし、ぜんそ<などの呼吸疾患の 
ある方は一時的に呼颐障害を起こす 
おそれがあ0まずので、安全を確認 
のラえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開さ換気を行なってくだ 
さし、。 


A 警告 

関連部品に身体を触れないで<だ 
さい。部品が熱くなってお0、火傷 
をするおそれがあります。 

作動したエアバッグは、必ずメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で新 
品と交換してください。次に事故が 
発生した場合は、エアバッグによる 
乗員保護機能が得られません。 


エアバッグの種類と収納場巧 


エアバッグを 

収納場所 

運転席 

エアバッグ 

ステアリング 
パッド部 

助手席 

エアバッグ 

助手席ダッシュ 
ボードパネル部 

運転席 
こーバッグ 

運転席足元 

フ□ントサイド 
バッグ 

フ□ントシート 
のバックレスト 
側面 

U アサイド 
バッグ 

U ア シー トの 
左ち端部 

フ□ントヘッド 

バッグ 

(カブ U オレ） 

ドアトリム上端 

ウインドウ 
バッグ（クーペ） 

フ□ントピラー 
と1」アピラー間 
のルーフライニ 
ング部 

ペルビスバッグ 

フ□ントシート 
のバックレスト 
側面下部 


摆骗がが 
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運転席/助手席エアバッグ 



左八ンドル車 


運転席エアバッグの/助手席エアバッ 
グ©は、縦方向からの強い衝撃を受 
けると作動し、運転席/助手席乗員 
の頭部や胸部への衝撃を分散-軽減し 
ます。 

運転席エアバッグ/助手席エアバッ 
グは、他のエアバッグの作動に関わら 
ず、 LU 下のとさに作動しまず。 

• 衝突の最初の段階で、車両の縦方向 
に急激に一定 iU 上の衝撃を検知した 
とさ 

• 運転席/助手席エアバッグの作動 
が、シートベルトによる乗員保護 
機能を高めるとシステムが判断し 
たとさ 

• シートベルトを正し<着用している 
とさ 

車両が横転したとさは、車両の縦方向 
に一定 iU 上の衝撃を検知しない限り、 
運転席/助手席エアバッグは基本的 
に作動しません。 


助手席エアバッグ®は、助手席に乗 
員が乗車していて、エアバッグオフ表 
お灯*が消灯しているとさにのみ作動 
します。これにより、チャイルドセー 
フテイシート検知システム装備車で 
は、チャイルドセーフテイシート検知 
システムに対応していないチャイルド 
セーフティシートが助手席に装着され 
ているか、あるいはチャイルドセーフ 
ティシートが不適切なち法で装着され 
ていないかを確認でさまず。 

〇助手席に重い荷物を置かないで< 
ださい。システムび助手席に乗員 
びいると判断し、事故のとさに助手 
席エアバッグび作動ずることびあ0 
ます。作動したエアバッグは交換ず 
る必要びありまず。 

〇 縦方向からの衝撃び弱いとさは 
シートベルトテンシ ヨナー だけび作 
動し、運転席/助手席エアバッグ 
は作動しないことびありまず。 


運転席二ーバッグ 



左八ンドル車 


運転席ニーバッグのは、運転席エア 
バッグと連動してステアリングの下方 
で作動し、運転席乗員の膝から下への 
衝撃を分散-軽減します。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


磐骗がが 
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サイドバッグ 


A 警告 

フ□ントシートに市販のシートカ 
バーを使用しないでください。フ□ン 
トヴイドバッグとペルビスバッグの 
作動が妨げられるおそれがあります。 



クーぺ 


横ち向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のフ□ントヴイドバッ 
グ①/リアサイドバッグ®が作動し、 
乗員の胸部への衝撃を分散-軽減し 
ます。 

サイドバッグは、シートベルトの着用 
や運転席/助手席エアバッグの作動、 
シー トベルトテン シヨ ナーの作動に関 
わらず、衝突の最初の段階で、横方向 
から一定政上の衝撃を検知したとさに 
作動します。 

カブリオレは、車両が横転したときは、 
車両の横ち向に一定政上の衝撃を検知 
し、サイドバッグの作動がシートベル 
卜による乗員保護機能を高めるとシス 
テムが判断しない限り、基本的に作動 
しません。 


フ□ントヘッドバック（カブリオレ) 



横ち向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のフ□ントへッドバッ 
グ①がドアウインドウ付近で作動し、 
前席乗員の頭部への衝撃を分散-軽減 
し 〇 

フ□ントヘッドバッグは、シートベル 
卜の着用や助手席乗員の有無、運転 
席/助手席エアバッグの作動に関わ 
らず、衝突の最初の段階で、横ち向か 
ら一定上の衝撃を検知したとさに作 
動しまず。 

車両が横転したとさは、 フ □ントへッ 
ドバッグの作動がシートベルトによる 
乗員保護機能を高めるとシステムが判 
断したとさに、運転席/助手席の フ 
□ントへッドバッグが作動しまず。 


醒账がが 
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運お席/助手席ペルビスバッグ 
A 警告 

フ□ントシートに市販のシートカ 
バーを使用しないでください。フ□ン 
トヴイドバッグとペルビスバッグの 
作動が巧げられるおそれがありまず。 


ウインドウバッグ（クーペ） 

戸' 



左側フ□ントシート 

横ち向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側の運転席ペルビスパッグ 
または助手席ペルビスパッグが作動 
し、運転席または助手席乗員への衝撃 
を分散-軽減します。 

運転席/助手席ペルビスバッグ①は、 
シートベルトの着用や運転席/助手 
席エアバッグの作動、シートベルトテ 
ンシヨナーの作動に関わらず、衝突の 
最初の段階で、横ち向から一定(上の 
衝撃を検知したとさに作動しまず。 

カブリオレは、車両が横転したときは、 
車両の横方向に一定 Li (上の衝撃を検知 
し、ペルビスバッグの作動がシートベ 
ルトによる乗員保護機能を高めるとシ 
ステムが判断しない限り、基本的に作 
動しません。 


横ち向からの強い衝撃を受けると、 
衝撃を受けた側のウインドウパツグ 
のが作動し、頭部への衝撃を分散- 
軽減します。 

ウインドウパツグは、助手席乗員の有 
無、シートベルトの着用、運転席/助 
手席エアパツグの作動に関わらず、衝 
突の最初の段階で、横ち向から一定 
上の衝撃を検知したとさに作動し 
まず。 


磐紙が化 
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エアバッグの作動条件 


運転席/助手席エアバッグ、運転席 
ニーバッグが作動ずるとさ 

正面衝突など車の前方左も 
約30度し U 内の方向から強 
い衝撃を受けたとさ 


運転席/助手席エアバック、運転席 
ニーパツグが作動しない場合がある 
とさ 

立木や電柱への衝突のとさ 




トラックの下に潜り込んだ 
とさ 




斜め前方への衝突のとさ 


運転席/助手席エアバッグ、運転席 
こーバッグが作動しないとさ 

後ろから衝突されたとさ 





乃 ！ が 



摆骗がが 
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サイドバック、フ□ントへッドバック、 
ペルビスバッグ、ウインドウバッグが 
作動ずるとき 

客室部分に横ち向から強い衝撃を 
受けたとを 




1た 

客室政外の側面に衝撃を受けたとさ 


いずれかのエアバックが作動ずる場合 
があるとさ 

中央分離帯や縁石などに 



深い巧や溝に落ちたとさ 


サイドバッグ、フ□ントへッドバッ义 
ペルビスバッグ、ウインドウバッグが 
作動しない場合があるとさ 

斜めち向か5衝撃を受けたとさ 



床下に強い衝撃を受けたとき 




横転したとさ 



磐骗がが 
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□ 一 J レノ \—(カーグリオレ） 

□ールバーは U アへッドレストの下方 
に装備されています。システムが横転 
のおそれがあると判断したとさに作動 
します。 

A 警告 

□ールバーや U アへッドレストの作 
動が妨げられないよラにしてくだ 
さい。□ールバーが作動したとさに 
けがをずるおそれがあ0まず。 

□ールバーが作動ずると、 U アヘッド 
レストち自動的に上方に移動しまず。 

□ールバーが作動したとさは、 U アへッ 
ドレストを下げたり、ソフトトップを 
操作することがでさな<なりまず。最 
寄りのルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で点検を受けて < ださい。 

A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に□ールバーに関ずる故障/警告 
^ッセージが 表示されたとをは、事 
故のとをなどに□ールバーが作動し 
ない可能性があるため、乗員が致命 
的なけがをずるおそれがあ0まず。 
ただちに^ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で□ールバーの点検を受け 
て < ださい。 


PRE - SAFE ® 

PRE - SAFE ® は、車が危険な状態にあ 

ることを感知したとさに、乗員保護機 

能を高める装置でず。 

PRE - SAFE ® は、下のときに作動し 

ます。 

• 巨 AS が作動ずるよラな急ブレーキ 
を効かせたとさ 

• 車が物理的な限巧を超えて強いア 
ン ダース テア状態や オーバー ステ 
ア状態になったとさなど、車の姿 
勢が危険な状態になったとさ 

PRE - SAFE ® は下のように作動し 
9 〇 

• 前席シートベルトを引さ込み、シー 
トベルトの張力を高めまず。 

• 助手席シートが不適切な位置にある 
場合は、助手席シートを適正な位置 
に調整しまず。 

• マルチコント□—ルシートバック装 
備車は、フ□ントシートのシート 
クッシヨンおよびバックレストの 
サイドサポートの空気圧を高< し 
cA 9 〇 

•車が横滑りをずると、ドアウインド 
ウとパノラミックスライデイング 
ルーフ*がかし開いた状態まで自 
動的に閉じまず。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


攫骗がが 
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車が不安定な状態から脱ずると、引さ 
込まれたシートベルトの張力が緩み 
ます。また、フ□ントのマルチコント 
□ールシートバックのサイドサポート 
の空気圧が元の状態に戻りまず。 

助手席シートの位置、ドアウインドウ 
やパノラミックスライデイングルー 
フ*の開さ具合を再度調整ずることが 
でさます。 

前席シートベルトの引を込みび解除さ 
れないとを 

►停車しているときに、シートベルト 
の張力が緩むまで、バックレスト角 
度やシートの前後位置を後方の位置 
に動かしまず。 

シートベルトの張力が緩み、□ック 
機構が解除されまず。 

A 警告 

シートを調整ずるとさは、後席の乗 
員がけがをしないよラにま意してく 
ださい。 

。シ_ 卜下部や後方に物がない こと 
を確認してください。シートや物を 
損傷するおそれがありまず。 


NECK PRO アクティブへッドレスト 

NECK PRO アクティブへッドレスト 
は、追突など後方からの衝撃を受けた 
ときに、フ□ントシートのヘッドレス 
卜が前方および上方に動<ことによ 
り、運転席と助手席乗員の頭部をより 
効果的に支持し、頭部、頸部の保護度 
合し^を局めまず。 

衝撃の大ささや衝撃を受けた方向に 
よっては 、 NECK PRO アクティブへッ 
ドレストが作動しないことがありまず。 

A 警告 

フ□ントシートには、必ず純正のシー 
トカバーだけを使用して < ださい。 
市販のシートカバーを使用すると、 
NECK PRO アクティブへッドレス 
卜の作動が妨げられるおそれがあり 
ます。詳しくは;ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

事故の際に NECK PRO アクティブ 
へッドレストが作動した場合は、運転 
席と助手席のへッドレストをリセット 
してください0335ページ）。 

U セットをしないと、次に後方からの 
衝撃を受けたとさに乗員の保護効果を 
高めることがでさません 。 NECK PRO 
アクティブへッドレストが作動しない 
ため、頭部-頸部を保護することがで 
きません 。 NECK PRO アクティブへッ 
ドレストが作動した場をは、へッドレ 
ストが前方に動いた状態のままにな 
り、角度の調整がでさな<なることに 
より確認でさまず。 


磐骗がが 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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子供を乗せるとさ 


チヤイルドセーフテイシート 


A 警告 

急な進路変更時や急ブレーキ時、衝 

突時などに、子供が重大なけがや致 

命的なけがをするのを防ぐため、し U 

下の点にミ主意してください。 

• 6歳未満の子供を乗車させるとさ 
は、チャイルドセーフテイシート 
を使用することが法律で義務付け 
られています。 

• 身長1 50 cm 未満および12歳未満 
の子供は、適切なシートに装着し 
たチャイルド セーフテイ シートに 
乗車させ、確実に身体を固定して 
ください。シートベルトは子供向 
けに設計されていないため、チャ 
イルド セーフテイ シートの使用が 
必要になりまず。 

• チャイルドセーフテイシート検知 
システム装備車にセンサー付さ純 
正チャイルドセーフテイシートを 
装着して助手席エアバッグの機能 
が解除されている場含を除さ、助 
手席には媛ろ向きに装着ずるタイ 
プのチャイルドセーフテイシート 
を装着しないで < ださい。また、 
タイプにかかわらず、助手席には 
チャイルドセーフテイシートを後 
ろ向をに装着しないでください。 
エアバッグが作動ずる衝撃で致命 
的なけがをするおそれがあ0ます。 

• やむを得ず助手席にチャイルド 
セーフテイシートを装着するとき 
は、必ず前向きに装着してください。 
また、助手席シートをちっとち後 
ろの位置にしてください。 


• 絶対に子供を膝の上に乗せて走行 
しないでください。急な進路変更 
時や急ブレーキ時、衝突時などに 
子供を保護することができな < な 
り、子供が車内の部品に激し<ぶ 
つかったり、致命的なけがをする 
おそれがあります。 


A 警告 

• チャイルドセーフティシートは、 
適切なシートに正し<装着される 
ことにより保護機能を発揮します。 
正しく装着されていないと、衝突 
時や急ブレーキ時、急な進路変更 
時に子供の身体を固定ずることが 
でさず、モ供が致命的なけがをず 
るおそれがありまず。チャイルド 
セーフティシートを装着するとさ 
は、製品に付属の取扱説明書の指 
示およびチャイルドセーフティ 
シートの正しい使用ちまに従って 
<ださい。 

• チャイルドセーフティシートはリ 
アシートに装着してください。テ 
供の安全性が高 < な0まず。 

• チャイルドセーフティシートの底 
面全体がシートクッションに接し 
てし''る必要があります。そのため、 
チャイルドセーフティシートの下 
にクッションなどを置かないでく 
ださい。 

• チャイルドセーフティシートの 
クッションカバーが損傷したとさ 
は、純正品と交換してください。 

• チャイルドセーフティシートが損 
傷しているとさは新品と交換して 
ください。大きな衝撃を受けたり、 
損傷したをのは子供を保護で量ま 
せん。 


攫骗が拟 
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モイ共を乗車させるとさは、モ供の体格 
や年齢、体重に合ったチャイルドセー 
フティシートを使用して、身体を固定 
して < ださい。 

チャイルドセーフティシートは後席に 
装着し、走行している間は、チャイル 
ドセーフティシートによりモ供の身体 
を固定して < ださい。 

Daimler AG では、モ供の体重や年齢に 
応じた純正チャイルドセーフティシー 
卜を用意しています（>47ページ）。 

A 警告 

• 子供をチャイルドセーフティシー 
卜に乗車させている場合でを、子 
供だけを車巧に残して車から離れ 
ないでください。テ供が車内の各 
部に触れてけがをずるおそれが 
ありまず。また、炎天下では車内 
が高温になるため熱中症を起こし 
たり、寒;令時には車内が低温にな 
るため命にかかわるおそれがあり 
ます。 

• チャイルドセーフティシートは直 
射曰光に当てないで<ださい。炎 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフティシートが高温になり、 
子供が火傷をずるおそれがあり 
ます。 

• 子供が誤ってドアを開くと、子供 
や周囲の人がけがをするおそれが 
あ0ます。子供が車外に出てけが 
をしたり、車にはねられて重大な 
けがをするおそれがあ0ます。 

• チャイルドセーフティシートを使 
用しないときは、車から取り外す 
か、確実に固定してください。 


A 警告 

荷物が固定されていなかった0適切 
な位置に置かれていないと、し U 下の 
よラな場合に子供や周囲の人がけが 
をする危険性が増加します。 

• 事故のとさ 
• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 

車内に重い物や硬い物を積むときは、 
確実に固定して<ださし、荷物を積む 
とをの注意点ついて、詳しくは（1>23己 
ページ）をご覧ください。 

純正チヤイルドセーフティシート 

Daimler AG では、モ供の体重や年齢に 
応じた純正チヤイルドセーフテイシー 
卜を用意してし''まず。 


選択の目安 


シートを 

体重 

年髓 

ベビーセー 
フプラス 

約 i 3 i < gi；rF 

新生児〜 

1己力巧位 

デュオ 

プラス 

9〜1 8 kg 

8力月〜 

4歳位 

キッド 

または 

キッド 

フィックス 

1已〜 36 l<g 

3歳半〜 
12歳位 


《チヤイルドセーフティシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびあ0まず。 
詳しくは販売店におたずねください。 


磐骗がが 
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チヤイルドセーフティシート固定機構 

チヤイルドセーフテイシートをシート 
ベルトで固定ずるとさ、シートベルト 
が引さ出されないよ5に□ックして 
チヤイルドセーフテイシートを確実に 
固定するシステムでず。 

リアシートベルトに装備されていまず。 

A 警告 

子供をチヤイルドセーフテイシート 
固定機構で遊ばせないでください。 
固定機構が作動するとシートベルト 
が引を出し方向に動かなくなるため、 
誤ってシートベルトが首に卷さ付く 
と、窒息など致命的なけがをするお 
それがお0ます。 


チャイルドセーフテイシートを装 
着ずる 

► 製品に付属の取扱説明書の指示に 
従いまず。 

► シートベルトをベルトアンカーから 
ゆっ < りと引さ出しまず。 

► シートベルトのプレートをバックル 
に差し込みまず。 

固定機構を使用ずる 

► シートベルトをいっぱいまで引き 
出した後、チャイルドセーフテイ 
シートが確実に固定でさる位置ま 
でシートベルトを巻さ取らせまず。 

固定機構が作動ずると、シートべ 
ルトが巻さ取られているとさに、 
固定機構の作動音が聞こえまず。 


► チャイルドセーフテイシートを押 
し、シートベルトのゆるみを取り 
まず。 

。チャイルドセーフテイシートを固 
定後、シートベルトが引さ出し方 
向に動かないことを確認して<だ 
さい。 

固定機構を解除ずる 

► 製品に付属の取扱説明書の指示に 
従いまず。 

► シートベルトのプレートをバックル 
からがし、シートベルトを巻さ取ら 
せます。 

。 シ —ト ベル トを着用した状態で上 
体を大さ<動かしたとさに、シー 
トベルトがいっぱいに引さ出され 
てチャイルド セーフ テイ シー ト固 
定機構が作動ずることがありまず。 
このとさは、固定機構を解除して 
から、シートベルトを再度着用し 
て < ださい。 

助手席へのチャイルドセーフティシー 

卜の装着 



助手席ヴンノ（イヴーに貼付された警告ステッ カー 


醒骗がが 
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チヤイルドセーフテイシートを後ろ向きに装着 
ずることを禁止ずる警告ステッカー 


A 警告 

助手席エアバッグの機能が解除され 

ていないときは、じ I 下のよラに対処 

してください。 

• 助手席エアバッグが作動ずると、 
助手席に装着したチャイルドセー 
フティシートに柔車している子供 
が致命的なけがをするおそれがあ 
ります。特に子供が助手席エアバッ 
グのすぐそばに着座している場合 
は、エアバッグが作動する衝撃で 
致命的なけがをずる危険性が高く 
な0ます。 

• 絶巧に後ろ向さに装着ずるタイプ 
のチャイルドセーフティシートを 
助手席に装着して、子供を乗せない 
で<ださい。後ろ向さで装着ずる 
タイプのチャイルドセーフティ 
シートは、後席にのみ装着してく 
ださい。 

• やむを得ず前向さのチャイルド 
セーフティシートを助手席に装着 
して子供を乗せるとさは、必ず助 
手席シートをちっとも後ろおよび 
高い位置にしてください。 


し以下のよラな場含は、助手席エアバッ 
グの機能は解除されません。 

• チャイルドセーフテイシート検知 
システム非装備車 

• チャイルドセーフテイシート検知 
システム装備車の助手席に、チャ 
イルドセーフテイシート検知シス 
テ厶に対応していないタイプの純 
正チャイルドセーフテイシートを 
装着したとさ 

• チャイルドセーフテイシート検知 
システム装備車は、助手席エア 
バッグオフ表示灯 s : が点灯し 
ないとさ 

チャイルド セーフ テイ シー トに関ず 
るミ主意事項を記載したステッカーが、 
ダッシュボードと助手席側サンバイ 
プーの両面に貼付されています。 

純正チャイルドセーフテイシートに 
ついては、メルセデス■ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

後ろ向きに装着ずるタイプのチャイル 
ドセーフテイシートを、助手席に装着 
して使用しないでください。 


チャイルドセーフテイシート検知シス 
テム* 



※イラストは曰本仕様と異なります。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


磐骗がが 






センサー付さ純正チャイルドセーフ 
ティシートを装着しても助手席エア 
バッグオフ表示灯 [ S が点打しない 
とさは、助手席エアバッグの機能は 
解除されていません。助手席エアバッ 
グが作動ずるとをの衝撃で、子供が 
致命的なけがをずるおそれがありまず。 
じ(下のよラに対処してください。 

• 後ろ向きに装着ずるタイプのチャ 
イルドセーフティシートを助手席 
に装着しないでください。 

• 後ろ向さで装着ずるタイプのチャ 
イルドセーフティシートは、後席 
に装着してください。 

または 

• 助手席には前向さに装着するタイ 
プのチャイルドセーフティシート 
のみを装着し、助手席シートをちつ 
とも後ろの位置にしてださい。 

• メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場でチャイルド セーフ ティ シー 
卜検知システムの点検を受けてく 
ださい。 

チャイルドセーフティシート検知シ 
ステムが正しく機能し、検知するこ 
とができるように、チャイルドセー 
フティシートの下にクッションなど 
を置かないでください。チャイルド 
セーフティシートの底面全体がシー 
トクッションに接している必要があ 
ります。チャイルドセーフティシー 
卜が正しく装着されていないと、事 
故のとをに保護機能を発揮ずること 
がでさな<な0、けがをずるおそれ 
があ0まず。 


柔員まま装備 


A 警告 


助手席シートにチャイルドセーフティ 
シート検知システムが装備されてい 
ない場合は、専用のステッカーにより 
確認でさます。ステッカーは、助手席 
側ダッシュボードの側面に貼付され 
ています。助手席ドアを開< と、この 
ステッカーが確認でさまず。 



チヤイルドセーフテイ シー ト検知シス 
テム装備車の助手席に、センサー付さ 
純正チヤイルドセーフテイシートを装 
着しているとさは、イグこツシヨン位 
置を1か2にずると、助手席エアバツ 
グオフ表示口©が点口し、助手席エ 
アバツグの機能が解除されまず。 

センサー付さ純正チヤイルドセーフ 
テイシートを装着したとさは、必ず助 
手席エアパツグオフ表お口が点灯ずる 
ことを確認して < ださい。 


磐骗が批 
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〇 センサー付さ純正チャイルドセー 
フティシートを装着して、助手席エ 
アバッグの機能が解除されていて 
ち、助手席の iu 下の装置は作動し 
ます。 

• サイドバッグ 
• ペルビスバッグ 

• フ□ントヘッドバッグ（カブ U 
オレ） 

• ウインドウバッグ（クーペ） 

• シートベルトテンシヨナー 

〇 純正チャイルドセーフテイシート 
には、チャイルドセーフテイシート 
検知システムに対応していないタイ 
プがありまず。詳し<は販売店にお 
たずね < ださい。 

A 警告 

助手席シートには、じ I 下のよラな電 
テ機器を置かないでください。 

• 電源の入ったノートパソコン 
. 携帯電話 

• 磁気カードやにカード 

電子機器からの信号がチャイルド 
セーフテイシート検知システムに干 
渉することがあるため、システムが誤 
作動するおそれがありまず。 その 結 
果、センサー付き純正チャイルドシー 
卜を装着していない状態で助手席エ 
アバッグオフ表示灯が点灯し、事故 
のときに助手席エアバッグが作動し 
な<な0まず。また、イグニッシヨ 
ン位置を 2 にしたときに SRS 警告灯 
が点灯したり、エアバッグオフ表示 
灯が短時間しか点灯しなくなること 
がお0まず。 


に 0- FIX 対応チャイルドセーフティ 
シート固定装置 

リアシートに、に 0- FIX 対応チャイル 
ドセーフティシート用の固定装置を装 
備していまず。 

A 警告 

この固定装置は、体重 22 kgl ； rF のモ 
供を乗車させるとさに使用してくだ 
さい。体重 22 kg し U 上のテ供を乗車さ 
せるときは、チャイルドセーフティ 
シートを後席のシートベルトで装着 
して < ださい。 


A 警告 

• チャイルドセーフテイシートは、 
適切なシートに正し<装着される 
ことにより保護機能を発揮します。 
正しく装着されていないと、衝突 
時や急ブレーキ時、急な進路変更 
時に子供の身体を固定することが 
でさず、テ供が致命的なけがをす 
るおそれがあ0ます。チャイルド 
セーフテイシートを装着ずるとさ 
は、製品に付属の取扱説明書の指 
示およびチャイルドセーフテイ 
シートの正しい使用方法に従って 
ください。 

• 安全のため、 ISO - FIX 対応チャイル 
ドセーフテイシートは必ず後席左 
ちの固定装置に装着してください。 

• 正しく装着されていないと、チャ 
イルド セーフテイシー トが外れ、 
テ供と他の乗員が致命的なけが 
をずるおそれがありまず。チャイ 
ルド セーフ テイ シー トを装着した 
とさは、必ず左ちの固定装置に確 
実に装着されていることを確認し 
て < ださい。 


磐骗がが 
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A 警告 

チヤイルド セーフ テイ シー トや固定 
装置が事故で損傷した0強い負荷を 
受けた場合は、保護効果が得られな 
くなるおそれがあります。その結果、 
衝突時や急ブレーキ時、急な進路変 
要時に、テ供び致命的なけがをずる 
おそれがありまず。 

そのた故、事故で損傷したり強い負荷 
を受けたチヤイルドセーフテイシー 
卜や固定装置は、ただちにメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 



固定装置を使用ずる 

►クーペは、固定装置©の上部にあ 
るシートクッシヨンの切れ目を左ち 
に開さまず。 

►固定装置のに ISO - FIX 对応チヤ 
イルドセーフティシ…卜を装着し 
9 〇 

装着ずる際は、製品に付属の取扱説 
日月書の指示に従って< ださい。 

テザーアンカー（クーぺ） 

クーペにはテヴーアンカーが装備され 
ていまず。 

に 0- FIX 対応チヤイルドセーフティ 
シートの上部を固定ずることにより、 
事故のとさなどにチヤイルドセーフ 
ティシートの前ちへの移動を抑えるこ 
とがでさまず。 

テヴーアンカーはリアへッドレスト 
のの後方にありまず。 


クーぺ（シートクッションの切れ目内部) 



カブ U オレ（バックレストとシートクッション 
のずさ間） 


カバー③の後部を矢印の方向に押 
します。 

カバー®の前部がかし開さまず。 

テヴーアンカー®のカバー®を開 
さまず。 


醒骗がが 
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►へッドレストのの左またはちに、 
テヴーベルト⑤を通しまず。 

► テヴーフック④をテヴーアンカー 
⑤にかけまず。 

► テヴーベルト⑤びねじれていない 
ことを確認しまず。 

► テヴーベルトと旧 0- FIX 対応チヤ 
イルドセーフテイシートを取り付 
けまず。装着ずる際は、製品に付 
属の取扱説明書の指示に従つて< 
ださい。また、テヴーベルト⑤び 
締め付けられていることを確認し 
ます。 
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チヤイルドセーフテイシート検知システムのトラブル 


トラブル 可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

センターコンソールの助手 助手席にセンサー付さ純正チャイルドセーフティシートび装着 
席エアバッグオフ表示灯 されているため、目力手席エアバッグび作動しない状態になつ 
び点なしている。 ている。 

A けがのおそれびありまず 

助手席にセンサー付き純正チャイルドセーフティシートび装着 
されていない場合は、チャイルドセーフティシート検知システ 
ムび故障している。 

イグニッション位置を2にしたとをに 、 SRS 警告灯 [ S び点なす 
るか、助手席エアバッグオフ表示な [ S ] び短時間点なしない。 
あるいは、 SRS 警告！ n W び点けし、助手席エアバッグオフ表 
示灯び短時間点灯しない。 

► 助手席シートにじ(下のものを置いているとさは取り除いてく 
ださい。 

• ノートパソコン 
• 携帯電話 

• 磁気カードやにカード 

電子機器やカードを取り除いてち助手席エアバッグオフ表示灯 
巧口び点： n しているとを: 

► メルセデス•ベンツ指をサービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 


攫涨がが 
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装着でをるユニバーサル（饥用）に 0-FIX 対応チャイルド セーフ テイシート 

に 0- FIX 対応チヤイルドセーフテイシート用の固定装置には、カテ3’リー I の 
サイズ等級 A 、 B または B 1 に属している、ユニバーサル（ミ凡用）に 0- FIX 对応 
チヤイルドセーフテイシートを装着で'きまず。 

詳し < は、お買い上げの販売店またはルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
におたずね < ださい。 


カテゴリー 
(適応体重） 

サイズ等級 

(装着器具タイプ)^^ 


キヤ U コット 
(携帯式ベッド） 

F ( IS 0/ L 1) 

G ( IS 0/ L 2) 

固定装置で装着ずるこ 
とはでさません。 

0 

(10kg まで） 

E ( IS 0/ R 1) 

固定装置で装着ずるこ 
とはでさません。 

0+ 

(13kg まで） 

E ( IS 0/ R 1) 

D ( ISO / R 2) 

C aso / R 3) 

固定装置で装着するこ 
とはでさません。 

I 

(9 〜 18kg) 

D ( IS 0/ R 2) 

C aso / R 3) 

B ( IS 0/ F 2) 

固定装置で装着するこ 
とはでさません。 

B 1( IS 0/ F 2 X ) 

固定装置で装着ずるこ 
とがでさまず。 

A ( IS 0/ F 3) 

固定装置で装着するこ 
とはでさません。 


〇 チャイルドセーフテイシートのカテ3’リーやサイズ等級については、チャ 
イルドセーフテイシート本体に貼付されているステッカーやチャイルドセー 
フテイシートの取扱説明書をご覧<ださい。 


磐骗がが 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告な<変更されることびあ0ます。 
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チヤイルドプルーフ□ック 


A 警告 

• 子供をチャイルドセーフテイシー 
卜に棄車させている場合でち、子 
供だけを車巧に残して車から離れ 
ないでください。子供が車内の香 
部に触れてけがをずるおそれがあ 
りまず。また、炎天下では車内が 
高温になるため熱中症を起こした 
り、寒;令時には車内が低温になる 
ため命にかかわるおそれがあり 
まず。 

• チャイルドセーフテイシートは直 
射曰光に当てないでください。が 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフテイシートが高温になり、 
テ供が火傷をするおそれがあり 
ます。 

•子供が誤ってドアを開くと、子供 
や周囲の人がけがをするおそれが 
あります。子供が車外に出てけが 
をした0、車にはねられて重大な 
けがをずるおそれがあります。 


リアサイドウインドウのチャイルドプ 
ルーフ □ックを設定ずる 


A 警告 

子供が後席に乗車するとさは、チャ 
イルドプルーフ□ックを設定してく 
ださい。モ供が I 」アサイドウインド 
ウを開くと、事故やけがの原因にな 
ります。 



左八ンドル車 


リアのスイッチによるリアサイドウイ 
ンドウの操作がでさな<なります。 

チャイルドプルーフ□ックを設定ずる 

イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
に設定でさまず。 

► スイッチ®を押しまず。 

表示灯のが点口しまず。 

運転席ドアのスイッチのみで U アサ 
イドウインドウを操作できまず。 

チャイルドプルーフ□ックを解除ずる 

► スイッチ®を押しまず。 

表示灯が消灯しまず。 

U アのスイッチで U アサイドウイン 
ドウが操作できるようになります。 

©表示 口の点灯/消灯にかかわら 
ず、運転席ドアのスイッチではリア 
サイドウインドウを操作できまず。 

〇 イグこッシヨン位置を0にした 
り、エンジンスイッチからキーを 
抜いてち、チャイルドプルーフ□ッ 
クの設定は記憶されまず。 
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走行を全装備 


走行ま全装備には、(下のをのびあり 
ます。 

• ABS (アンチ□ック•ブレーキング- 
システム） 

• BAS (ブレーキアシスト） 

• アダプティブブレーキランプ 

• ESP ® (エレクト□ニック.スタビ 
1」ティ.プ□グラム） 

• EBD (エレクト□ニック.ブレーキ 
パワ ー. ディスト U ビューシヨン） 

• アダプティブブレーキ 


を全上の重要事項 


A 警告 

スピードの出しずぎなどの無謀な運転 
をすると、事故の危険性が非常に高ま 
ります。カーブを走行ずるとさや、'；! 
れた路面または滑りやずい路面を走 
行するとさ、先行車への車間距離が 
短すざるとさなどは、特に危険です。 
本書に記載されている走行安全装備は 
事故の危険性を低減するをのではあり 
ません。また、普システムの機能には 
物理的な限界があります。 

運転者は、路面や天候の状況に合わせ 
て常に憤重に運転してください。周囲 
の交通状況に注意しながら、十分な車 
間距離を確保してください。 


0 走行安全装備は、タイヤが路面に 
十分接地してし''るとさにのみ、十分 
な効果を発揮しまず。タイヤに関ず 
る情報やタイヤの摩耗については 
「タイヤとホ:イール」をご覧ください 
(>267 ぺージ）。 

雪道や凍結路を走行ずるとさは、ウイ 
ンタータイヤやスノーチェーンの装 
着をお勧めしまず。このよ5な路面状 
況では、ウインタータイヤやスノー 
チェーンを装着ずることで、走行安全 
装備の効果が発揮されまず。 


ABS 

ABS (アンチ□ック.ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑り 
やすい路面でのブレーキ時など、車が 
不安定な状況になったとさに、タイヤ 
の□ックを防ぎ、ステアリングでの車 
両操縦性を確保する装置です。 

ABS は路面の状態に関わらず、走行 
速度が約 8 km / h を超えると作動でさ 
るよラになりまず。 

滑りやずい路面では、軽<ブレーキぺ 
ダルを踏み込んだだけでち ABS は作 
動します。 


磐骗がが 
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A 警告 

• ABS はブレーキ操作を補助する装 
置で、無謀な運転からの事故を防 
ぐをのではお0ません。 

ABS が適切に作動してち、車両操 
縦性や走行安定性の確保には限界 
があります。常に路面や天候の状 
況にを意し、十分な車間距離を確 
保して運乾してください。 

また、タイヤのグ I 」ップが失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
まず。 

. ABS に異常があるときは、ブレー 
キペダルを強く踏み込むとタイヤ 
は□ックします。その結果、ステ 
アリングでの車両操縦性が制限さ 
れ、制動距離が長くなるおそれが 
お0ます。 

• 故障により、 ABS の機能が解除さ 
れたとさは、 BAS と ESP ® の機能 
を解除されまず。特定の状況では、 
車が横滑りするおそれがありまず。 
路面皆天候の状況にミ主意し、十分 
な車間距離を確保して運転して< 
ださい。 


ブレーキ操作をずる 


ABS が作動ずると、ブレーキペダル 
に脈動を感じたり車体が振動ずること 
がありまずが、異常ではありません。 


ABS び作動したとを 

►必要なだけ、そのままブレーキぺダ 
ルを踏み続けて < ださい。 

強い制動力び必要なとを 

► ブレーキ ペダルをいっぱいまで踏み 
込んで < ださい。 

A 警告 

ブレーキ操作をするとさは、ブレー 
キペダルをしっかりと踏み込んで< 
ださし 、。ポンピングブレーキを行な 
ラと制動距離が長くなるおそれがあ 
ります。 

Qabs は制動距離を短 < ずる装置で 
はありません。 Li (下のよ5な路面が 
滑りやずい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動距離が長< 
なることがありまず。 

• 雪の積ちった路面や凍結した 
路面 

• 砂利道などの請れた路面 

• 石だたみのよラに摩擦係数が連 
続して変化ずる路面 

• スノーチェーン 装着時 

〇 エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキペダルを踏み込むと、ぺ夕 V レ 
がわずかに振動したりモーターの音 
が聞こえることがありまずが、これ 
は、システムが自己診断をしている 
とさの音で異常ではありません。 

〇 バッテ U —電圧が低下ずると ABS 
が一時的に機能を停止しまず。電圧 
が回復ずると、機能ち元に戻りまず。 


摆骗がが 
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走行ま全装備 


BAS 


BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確巧ずるブレーキの巧助装置 
です。 

BAS の操作は、通甫のブレーキ操作 
と同じでずび、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーび検知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動しまず。 

► 緊急ブレーキ状態から脱ずるまで、 

ブレーキぺダ j レをしつひり踏み続け 

てくださし、。 

ABS により、車輪の□ックび抑え 

られまず。 

BAS はブレーキペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されまず。 

A 警告 

• BAS は緊急 ブレーキの 操作を補 
助ずる装置で、無謀な運転か S の 
事故を防ぐちのではあ D ません。 
BAS び作動してち制動距離の短縮 
には旧巧びあ0ます。また、タイ 
ヤのグ U ップび失われた状況では 
効果を発揮しません。 

• BAS に異常びあるとさをブレーキ 
は通常通0作動しますび、緊急ブ 
レーキ時には大さな制動力を確保 
でさず、制動距離び長くなるおそ 
れびあ0ます。 

• BAS 作動時のま全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 
まず。 

〇 目 AS に異常びあると、 ABS を正し 

く作動しなくなることびありまず。 


〇 バッテ U —電圧びほ下ずると BAS 
び一時的に機能を停止しまず。電圧 
び回復ずると機能を元に戻りまず。 


アダプティブブレーキランプ 

約 50 km / hl ； ■(上からの急ブレーキ時 
に BAS び作動ずると、ブレーキラン 
プび点滅し、後方の車両にま意を促し 
まず。停車ずると、ブレーキランプは 
点灯に変わりまず。 

また、約 70 km / h じし h からの急ブレー 
キ時には、ブレーキランフの点滅に加 
えて、停車すると非甫点滅灯び自動的 
1し点滅しまず。 

自動的に点滅した非常点滅灯は、非常 
点滅灯スイッチを押ずか、再度走行を 
開始して走行速度び約 lOkm / hLU 上 
になると、自動的に消灯しまず。 


ESP® 

ESP ® (エレクト□ニック.スタビ U 
テイ-フ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車び不ま定な状況 
になったとさに、個々のタイヤに独立 
してブレーキを効かせに0、エンジン 
出力を制御ずることによって、車両操 
縦性や走行ま定性を確保しよラとずる 
システムでず。 

発進時または走行中に ESP ® 表示灯 
S □び点滅したとさは、 ESP ® び作 
動していまず。 


巧 1 ESP@ 表示口 

イグニッシヨン位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとさは表示灯び故障し 
ていまず）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 


磐骗がが 
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A 警告 

ESP ® 表示打 [5] が点滅したときは、 
じ(下のよラにしてください。 

• 状況を問わず、 ESP ® の機能を解 
除しないでください。 

• 発進するとさは、アクセルペダル 
を必要し U 上に踏み込まないでくだ 
さし、。 

• 路面と天候の状況に合わせて運転 
して < ださい。 

車輪が空転した0、車が横滑りずる 
おそれがおりまず。 


A 警告 

ESP ® は車両操縦性や走行安定性を高 
めるシステムで、無謀な運転からの事 
故を防ぐをのではありません。 ESP ® 
が作動してを、車両操縦性や走行安定 
性の確保には限界がありまず。また、 
タイヤのグリップが失われた状況で 
は効果を発揮しません。 

ESP ® 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任があります。 

P (下のときはイグこッション位置 
を0にして<ださい。 

• ダイナモ ><- ターを使用して、 
パーキングブレーキの検査を行 
なラとさ 

• 前輪または後輪を上げてけん引 
されるとさ 

ESP ® によりブレーキが作動し、ブ 
レーキシステムや駆動系部品を損 
傷するおそれがありまず。 


Hesp ® が故障ずると、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに故障/警 
告^ ッセージが 表示され、エンジン 
の出力が低下ずることがあ0ます。 
走行が困難なとさは、ずみやかに安 
全な場所に停車し、ルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場に連絡して< 
ださい。 

〇 エンジンがかかっている状態で、 
駐車場などのターンテーブルで回転 
させたり、駐車場のらせん状のア 
プ□ーチを走行しているとさなど 
に、マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに ESP ® に関する故障/警告 
分ッセージが表示され、 ESP ⑩表示 
•n [ S ] や ESP ⑩オフ表示口 間 、 
ABS 警告灯 [ W ] が点灯ずることが 
ありまず。 

このよラなとさは、安全な場所に 
停車して、イグこッシヨン位置を0 
に戻し、エンジンを再始動して< 
ださい。しばらく走行ずると、><ッ 
セージや表示灯、警告口は消口し 
まず。 

〇 ABS び巧障して ABS 警告灯 [ S ] 
び点灯しているとさは、 ESP ® の機 
能ち解除されていまず。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

〇 指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 ESP ® び 
作動ずることびありまず（走行中に 
ESP ® 表示灯 [ S ] び点滅したまま 
になりまず）。 


醒骗がが 
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走行ま全装備 


ETS 


ETS は、 ESP ® の機能の一部でず。 

ETS は、滑りやずい路面などで車輪が 
空転したとさに、駆動輪にブレーキを 
効かせて発進時や加速時の駆動力を確 
保しよラとするシステムでず。 

ESP ® の機能が解除されている場合で 
も、 ETS の機能は解除されません。 

A 警告 

ETS は駆動力を確保し車両操縦性や 
走行安定性を高めるシステムで、無 
謀な運転からの事故を防ぐをのでは 
ありません。 ETS が適切に作動しても、 
駆動力の確保には限界がありまず。 

ETS 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任がありまず。 


ESP® の機能の設定/解除 

エンジンを始動したとさ、 ESP ® は常 

に待機状態になりまず。 

Oeco スタート/ストップの作動条 
件が揃っている場合は、車両が停止 
したときに自動的にエンジンを停止 
し、発進時には再始動しまず。この 
とき、 ESP ® の機能はエンジン停止 
前の状態が維持されまず。例えば、 
ECO スタート/ストップによりエ 
ンジンが停止ずる前に ESP ® の機 
能を解除していたとさは、再始動し 
てち ESP ® の機能は解除されたま 
まになりまず。 


iU 下のよラな状況では、 ESP ® の機能 
を解除したほ5が走行しやずい場合が 
ありまず。 

• スノーチェーンを装着して走行し 
ているとさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行ずるとさ 
このときは ESP ® の機能を解除しまず。 

A 警告 

ESP ® の機能を解除する必要がなく 
なったときは、 ESP ® を待機状態にし 
てください。車が不安定な状況になっ 
たとさに、車両操縦性や走行安定性を 
確保しよラとすることができません。 

ESP ® の機能が解除されると、下の 
状態になりまず。 

• ESP ® は作動せず、車両操縦性や走 
行安定性を確保しよ5とずることが 
でさな < なりまず。 

• エンジン出力の制御は行なわれず、 
駆動輪が空転ずることがありまず。 

• トラクシヨンコントロールシステ 
ムによる駆動力の確保は行なわれ 
ます。 

• ブレーキを効かせたとさは ESP ® は 
自動的に作動しまず。 

ESP ® の機能を解除しているときに 
タイヤの空転や横滑りを検知ずると、 
ESP ® 表示灯 [ W ] が点滅しまずが、 
ESP ® は作動しません。 


磐骗がが 
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A 警告 

ESP® の機能を解除したときは、必ず 
路面の状況に応じた速度で慎重に運 
転するととわに、じ(下の操作は絶対 
に行なわないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 

ESP ® の機能を解除ずる 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
で ESP ® の機能を解除しまず（杉164 
ぺージ)。 

分 ー ターパ ネルの ESP ® オフ表示灯 
ren (^27 ページ）が点口しまず。 

ESP ® を待機げ態にずる 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
で ESP ® の機能を設定しまず。 

ーターパネルの ESP ® オフ表示口 
^が消口しまず。 

ESP ® オフ表示 I 打 

イグこッシヨン位置を2にずると点火了 
し（点口しないとさは表示灯が故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 


A 警告 

エンジンびかかっているとさに ESP ® 
オフ表おな [31] び点なしているとさ 
は、 ESP ® の機能び解除されています。 
ESP ® 表示な [5] と ESP ® オフ表お 
な [3 ZI び点なしているとさは、故障 
のため、 ESP ® の機能び解除されてい 
まず。 

特定の状況では、車び横滑りずるお 
それびあ0まず。 

路面と天候の状況に合わせて運転し 
てください。 


EBD 

EBD (エレクト□ニック.ブレーキ 
フオース.デイスト U ビューシヨン） 
は、後輪のブレーキ圧を検知 • 制御し、 
ブレーキ時の車両操縦性と走行ま定性 
を確保しよ5とずるシステムでず。 

A 警告 

EBD に異常びあるときをブレーキは 
通常通り作動しますが、急ブレーキ時 
などには後輪が□ックずるおそれが 
あるため、車のコント□ールを失い、 
事故の原因になりまず。車両操縦性 
の変化にミ主意して慎重に運転して< 
ださい。 


磐骗が批 
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资難防止システム 


アダプティブブレ~キ _ 

アダプティブブレーキは、ブレーキ時 
の利便性とま全性を高めるシステム 
でず。 

アダプティブブレーキには、ホールド 
機能 （>185 ページ）とヒルスタート 
アシスト機能0133ページ）ち含ま 
れます。 


盗難防止システム 


イモビライザー 

イモビライヴーは、正規のキー(がで 
はエンジンを始動させないよ5にずる 
機能でず。 

キーによりイモビライザーを作動さ 
せる 

► エンジンスイッチからキーを抜き 
ます。 

キー レス ゴーに よりイモビライザーを 
作動させる 

► イグこッシヨン位置を0にして、 
運転席ドアを開さまず。 

イモビライザーを解除ずる 

►イグこッシヨン位置を 1 か 2 にし 
ます。 

〇イモ ビライヴーは、エンジンを始 
動すると解除されます。 


盗難防止警報システム _ 

盗難防止警報システムが待機状態のと 
さに Li (下の状況を検知ずると、サイ 
レンが約3日秒間鳴り、非常点滅口が 
通常の2倍の速さで約日分間点滅し 
ます。また、ルームランプが約5分間 
点灯します。 

• ドアが開けられたとさ 
• トランクが開けられたとさ 

• ボンネットの□ックが解除された 
とさ 


磐骗がが 
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盗難防止警報システムは、車を施湿し 
たあと、エマージェンシーキーを使用 
して運転席ドアやトランクを解錠し、 
開いたとをを作動します。 



システムを待機: I 犬態にずる 

► U モコン操作まにはキーレス3—操 
作で車を施綻します。 

表示灯®び点滅し、約10秒後に 
待機状態になりまず。 

システムび待機状態のとをは、表示 
灯®び点滅を続けまず。 

システムを解除ずる 

► U モコン操作またはキーレス3—操 
作で車を解錠しまず。 

表示灯のび消灯しまず。 

警報を停止ずる 
キーに よる操作 

► エンジンスイッチにキーを差しまず。 
または 

► キーの解錯ボタン CS または施錠 
ボタン rsn を押しまず。 


キー レスコーによる操作 

► キーび左ち側アンテナの検知範囲 
([>73ページ）にあるときに、キー 
びある側のドア八ンドルの裏側に触 
れるか、トランクの八ンドルを引さ 
ます。 

まには 

► キーびトランク側アンテナの検知 
範囲073ページ）にあるときに、 
トランクの八ンドルを引さまず。 

まには 

► キーび車室内アンテナの検知範囲 
(073 ページ）にあるときに、エン 
ジンスイッチに取り付けにキーレス 
3—スイッチを押しまず。 

〇 ドアやトランクび開けられにり、 
ボンネットの□ックび解除されて警 
報び作動しにとさは、それらをずぐ 
に閉じてを、警報は解除されません。 

〇 システムを待機状態にずるとさはボ 
ンネットび確実に閉じていることを 
確認してくださし)。ボンネットの□ッ 
クび解除された状態でシステムを待 
機状態にしてを、ボンネットび開け 
られたとさに警報は作動しません。 

〇 システムび待機状態のとさに車内 
からドアを開いたり、ボンネット 
□ック解除レバーでボンネットの 
□ックを解除ずると警報び作動し 
ます。車内に人びいるとさは待機状 
態にしないで < ださい。 


摆涨がが 








66 


を難防止システム 


けん引防止機能 _ 

車を施綻して、けん引防止機能を待機 
状態にしたとさは、車両の傾さを検 
知すると、サイレンび約30秒間鳴り、 
非甫点滅灯び通常の2倍の速さで約5 
分間点滅します。また、ルームランプ 
び約5分間点灯しまず。 

例えば、けん引やジャッキアップなど 
により車両び持ち上げられたとさなど 
に警報び作動しまず。 

システムを待機:！犬態にずる 


► U モコン操作またはキーレス3—操 
作で車を施錠します。 

約30秒後に待機状態になりまず。 

待機げ態を瞄除ずる 


► U モコン操作またはキーレス3’一操 
作で車を解綻しまず。 

けん弓 I 防止機能を解除ずる 


誤作動を防止するにめに、(下のよラ 
な状況で車を施錠ずる場合は、けん引 
防止機能を解除してください。 

• けん引されるとさ 

• カーフエ U —や車両運搬車に載せて 
移動するとを 



► イグニッシヨン位置を0か1にず 
るか、エンジンスイッチからキー 
を巧きまず。 


► けん引防止機能解除スイッチ®を 
押します。 

表示灯⑤び数秒間点灯し、その後 
消灯しまず。 

► U モコン操作またはキーレス 3— 操 
作で車を施錠しまず。 

けん引防止機能び自動的に解除され 
ます。 

けん引防止機能は、(下の操作を行な 
ラまで解除ごれにままになりまず。 

• 車を解錯ずる 
• ドアを開閉ずる 
• 車を施淀する 


磐骗がが 


• 機械式駐車場などに駐車ずるとさ 
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室内センサー 


待機が態を解除ずる 


車を施結して、室内センサーを待機状 
態にしたとさは、車巧で物体の動さを 
検知すると、サイレンび約30秒間鳴 
り、非甫点滅灯び通雷の2倍の速さで 
約5分間点滅しまず。また、ルームラ 
ンプび約5分間点灯しまず。 

例えば、ウインドウび割られたり、車 
内 I こ腕を伸ばしたときなどに警報び作 
動します。 

システムを待機が態にずる 

► システムを待機状態にずる前に、室 
巧センサーの誤作動を防止ずるにめ 
にじ(下のことを確認してください。 

• ドアウインドウと U アサイドウイ 
ンドウび完全に閉じていること 

• パノラミックスライディング 
ルーフ*び完全に閉じているこ 
と（クーぺ） 

• ルーム S ラー やアシストグ1」ッ 
プ*にマスコットなどをかけてい 
ないこと 

►カブ U オレは、ソフトトップび閉じ 
ていることを確認しまず。 

〇 ソフトトップび閉じていないとさ 
は室内センサーは作動しません。 

► U モコン操作まにはキーレス:: J 一操 
作で車を施綻します。 

約30秒後に待機状態になりまず。 


► U モコン操作またはキーレス 3— 操 
作で車を解錠しまず。 

室内センサーび自動的に解除され 
まず。 

室内センサーを解除ずる 

誤作動を防止ずるために、し U 下のよ5 
な状況で車を施淀ずる場合は、室内セ 
ンサーを解除してください。 

. 車内に人や動物び残るとさ 

• ドアウインドウや U アサイドウイン 
ドウをかし開いた状態で車ひら離れ 
るとさ 

• パノラミックスライデイングルー 
フ* をかし開いた状態で車から離 
れるとさ 



イグニッシヨン位置を0か1にず 
るか、エンジンスイッチからキー 
を巧さまず。 

室内センサー解除スイッチのを押 
します。 

表示灯⑤び数秒間点滅し、その後 
消灯しまず。 


'オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


醒骗がが 
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盜難防止システム 


► リモコン操作またはキーレスニ!一操 
作で車を施錠します。 

室内センサーが解除されます。 

室内センサーは、 iU 下の操作を行な5 
まで解除されたままになります。 

• 車を解錠する 
• ドアを開閉ずる 
• 車を施錠する 


磐骗がが 
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キ— 


U モコン機能付さのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
綻に使用しまず。 

また、それぞれのキーにはエマージェ 
ンシーキー0324ページ）を収納し 
ています。 

A 警告 

• 子供だけを残して車から離れない 
でください。車び施錠されていて 
ち、誤って車巧か S ドアを開いた 
り運転装置に軸れて、事故やけび 
をずるおそれびあります。 

また、キーび車室巧またはドア付 
近などの車外にあるとさは、キー 
レスゴースイッチを巧すことによ 
り、エンジンび始動し、事故の原 
因になりまず。 

• 短時間でち、車か！5離れるとさは、 
エンジンを停止して車を施綻し、 
キーを携帯してくださし、。 


A 警告 

エンジンスイツチにキーを差し込む 
とさは、重い物やぶ、要！;•(上に大さな 
物、ステア U ングなどの操作部に接 
触ずる物をキーホルダーとして使用 
しないで < ださい。 

キーホルダー自体の重み や、 キーホ 
ルダーびステアリングなどに接触す 
ることでキーびまわると、エンジン 
び停止して事故を起こずおそれびあ 
0ます。 


〇キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐため、ただちにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

〇キーを強い電磁波にさらずと 、 U 
モコン機能に障害び発生ずるおそれ 
びありまず。 

〇キーは強い衝撃や水から避けてく 
ださい。故障の原因にな0まず。 

〇キーの先端部をミちしたり覆ったり 
しないでください。故障や誤作動の 
原因になりまず。 

。盗難や事故を防ぐため、車から離 
れるとさは必ず車を施湿してくだ 
さい。 

〇貴重品は絶巧に車内に置いたまま 
にしないで<ださい。盗難のおそれ 
びありまず。 

B 車を操作ずるとさは、運転をは常 
にキーを携帯してください。 

〇キーを携帯電話などの電子機器や 
硬貨などの金属製のをのと一緒に持 
ち運ばないで < ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付おなどの 
強電界下で1」モコン操作やキーレス 
3—操作を行な5と、作動しなかっ 
に0、誤作動ずるおそれびあ0まず。 

〇磁気を発生ずる電化製品のお< に 
キーを置かないでください。 

〇 新たにキーをつくる場合は、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださし、。 


B を邸6恒冊 
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〇 キーの電ミ也び消耗ずるとキーの表 
示灯び点灯せず、 U モコン操作や 
キーレス3—操作びでさな<な0 
ますび、エンジンスイッチにキー 
を差し込むことによるイグニッ 
シヨン位置の選択とエンジンの始 
動はでさまず。 



①田□施錠ボタン 
⑤ Q ] トランク オープナー ボタン 
⑤ m 解錠ボタン 

イグニッシヨン位置び0でエンジンス 
イッチにキーを差し込んでいないとさ 
に(下の操作びでさまず。 

-ドア、トランク、燃料給油フラップ 
の解綻/施綻 

-トランクを開< 

• コンビニエンスオープニング機能と 
コンビニエンスク□—ジング機能の 
操作0127ページ） 

操作時にキーの表示灯び1回点滅し 
ます。 


解綻ずる 

► 解錠ボタンを押しまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ 
び解錠され、盗難防止警報システム 
( C >64 ページ）び解除され、非甫点 
滅灯び1回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能*を設 
定しているとさは、確認音び鳴り 
まず （076 ページ）。 

施錠ずる 

► 施錠ボタン CE を押しまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラッ 
プび施湿され、盗難防止警報シス 
テム （ C >64 ページ）び待機状態に 
なり、非甫点滅灯び3回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能*を設 
定しているとさは、確認音び鳴り 
まず （076 ぺージ）。 

Q U モコン操作で施淀したときは、 
非苗点滅灯び3回点滅したことを 
確認してください。 

トランクを開< 

► トランクび開さはじめるまでトラン 
クオープナーボタン E ] を約2秒 
間押し続けまず。 

トランクび独立施錯（>84ページ) 
されているとさは、トランクオーブ 
ナーボタン [2] を押してをトラン 
クは開さません。 


I 


娘アンサーバック機能は、日本仕様には装備されない場含びあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇 U モコン操作での解淀後約40秒 
し U 内に、 iiTF のいずれかの操作をし 
ないと、再び施湿されまず。 

• ドアを開< 

• トランクを開< 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 

• キーび車内にあるときは、エン 
ジンスイッチに取り付けにキー 
レス3—スイッチを押ず 

□ケイターライティング 

周囲び暗いとさ、 U モコン操作で車 
を解綻すると、し U 下のライトび点灯 
します。 

• 車幅灯 

• LED ドライビングライト 
• テール ランプ 
• ライセンスライト 

点灯したライトはじ(下のとをに消灯し 
ます。 

• 運転席ドアを開いたとさ 
• 点灯してから約40秒経過したとさ 

• エンジンスイッチにキーを差し込ん 
だとさ 

• キーレス3’ースイッチでイグニッ 
シヨン位置を 1 にしたとさ 

この機能の設定と解除については 
([>171ページ）をご覧ください。 


キーレスゴー 


キーレスコ‘一操作時の注意事項 
A 警告 

• 埋め込み型む臟ペース;>< 一力一お 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れている方や、それ!;^外の医療用 
電子機器を使用されているちは、 
車を使用ずる前に、あらかじめ医 
師や医療用電子機器メーカーなど 
にキーレスづ一による電波の影響 
についてご相談ください。 

• 埋め込み型む臓ペース;>< 一力一お 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れている方は、キーレス3’ーアン 
テナから約 22 cm じ(内にお付か 
ないよラにしてください。キーレ 
スづ一操作を行なラとをは、キー 
とアンテナの間で電波が送受信さ 
れるため、埋め込み型む臓ペース 
一力一および埋め込み型除細動 
器の作動に影響を与えるおそれが 
あります。 

• 子供だけを残して車から離れない 
で<ださい。施錠されていてち)、 
誤って車内からドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけがをす 
るおそれがあります。 

また、ドア付おやルーフの上、ボ 
ンネッ トの上などの 車 外に キーが 
あるとさち、 キー レス づース イッ 
チを押すことによりエンジンが始 
動ずることがあり、事故の原因に 
なります。 

-短時間でも、車から離れるときは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯して < ださい。 


B を邸6恒冊 
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キーは！;■(下のをのと一緒に持ち運ば 
ないで < ださい。 

• 携帯電話や別の U モコンキーなどの 
電モ機器 

• 硬貨やアルミホイルなどの金属類 

キーレス3’一の操作に悪影響を及ぼず 
おそれびあ0まず。 

キーび 車内にあると をは、キーを 携帯 
していない乗員でをエンジンを始動で 
さるため、ま意して<ださい。 


の 



①ち側アンテナの検知範囲 
⑤左側アンテナの検巧範囲 
⑤トランク側アンテナの検巧範囲 
④車室内アンテナの検知範囲 

キーの位置により、キーレス3—操作 
で行な5ことびでさる操作び!;(下のよ 
5に異なりまず。 

キーび左ち側アンテナまたはトランク 
側アンテナの検知節囲にあるとき 

• ドア八ンドルに触れると、車の施 
錠/解錠びでさまず。 

-トランクの八ンドルを引くと、卜 
ランクのみを解錠して開くことび 
でさまず。 


〇 キーび左ち反対側のアンテナの検 
知範囲にあるとさは、ドア八ンドル 
に触れてを、車を施湿/解錠でさ 
ないことびありまず。 

キーび車室内アンテナ①検知節囲にあ 

るとさ 

•イグニッシヨン位置の選択びでさ 
ます （ D >86 ページ）。 

• エンジンの始動びでさまず（[>131 
ぺージ)。 

〇 ドア付おや ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
をを、車室内アンテナにキーび検 
知されることびありまず。 

〇手袋を着用したままドア八ンドル 
に触れたとさは、解錠/施插しない 
ことびありまず。 

〇キーび左ち側アンテナの検知範囲 
にあるとさに、ドア八ンドルを清 
掃したり、ドア八ンドルに雨粒や 
水しぶさびかかった0物などび触 
れると、車び解淀されることびあ 
0 まずのでミ主意して < ださい。 

〇 エンジンスイッチにキーび差し込 
まれているとをは、キーレス3—操 
作を行なラことはできません。 

〇 エンジンスイッチにキーび差し込 
まれていないとをち、エンジンびか 
かっているとさやイグニッシヨン位 
置び1か2のとさは、キーレス3’ 一 
操作で施錠でさません。 


I 
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〇 車を長期間使用しなかったときは、 
ドア八ンドル表面のセンサーの機能 
び自動的に解除されまず。ドア八ン 
ドルを引いてドアを解淀してからイ 
グニッシヨン位置を2にして、セン 
サーを待機状態にして < ださい。 

〇 キーレス3’ーアンテナの検知範囲 
内にキーびあるとさは、キーを携帯 
していない人でを、キーレス3—操 
作を行な5ことびでをまず。 

キーレスコ’一による解綻/施錠 

キーレス3—操作で、車の解錠/施 
錯やエンジンの始動を行な5ことびで 
をます。そのためには常にキーを携 
帯する必要びありまず。キーレス3’一 
操作と従来のキーによる操作を組み合 
わせることびでさまず。例えば、キー 
レス3—操作で車を解錠し、リモコン 
の施綻ボタン CE を押して施錠ずる 
ことびでさまず。 

キーレス3—操作で車を解錠/施淀ず 
るときは、キーとドア八ンドルまたは 
トランクとの距離は約 ImLU 巧にして 
<ださい。 

キーレス3—は、車両とキーの間で定 
期的に通信を行ない、車内に有効な 
キーびあるかを確認しまず。キーの照 
合は(下のとをに行なわれまず。 

• 車外のドア八ンドルに触れにとき 
• エンジン始動時 
• 車両の走行中 


解錠ずる（初期設定時） 

► ドア八ンドルの裏側に触れまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ 
が解錠され、盗難防止警報システム 
( C >64 ページ）が解除され、非常点 
滅口が1回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能*を設 
定しているときは、確認音が鳴り 
ます076ぺージ）。 

トランクが独立施錠瓜84ページ) 
されているとさは、ドア八ンドル 
の裏側に触れてちトランクは解錠 
されません。 

〇 解湿後約40秒し U 内に、し U 下のい 
ずれかの操作をしないと、再び施蟲 
されまず。 

• ドアを開< 

• トランクを開< 

• キーレス：1ースイッチを押ず 
• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押ず 


&アンサーバック機能は、日本仕様には装備されない場合びあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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施綻ずる 



左側ドア 


► ドア八ンドルの施淀操作部のに触 
れます。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ 
び施淀され、盗難防止警報システム 
( C >64 ページ）び待機状態になり、 
非甫点滅灯び3回点滅しまず。 

また、 アンサーバック機能*を設 
定しているとさは、確認音び鳴り 
ます （076 ぺージ）。 

〇車を施湿したとさは、非甫点滅灯 
び3回点滅したことを確認してく 
ださい。 

〇 キーび車室内やトランク巧にある 
とさは施錠でさません。このとさは、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" キーび車巧にあ0まず" また 
は" キーを認識でをません" と表示 
されることびありまず。 

ただし、キーび左ち側アンテナの検 
知範囲にあり、をラ1本のキーび 
車室内にあるときは、ドア八ンドル 
の施綻操作部に触れることで施淀で 
をます。 


解綻時の設定の切り替え _ 

U モコン操作またはキーレス3—操作 
での解錠時に、運転席ドアと燃料給油 
フラップのみを解錠するよ5に設定で 
さまず。 

► 解錠ボタン [ s と施錠ボタン m 
を同時に約6秒間押し続けまず。 

キーの表示灯び2回点滅し、設定 
び切り替わりまず。 

〇 車両のおくで U モコン機能の切り 
替えを行な5と、キーの解湿ボタン 
[ s または施錠ボタン m を押し 
たとさに、車両ち解綻または施湿さ 
れまず。 

この状態では(下のよ5に作動し 
まず。 

運転席ドアと燃料給油フラップを解 
錠ずる 

► 解蟲ボタン [ Z ] を1回押しまず。 

ずべてのドアとトランク、燃料給油フ 
ラップを解綻ずる 

► 解远ボタンを2回押しまず。 

車を施錠ずる 

► 施錠ボタン CE を押しまず。 

キーレス 3— では LU 下のよ5に作動し 
9 〇 

運転席ドアと燃料給油フラップを解 
綻ずる 

► 運転席ドア八ンドルの裏側に触れ 
まず。 

ずべてのドアとトランク、燃料給油フ 
ラップを解綻ずる 

► 助手席ドア八ンドルの裏側に触れ 
ます。 


《アンサーバック機能は、曰本仕様には装備されない場合びあります。 
* オプションや仕様により、異なる萬備です。 


B を習恒冊 






76 


キ— 


車を施綻ずる 

► いずれかのドア八ンドルの施錠操作 
部に触れまず。 


解錠時の設定をネリ期設定に戻ず 

► キーの表示灯び2回点滅ずるまで、 
解錠ボタン [ s と施淀ボタン m 
を同時に約6秒間押し続けまず。 


アンサーバック機能* 

アンサーバック機能を設定していると 
をは、 U モコン操作まにはキーレス 
3—操作で車両を解綻/施錠したと 
をに、仕様により(下のよ5に確認音 
び鳴0まず。 

• 車両を施旋したとさに、確認音び1 
回鳴りまず。 

または 

• 車両を解錠したとさに確認音び1 
回鳴り、車両を施淀したとさに確認 
音び3回鳴0まず。 

この機能の設定と解除については 
(W 74ぺージ）をご覧ください。 


B を邸6恒冊 


《アンサーバック機能は、日本仕様には装備されない場合びあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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キーの トラブル 


トラブル 可能性のある原因/症状および ► 対応 

U モコン操作で解錠/ キーの電池び消耗している。 

施錠でさない。 ► キーの先端部を運輯席ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から再度リ 

モコン操作をしてください。 

1」モコン操作びでさないとさ： 

► キーの電池を点検し、必要であれば交換してください。 

► エマージェンシーキーで運輯席ドアを辭錠/施錠してください（>324、 
32日ぺーシつ。 

キーび 故障している。 

► エマージェンシーキーで運輯席ドアを辭錠/施錠してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けてください。 

キーレスゴー操作で解車び長時間辭錠されなかったため、キーレス三 f 一の機能び辭除された。 

錠/施錠でさない。 ► ドア八ンドルを引き、エンジンスイッチにキーを差し込んで2の位置 
にしてください。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► リモコン機能で車を施錠/觸錠してください。キーの先端部を運輯席 
ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から操作してください。 

キーレス: d ‘一び故障している。 

► IJ モコン機能で車を施錠/辭錠してください。キーの先端部を運輯席 
ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から操作してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けてください。 

1」モコン操作びでさないとさ： 

► キーの電池を点検し、必要であれば交換してください。 

► エマージェンシーキーで運輯席ドアを辭錠/施錠してください（>324、 
32日ぺーシつ。 

キーを紛失した。 ► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、紛失したキーを無効にしてくだ 

さし、。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

► 必要であればキーシ1」ンダーも交換してください。 

エマージェンシーがただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

キーを紛失した。 ► 必要であればキーシ1」ンダーも交換してください。 
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キ— 


トラブル 


キーによるエンジン 
始動びでをない。 


キーび車巧にある状 
態で、キーレスコ[一 
スイッチを押して 
わ、エンジンび始動 
しない。 


可能性のある原因/症状および ► 对応 

バッテリーの電圧び低下している。 

► シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気装備を停止して 
から再度エンジンスイッチをまわしてください。 

それでちエンジンスイッチびまわらないとさ： 

►パ'ッテ1」一を点検し、必要であれば充電して<ださい。 

または 

► 他車のバッテ U — を電源として始動してください03日9ぺージ)。 
または 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

ステア U ング □ ックび効いている。 

► ステア U ングを軽く左ちにまわしなびら、エンジンスイッチからキー 
を抜き、再度差し込んでください。 

ドアび開いているため、キーび認識されにくくなっている。 

► ドアを閉じてから、再度始動操作を行なってください。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► エンジンスイッチからキーレス Z 1’ ースイッチを取り外し、エンジンス 
イッチにキーを差し込んで、始動操作を行なってください。 


B を邸 S 恒冊 










A 警告 

• ドアは確実に閉じてください。ド 
アの閉じちが不完全（半ドア）な 
場合、走行中にドアが開くおそれ 
がお0まず。 

-ドアを開くとさは、周囲の安全を 
十分確認して < ださい。 

-同乗者がドアを開くとさは、危険 
がないことを運転者が確認して< 
ださい。 


A 警告 

子供だけを残して車から離れないで 
<ださい。 

-施錠されていてを、車巧からドア 
を開 < おそれがあります。 

-車内に残されたキーでエンジンを 
始動するおそれびありまず。 

-パーキングブレーキを解除ずるお 
それびあ0まず。 

子供だけでなく、周0の人ちけがをす 
るおそれがあります。子供だけを車 
内に残さないでください。ごく短時 
間でを、車から離れるときは必ずキー 
を携帯してください。 


車がか5のドアの開閉 



開< 

► ドア八ンドルのを引さまず。 


閉じる 

► ドア八ンドル©を持って確実に閉 
じまず。 

〇 ドアウインドウが全閉のときに 
ドアを開<と、ドアウインドウと 
リアサイドウインドウがかし開き 
まず。ドアを閉じると、ドアウイ 
ンドウとリアサイドウインドウは 
全閉しまず。 

B 車から離れるときは、エンジンを 
停止し、必ず施錠して<ださい。 

Q ドアウインドウやリアサイドウイ 
ンドウが凍結していたり、バッテ 
U —があがっているとさは、ドアを 
開いたとさにドアウインドウや U ア 
サイドウインドウは開さません。 

このときは、無理にドアを閉じない 
で<ださい。ドアウインドウや U ア 
サイドウインドウ、ドアや シール部 
などを損傷ずるおそれがありまず。 
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開 < 

► ドアレバー⑤を矢印の方向に引さ 
ます。 

ドアび施錠されているとさは、□ッ 
クノブのび上びり、解淀されまず。 

閉じる 

► インナーグ U ップを持って確実に閉 
じまず。 

〇ドアを閉じるときは、身体や物を 
挟まないよ5にミ主意してください。 
車の周りにモ巧びいるときは、特に 
ま意して < ださい。 

〇 車び施湿されているとさを、車 
内のドアレバーを引くとドアを開 
<ことびでさまず。 

〇 助手席ドアは、開いているとをに 
□ックノブを押し込んでひら閉じる 
と施錠ごれます。 

〇 ドアび完全に閉じていない状態で 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに警告 
マークび 表示されまず。 


車内か5の解錠/施錠 


A 警告 

□ックノブび下びっていてち、車内の 
ドアレバーを引くとドアは開さます。 
テ供を柔せているとさは特にミ主意し 
て < ださい。 

H 施錠後は、□ックノブび完全に 
下びっていることを確認してくだ 
さい。 

。□ックノブび完全に下びってい 
ないドアびあるとさは、そのドア 
をいったん開さ、再度閉じてから施 
淀してください。 

ドアごとの解綻/施錠 
解綻ずる 

► ドアレバー⑤を矢印の方向に引さ 
ます。 

このとさドアち開さまず。 

施錠ずる 

► □ックノブのを押しまず。 
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ドア□ツクスイッチ 



両側のドアとトランクを解錠/施錠 
でさます。 

燃料給油フラップの解淀/施錠はで 
きません。 

ドア□ックスイッチは、両側ドアにあ 
りまず。 

解綻ずる 

► 角军蟲スイッチのを押しまず。 

□ックノブび上びりまず。 

施錠ずる 

► 施綻スイッチ⑤を押しまず。 

□ックノブび下びりまず。 

〇 次のような場合はドア□ックス 
イッチで解錠/施錠でさません。 

• U モコン操作またはキーレス3— 
操作で施錠しているとさ 

• 助手席ドアが開いているとき 

運転席ドアが開いているとさは、ド 
ア□ックスイッチで助手席ドアと卜 
ランクの解錠/施錠がでさまず。 

ドア□ックスイッチで燃料給油フ 
ラップの解錠/施錠はでさません。 


〇 トランクが独立施錠されていると 
さは、ドア□ツクスイッチでトラン 
クを解錠することはできません。 


車速感応ドア□ック _ 

走行速度が約 15 km / h 政上になる 

と、ドアとトランクを自動的に施錠し 

ます。 

〇車速感応ドア□ックを設定した状 
態で、車を押すとさやタイヤ交換 
などで車を持ち上げるとさ、ダイ 
ナモ メーターで パーキング ブレー 
キをテストずるとさなどは、イグ 
こッシヨン位置を0にしてくだ 
さい。車輪が回転ずると施錠され、 
車がに閉め出されるおそれがあり 
ます。 

〇 車速感応ドア□ックで施淀され 
ているとさを、車内のドアレバーを 
引いてドアを角军淀して開 < ことびで 
をまず。 

〇 車速感応ドア □ ックで施淀された 
ドアをドア□ックスイッチで解錠ず 
ると、ドアを開くかエンジンを再始 
動するまで、車速感応ドア□ックは 
作動しません。 
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トランク 


車速感応ドア□ックを設定ずる 

► ドア□ックスイッチ（施錠）@を 
約5秒間押して保持しまず。 

車速感応ドア□ックが設定され、確 
認音が鳴0まず。 

車速感応ドア□ックを解除ずる 

► ドア□ックスイッチ（解錠）©を 
約5秒間押して保持しまず。 

車速感応ドア□ックが解除され、確 
認音が鳴0まず。 

〇 ドア□ックスイッチを押して保持 
してち確認音が鳴らないとさは、そ 
の設定がずでに選択されていまず。 

〇 車速感応ドア□ックはマルチファ 
ンクシヨンディスプレイでち設定/ 
解除でさまず（杉173ページ）。 


A 警告 

エンジンをかけた状態でトランクを 
開いたままにしないでください。排 
気ガスが車巧に入り、意識不明になつ 
たり、中毒死ずるおそれがありまず。 


A 警告 

トランクを閉じるとさは、身体や物 
を挟まないよラに十分注意して<だ 
さい。車の周りに子供がいるときは、 
特にま意してください。 

Q トランク内には乗車しないでくだ 
さい。事故などのとさ、けがをする 
おそれがあ0まず。 

〇モ供などがトランクに閉じ込めら 
れないよラにミ主意して < ださい。 

Q トランクを開<とさは、トランク 
の周りに障害物がな<、身体や物に 
当たるおそれがないことを確認して 
<ださい。 

Q トランクを開<とさは、後方や上 
方に十分な空間があることを確認し 
て < ださい。 

トランクをいっぱいまで開いたとさ 
の高さについては（[>379ぺージ） 
をご覧 < ださい。 

Q 強風のときにトランクを開くと、 
風にあおられ、トランクが不意に下 
がるおそれがありまず。風の強い曰 
は十分に注意してください。 

また、トランクに雪が積もっている 
とさち同様にミ主意して < ださい。 


車速感応ドア □ ックの設定/解除 


トランク 
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y トランクを閉じたとさは、トラン 
クび確実に閉じていることをお認し 
て < ださし、。 

〇 車び施錠されているとさに U モコ 
ン操作やキーレス:一操作、エマー 
ジェンシーキーなどでトランクを開 
さ、再度トランクを閉じるとトラン 
クは施湿されまず。ただし、トラン 
ク内にキーを残したままのとさは施 
綻されません。 

〇 トランクび完全に閉じていない状 
態で走行すると、警告音び鳴0、マ 
ルチフアンクシヨンデイスプレイに 
警告マークび表示されまず。 

〇 車び施錠されているとさは、キー 
のトランク オープナー ボタンを 
押すとトランクだけび解淀されて 
開をます。 

〇 車び施湿されているとをにトラン 
クのみを解綻して開を、再度トラ 
ンクを閉じるとトランクは施湿さ 
れます。このとさ、非甫点滅灯び3 
回点滅します。 

〇 車び施錠されているとさを、キー 
びキーレス:：!一のトランク側アンテ 
ナの検知範囲にあるときは、トラン 
ク八ンドルを引< と、トランクだけ 
び解錠されて開をまず。その状態で 
トランクを閉じると、トランクは施 
錠されます。 


車がか5の開閉 



トランクを開< 

► キーの解远ボタンを押しまず。 
► 八ンドルのを引きまず。 

または 

► トランクび開さはじめるまで、キー 
のトランクオープナーボタン E ] 
を押し続けまず。 

トランクび開さまず。 



トランクを閉じる 


► 凹部⑤に手をかけてトランクを引 
を下げまず。 

► 外側からトランクを軽く押さえまず。 

►必要であれば、車を施錠しまず 
([>71、75ぺージ）。 
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トランク 


車内か5トランクを開く 



ち八ンドル車 


停車しているとをは、運転席ドアのス 
イツチでトランクを開くことびでさ 
ます。 

► トランクび開をはじめるまで、卜 
ランクオープナースイッチのを引 
さ続けまず。 

トランクび開さまず。 


トランクの独立施錠 



車の解綻/施錠に関わらず、トラン 
クを独立して施綻でさまず。 


トランクを独立施綻ずる 

► トランクを閉じまず。 

► トランクのキーシ1」ンダーにエマー 
ジェンシーキー （0324 ページ）を 
差し込みまず。 

► エマージェンシーキーを独立施錠位 
置回にまわしまず。 

► キーシ1」ンダーからエマージェン 
シーキーを巧さまず。 

〇トランクを開いた状態でを、上 
記の操作を行なってトランクを閉 
じると独立施蟲されまず。このと 
さは、エマージェンシーキーの閉 
じ込みにま意してくださし、。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、この機能を使用してください。 
その際は、エマージてンシーキーを 
キー本体から取り外して携帯して< 
ださい。 

独立施館を解除ずる 

► トランクのキーシ1」ンダーにエマー 
ジェンシーキー（[>324ぺージ）を 
差し込みまず。 

► エマージェンシーキーを独立施錠解 
除位置のにまわしまず。 

► キーシ1」ンダーからエマージェン 
シーキーを巧さまず。 

► エマージェンシーキーをキーに収納 
します。 
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トランクを独立施錠しているときは、 
トランクを開くことはできません。 
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イグニツシヨン 位置 


A 警告 

ごく短時間でも、車か！5離れるとき 
はエンジンスイッチか S キーを巧い 
てください。また、テ供だけを車内 
に残さないでください。いたず！5か 
ら車の発進、乂災などの事故び発生ず 
るおそれびあ0まず。また、炎天下 
では車内び非常に高温にな D 、 熱中 
症を起こすおそれびあります。 

Q 走行中にエンジンを停止しないで 
<ださい。エンジンブレーキび効か 
な<な0まず。また、ブレーキやス 
テア U ングの操作に非常に大さな力 
び必要になりまず。 


キーによるイグニッシヨン位置の選択 



左八ンドル車 


イグニッシヨン位置を選択ずる 

► エンジンスイッチに差し込んだキー 
をまわします。 

m 下のようにイグニッシヨン位置び 
変更されます。 


キーの位置 

イグニッシヨン 位置 

回 

0: キーを 差し込む/ 

巧 < 位置 

の 

1:イグニッシヨン位 
置び1になりまず。 

回 

2:イグニッシヨン位 
置び2になりまず。 

团 

3:エンジンび始動し 
まず。 


エンジンスイッチからキーを巧かずに 
0の位置で長時間放置してし^ると、キー 
びまわせな<なることびありまず。ま 
た、ステア1」ングび□ックされまず。 
このとさは、キーをいったん巧さ、再 
度差してからまねしてください。 

〇バッテ U —あびりを防ぐため、駐 
車時は必ずエンジンスイッチから 
キーを巧いてください。 

〇 キーの発信部び覆われていたり、 
ミちれていると、エンジンを始動で 
さなくなりまず。 

〇 異なる車両のキーを差し込んだ 
とさち、エンジンスイッチをまね 
せることびありまずび、イグニッ 
シヨン位置の選択や、エンジンの 
始動はでさません。 
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イグ ニッシヨン 位置 


キー レス ゴース イッチによるイグ 
ニツシヨン位置の選択 



ち八ンドル車 


車内にキーびあり、エンジンスイッチ 
にキーレスコ’ースイッチのを取り付 
けてあるとさ、キーレス3’ースイッチ 
のを押ずことにより、イグニッシヨ 
ン位置の選択とエンジンの始動びでさ 
ます。 

イグニッシヨン位置を選択ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいないとさ 
にキーレス3—スイッチのを押ず 
と、し U 下のようにイグニッシヨン位 
置び変更されまず。 

キーレスコ‘ースイグニッシヨン 
イッチの操作 位置 

1回押ず 0から1になり 

ます。 

さらに1回押ず 1から2になり 
ます。 

さらに1回押ず 2から0になり 
ます。 

〇イグ ニッシヨン位置び1のとさに、 
運転席ドアを開くと、イグニッシヨ 
ン位置び0になります。 


エンジンを始動ずる 

► ブレーキ ペダルを踏んでいるとを 
にキーレスゴースイッチ®を 押し 
ます。 

〇ドア付近や ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
さをエンジンは始動でさることび 
ありまず。車両の盗難にま意して 
<ださい。 

〇 車室巧にキーびないとさにキー 
レス3—スイッチを押ずと、マル 
チフアンクシヨンデイスプレイに 
"キーを認識でさません" または 
II スタートボタンを外しキーを入れ 
てくだ さい" と表示されまず。 


キーレスコ’ースイッチの取りパし 



ち八ンドル車 


キーレスコ’ースイッチのを取り外 
し、エンジンスイッチ⑤にキーを差 
し込んでまわずことにより、イグニッ 
シヨン位置を選択でさまず。 

〇 キーレス3’ースイッチは、通常は 
駐車時でを取り外ず必要はありま 
せん。 


B を邸6恒冊 





シ— 


87 


I 


► エンジンスイッチ®からキーレス 
ゴースイッチのを取りがしまず。 
〇 エンジンスイッチにキーレスゴー 
スイッチを取り付けてから約2秒 
間は、キーレスゴースイッチでのイ 
グこッシヨン位置の選択やエンジン 
始動がでさません。 


シ— 


A 警告 

エンジンスイッチにキーが差し込ま 
れていなくてもシート位置を調整で 
さるため、子供だけを車内に残して 
車から離れないでください。シート 
調整スイッチを操作してシートに挟 
まれるおそれがあります。 


A 警告 

運乾席シートの調整は、必ず停車し 
ているとさに行なってください。走 
行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こす 
おそれが起0ます。 


A 警告 

シートの高さを不用意に調整すると、 
けがをするおそれがあります。特に 
子供は、シート調整スイッチを不用 
意に操作してけがをするおそれがあ 
るため、政下のことにミ主意してくだ 
さし、。 

•シートを調整してし''る間は、シー 
卜の下やシートの巧動部分に手を 
入れないで < ださい。 


• テ供が乗車するとさは、シートの 
下やシートの可動部分に手を入れ 
ないよラにミ主意して < ださい。 
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A 警告 

シートを調整するとさは他の乗員の 
身体が挟まれないよラにミ主意してく 
ださい。また、エアバッグに関する 
ミ主意もご覧くださし、。 

子供を乗せるときは、（[>18、47ペー 
ジ）をご覧くださし、。 


A 警告 

へッドレストの中央が目の高さに調 
整され、後頭部がヘッドレストの中 
央部に支えられていることを確認し 
てください。後頭部がヘッドレスト 
に正しく支えられていないと、事故 
などのとさに、首に重大なけがをす 
るおそれがありまず。ヘッドレスト 
が正しい位置に調整されていないと 
さは、決して走行しないでください。 


A 警告 

シートベルトの効果は、バックレスト 
ができるだけ垂直におい状態で、乗 
員が上体を起こして座っている場含 
にのみ発揮することがでさます。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。急ブ 
レーキ時や急な進路変更時、事故の 
とさなどに致命的なけがをするおそ 
れがおりまず。 


Q シートやシートヒーター*の損傷 
を防ぐため、下の点にミ主意して< 
ださい。 

• シートに液体をこぼさないで< 
ださし、シートに液体をこぼし 
たとさは、ずみやかに乾燥させ 
て < ださい。 

-シー トカバーが蕭れたとさなど 
は、シートを乾燥させるために 
シー ト ヒーターを 使用しないで 
<ださい。 

-シートは定期的に清掃ずること 
をお勧めしまず。「曰常の手入れ」 
をご覧ください （0286 ページ）。 

•シートの上に重し H 勿を載せなし、 
で < ださい。また、シートクッ 
シヨンの上にナイフや工具など 
の鋭利な物を置かないで< だ 
さい。シートは、できるだけ人 
を乗せるためだけに使用して< 
ださい。 

•シートヒーターの使用中は、毛 
巧やコート、バッグ、シートカ 
バー、チャイルドセーフテイシー 
卜などにより、シートを覆わない 
で < ださい。 

Q 足元に物がないことを確認して 
<ださい。また、パックレストを 
後方に倒ずとさはシートの後方に 
物がないことを確認して<ださい。 
シートや物を損傷ずるおそれがあり 
ます。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


を邸 S 恒冊 
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〇 フ□ントシート のへ ッドレストに 
は 、 NECK PRO アクティブヘッド 
レストを装備しているにめ、へッ 
ドレストを取り外ずことはできま 
せん。詳しくは、メルセデス■ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね < だ 
さい。 



左側シートのスイッチ 

①へッドレストの高さの調整 

③シートクッションの角度の調整 

③ シートの高さの調整 

④ シートの前後位置の調整 
⑥バックレストの角度の調整 

シートの前後位置の調壁 


► シート調整スイツチを矢印④の方 
向に操作して調整しまず。 

シートの前後位置の調整に連動し 
て、へツドレストの高さを自動的に 
調整されます。 

シートの高さの調壁 


► シート調整スイツチを矢印⑤の方 
向に操作して調整しまず。 


シートクッションのち度の調壁 

► シート調整スイッチを矢印⑤の方 
向に操作して調整しまず。 

バックレストの角度の調壁 


► シート調整スイッチを矢印⑤の方 
向に操作して調整しまず。 

〇 助手席シートび不適切な位置にあ 
るときに PRE - SAFE ® び作動しにと 
をは、助手席シートび適切な位置に 
自動的に調整されまず。 

〇 メモ U —機能により、シート位 
置を記憶させることびでさまず 
(>102 ページ）。 


ヘッドレストの調整 


フ□ントへッドレストの調壁 


► シート調整スイッチを矢印のの方 
向に操作して調整しまず。 

リアへッドレストの収納/展開（カブ 
リオレ） 

イグニッシヨン位置び2のときに、後 
席の乗員びシートベルトを装着ずる 
と、 U アヘッドレストとエアキャップ 
ドラフトストップ*び上びりまず。 

イグニッシヨン位置び2のとをに、後 
席の乗員びシートベルトを外ずと 、 U 
アへツ ドレストとェアキヤップドラフ 
トストップ*び下びりまず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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リアへッドレストを収納ずる 

► イグこッション位置を1か2にし 
ます。 

► U アへッドレストスイッチのを押 
します。 

リアへッドレストとエアキャップド 
ラフトストップ*がいつぱいまで 
下が0まず。 

エアキャップシステム*を作動さ 
せているとさは、エアキャップス 
イッチ（[>232ページ）のち側の表 
示灯が消口しまず。 

リアへッドレストを展開ずる 

► イグこッション位置を1か2にし 
ます 

► リアへッドレストスイッチのを押 
します。 

リアへッドレストとエアキャップド 
ラフトストップ*がいつぱいまで 
上が0まず。 

エアキャップシステム*を作動さ 
せていて、後席のシートベルトが装 
着されていないときは、リアヘッド 
レストとエアキャップドラフトス 
トップ*は中間の位置まで上がり 
ます。 


エアキャップシステム*を作動さ 
せているとさは、エアキャップス 
イッチの左ち両方の表示灯が点灯し 
まず。 

〇 エアキャップシステムの詳細に 
ついては0232ページ）をご覧く 
ださい。 

〇 U アへッドレストとエアキャップ 
ドラフトストップ*び上びつてい 
るときにあ抗を検知ずると、リア 
へッドレストとエアキャップドラフ 
トストップ*の作動び停止し、いつ 
ぱいまで下び0まず。 


フ□ントシートのバックレストを前 
ちに倒ず 

フ□ントシートのバックレストを前方 
に倒ずと、フ□ントシートび前方に移 
動します。 

A 警告 

フ□ントシートのバックレストび確実 
に□ックされていることを確認してく 
ださい。ドアび閉じているとさにバッ 
クレストび確まに□ックされていない 
ときは、イグニッション位置を2にす 
ると、警告音び鳴り、マルチファンク 
ションディスプレイに" ち（または左） 

フ□ントバックレスト□ックしてく 
ださい" と表示されまず。走行中のと 
さは、周囲の道路状況や交通状況にを 
意しなびらすみやかに停車し、バッ 
クレストを□ックしてください。バッ 
クレストの動さを巧げているちのびあ 
るときは、すみやかに取0除いてくだ 
さし、。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


B を邸6恒冊 
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A 警告 

フ□ントシートのバックレストを操 
作した0、フ□ントシートび移動し 
ているとさは、身体び巧まれないよ 
ラにミ主意してください。フ□ントシー 
卜び移動しているとさに身体び巧ま 
れそラになったとさは、巧応ずる側 
のシート調整スイッチやメモ U —ス 
イッチ、ポジションスイッチ0102 
ページ）を操作すると、シートはそ 
の位置で停止しまず。 

。フ□ントシートの足元やシートの 
後方に物び無いことを確認して < だ 
さい。移動するシートと物び接触し 
て、シートや物を損傷ずるおそれび 
ありまず。 

〇バックレストは必ずへッドレスト 
び下びりさってから前方に倒してく 
ださい。ルーフ内張りにヘッドレス 
卜び干渉して損傷ずるおそれびあり 
ます。 

P シートび高い位置に調整されてい 
るとさは、ほい位置に調整してく 
ださい。ルーフ内張りやサンバイ 
ヴーに干渉して損傷ずるおそれび 
ありまず。 

〇 シートび前方にあるときは、バッ 
クレストを前方に倒してち、シート 
は前方に移動しません。 


フ□ントシートのバックレストを倒ず 



► □ック解除レバー①を矢印の方向 
に引さまず。 

へッドレストび下びりまず。 


►ヘッドレストび下びりきったら、 
□ック解除レバーのを弓 I さなびら、 
バックレストを前方に倒しまず。 

フ□ントシートび前方に移動しまず。 

フ□ントシートのバックレストを戻ず 

► フ□ントシートのバックレストを後 
方に起こしまず。 

フ□ントシートの前後位置とへッ 
ドレストの高さび自動的に元に戻 
りまず。 

► バックレストび確実に□ックされ 
ていることを確認、しまず。 

〇 シートび完全に□ックされてい 
ないとさは、シート調整スイッチ 
でバックレストの角度とへッドレ 
ストの高さを調整することはでさ 
ません。 


I 
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〇 バックレストを大さく後方に傾け 
ていたとさやシートが後方の位置 
にあるとさ、またはパックレスト 
を前方に倒してからシート調整ス 
イッチを操作したときは、シート 
の前後位置とへッドレストの高さ 
が元の位置に戻らないことがあり 
ます。 

〇 後方に移動しているフ□ントシー 
卜が挟み込みを検知ずると、シー 
卜の移動が停止し、シートの位置 
によっては前方に移動しまず。 


マルチコントロールシートバック 



ち側シートのスイツチ 

①シートクッシヨン前部のヴポートの 


調整ダイヤル 

⑤腰部下部のヴポート調整ダイヤル 
⑤腰部上部のヴポート調整ダイヤル 
④バックレストのサイドクッシヨンのヴ 
ポート調整ダイヤル 

シー h のサポートを調整でさまず。 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に調整でをまず。 


シートクッシヨン前部のヴポートを調 

壁ずる 

► ダイヤル©を前後に操作しまず。 

腰部下部のヴポートを調壁ずる 

► ダイヤル⑤を前後に操作しまず。 

腰部上部のヴポートを調壁ずる 

► ダイヤル⑤を前後に操作しまず。 

バックレストのサイドクッシヨンのヴ 

ポートを調壁ずる 

► ダイヤル④を左ちに操作しまず。 

〇 調整後に時間び経過ずるとサポー 
卜び弱<なることびありまず。そ 
のとをは再度調整を行なってくだ 
ごい。 

〇 スイッチを操作してち調整でさ 
ないとさは、エアタンクの圧力びほ 
下していまず。エンジンを始動して 
から再度調整してください。 



ち側シートのスイツチ 

①⑤ラン バーサ ポートの位置の調整 
® ラン) (ーヴポートの強さの調整（弱) 
④ランノ（ーヴポートの強さの調整（強) 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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ランバー（腰部）のヴポートを調整で 
さます。 

フ□ントシートに装備されていまず。 

ヴポートの位置を調整ずる 

►スイッチ®または⑤を押して、サ 
ポートの位置を調整します。 

ヴポートの強さを調整ずる 

►スイッチ⑤（弱）または④（強） 
を押して、サポートの強さを調整 
します。 

〇 ち側シートは、スイッチ® (弱） 
と® (強）の位置が逆になりまず。 


シートヒーター* 


A 警告 

シートヒーターを強で連続して使用 
しないで<ださい。また、コートや 
厚手の衣服を着用している状態や、 
毛巧などの保温性の高いをのをシー 
h にかけた状態でシートヒーターを 
使用しないで < ださい。 

異常過熱による低温火傷（紅斑、水 
ぶくれ）を起こしたり、シートヒー 
ターが故障するおそれがあ0まず。 


A 警告 

し U 下の事項に該当するちは、熱すざ 
た0、低温火傷をするおそれがあり 
まずので、十分にミ主意して<ださし、。 

• 乳幼児、お年寄り、病人、身体が 
不自由なち 
• 皮膚の弱い方 
• 疲労の激しい方 
• 眠気を誘ラ薬を服用されたち 
• 飲酒したち 

シー ト ヒーターの 作動を 3 段階に調整 
でさます。 

〇 バッテ U —の電圧が低下すると、 
シー ト ヒーターが 停止ずることがあ 
りまず。 



シートヒーターを使用ずる 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

►シートヒータースイッチのを押 
します。 

シー ト ヒーター スイッチのを押ず 
ごとに点灯ずる表示灯の数が変わ 
り、シート ヒーターの 作動が切り替 
わりまず。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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シートヒーターを停止ずる 


► シートヒータースイッチ©を押し 
て、表示口を消灯させまず。 


点なしている 
表示なの数 

作動内容 

3 

シー トヒーターが 
強で作動します。 

約 8 分後に自動的 
に中に切り醬わり 
ます。 

2 

シートヒーターが 
中で作動しまず。 

約 1 日分後に自動的 
に弱に切り替わり 
ます。 

1 

シートヒーターが 
弱で作動します。 

約 2 日分後に自動的 
に停止しまず。 

0 

停止していまず。 


Q シートに凸部のある重量物を置か 
ないで<ださい。故障の原因にな0 
ます。 


シートヒーターのトラブル 


シー ト ヒーターが 短時間で停止した 
り、作動しないとさは、多<の電気装 
備が使用されているために電圧が低下 
しています。 

► U アデフォッ ガー や ルーム ランプ 
など、必要のない電気装備を停止 
して <ださい。 


シートベンチレーター* 

シー トベンチ レーターの 作動を 3 段階 
に調整でさまず。 

〇 バッテ U —の電圧びほ下ずると、 
シートベンチレーターび停止ずるこ 
とびありまず。 



シートベンチレーターを使用ずる 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
9 〇 

► シー トベンチ レーター スイッチ© 
を押しまず。 

シートベンチレータースイッチを 
押すごとに点灯ずる表示灯の数が変 
わり、シートベンチレーターの作動 
が切り替わりまず。 

シートベンチレーターを停止ずる 

► シー トベンチ レーター スイッチ© 
を押して、表示口を消灯させまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


を邸 S 恒冊 










点なしている 
表示なの数 

作動内容 

3 

シートベンチレ ー 
ターが強で作動し 
ます。 

2 

シートベンチレー 
ターが中で作動し 
ます。 

1 

シートベンチレー 
ターが弱で作動し 
ます。 

0 

停止しています。 


O クーペは、 u モコン操作でドアウ 
インドウやパノラミックスライディ 
ングルーフ*を開 < と、運転席の 
シートベンチレーターび強で作動し 
ます。 


エアスカーフ* (カブリオレ） 



ヘッドレストの送風口から、乗員の頭 
部周辺に暖気を送風しまず。 


送風の強さを3段階に調整でさまず。 

イグニッシヨン位置が1か2のとさ 
に使用できまず。 


A 警告 


カブリオレは、リモコン操作でソフ 
トトップを開<と、運転席のシート 
ベンチレーターが強で作動しまず。 

シートベンチレーターのトラブ J レ 

シー トベンチ レーターが 短時間で停止 
した0、作動しないとさは、多<の電 
気装備が使用されているために電圧が 
低下しています。 

► U アデフォッ ガー や ルーム ランプ 
など、必要のない電気装備を停止 
して < ださい。 


皮膚の弱い方は送風口に身体を近付 
けずざないよラに注意してください。 
火傷をずるおそれがありまず。 

送風口の周囲は大変熱<なりまずの 
で触らないでください。火傷をする 
おそれがあ0ます。 


エア スカーフを 強で使用ずる 

► エアスカーフスイッチのを押して、 
表示灯を3個点口させまず。 

エア スカーフを 中で使用ずる 

► エアスカーフスイッチ①を押して、 
表示灯を2個点口させまず。 


エア スカーフを 弱で使用ずる 

► エア スカーフ スイッチ①を押して、 
表示灯を1個点口させまず。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ステアリング 


〇 表示灯び点灯してから送風び開始 
されるまで約7秒かかりまず。 

エ アスカー フを停止ずる 

► エアスカーフスイッチのを押して、 
表示灯を消灯させまず。 

〇 表示灯び消灯してから送風び停 
止するまで約7秒かかりまず。 

〇エアスカーフを使用ずるときは送 
風□を覆わないで<ださい。週熱や 
乂災、故障の原因になりまず。 

〇 多くの電気装備を使用していた 
りバッテ U —の電圧びほくなると、 
エア スカーフび 停止ずることびあ 
りまず。 

〇 送風□のダイヤルをまわして、風 
向さを調整でさまず。 


ステア U ング 


A 警告 

エンジンスイッチにキーが差し込ま 
れていなくてをステアリング位置を 
調整でさるため、子供だけを車内に 
残して車から離れないでください。 
ステアリング調整レバーを操作して 
ステアリングに挟まれるおそれがあ 
0まず。 


A 警告 

ステアリングの調整は、必ず停車中 
に行なってくださし、。走行中に行なっ 
て操作を誤ると、車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれがあり 
ます。 


A 警告 

運転中はステアリングのパッド部を 
持たないでください。万一のとさ、 
運転席エアバッグの作動を妨げるお 
それがあります。 

ステアリングのパッド部にカバーを 
した0、バッジやステッカー、オー 
デイオの U モコンなどを貼り付け 
ないでください。運転席エアバッグ 
の作動を巧げたり、作動時にけがをす 
るおそれがあります。 

Q ステア1」ングをいっぱいにまね 
しに状態を長 < 保持しないで < だ 
さい。ステア U ング装置を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 


B を邸6恒冊 
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Q 故障などでエンジンを停止して 
けん引ずるときは、十分ミ主意してく 
ださい。エンジンび停止していると、 
通苗のとさに比べてステア U ング操 
作に非苗に大さな力び必要でず。 


ステアリング位置の調壁 



①上下位置の調整 
⑤前後位置の調整 


上下位置を調壁ずる 

► ステア U ング調整レバーをのの方 
向に操作しまず。 

前後位置を調舊ずる 

► ステア U ング調整レバーを⑤の方 
向に操作しまず。 

〇 ステア U ングの位置は、運転席 
シートの位置やドアミラーの角度と 
併せて記憶ごせることびでさまず 
(>102ページ）。 


イージーエントリー機能 


A 警告 

イージーエント1」一機能び作動し 
ているとさは、乗員の身体び巧まれ 
ないよラにミ主意してください。 

身体び挟まれそラになったとさは、 
な下の操作をしてください。 

• ステアリング調整レバーをいずれ 
かのち向に操作する 
• 運転席ドアのいずれかのポジシヨ 
ンスイッチ0102ページ）を押ず 

モ供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。運転席ドアを開い 
たとさなどにイージーエント1」一機 
能び作動して、ステア U ングに身体 
び挟まれるおそれびあ0まず。 

イージーエント U —機能は、運転席へ 
の乗り降りを容易にずる機能でず。 

なのいずれかの操作をずると、ステア 
U ングび上方に移動しまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 

-イグこッシヨン位置が0か1のと 
さに運転席ドアを開< 

ステアリングは、次のいずれかの操作 
をすると、元の位置に戻りまず。 

-運転席ドアが閉じた状態でエンジン 
スイッチに キーを 差ず 

-イグこッシヨン位置が0のとさは、 
運転席を閉じてから1か2の位置 
にずる 

. イグこッシヨン位置が1のとき 
は、運転席ドアを閉じて2にずる 
か、運転席ドアを閉じてイグこッ 
シヨン位置を0にしてから1の位 
置にずる 
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巧一 


この機能の設定と解除については 
0174ページ）をご覧ください。 

〇 ステア U ングび上方の位置にある 
ときは、イージーエント U —機能は 
作動しないことびありまず。 

クラッシュセンヴー連動機能 

事故などのときに、クラッシュセン 
サーに連動してイージーエント U —機 
能び作動しまず。イグニッシヨン位置 
に関わらず、事故などのときに運転席 
ドアを開くと、ステア U ングび上方に 
移動して、車がへの脱出と柔員の救出 
を容易にしまず。 

クラッシュセンサー連動機能は、マル 
チフアンクシヨンデイスプレイでイー 
ジーエント U —機能を設定していると 
をにのみ作動しまず。 


巧一 


A 警告 

S ラー類は必ず走行前に、媛ちが十分 
確認でさるよラに調整してください。 
走行中に調整ずると、事故を起こす 
おそれがお0ます。 

ルーム S ラーや ドア S ラーには 死角 
がありまず。車線変更をずるとさな 
どは、必ず ルーム S ラー およびドア 
S ラーで 後方を確認してください。 
また、肩ごしに直接斜が媛ちを確認 
して < ださい。 

Q ルーム ミラーやドアミラーのミちれ 
を取るとさにガラスクリーナーを使 
用ずるときは、必ずルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場に相談して< 
ださい。ガラスク U —ナーによって 
は、三ラーが変色するおそれがあり 
ます。 


ル—ムニフ— 


ルーム S ラーの 角度調整 


► 手で ルーム S ラーの 角度を調整し 
ます。 


ドア S ラー 


A 警告 

ドアミラーに写った像は実隙よりも 
遠<にあるよラに見えまず。車線変 
要をするときなどは、肩ごしに直接 
斜め後ちを確認してください。 
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Q ドアミラーは車体の側面から突 
さ出ていまず。ずれ違いや車庫入 
れのとさ、また、歩行者などに十 
分注意して<ださい。 

〇 より広い視界を確保ずるため、ド 
ア S ラーの 外側部分は凸面に なつ 
ています。 

〇 ドア S ラーには ヒーターび 装着さ 
れています。が気温度びほいとさ 
に U アデフォッガーを使用しにとき 
は、自動的に温められ、凍結を防ざ 
ます。 


ドア S ラーの角度調整 



左八ンドル車 


►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► 調整する側のドアミラー選択スイッ 
チ©または®を押しまず。 

スイッチの表示灯が点灯しまず。 

何ち操作を行なわないと、表示灯は 
約1日秒後に消灯しまず。 

► ドアミラー選択スイッチの表示灯が 
点灯しているときに、ドアミラー 
調整スイッチ感を操作してドアミ 
ラーの角度を調整しまず。 


〇 ドアミラーの角度は、運転席シー 
卜の位置やステア U ングの位置と 
併せて記憶させることがでさまず 
0102ページ）。 


ドア S ラーの格納/展開 



左八ンドル車 


►イグこッシヨン位置を1か2にし 
まず。 

► 格納/展開スイッチ®を押します。 
ドア S ラーが格納/展開しまず。 

Q ドア S ラーは手で格納したり、展 
開しないで<ださい。ドア三ラーを 
損傷するおそれがあります。 

Q 走行ずるときはドアミラーを展開 
して < ださい。 

Q ドアミラーを格納/展開している 
とさは、身体や物が挟まれないよラ 
にミ主意して<ださい。車の周りにモ 
供がいるとさは、特に注意して<だ 
さし、。 

D 洗車機を使用ずるときはドアミ 
ラーを格納してください。ドアミ 
ラーを損傷ずるおそれがありまず。 
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巧一 


ドア s ラーの リセット 


バッテ U —の接続が一時的に断たれた 
とさは、施錠時のドア S ラー格納が作 
動しないことがありまず。このよ5な 
とさは、ドア S ラーを U セットして< 
ださい。 

► イグこッシヨン位置を 1 にしまず。 
► 格納/展開スイッチ④を押しまず。 

施錠時のドア S ラー格納 

リモコン操作またはキーレス3’ 一 操作 
で施錠すると、ドアミラーち併せて格 
納します。 

格納されたドアミラーは、ドアを開< 
と展開します。 

この機能の設定と解除については 
(>176ぺージ）をご覧ください。 

〇 ドアミラー格納/展開スイッチで 
ドアミラーを格納したときは、ドア 
三ラーは展開しません。 

ドアミラーび無理に外側に曲げ5れた 
とを 

ドアミラーが無理にが側に巧げられた 
ときは、 iU 下のようにしてください。 

► ドアミラー格納/展開スイッチ 
099ページ）を、ギアが晒みをラ 
音が聞こえるまで押しまず。 

ドア S ラーユニットのギアが陋み合 
ラと、通常通りドアミラーを格納/ 
展開でさるよラになりまず。 


自動防眩機能 


A 警告 

車内に高さのある荷物を積んでいる 
とさなど、ルーム S ラーのセンサー 
に後続車のライトが照射されないと 
量は自動防眩機能は作動しないこと 
があるため、胺惑により事故を起こす 
おそれがありまず。このとさは、手 
動でルーム S ラーの角度を調整して 
<ださい。 

周囲が暗く、イグこツシヨン位置が1 
か2のときに、ルームミラーのセン 
ヴーが後続車のライトを感知ずると、 
自動的にルームミラーと運転席側のド 
ア S ラーの色の濃度が変わり、胺しさ 
を防止しまず。 

〇 シフトポジシヨンが EE のとさ 
は、自動防眩機能が解除されまず。 


パーキングヘルプ機能 


後退時の助手席側ドア S ラー角度を記 
憶させる 

シフトポジションを EE にしたとさ 
に、助手席側ドア S ラーの角度があら 
かじめ記憶させていた角度になり、車 
両後方の視界を確保して、後退を容易 
にします。 
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左八ンドル車 


► 助手席側ドア三ラーが後退時の角度 
に自動調整されているとさに助手席 
側ドアミラーの角度を調整しまず。 

調整した角度が新たに記憶されまず。 
または 

►停車して、イグこッシヨン位置を1 
か2にしまず。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ 
( D を押しまず。 

スイッチの表示灯が点灯しまず。 

何ち操作を行なわないと、表示灯は 
約1日秒後に消灯しまず。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチの 
表示灯が点灯しているとさに、ドア 
三ラー調整スイッチ③で、後退時 
に後方を確認しやずい角度に助手席 
側ドア S ラーを調整しまず。 

► 運転席ドアの><モリースイッチ® 
を押します。 

►約3秒 iU 内にドアミラー調整ス 
イッチ③をいずれかの方向に押し 
ます。 

このとさ助手席側ドア S ラーが動か 
なければ、そのとさの角度に記憶さ 
れます。 


〇 助手席側ドア S ラーが動いたとさ 
は最初からやり直してください。 

► ドアミラー調整スイッチ③で、走 
行時の角度に助手席側ドア三ラーを 
調整しまず。 

H 走行ずる前に、必ずドア云ラーの 
角度を後方が十分確認でさるよ5に 
調整して < ださい。 

記憶させた助手席側ドア S ラー角度の 
呼び出し 

► イグこッション位置を2にしまず。 

►助手席側ドアミラー選択スイッチ 
@を押しまず。 

► シフトポジションを [ E にしまず。 

助手席側ドア S ラーの角度が、あ 
らかじめ記憶させていた角度にな 
ります。 

助手席側ドア S ラーは次のいずれかの 
とさに元の角度に戻ります。 

• シフトポジションを EE から他の 
位置にして約1日秒経過したとさ 

• 走行速度が約 10 km / hau 上になつ 
たとさ 

• 運転席側ドアミラー選択スイッチ 
© を押したとさ 
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メモリー機能 


メモリー機能 


[■シート位置の記憶 

A 警告 

エンジンスイッチにキーが差し込ま 
れていなくてち^モリー機能は作 
動するため、子供だけを車内に残し 
て車か5離れないで<ださい。シー 
卜やステアリングび動さ出し、身体 
が挟まれるおそれがあ0まず。 


A 警告 

運転席側の記憶位置の呼び出しは、 
必ず停車中に行なってください。走 
行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こす 
おそれがあ0まず。 

><モリー機能では、例えば3人の異な 
る運転者のために3つの位置を記憶さ 
せることがでさまず。 

下の項目がひとつの設定として記憶 
されます。 

• シートとバックレスト、ヘッドレス 
卜の位置 

• 運転席側は、ステア U ングの位置 

• 運転席側は、運転席側および助手席 
側ドアミラーの角度 



ち側ドアのスイッチ 


►正しいシート位置に調整しまず 
([>89ページ)。 

運転席では、さらにステアリングの 
位置（1>97ページ）、ドアミラーの 
角度 （099 ページ）を調整しまず。 

ドアミラーの角度を調整ずるとさ 
は、イグニッション位置を1か2 
にしまず。 

► メモ U — スイッチのを押しまず。 

► 3秒じ(巧にポジションスイッチ③ 
の1〜3のいずれかを押しまず。 

ピッといラ確認音び鳴0、そのポジ 
シヨンスイッチにシート位置などび 
記憶されまず。 


シート位置の呼び出し _ 

► 呼び出したいポジションスイッチ 
⑤り〜3のいずれか）を押し続 
けまず。 

シートなどび動さはじめ、あらか 
じめ記憶させた位置になると停止 
します。 

〇 ま全のため、ポジションスイッチ 
⑤から手を放ずとシートなどは停止 
します。 


B を邸6恒冊 











シートベルト 


103 


シートベルト 


シートベルトの着用 


A 警告 

• シートベルトを正しく着用してい 
なかったり、シートベルトがバッ 
クルに確実に差し込まれていない 
と、シートベルトの機能が十分に 
発揮されずに、致命的なけがをす 
るおそれがあります。 

• 着用前に、シートベルトやバック 
ルに損傷や巧れがないことを確認 
して < ださい。 

• 乗員全員が、常にシートベルトを 
正しく着用していることを確認し 
て < ださい。 

• シートベルトは身体に密着させ 
て、ねじれのないよラに着用して 
ください。 

• コートなどの厚手のお類は着用し 

ないで <ださし、。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にかけ 
て<ださい。絶対に首や脇の下に 
は通さないで<ださい。また、シー 
トベルトを引さ上げて胸に密着さ 
せて < ださし、。 

• 腰を通るベルトは腰骨のでさるだ 
け低い位置にかけて<ださい。 

• ペンや眼鏡など、衣類のポケッ 
卜に入れたとがった物やこわれ 
やすい物にシートベルトをかけ 
ないで < ださい。 

• シートべルトク U ップなどを使用 
してシートベルトにたるみをつけ 
ないで < ださい。 


A 警告 

. 1本のシートベルトを2人！;上で 
共用したり、シートベルトと身 
体の間にバッグなどを挟み込ま 
ないで <ださい。 

• テ供を膝の上に座らせて走行し 
ないで<ださい。急ブレーキ時が 
急な進路変更時、事故のとさなど 
にモ供を保護ずることがでさず、 
テ供と他の乗員が致命的なけが 
をするおそれがあります。 

• 身長1日 0 cm 未満の乗員および12 
歳未満の子供は、シートベルトを 
正しく着用することができません。 
必ずチャイルドセーフティシート 
を適切なシートに装着して、モイ共 
の安全を確保してください。 

詳しくは047ページ）をご覧く 
ださい。 

• 子供が着用するとさは、着用状態 
を運転者が確認してください。ま 
た、正しく着用でさない体格のテ 
供は適切なチャイルドセーフティ 
シートを使用してください。 

• チャイルドセーフティシートを装 
着するときは、製品に添付されてい 
る取扱説明書に従ってください。 

• 妊娠中のちやけがのミ台療中の方は、 
医師に相談の上、シートベルトを 
着用してください。 

• シートベルトを使って、重い荷物 
などを固定しないでください。 
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シートベルト 


A 警告 

シートベルトの効果は、バックレスト 
ができるだけ垂直におい位置で、棄員 
が上体を起こして座っている場合にの 
み発揮することがでさます。絶対に 
バックレストを大き<寝かせた状態で 
走行しないで<ださい。急ブレーキ 
時や急な進路変更時、事故のとさな 
どに致命的なけがをするおそれがあり 
まず。 


A 警告 

• シートベルトが以下のよラなとさ 
は、機能が十分に発揮されずに 
致命的なけがをずるおそれがあり 
ます。 

〇シートベルトが損傷しているとき 
〇事故などでシートベルトに大き 
な衝撃がかかったとき 
〇シートべルトを改造-分解した 
とさ 

• 鋭利な部分の上にシートベルトを 
通さないでください。シートべル 
卜を損傷ずるおそれがあります。 

• シートベルトがドアやシートレー 
ルに挟まれていないことを確認し 
てくださし''。シートベルトを損傷ず 
るおそれがありまず。 

• 衝突後やシートベルトが大さな衝 
撃を受けたとさは、^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で新品と 
交換し、関連部品の点検を受けて 
<ださい。 

• 純正部品し U 外のシートベルトは使 
用しないでください。 

• シートベルトに損傷がないか、定 
期的に点検してください。 


A 警告 

シートベルトの強度が低下し、乗員 
保護機能び損なわれるため、清掃す 
るとさは!; I 下の点にミ主意してくだ 
さし、。 

• 強い酸性やアルカリ性洗剤、有機 
溶剤などを使用しない 
• 乾燥時にドライヤーや直射日光を 
当てない 

• シートベルトを漂白したり、染色 
しない 


シートベルトフイーダー 



左側シート（クーペ) 


シー トベルトフィーダーのが前方に 
出てくることにより、前席乗員のシー 
トベルト着用を容易にしまず。 

シートベルトフィーダーの自動作動 

シートベルトフィーダーは、ドアを閉 
じてイグこツシヨン位置を1か2に 
したとき、またはイグこツシヨン位置 
が1か2でドアを閉じたときに作動 
し cJ ^ 9 〇 
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〇 ドアが閉じた状態でイグこッシヨ 
ン位置を0にしたときは、イグニッ 
シヨン位置を再度1か2にずると 
シートベルトフィーダーが作動し 
ます。 

シートベルトを着用ずると、着用した 

側のシートベルトフイーダー①は元 

の位置に戻りまず。 

m 下のとさち、シートベルトフイー 

ダー①は元の位置に戻りまず。 

• シートベルトを着用せずに約6日秒 
経過したとさ 

• ドアを開いたとさ 

•イグこッシヨン位置を0にした 
とさ 

• フ□ントシートのバックレストの 
□ックを解除したとき 

• 助手席シートのシートベルトフィー 
ダーは、シートに乗員が検知されな 
<なったとさ 

A 警告 

シートベルトを着用したとさは、必 
ずシートベルトフイーダーが元の位 
置に戻っていることを確認してくだ 
さい。シートベルトを身体に密着さ 
せることがでさず、シートベルトの 
乗員保護機能が発揮されません。 

〇 シートベルトフィーダーが前方に 
出ているときに障書物などに当たる 
と、シートベルトフイーダーは元の 
位置に戻ってから再作動しまず。 


〇 シートベルトフィーダーは、障害 
物に8回当たると作動しな<なり 
まず。再び作動させるには、ドアを 
開閉してイグこツシヨン位置を一度 
0にしてから1か2にしまず。 


シートベルトフィーダーの手動操作 



イグこツシヨン位置が1か2のとさ 
に シー トベルトフィーダーを手動で作 
動させることがでさまず。 


► センターコンソールのシートベルト 
フィーダースイッチを押しまず。 
シートベルトフィーダーのが前方 
に出てさまず。 

〇 助手席シートに乗車していない 
とさは、シートベルトフィーダー 
スイッチで、 助手席側のシートべ 
ルトフィーダーを作動させること 
はでさません。 
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シートベルト 


シートベルトを着用ずる 



クーペ 


►フ□ントシートは、シートを調整 
し、ノ（ックレストをでさるだけ垂直 
におい角度にしまず。 

► シートベルトをベルトアンカーの 
からゆっくりと引さ出しまず。 

シートベルトび□ックして引さ出 
せないとさは、シートベルトをか 
し戻してから、再びゆっくり引さ 
出します。 

► シートベルトにねじれびないことを 
確認して、肩を通るベル h び肩の中 
央に、腰を通るベルトび腰骨のでさ 
るだけほい位置にかかるよラにし 
ます。 

►プレート⑤の先端をバックル® 
に差し込みまず。 

フ□ントシートは、テンション自 
動調整機能び作動しまず。 

►必要であれば、肩を通るベルトを 
引いて、シートベルトを身体に密着 
させます。 


フ□ントシートベルトのテンション自 
動調壁機能 

フ□ントシートベルトにはテンション 
自動調整機能び装備されていまず。 

イグニッション位置び2のときに、プ 
レートの先端をバックルに差し込む 
と、シートベルトび身体に密着ずる 
ように、自動的にシートベルトのテン 
ション（締め付け具合）を調整しまず。 

この機能の設定と解除については 
(0175 ぺージ）をご覧ください。 

シー トベルトを夕1•ず 


►手でプレート⑤を持ち、バック 
ル⑤の解除ボタン④を押して、 
シートベルトをゆっくり卷さ取ら 
せまず。 

〇シートベルトび完全に巻さ取ら 
れていることを確認してください。 
シートベルトやプレートびドアや 
シートに挟まれて、ドアや内張り、 
シートベルトを損傷ずるおそれびあ 
りまず。損傷したシートベルトは柔 
員イ呆護効果を十分に発揮でさないた 
め、交換する必要びありまず。メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 

〇 U アのシートベルトには、チヤイ 
ルドセーフティシート固定機構び装 
倫されています。詳しくは（>49 
ページ）をご覧ください。 
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4 I シートベルト警告 I 打 

イグこッシヨン位置を2にずると点 
灯し、エンジン始動後に消灯しまず。 

点口しないとさは警告口の異常でずの 
で、すみやかに^ルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けて < だ 
さし、。 

エンジンがかかっているとさに運転席 
または助手席の乗員がシートベルトを 
着用していないとさは、シートベルト 
警告灯が点口しまず。 

シートベルト警告音 

運転席の乗員がシートベルトを着用せ 
ずにエンジンを始動ずると、警告音が 
数秒間鳴り、シートベルトの着用を促 
します。 

走巧中のシートベルト警告 

走行速度が約 25 km / hLi (上になった 
とさに、運転席または助手席の乗員が 
シートベルトを着用していないかシー 
トベルトをバックルからがしたとさ 
は、シートベルト警告灯が点滅して、 
断続的な警告音ち鳴りまず。 

そのままの状態で約60秒間走行ずる 
か、または停車したときは警告灯は点 
灯に変わり、警告音ち鳴り止みまず。 

ただし、シートベルトを着用しないま 
ま再び走行を始めて速度が約 25 krn/h 
m 上になると、この警告は繰り返し行 
なわれまず。 

〇 助手席に重し V 苛物などを積んでいる 
と、エンジンがかかっているとさに 
シートベルト警告が行なわれること 
がありまず。 


正しい運転姿勢 


A 警告 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けがをずるおそれがありまず。 

• バックレストを大きく後方に傾け 
た状態で走行しないでください。 
急ブレーキ時や衝突時などに身体 
がシートベルトの下を抜けてベル 
卜の力が腹部や首にかかり、致命 
的なけがをするおそれがあ0ます。 


A 警告 

運転席の乗員は必ず運転前に自分の 
運転姿勢に合った正しいシート位置 
に調整してください。 

運転中に調整して操作を誤ると、車 
のコント□ールを失い、事故を起こす 
おそれがあ0ます。 



I 
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シートベルト 


► iU 下のことにま意して、シート® 

とへッドレストを調整しまず。 

• 運転席エアバッグとの間隔を、 
でさるだけ確保ずる 

• 正しい姿勢で着座している 

• シートベルトが正し<着用でさる 

• バックレストをできるだけ垂直に 
調整している 

• 大腿部がシートクッシヨンに軽く 
支えられている 

• ペダルが楽に踏み込める 

• へッドレストの中央が目の高さに 
調整され、後頭部がへッドレスト 
I こ支えられてし^ることを確認ずる 

► UTF のことにミ主意して、へッドレス 

卜を調整します。 

• へッドレストの中央が目の高さに 
調整され、後頭部がへッドレスト 
I こ支えられてし^ることを確認ずる 

►じ(下のことに注意して、ステアリン 

グ①を調整しまず。 

• ステアリングを握ったときに、 
腕に適度な余裕がある 

• 足を自由に動かせる 

• ーターパネルのずべての一 
夕一類やマルチ フアン クシ ヨン 
ディスプレイ、警告灯や表示口 
を確認でさる 


► iU 下のことにミ主意して、シートべル 

卜@を着用しまず。 

• シートベルトが身体に密着し 
ている 

• 肩を通るベルトが肩の中央にか 
かってし^る 

• 腰を通るベルトが腰骨のでさる 
だけ低い位置にかかっている 

► 走行する前に、道路や交通状況が十 
分確認でさるよラにルームミラーと 
ドア三ラーを調整しまず。 

► ^モリー機能で、シートとステアリ 
ングの位置、ドアミラーの角度を記 
憶させまず。 

。シー トを調整しているときは、 
シートの下や横に身体を入れたり、 
作動部に触れないでください。挟ま 
れてけびをずるおそれびあ0まず。 

〇シートの一部び他の乗員や物に当 
たったとさは、それじ(上操作しない 
で < ださい。 

〇誤ってシート調整スイッチに触 
れるとシートび動を、柔員びけび 
をずるおそれびありまず。モ供を乗 
せているとをは十分ミ主意してくだ 
さし、。 
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左八ンドル車 



位置 

作動内容 

の 

因 

左側パーキングライトび 
点灯 

回 

固 

ち側パーキングライ h び 
点灯 

因 

1ミ他 

車幅灯、テールランプ、 
ライセンスライト、メー 
勺一 、(ネルの照日月び点灯 

因 

lAUTo] 

才ートモード' 

回 

回 

へッドライト/ LED ド 
ライビングライトび点灯 


困 

1」アフォグランプス 
イッチ 


B バッテ U —があがりを防ぐため、 
車から離れるとさは、車幅灯を消 
灯して < ださい。 


〇 ライトスイッチが国固の位置で、 
エンジンスイッチにキーが差し込ま 
れていないかキーレスゴー操作でイ 
グこッション位置を0にしている 
とさは、運転席ドアを開< と警告音 
が鳴り、マルチフアンクションデイ 
スプレイに "ライ トを消して<だ 
さい" と表示されまず。 

〇 車から離れるとさに警告音が鳴つ 
たとさは、ライトが消灯していま 
せん。ライトスイッチを应巧の位 
置にして < ださい。 

車がライトの消灯 


► イグこッシヨン位置が1か2のと 
さや、エンジンがかかっているとさ 
は、ライトスイッチを医司または 
巨固の位置にしまず。 

〇 へッドライトと LED ドライビング 
ライトが点灯しているとさに、エン 
ジンを停止ずるか、イグこッシヨン 
位置を1にずると、へッドライト 
と LED ドライビングライトは消口 
します。 

さらにイグニッシヨン位置を0に 
して運転席ドアを開くか、エンジン 
スイッチからキーを抜くと、車幅口 
などち消灯しまず。 

車幅灯 


車幅灯を点灯ずる 

► ライトスイッチを I ミ00; I の位置にし 
ます。 


I 
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ラ* < 卜 


へッドライト/ LED ドライビングラ 
イト 


へッドライト/ LED ドライビングラ 
イトを点灯ずる 

► イグこッション位置を2にずるか、 
エンジンを始動しまず。 

► ライトスイッチを I 教 I の位置にし 
ます。 

木 一 夕 ー パネルのへ ッ ドライト表示 
灯®が点口しまず。 

才ートモード’ 

周囲が暗いとさ、車がライトが自動的 
に点口しまず。 

A 警告 

霧の中を走行するとさにオートモー 
ドにしていると、ライトが自動的に 
点打しなかったり点打してし''たライ 
卜が消口ずることがあるため、事故 
を起こすおそれがありまず。霧の中 
を走行するときはライトスイッチを 
间 の位置にしてください。 

ライトのオートモードは運転者を支 
援する機能です。ライトの点灯/消 
灯に関する責任は運転者にあります。 

〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は巧るさを感知ずるセンサーびあり 
ます。センサー部にステッカーなど 
を貼付すると、オートモードび作動 
しな<な0まず。 


才ートモードにずる 

► ライトスイッチを I •…〇1 の位置にし 
ます。 

イグニッシヨン位置を 1 にずると、 
周囲の明るさに応じて、車幅灯、テー 
ルランプ、ライセンスライト、メー 
ターノ くネル、スイッチの照巧などび 
自動的に点灯/消灯しまず。 

エンジンを始動ずると、上記に加 
えてへッドライト/ LED ドライビ 
ングライトを自動的に点灯し、メー 
ターパ ネルのへ ッ ドライト表示灯 
两 び点灯しまず。 

IJ アフォグランプ 

pu アフォグランフは、露などの 
悪天候で、十分な視界び確保でさ 
ないとをじ(外には使用しないでくだ 
ごい。後続車の迷惑になりまず。 

リアフォグランプを点!打ずる 

► イグニッシヨン位置を2にずるか、 
エンジンを始動しまず。 

► ライトスイッチを I *0 または I … T0| 
の位置にしまず。 

► 1」アフォグランプスイッチを 
押します。 

メーターノ（ネ j レの1」アフォグランプ 
表示灯 因司 び点灯しまず。 

U アフォグランプを消':打ずる 

►再度、 U アフォグランプスイッチ 
两 を押しまず。 

メーターノてネ j レの1」アフォグランプ 
表示灯 因司 び消灯しまず。 
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O u アフォグランプを点灯させたま 
ま、イグニツシヨン位置を1にし 
てエンジンを停止したとさは、その 
位置から再度エンジンを始動して 
へツドライトなどび点灯ずると 、 U 
アフォグランプを点灯しまず。 

〇 ライトスイツチを I タロ； I | P ミ H 卜 P ミ I 
のいずれひの位置にずると、リア 
フオグランプは消灯しまず。 

パーキングライト 


暗びりでの駐車時に車のを在を知らせ 
るため、片側の車幅灯とテールラン 
プびパーキングライトとして点灯し 
ます。 

イグこッシヨン位置が0のとき、ま 
たはキーを差し込んでいないとさに 
点灯することがでさまず。 

パーキングライトを点灯ずる 

► ライトスイッチを | P ; H の位置にし 
ます。 

ち側の車幅灯とテールランプが点灯 
します。 

または 

► ライトスイッチを I イミ I の位置にし 
ます。 

左側の車幅灯とテールランプが点口 
し亲す。 


車がライト残照機能 _ 

周囲が暗いとさにエンジンを停止ずる 
と、政下のライトが点口しまず。 

• 車幅灯 

• LED ドライビングライト 
• テールランプ 
• ライセンスライト 

点口した車外ライトは、ドアやトラン 
クを開いて閉じた後、約1日秒経過ず 
ると消灯しまず。 

この機能の設定と解除については 
(>171ページ）をご覧ください。 

〇 ライトび消灯ずるまでの時間は、 
ドアやトランクを閉じてから消灯ず 
るまでのおよその時間でず。 

エンジンを停止してからドアやトラ 
ンクを閉じにままにずるか、開いて 
そのままにしてから約60秒後に、 
ライトは消灯しまず。 

車がライト残照機能を一時的に解 
除ずる 

► エンジンを停止した後に、イグニッ 
シヨン位置を2にしまず。 


へットづイトウォッシャー ] 

エンジンびかかつていて へッ ドライ 
卜び点灯しているとをに、フ□ント 
ウインドウ ウォッシャー 0122ぺ一 
ジ）を約10回噴射させると、 ヘッド 
ライトウ ォッシャー びへ ッ ドライト 
に向けて1回噴射されまず。 


I 
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。へッドライトには樹脂製レンズを 
使用してし''るため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さい。レンズを損傷ずるおそれがあ 
りまず。 

〇 状況によっては、ウインドウ 
ウォッシャーを約10回噴射させて 
もへッドライトウォッシャーは噴射 
されないことがありまず。 

その後、ウインドウウォツシャー 
を約1日回噴射させるたびに、へッ 
ドライトウォッシャーが噴射され 
ます。 

〇 エンジンを停止ずると、ウインド 
ウウォッシャーを噴射させた回数は 
I 」セッ トされまず。 

〇 を季にはウォッシャーあの濃度に 
ま意し、を用の純正ウオッシャー液 
を使用してください。 


コンビネーシヨンスイッチ 


方向指示 



①ヘッドライト（上向さ) 
⑤ち向指示（ち側） 
⑤バッシング 
④ち向指お（左側） 


イグニッション位置び1か2のとさ 
に点滅させることびでをまず。 

方向指示'灯を短時間点滅させる 

► コンビネーションスイッチを⑤ま 
たは④の方向に軽く操作しまず。 

操作した側の方向指示灯び3回点 
滅しまず。 

方向指示なを点滅させる 

► コンビネーションスイッチを⑤ま 
には④の方向に操作しまず。 

操作した側の方向指示灯び点滅し 
ます。 

ステア U ングを直進に戻ずとコンビ 
ネーションスイッチは自動的に戻り 
ます。戻らないとさは手で戻して<だ 
さい。 

方向指示灯び点滅しているときは、 
メーターノ くネルの方向指示表示灯ち点 
滅します。 

〇 方向指示灯を使用しているとさに 
非甫点滅灯スイッチを押ずと、非甫 
点滅灯び点滅しまず。再度、非常点 
滅灯スイッチを押すと、方向指示灯 
に切り替わりまず。 

へッドライトの上向を/下向をの切 
り替え 


へッドライトを上向きにずる 

► イグニッシヨン位置を2にずるか、 
エンジンを始動しまず。 

► ライトスイッチを I 宣 D I または I ……I 
の位置にしまず。 
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► コンビネーシヨンスイッチをのの 
位置にしまず。 

へッドライトび上向きで点灯し、 
メーター ノ くネルの八イ ビーム 表示灯 
riDi び点灯しまず。 

ライトスイッチび | WT 0| の位置のと 
をは、周囲び暗 <、エンジンびかかつ 
ているときにのみ、へッドライトび 
上向さで点灯しまず。 

〇対向車びあるとをや市街化を走 
行するときは、ヘッドライトを上向 
をで点灯しないで < ださい。 

へッドライトを下向きにずる 

► コン ビネーシヨ ンスイッチを元の位 
置にしまず。 

メーター ノ くネルの八イ ビーム 表示灯 
noi び消灯しまず。 

パッシング 


►イグニッション位置を1ひ2の位 
置にずるか、エンジンを始動しまず。 

► コンビネーションスイッチを®の 
方向に引さまず。 

引いている間、ヘッドライトび上向 
さで点灯し、メーターパネルの八イ 
ビーム表示灯 [ m ] び点灯しまず。 

コンビネーションスイッチから手 
を放すと元の位置に戻りまず。 


非常点滅灯 


n 



故障などの非甫時に、やむを得ず路上 
で停車ずるときなどに使用しまず。 

非苗点滅灯は、イグニッシヨン位置び 
0のとさやエンジンスイッチからキー 
を抜いているとをを点滅させることび 
でさまず。 

また、じ(下のとをに自動的に点滅し 
まず。 

• エアバッグび作動したとを 

• 約 70 km/h (上で走行中に急ブ 
レーキを効かせて停車したとさ 

が常点滅なを使用ずる 

► 非甫点滅灯スイッチ®を押しまず。 

ずべての方向指示灯び点滅し、ス 
イッチと、メーターパネルの方向指 
示表示灯を同時に点滅しまず。 

〇 非常点滅灯を使用しているとさに 
方向指おの操作をずると、その方 
向の方向指示灯の点滅に切り替わり 
ます。方向指示灯び消灯ずると、再 
び非甫点滅灯に切り替わりまず。 
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非常点滅'灯を停止ずる 


アクティブライトシステム 


► 非苗点滅灯スイッチ®を押しまず。 

〇 エアバッグび作動して自動的に点 
滅した非苗点滅灯を消灯ずるとさ 
は、非甫点滅灯スイッチを押しまず。 

〇 約 70 km/h Li (上で走行中に急ブ 
レーキを効ひせて停車したとさに自 
動的に点滅した非苗点滅灯は、非常 
点滅灯スイッチを押すか、走行速度 
び約 10 km / h じ(上になると消灯し 
ます。 


インテ U ジェントライトシステム 



ヘッドライトが点灯しているとき、走 
行中にステアリングを操作ずると、操 
作した方向にへッドライトの向さが変 
わりまず。 


インテ U ジェントライトシステムは、 
走行時や天候の状況にをわせてヘッド 
ライトを自動的に調整ずるシステム 
です。 

走行速度や天候状況などに応じて路面 
の照射を向上させる効果があ0まず。 


〇 ヘッドライトの角度は、ステア U 
ングの操作角度や走行速度に応じて 
変化しまず。 

〇 変化ずるへッドライトの角度はル 
さいため、変化びねかりにくいこと 
びありまず。 


システムには、アクティブライトシス 
テし、 コーナ 1」ングライト、八イウェ 
イモード、フォグランプ強化機能び含 
まれます。インテ1」ジェントライトシ 
ステムは、周囲び暗いとさにのみ作動 
します。 

この機能の設定と解除については 
0170ページ）をご覧ください。 


コーナ IJ ングライト 



下のとさに、方向指示灯の点滅、ま 
たはステア U ング操作に連動して、 
コーナ U ングライトび点灯しまず。 

• 周囲び暗いとさ 
• エンジンびかかっているとさ 
• へッドライトを点灯しているとき 
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コーナ リングライトの点な 

► 走行速度び約 40 km / hii (下のとさ 
に方向指示灯を点滅させるひ、ステ 
ア U ングを操作しまず。 

方向指示灯を点滅ごせに側、または 
ステア U ングを操作した側のコーナ 
U ングライトび点灯しまず。 

コーナ U ングライトの消'灯 

コーナ U ングライトはけ下のときに消 

灯しまず。 

• 走行速度び約 40 km / hl ； ■(上になつ 
たとさ 

• 方向指示灯び消灯したとさ 

• ステア U ングを直進位置に戻した 
とを 

〇 方向指お灯を点滅させたとさ、シ 
フトポジシヨンび CE のとさは、 
コーナ U ングライトは点灯しま 
せん。 

〇 ステア U ングを操作したとを、シ 
フトポジシヨンび CE のときは、 
ステア U ングを操作した側と逆側の 
コーナ U ングライトび点灯しまず。 

〇 点滅ごせた方向指お灯の方向と、 
ステアリングの操作方向び異なると 
をは、方向指示灯と同じ側のコーナ 
U ングライトび点灯しまず。 

〇 コーナ U ングライトは ゆつ <り 
消口ずるため、一時的に左ち両側 
の コーナ U ングライトが点灯する 
ことがありまず。 

〇 点灯したコーナ U ングライトは約 
3分後に自動的に消灯しまず。 


八イウェイモード 



下のとさに、へッドライトの照度や 
照射範囲を自動的に調整しまず。 


•約 110 km / h 政上の走行速度で、 
ステアリングを大きく操作ずること 
なく約1 km 走行したとき 

• 走行速度が約 130 km / hiU 上になつ 
たとさ 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
ずる隙は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

走行速度が約 80 km / hiU 下になると、 
八イウェイモードは停止しまず。 


フオグランプ強化機能 



へッドライトが道路の脇を照射ずるこ 
とで視界を確保し、眩しさを輕減し 
ます。 
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走行速度が約 ZOkm/h iU 下のときに 
U アフォグランプを点灯ずると作動し 
ます。 

走行速度が約100 km / h を超えると、 
フォグランプ強化機能は停止しまず。 

ぷ上記は、車両の機能の説巧です。公道を走行 
ずる際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 


アダプテイブ八イビームアシスト 



フ□ントウインドウ上部の力；><ラによ 
り路面状況や交通状況を検知し、へッ 
ドライトを自動的に上向さと下向さに 
切り替えまず。他の車を幻惑ずること 
な<、状況に応じて路上を適切に照射 
します。 

へッドライトが下向きから上向きに切 
り替わるときは、ヘッドライトの光量 
がゆつ < り変化しまず。 


アダプティブ八イビームアシストを作 
動させる 

► エンジンを始動しまず。 

► マルチフアンクションディスプレイ 
で、アダプティブ八イビームアシス 
卜を設定しまず0170ページ）。 

► ライトスイッチを | a …〇1 の位置にし 
ます。 

► コンビネーションスイッチを©の 
位置にしまずページ）。 

周囲が暗く、ヘッドライトが下向き 
で自動的に点灯したとさは、マルチ 
フアンクションディスプレイにアダ 
プティブ八イ ビーム アシスト マーク 
①が表示されまず。 



のアダプティブノい r ビームアシストマーク 


走行速度が約 45 km / h になると、ア 
ダプテイブ八イビームアシストにより 
へッドライトの光軸調整が開始され 
9 〇 

走行速度が約 55 km / h _ UU 上で、他の 
車両などを検知しない場合は、自動的 
にヘッドライトが上向きになり 、木一 
ターパ ネルに八イビーム表示口 riDi 
ち表示されます。 
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走行速度が約 4 日 km/h LU 下で、他の 
車両を検知したり、道路が照明で照ら 
されている場をは、へッドライトが下 
向さになり、八イビーム表示灯 
は消口しまずが、アダプティブ八イ 
ビームアシストマークのは表示され 
たままになりまず。 

アダブティブ八イビームアシストを解 
除ずる 

► コンビネーシヨンスイッチを®の 
位置にしまず（[>112ページ）。 

アダプティブ八イビームアシスト 
マークのが消えまず。 

A 警告 

• アダプティブ八イビームアシスト 
は運転者を支援する機能です。運転 
者は視界や道路状況、交通状況に応 
じて、ヘッドライトの下向き/上 
向さを手動で切0替えてください。 

• じ(下のとさは、システムの作動に 
影響を与えたり、システムが作動 
しないことがあります。 

◊降雪時や降雨時、霧のときなど 
視界が悪いとさ 

◊フ□ントウインドウが巧れてい 
たり、曇ってし''るとき、または 
力^ラ付近にステッカーなどが 
貼付されているとさ 
• LU 下のよラな場含は、歩行者や自 
転車を検知でさない場含があり 
まず。 

◊歩行者がライトを持っていない 
ときや自転車にライトが装着さ 
れていないとさ 


◊歩行者がライトを持っていた 
り、自転車にライトが装着され 
ていてち、ライトが暗いとを 
◊荷物を持っていたり、ガード 
レールの後ろにいるなど、歩行 
者が持っているライトや自転車 
に装着されているライトが遮ら 
れて検知できないとさ 
• 歩行者がライトを持っていたり、 
自転車にライトが装着されていて 
を、まれに検知が遅れたり、検知 
でさないことがおりまず 

. 車両の前を人が横切った場合や車 
両に近づいてくる場合は、ヘッド 
ライトが自動的に切り替わらな 
かったり、不意に切り誓わる場合 
があります。事故を起こすおそれ 
があるため、常に交通状況にミ主意 
し、必要であれば、手動でヘッド 
ライトの向さを切り替えて<だ 
さし''。 


へッドライトの内側び量るとき 

が気の湿度が高いとさは、へッドライ 
卜の内側が曇ることがありまず。 

► へッドライトを点灯して走行して< 
ださい。 

走行距離や天候（湿度と気温）に応 
じて、へッドライト内側の曇りは取 
れまず。 

► へッドライト内側の曇りが取れない 
場をは、ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けて < ださい。 
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ノ f ノラミックスライディングルーフ装備車 
の固リアルー厶ランプスイッチ(クーペ) 
(D CS 点灯モード切り替えスイッチ 
感屈：フ□ント読書灯（ち側）スイッチ 
④ S フ□ントルームランプスイッチ 
感 I 兹 I フ□ント読書灯（左側）スイッチ 

点灯モードの切り曾え 


自動点なモードにずる 

► 点灯モード切り替えスイッチ 
を押して、スイッチが押されてい 
ない状態にしまず。 

自動点ロモードになり、下のとさに 
フ□ントルームランプとリアルームラ 
ンプ（クーペ）が点口しまず。 

• リモコン操作またはキーレス3’一操 
作で解錠したとさ 

点口したルームランプは約4日秒後 
に消灯しまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜いた 
とさ 

点灯したルームランプは約2日秒後 
に消灯しまず。 

この機能の設定と解除については、 
(>172 ぺージ）をご覧ください。 


• ドアを開いたとさ 

イグこッシヨン位置が2のときは、 
点灯したルームランプは消灯しま 
せん。ドアを閉じると、ルームラン 
プはただちに消口しまず。 

イグこッシヨン位置が2 Li (がのと 
さやエンジンスイッチからキーを 
抜いてあるとさは、点灯したルー 
ムランプは約日分後に消口しまず。 
ドアを閉じると、ルームランプは約 
1日秒後に消口しまず。 

• 開いていたドアを閉じたとさ 

点灯したルームランプは約1日秒後 
に消口しまず。 

〇 自動点灯モードになっていてを、 
周囲び巧るいとさはルームランプび 
点灯しないことびありまず。 

常時消なモードにずる 

► 点灯モード切り替えスイッチ [S 
を押して、スイッチび押された状 
態にしまず。 

1；■(下のいずれかの操作をしてを、 
ルームランプは点灯しません。 

• U モコン操作またはキーレス 
ゴー操作で解錠ずる 

• エンジンスイッチからキーを 
巧く 

• ドアを開閉ずる 
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ルームランプ、読書打の点な 

フ□ントルームランプを点な/消 

なずる 

►スイッチを押して点灯/消灯 
します。 

リアルームランプを点な/消'灯ずる 

(クーぺ） 

►スイッチ^を押して点灯/消灯 
します。 

〇 U モコン操作やキーレス3—操作 
で施錠ずると、点灯していたルー 
ムランプは消灯しまず。車種や仕 
様により、次に解淀したとさ、施 
錯前に点灯していたフ□ントルー 
ムランプと U アルームランプ（クー 
ぺ）は再度点灯しまず。 

読書灯を点な/消'打ずる 

►スイッチを押して点灯/消灯 
します。 

〇 U モコン操作またはキーレス 3— 
操作で施錠ずると、点口してし^た 
読書灯は消灯しまず。車種や仕様 
により、次に解錠したとさ、施錠前 
に点灯していた読書口は再度点灯し 
ます。 

ルーム S ラー 下部のライト 


周囲が暗いとさに車がライトが点口ず 
ると点口します。車外ライトが消口ず 
ると消灯しまず。 


ドア レバー ライト 

ドア レバー 上方にドア レバー ライトが 

ありまず。 

周囲が暗いとさに車がライトが点口ず 

ると点口します。 

車外ライトが消口してから約2分後に 

消灯しまず。 

ドア赤色灯/ドア下部のライト 

ドアを開 < と点口しまず。 

• イグこツシヨン位置が2のとさは、 
点灯したドアホ色灯とドア下部のラ 
イトは消灯しません。 

• イグこツシヨン位置が 2 1；( がのと 
さや エンジン スイ ツチからキーを 
抜いてあるとさは、点灯したドア赤 
色口とドア下部のライトは約5分 
後に消灯しまず。 

乗降用ライト 


ダッシュボード左ち下部に乗降用ライ 
卜があります。 

• ドアを開くと、日月るい照度で点灯し 
9 〇 

クイグこッシヨン位置が2のとき 
は、ドアを開いたままにずると 
点口した乗降用ライトは消口し 
ません。 

また、ドアを閉じると、暗い照 
度で点灯しまず。 
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ワイ パー 


◊イグニツシヨン位置び 21；■(外 
のとをやエンジンスイツチから 
キーを抜いてあるとさは、ドア 
を開いたままにずると、点灯し 
た柔降用ライトは約5分後に消 
灯します。ドアを閉じると、暗い 
照度で約7秒間点灯した後に消 
灯します。 

• イグニツシヨン位置を 2にずると 
暗い照度で点灯し、イグニツシヨ 
ン位置を2 (外にずると約10秒後 
に消灯しまず。 


事故などのとをに大さな衝撃を受ける 
と、ルームランプび自動的に点灯し 
ます。 

自動的に点なしたルームランプを消 
灯ずる 

► 非甫点滅灯スイッチを押しまず。 
または 

► U モコン操作で施錠した後に解錠 
します。 


ワイ パー 


「ヮィパ-の操作 

A 警告 

ワイバーブレードのゴムび劣化ずる 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ 
取ることびでさません。視界を巧げ 
て周囲の交通状況を巧握でさず、事 
故の原因にな D ます。 

ワイ バーブレー ドは年に2回の目 ま 
で交換してくださし、。 

U フ□ントウインドウび乾いてし、る 
ときはワイノ く一を使用しないでくだ 
ごい。ウインドウの表面に細ひい傷 
び付いたり、ワイパーブレードを損 
傷するおそれびありまず。フ□ント 
ウインドウびミちれているとさは、お 
ずウォツシャー液を噴射してからワ 
イパーを使用してください。 

〇自動洗車機で洗車した後に、ワイ 
パーを使用してちフ□ントウイン 
ドウに油膜び残るときは、ウインド 
ウにワツクスや洗を液などび付着し 
ている可能性びありまず。自動洗車 
機で洗車しに後は、ウォツシャー液 
を噴射してフ□ントウインドウを清 
掃して < ださい。 

〇フ□ントウインドウを巧くときな 
どは、必ずコンビネーシヨンスイツ 
チを停止の位置にして<ださい。ワ 
イパーび作動して、けびをずるおそ 
れびあ0まず。 

U ワイパーやウォツシャーを使用ず 
るとさは、歩行をに水しぶさや 
ウォツシャー液がかからなし''よ5に 
注意して < ださい。 
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B エンジンを停止ずるときは、必ず 
コンビネーシヨンスイツチを停止の 
位置にして<ださい。コンビネー 
シヨンスイツチびほ速作動モードや 
高速作動モードの位置のとをにイグ 
こツシヨン位置を1にずると、ワ 
イパーが作動し、フ□ントウインド 
ウが蕭れていないとさは傷が付<お 
それがありまず。 

〇寒;ち時にはワイパーブレードびフ 
□ントウインドウに張り付くことび 
ありまず。作動させる前に張り付い 
ていないことを確認してください。 
張り付いたままワイパーを作動させ 
ると、ワイパーブレードやモーター 
を損傷するおそれびありまず。 

H 雪などび付着しているときは、雪 
などを取り除いてからワイパーを作 
動ごせてください。作業の際には、 
イグニッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを巧いて 
<ださい。 



コンビネーションスイッチ 


位置 作動内容 


の の 

停止 

回田 

オー トモード I 
〇 レインセンサーが感 
知した雨滴量や走行速 
度に応じて、ワイパー 
の作動が自動調整され 
ます。 

团日 

オートモード n 

才ートモード I よりち 
かなし'' 雨滴量で作動し 
まず。 

〇 レインセンサーび感 
知した雨滴量や走行速 
度に応じて、ワイパー 
の作動び自動調整され 
ます。 

团 日 

ほ速作動モード 

停車時やご<ほ速での走 
行時は、間欠作動になり 
ます。 

回 呂 

高速作動モード 

停車時やご<ほ速での走 
行時は、低速作動になり 
cf ' ^ 〇 

® [ S テイップ機能/ウインド 
[ fn ウウォッシャーの噴射 


ワイパーを作動させる 

►イグニッション位置を1か2にし 
ます。 

► コンビネーションスイッチをまねし 
て、作動内容を選択しまず。 
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ワイ パー 


ワイパーを1回だけ作動させる 

► コンビネーションスイッチを®の 
方向に軽く押しまず。 

ウォッシャー液び噴射せずに、ワイ 
パーび1回だけ作動しまず。 

この機能はフ□ントウインドウび蕭れ 
ているとさだけ使用してください。 

〇 フ□ントウインドウび請れていな 
<てを、オートモード I またはオー 
トモード n にずると、ワイパーび1 
回作動します。 

〇 ワイパーび作動しないとさは、別 
のモードを選択ずると作動ずること 
びありまず。 

〇才 ートモード I または才ートモー 
ドロでワイノ（一び作動していると 
さ、停車時にドアを開くとワイパー 
は停止しまず。ワイパーはじ(下のと 
さに作動を再開しまず。 

• シフトポジションび [ PJ または 
m のとをは、ドアを閉じて、 
セレクターレバーを他の位置に 
したとさ 

• シフトポジションび HE また 
は CE のとをは、ドアを閉じ 
たとを 

〇 ボンネットの□ックを解除ずる 
と、ワイパーは停止しまず。 

レインセンサー 


フ□ントウインドウ上部中央にレイン 
センサーびありまず。 

〇レインセンサー部にステッカーな 
どを貼付しないで<ださい。レイ 
ンセンサーび正しく機能しなくな 
りまず。 


P フ□ントウインドウび請れてい 
ないとさは、コンビネーションス 
イッチを停止位置にしてください。 
フ□ントウインドウのミちれや光線 
の反射などでレインセンサーび誤 
作動し、ワイパーび作動ずるおそ 
れびあ0まず。 

フ□ントウインドウウォッシャーの 
晴射 

►イグニッション位置を1か2にし 
ます。 

► コンビネーションスイッチを③の方 
向にいっぱいまで押し続けまず。 

その間ウインドウウォッシャー液び 
噴射して、ワイパーを作動しまず。 

Q ウォッシャー液び出な < なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷ずるおそれびありまず。 

〇 純正ウインドウウォッシャー液に 
は油膜や汚れの付着を防ぐ効果びあ 
りまず。 

〇 を季にはウインドウウォッシャー 
液の濃度にま意し、を用のウイン 
ドウウォッシャー液を使用してく 
ださい。 

〇 エンジンびかかっていて、ヘッド 
ランプび点灯しているとをに、ウ 
インドウウォッシャーを約10回 
噴射ずると、ヘッドランプウォッ 
シャーび噴射されまず。 

その後、ウインドウウォッシャーを 
約10回噴射させるたびに、ヘッド 
ランプウォッシャーび噴射しまず。 
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ワイ八一のトラブル 


ワイ J ^’一①作動び巧げ5れている 

葉や雪など、ウインドウに障害になる 
物び付着しているにめ、ワイパーの作 
動び妨げられていまず。ワイパーモー 
ターの作動び停止していまず。 

►ま全のため、エンジンスイッチから 
キーを 巧をます。 

または 

► イグニッシヨン位置を0にして、 
運転席ドアを開さまず。 

► 障害物を取0除さまず。 

►再度、ワイパーを作動させまず。 

ワイパーび作動しない 


ワイパーび故障していまず。 

► コンビネーションスイッチをまねし 
て、別のモードを選択しまず。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場でワイ y く一の点検を受けてくだ 
さし、。 

ウォッシャーノズルの角度び適切で 
なし、 

ウォッシャーノズルの角度び適切で 
ないため、ウォッシャー液びフ□ント 
ウインドウの中央に噴射されません。 

► メルセデス.ベンツ指定サービスエ 
場でウォッシャーノズ J レの角度を調 
整してください。 


パワーウインドウ 


A 警告 

ウインドウを開<とさは、ウインド 
ウに触れた0、身体を寄りかけない 
でください。ウインドウとドアフレー 
ムとの間に身体が引を込まれて、け 
がをずるおそれがありまず。 


A 警告 

ウインドウを閉じるときは、身体や 
物が挟まれないよラにま意して<だ 
さい。挟まれそうになったときは、 
ただちにウインドウスイッチを操作 
してウインドウを開いて < ださし、。 


A 警告 

子供が車巧からウインドウを開閉す 
ると、けがをするおそれがお0ます。 
子供だけを残して車か5離れないで 
ください。短時間でを、車から離れ 
るとさは、キーを携帯してください。 


I 
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A 警告 

子供をチヤイルドセーフテイシート 
に棄車させている場含でち、子供だ 
けを車内に残して車から離れないで 
ください。 

• 車内の普部に触れて、重大なけび 
皆致命的なけがをずるおそれがあ 
ります。 

• 車内が高温または低温になると、 
命に関わるおそれがありまず。 

テ供が誤ってドアを開くと、子供や 
周囲の人がけがをするおそれがあり 
ます。デ供が車外に出てけがをした 
り、車にはねられて重大なけがをず 
るおそれがあります。 

テ供を乗せるとさは、後席に乗車さ 
せ、リアサイドウインドウのチヤイ 
ルドプルーフ□ックを使用してくだ 
さい。走行中にウインドウが開くと、 
テ供や周囲の人がけがをするおそれ 
がお0まず。 


運輯席ドアのスイッチ（左八ンドル車） 
①左ドアウインドウスイッチ 
@ちドアウインドウスイッチ 
感ちリアサイドウインドウスイッチ 
④左リアサイドウインドウスイッチ 


パつーウインドウスイッチは各ドアと 
リアシート脇にありまず。 

運転席ドアには、ずべてのドアウイ 
ンドウ/ U アサイドウインドウのス 
イッチがありまず。 

イグこッション位置が1か2のとき 
に開閉でさまず。 

ドアウインドウ/リアサイドウイン 
ドウを開< 

► スイッチを輕く押しまず。 

押している間だけ開さまず。 

スイッチをいっぱいまで押ずと、自 
動で開さまず。 

ドアウインドウ/リアサイドウイン 
ドウを閉じる 

► スイッチを軽く引きまず。 

引いている間だけ閉じまず。 

ドアウインドウは、スイッチをいっ 
ぱいまで引 < と、自動で閉じまず。 

〇 ドアウインドウが全開のときに 
ドアを開<と、ドアウインドウと 
リアサイドウインドウが少し開き 
ます。ドアを閉じると、ドアウイ 
ンドウとリアサイドウインドウは 
全開します。 

Q 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ずべてのドアウインドウとリ 
アサイドウインドウが完全に閉じ 
ていることを確認してください。 


ドアウインドウ/リアサイドウイ 
ンドウの開閉 


B を邸6恒冊 
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P ドアウインドウやリアサイドウイ 
ンドウが凍結していたり、バッテ 
U —があがっているとさは、ドアを 
開いたとさにドアウインドウやリア 
サイドウインドウは開さません。 

このときは、無理にドアを閉じない 
で<ださい。ドアウインドウや U ア 
サイドウインドウ、ドアや シール部 
などを損傷するおそれがありまず。 

Opre - safe ® 04日ページ）が作動 

している間は、ドアウインドウが自 
動で閉じ、わずかに開いた状態で停 
止します。 

〇 クーペおよびソフトトップを閉 
じた状態のカブ U オレは、リモコ 
ン操作でドアウインドウやリアヴ 
イドウインドウを開<ことがでさ 
ます0127ぺージ）。 

〇 クーペおよびソフトトップを閉 
じた状態のカブ U オレは、リモコ 
ン操作またはキーレス3—操作でド 
アウインドウやリアサイドウインド 
ウを閉じることがでさます(>127 
ぺージ)。 

〇 運転席ドアのチャイルドプルーフ 
□ックスイッチで、 U アシート脇に 
あるスイッチを操作で'きなくずるこ 
とができます （[>57 ページ）。 

〇イ グこッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から約日分間は、ドアウインドウ 
と U アサイドウインドウを開閉でさ 
ます。約5分じ(巧にドアを開くと、 
ドアウインドウとリアサイドウイン 
ドウの開閉はでさな<なりまず。 


〇 ドアウインドウが自動で開閉し 
ているとさや U アサイドウインドウ 
が自動で開いているとさにスイッチ 
を操作ずると、ウインドウはその位 
置で停止しまず。 

〇 運転席ドアのスイッチで他のドア 
ウインドウやリアサイドウインド 
ウを開閉しているとさは、助手席ド 
アや U アシート脇のスイッチで開閉 
中のドアウインドウや U アサイドウ 
インドウを操作ずることはできま 
せん。 

挟み込み防止機能 


A 警告 

挟み込み防止機能が作動しない状態 
でウインドウを閉じるときは十分を 
意してください。ウインドウに身体 
が挟まれると、致命的なけがをする 
おそれがあ0ます。 

スイッチを引を続けてドアウインド 
ウ/リアサイドウインドウを閉じてい 
るとを 

挟み込みなどの抵抗があると、ドアウ 
インドウ/リアサイドウインドウはた 
だちに停止しまず。スイッチから手を 
放ずと、その位置からかし下降します。 

その状態からただちにスイッチを引 
さ続けてドアウインドウを閉じると、 
ドアウインドウ/リアサイドウイン 
ドウはより強い力で閉じまず。 

このとさ I こ挟み込みなどの抵抗がある 
と、ドアウインドウ/リアサイドウ 
インドウはただちに停止して、スイッ 
チから手を放ずと、その位置からかし 
下降します。 


I 
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パワーウインドウ 


さらに、この状態からただちにスイッ 
チを引き続けてドアウインドウ/リ 
アサイドウインドウを閉じると、挟み 
込み防止機能が作動しない状態で閉じ 
ます。 

自動でドアウインドウを閉じている 
とを 

挟み込みなどの抵抗があると、ドアウ 
インドウはただちに停止して、その位 
置からかし下降しまず。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能が作動してから約2秒内に再度ド 
アウインドウを閉じたとさは、ドアウ 
インドウは自動で閉じなくなり、挟み 
込み防止機能ち作動しな < なりまず。 

ドアウインドウとリアサイドウインド 
ウの同時開閉（カブリオレ） 

► フ □ント アーム レスト前端の カバー 
を開さます。 



ドアウインドウとリアサイドウインド 
ゥを同時に開< 

► スイッチ©を軽く押しまず。 
押している間だけ開さまず。 

スイツチのをいっぱいまで押ずと、 
自動で開さます。 


ドアウインドウとリアサイドウインド 
ウを同時に閉じる 

► スイッチのを引さまず。 

引いている間だけ開さまず。 

挟み込み防止機能 

スイッチを引さ続けてドアウインドウ 
とリアサイドウインドウを閉じている 
とさに挟み込みなどの抵抗があると、 
抵抗を検知したドアウインドウ/リ 
アサイドウインドウはただちに停止し 
て、スイッチから手を放ずと、その位 
置からかし下降しまず。 

その状態からただちにスイッチを引 
さ続けてドアウインドウ/ U アサイ 
ドウインドウを閉じると、ドアウイ 
ンドウはより強い力で閉じ、 U アサ 
イドウインドウは挟み込み防止機能が 
作動しない状態で閉じます。 

このとき、ドアウインドウに挟み込み 
などの抵抗があると、ドアウインドウ 
はただちに停止して、スイッチから手 
を放すと、その位置からかし下降し 
ます。 

さらに、この状態からただちにスイッ 
チを引さ続けてドアウインドウを閉じ 
ると、挟み込み防止機能が作動しない 
状態で閉じまず。 

A 警告 

挟み込み防止機能が作動しない状態 
でウインドウを閉じるとさは十分を 
意してください。ウインドウに身体 
が挟まれると、致命的なけがをずる 
おそれがお0ます。 


B を邸6恒冊 
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コンビニエンスオープニング機能 

車内が暑 < なっているときなど、乗 
車する前に車内の空気を換気したい 
ときは、リモコン操作により、 Li (下の 
各部を操作することがでさまず。 

• 車両を解錠する 

• ドアウインドウ/リアサイドウイ 
ンドウを開< 

• パノラミックスライディングルー 
フ* を開< 

• 電動サンシェード*を開< 

• 運転席のシートベンチレーター* 
を作動させる 

〇 コンビニエンスオープニング機能 
は、 U モコン操作でのみ行なラこと 
がでさまず。操作は運転席ドア八ン 
ドルの近くから行なってください。 

► キーの先端部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けまず。 

► キーの解錠ボタン [ Z ] を押し続け 
ます。 

すべてのドアウインドウと U アサイ 
ドウインドウ、パノラミックスライ 
ディングルーフ*が開さまず。 

パノラミックスライディングルー 
フ * のサンシェード*が閉じてい 
るとさは、サンシェード*が開さ 
ます。 

シートベンチレーター装備車は、 
シートベンチレーターが強で作動し 
ます。 


電動ヴンシてードが全開になった 
後、解錠ボタン W から指を放 
し、再度押し続けると、パノラミッ 
クスライディングルーフ*が開き 
まず。 

解錠ボタンから指を放ずと、 
作動中のドアウインドウとリアヴ 
イドウインドウ、パノラミックス 
ライディングルーフ*または電動 
ヴンシてード*はその位置で停止 
します。 

[ I 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行な5 
と、 U モコンび作動しなかったり、 
誤作動することびありまず。 

〇 カブ U オレは、 U モコン操作でソ 
フトトップを開<ことびでさまず 
(0229 ページ）。 


コンビニエンスク□—ジング機能 

U モコン操作またはキーレス3—操作 
により、車外から iiTF の操作をずるこ 
とびでさまず。 

• ドアウインドウ/ U アサイドウイ 
ンドウを閉じる 

• パノラミックスライデイングルーフ * 
を閉じる 

• 電動サンシェード*を閉じる 

車から降りた後に、ドアウインドウな 
どを閉じたいときに使用しまず。 


B を邸〇恒掛 


オプションや仕様により、異なる装備です。 











128 


n つーウイン 


A 警告 

車外からドアウインドウや I 」アサイ 
ドウインドウ、パノラミックスライ 
ディングルーフ*などを開じている 
とさに身体などが挟まれそラになっ 
たとさは、 Lu 下の操作を行なってく 
ださし、。 

• リモコン操作の場合は、施錠ボタ 
ンから指を放してください。そし 
て、解錠ボタンを押し続けて、ド 
アウインドウとリアサイドウイン 
ドウ、パノラミックスライディン 
グルーフ*を開いてください。 

• キーレスづ一操作の場をは、コン 
ビニエンスク□ージング操作部か 
ら指を放してください。そして、 
ただちにドア八ンドルを引さ続け 
て < ださい。 

ドアウインドウとリアサイドウイ 
ンドウ、パノラミックスライディ 
ングルーフ*が開さます。 

Q コンビニエンスク□ージング機能 
でドアウインドウとリアサイドウ 
インドウ、パノラミックスライディ 
ングルーフ*を閉じるときは、開 
口 部に異物がないことを確認して 
<ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で操作を行な5と、作動 
しなかったり、誤作動ずることが 
ありまず。 

B 車から離れる前に、ずべてのドア 
ウインドウとリアサイドウインド 
ウ、パノラミックスライディング 
ルーフ*が閉じていることを確認 
して < ださい。 


〇 エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとさは操作でさません。 

〇 カブリオレは、リモコン操作でソ 
フトトップを閉じることがでさまず 
(>229ページ)。 

リモコン操作での作動 

〇 操作は運転席ドア八ンドルの近< 
から行なってください。 

► キーの発信部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けまず。 

► キーの施錠ボタン四 □ を押し続け 
ます。 

ずべてのドアウインドウとリアサイ 
ドウインドウ、パノラミックスライ 
ディングルーフ*が閉じまず。 

パノラ三ックスライディングルー 
フ*が閉じているとさは、電動ヴ 
ンシェードが閉じまず。 

パノラミックスライディングルー 
フ*が全閉した後、施錠ボタン 
m から指を放し、再度押し続け 
ると、電動サンシェードが閉じまず。 

施錠ボタン m から指を放ずと、 
作動中のドアウインドウと U アサ 
イドウインドウ、パノラミックス 
ライディングルーフ*または電動 
サン シてー ド*はその位置で停止 
しまず。 


B を邸6恒冊 
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キーレスコ’一操作での作動 


キーが車がにあり、ずべてのドアが閉 
じているときに操作できまず。 



左八ンドル車 


► ドア八ンドルのコンビニエンスク 
□ージング操作部©に触れ続け 
ます。 

すべてのドアウインドウと U アサイ 
ドウインドウ、パノラミックスライ 
ディングルーフ*が閉じまず。 

パノラミックスライディングルー 
フ*が全閉のとさは、電動サン 
シェードが閉じまず。 

パノラミックスライディングルー 
フ*が全閉した後、施錠ボタンか 
ら指を放し、再度押し続けると、電 
動サンシェードが閉じまず。 

コンビニエンスク□ージング操作部 
から指を放ずと、作動中のドアウイ 
ンドウとリアサイドウインドウ、パ 
ノラミックスライディングルーフ* 
または電動サンシェード*はその 
位置で停止します。 


ドアウインドウのリセット _ 

ドアウインドウが完全に閉じなくなつ 
たとさは、ドアウインドウのリセット 
を行なつて < ださい。 

► ずべてのドアを閉じまず。 

►イグこッション位置を1か2にし 
ます。 

► 運転席ドアのドアウインドウスイッ 
チを軽く引いてドアウインドウを全 
開します。 

► スイッチを軽く引いたまま2秒 
上保持しまず。 

ドアウインドウがかし開いた状態にな 
るとさは、下記の操作を行ないまず。 

► ただちに運転席ドアのドアウインド 
ウスイッチを軽<引いてドアウイン 
ドウを全閉しまず。 

► スイッチを軽く引いたまま2秒 LU 
上保持します。 

スイッチから指を放したとさにドアウ 
インドウが閉じていれば、ドアウイン 
ドウは U セットされていまず。 

ドアウインドウがかし開いた状態にな 
るとさは、再度上記の操作を行なって 
<ださい。 


ドアウインドウのトラブル 

ドアウインドウに障害物びあり、ドア 
ウインドウを閉じることびでさない 
とさ 

► 障害物を取り除いて<ださい。 

► ドアウインドウを閉じて < ださい。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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走行と停車 


ドアウインドウを閉じることびでを 
ず、原因び分か5ないとを 

A 警告 

強い力でドアウインドウを閉じると 
さや、挟み込み防止機能が作動しない 
状態でドアウインドウを閉じるとさ 
は十分ミ主意してください。閉じてい 
るドアウインドウに身体が挟まれる 
と、致命的なけがをするおそれがあ 
0まず。 

閉じているドアウインドウが停止し 
て、少し開くときは、下のようにし 
て < ださい。 

► ドアウインドウが停止したら、ただ 
ちにドアウインドウスイッチを引さ 
続けて、ドアウインドウを閉じまず。 

強しのでドアウインドウが閉じまず。 

閉じているドアウインドウが再度停止 
して、かし開くときは、じ(下のように 
して < ださい。 

► ドアウインドウが停止したら、ただ 
ちにドアウインドウスイッチを引さ 
続けて、ドアウインドウを閉じまず。 

挟み込み防止機能が作動しない状態 
で、ドアウインドウが閉じまず。 


走行と停車 


エンジンの始動 
A 警告 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物が入ると、ペダルを操作 
でさな < なるおそれがお0ます。 

フ□アマッ トやカー ぺッ トは正しく 
固定し、ペダルとの間に十分な空間 
があることを確認してく ださし、。 

フ□アマットを重ねて使用しないで 
<ださい。 

かしでち車を動かすときはエンジン 
を始動してください。エンジンが停 
止していると、ブレーキやステア U 
ングの操作に非常に大をな力が必要 
になりまず。 


A 警告 

車庫などの換気の悪い場所ではエン 
ジンを停止してください。排気ガス 
に含まれる一酸化炭素を聴い込むと、 
一酸化炭素中毒を起こしたり、死こす 
るおそれがあります。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気が 
付かないラちに吸い込んでいるおそ 
れがあ0ます。 

"エンジンは、シフトポジションが 
m のとさち始動でさまずが、安 
全のため、必ずシフトポジションを 
巧□にして、ブレーキペダルを踏ん 
で始動して < ださい。 

B エンジンを始動ずるとさは、アク 
セルぺ夕 V レを踏まないでください。 


B を邸6恒冊 
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〇 エンジンび;ちえた状態で始動した 
とさは、触媒び約30秒間予熱され 
ます。このとさは、エンジン音び通 
常と異なることびありまず。 


シフトポジション 



左 A ンドル車 


m 駐車およびエンジン始動/ 

停止の位置 

fRl 後退ずるとさの位置 

rm 動力び伝わらない位置 

押しにり、けん引してをら 
ラことで、車を移動でさ 
ます。 

rpi 走行ずるときの位置 

1速〜7速の範囲で自動的 
に変速しまず。 

キーによるエンジンの始動 


►パーキングブレーキび確実に効い 
ていることを確認しまず。 

►シフトポジションび HE になつ 
ていることを確認しまず。 


► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに 3 
の位置までまわして手を放しまず。 

エンジンび始動しまず。 

タッチスタート機能 

エンジンスイッチに差し込んだキーを 

3 の位置(>85ページ）までまわずと、 

手を放してを自動的にスターターび作 

動し続け、エンジンび始動しまず。 

キーレスコ’一によるエンジンの始動 
A 警告 

キーび車内にあるとさは、キーレス 
ゴースイッチによりエンジンを始動 
でをまず。そのため、モ供だけを車内 
に残して車から離れないでくださし、。 
短時間でち、車から離れるときは、 
エンジンを停止して車を施錠し、キー 
を携帯してください。 

〇 キーレス ZI —スイッチにより、エ 
ンジンスイッチにキーを差し込むこ 
とな<、エンジンを始動ずることび 
でさまず。キーレス 3— 操作を行な 
5には、車室内にキーびあり、エン 
ジンスイッチにキーレスゴースイッ 
チび取り付けられている必要びあり 
ます。キーレス3—スイッチによる 
エンジン始動操作は、 ECO スター 
卜/ストップの作動に関わらず使 
用でさまず。 
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► 確実にブレーキダルを踏みまず。 
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► 車室内にキーびあることを確認し 
ます。 

►パーキングブレーキび確実に効い 
ていることを確認しまず。 

►シフトポジションび圧！!になつ 
ていることを確認しまず。 

► 確実に ブレーキ ペダルを踏みまず。 

► エンジンスイッチに取り付けたキー 
レス3—スイッチを押します。 

P エンジン始動後は、キーを携帯し 
に人び車から離れてを、エンジン 
は停止しません。車から離れるとを 
は、短時間でち必ずエンジンを停止 
して、車を施綻してください。盗難 
のおそれびあ0まず。 

Q エンジン始動後にキーを車外に持 
ち出して、ドアを閉じるか走行を 
開始すると、マルチフアンクション 
ディスプレイびホくなり、 "キーを 
認識でさません" と数秒間表おごれ 
ます。 

この状態でエンジンを停止ずるとエ 
ンジンは再始動でさません。また、 
車を施綻することをでさません。走 
行前には必ずキーを携帯しているこ 
とを確認してください。 

〇ドア付近や ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
さをエンジンは始動できることび 
ありまず。車両の盗難にミ主意して 
<ださい。 


発進 _ 

〇エンジンび暖まっていないとさは、 
エンジン保護のにめ、必要 LU 上にエ 
ンジン回転数を上げないで < ださい。 

〇滑0やずい路面で発進ずるとさは、 
駆動輪を空転させないよ5にしてく 
ださい。駆動系部品を損傷ずるおそ 
れびありまず。 

〇 車速感応ドア□ックび設定さ 
れているとさは、走行速度び約 
1 5 km / h け上になると自動的に車 
び施錠されまず。 

車速感応ドア□ックの設定/解除 
については082、173ぺージ）を 
ご覧ください。 

► ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ 
や踏みごたえを確認しまず。 

► ブレーキペダルを踏んだまま、シフ 
トポジションを CE にしまず。 

A 警告 

アクセルペダルを踏んだ状態でセレ 
クターレバーを操作しないでくだ 
さい。車が急発進したり、オートマ 
チックトランスミッションを損傷す 
るおそれがあります。 

〇 ギアび完全に切り替わるのを待っ 
て < ださい。 

►パーキングブレーキを解除しまず。 

► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっくり踏み込 
みます。 
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〇 エンジンが冷えているときは、よ 
り高いエンジン回転数でシフトアツ 
プが行なわれまず。これにより、排 
気ガスを浄化する触媒がより早<適 
正温度に達しまず。 

ヒルスタートアシストの作動 


坂道での発進時に車が後退または前 
進するのを防ざ、発進を容易にしまず。 

A 警告 

-ヒルスタートアシストはパーキン 
グブレーキに代わるちのではあり 
ません。駐車するとさは必ずパー 
キングブレーキを確実に効かせ、 
シフトポジションをに已にしてく 
ださい。 

-ヒルスタートアシストが作動して 
車が停止していてを、絶対に車か 
ら離れないでください。約1秒後 
にはヒルスタートアシストは解除 
され、車が動さ出すおそれがおり 
まず。 

►発進時に、通常通りブレーキペダル 
から足を放してアクセルペダルを踏 
みます。 

ブレーキペダルから足を放してち、 
ヒルスタートアシストが自動的に約 
1秒間ブレーキを効かせ、車が後退 
または前進ずるのを防ざまず。 


LiTF のときは、ヒルスタートアシスト 
は作動しません。 

• 傾斜していない路面や下り坂で発 
進するとさ 

• シフトポジションが CE のとさ 

• パーキングブレーキが効いている 
とさ 

• ESP ® が故障しているとさ 


ECO スタート/ストップ 

H 緩い坂などで発進ずるとさは、車 
両が若干後退ずることがありまず。 

〇 エンジンが再始動ずるとさにエン 
ジン音が高<なることがありまず 
が、故障ではありません。 

ECO スタート/ストップは、車両が 
停車したとさに自動的にエンジンを停 
止します。 

エンジンは発進時に自動的に再始動し 
まず。これにより、車両の消費燃料と 
排出ガスが抑えられまず。 

エンジンを始動ずるたびに、 ECO ス 
タート/ストップは待機状態になり 
ます。 

ECO スタート/ストップのずベての 
作動条件がそろっているときは、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに 
ECO インジケーター胃が緑地に黒 
文字で表示されます。 

すべての作動条件がそろっていないと 
さは、マルチフアンクシヨンディスプ 
レイに ECO インジケーター區固が黄 
色で表示されます。 
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ECO スタート/ストップが解除され 
ているとさは、 ECO インジケーター 
顾 は表示されません。 

A 警告 

• エンジンが停止して、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに ECO イ 
ンジケータ ー lECOl が緑地に黒文 
字で表示されているときは、エン 
ジンが自動的に停止している状態 
です。車両のすべてのシステムは 
機能したままです。この状態で運 
転席ドアを開いたときやシートべ 
ルトを外したとを、ブレーキぺダ 
ルから足を放したとさは、自動的 
にエンジンが始動しまず。車両が 
動さ出して、事故やけがの原因に 
なります。 

. 車両が不意に動き出ずことを防ぐ 
ため、発進するまではブレーキぺ 
ダルから足を放さないでください。 
ECO インジケーター [ Ml が表示 
されているときは、車から離れない 
で < ださい。 

• 車から離れるとさは、シフトポジ 
シヨンを [ E にして、パーキング 
ブレーキを効かせて車が動さ出さ 
ないよラにしてから、イグニッシヨ 
ン位置を0にして、エンジンを停 
止してください。 

B 車から離れるときは、必ずイグ 
こツシヨン 位置を 0 にして、キー 
を携帯して < ださい。 


エンジンの自動停止 


エンジンが自動的に停止ずるための条 

件は下の通りでず。 

• が気温度が作動温度の範囲内にある 
とさ 

• エンジン温度が作動温度に達してい 
るとさ 

• 車内の温度がエアコンディショナー 
の設定温度になっているとさ 

• バッテ U —の電圧が十分なとさ 

• エアコンディショナーが作動してい 
るとさに、システムがフ□ントウイ 
ンドウの量りを検知していないとさ 

• ボンネットが確実に閉じているとき 

• フ□ントタイヤが直進方向を向い 
ているとさ 

• 運転席の乗員がシートベルトを装着 
していて、運転席ドアが閉じている 
とさ 

〇 エンジンは連続して、最大4回（最 
初の停止と、それに続< 3回の停止) 
まで自動的に停止しまず。その後は、 
マルチファンクションディスプレイ 
の ECO インジケーター国^び黄义 
字になりまず。マルチファンクショ 
ンディスプレイの區国インジケー 
ターび緑化に黒文字になったとさの 
み、エンジンは自動的に停止しまず。 

〇 エンジンび自動的に停止している 
とさは、エアコンデ ィショナー の作 
動能力びほ下しまず。最大限の能力 
でエアコンデ ィショ ナーを作動ごせ 
たいと田ま、 ECO スタート/スト ッ 
プスイッチを押して、 ECO スタート 
/ストップを解除してください。 
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シフトポジションが LBJ か CNJ の状 

態で、 ブレーキ ペダルを踏んで停車し 

たとき、自動的にエンジンが停止し 

ます。 

〇 停車して、エンジンび自動的に停 
止しているとをを、ブレーキペダル 
をさらに踏み込むことによりホー 
ルド機能を作動させることびでさ 
ます。このときは、ブレーキぺダ J レ 
ひら足を放してを、エンジンは停止 
したままになりまず。 

また、このときにアクセルペダルを 
踏むと、エンジンび始動してホール 
ド機能び解除されまず。先にアクセ 
ルペダルを軽<踏んでエンジンを始 
動させてから、発道してください。 

エンジンの自動再始動 

m 下のとを、エンジンは自動的に再始 

動します。 

• ECO スタート/ストップスイッチ 
を押して、 ECO スタート/ストッ 
プを解除したとを 

• 車両び動さ出したとさ 

• エンジン始動びブレーキシステムに 
必要になったとさ 

• バッテ U —の電圧びほ下したとさ 

• 運転席の乗員びシートベルトを外ず 
か、運転席ドアを開いたとさ 

• ボンネットを開いたとさ 

• シフトポジションび HE から HE 
にしたとさ 

• ステア U ングを操作したとき 


LU 下のときを、エンジンは自動的に再 
始動しまず。 

• ホールド機能び作動していない状態 
で、シフトポジションび CE また 
は HE のとさに、ブレーキペダル 
から足を放したとさ 
• シフトポジションを HE にしたとさ 
• アクセルペダルを踏んだとさ 

〇 シフトポジションを [ pj にして 
を、エンジンは始動しません。 


ECO スタート/ストツプの解除/作動 



ぶ._ ； 


ECO スタート/ストップを解除ずる 

► ECO スタート/ストップスイッチ 
© を押しまず。 

表示灯⑤とマルチフアンクシヨン 
ディスプレイの ECO インジケー 
ター胃び消えまず。 
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ECO スタート/ストップを待機が態 
にずる 

► ECO スタート/ストップスイッチ 
©を押しまず。 

表示灯⑤び点灯し、マルチフアン 
クシヨンデイスプレイに ECO イン 
ジケーター国^び表示されまず。 

ECO スタート/ストップのずべて 
の作動条件びそろっていないとさ 
は、メーターパネルの ECO インジ 
ケーター區^は黄文字で表示され 
ます。このとさは、 ECO スタート 
/ストップを作動させることはでさ 
ません。 

表示灯⑤び消灯しているときは、 
ECO スタート/ストップび手動で解 
除されているか、システムに異常び発 
生しています。このとさは、ブレーキ 
ペダルを踏んで停車してを、エンジン 
は自動的に停止しません。 

〇 エンジンを始動ずるにびに 、 ECO 
スタート/ストップは待機状態に 
なります。 


駐車 


A 警告 

• 停車する前にエンジンを停止し 
ないで<ださい。ブレーキやステ 
ア U ングの操作に非常に大きな力 
び必要になりまず。 

. 駐車時や車を離れるとさは、シフ 
トポジションを [ E にして、パー 
キングブレーキを確実に効かせ、 
エンジンを停止してください。 

• テ供だけを車巧に残して車か S 離 
れないでください。運転装置に触 
れてけびをしたり、事故の原因に 
な0ます。 


A 警告 

マフラーは 非常に高温になります。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やずいちのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

〇短時間でを車から離れるとさは、 
ドアウインドウや U アサイドウイン 
ドウ、パノラミックスライディング 
ルーフ *( クーペ）またはソフトトッ 
プ（カブ U オレ）を閉じて、車を施 
綻してください。 

車び動さ出ずのを防ぐため、し U 下のこ 

とを確認してください。 

• パーキングブレーキび確実に効い 
ていること 

• シフトポジションび EE になってし、 
て、エンジンスイッチからキーび巧 
かれているか、イグニッション位置 
び0になっていること 
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エンジンの停止 


A 警告 

走行中にエンジンを停止しないでく 
ださい。エンジンブレーキび効かな 
くなります。また、ブレーキやステ 
ア U ングの操作に非苗に大さな力び 
必要にな0まず。 

〇水温び高めのとさは、かしの間ア 
イド U ング状態でエンジンを;令却 
してから、エンジンを停止してく 
ださい。 

エンジンを停止ずる 

► 完全に停車しまず。 

►パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

► シフトポジションを [ E にしまず。 

エンジンスイッチにキーび差し&まれ 
ているとを 

►キーをまわし、イグニッション位置 
を0にして、キーを巧さまず。 

イモビライヴーび作動しまず。 

〇 シフトポジションび HE のとさ 
にのみ、キーを巧くことびでさまず。 

エンジンスイツチに キー レス ゴース 
イッチを取り付けているとを 

►キーレス3—スイッチを押して、ェ 
ンジンを停止しまず。 


A 警告 

走行中にキーレスゴースイッチを約 
3秒間押すとエンジンび停止します。 
エンジンブレーキび効かなくなった 
り、ブレーキやステア U ングの操作 
に非常に大さな力び必要になりまず 
ので、走行中はエンジンを停止しない 
で < ださい。 

〇 キーレス3—スイッチを押してエ 
ンジンを停止したとさは、イグニッ 
シヨン位置は1になりまず。また、 
この状態で運転席ドアを開くと、イ 
グニッシヨン位置び0になりまず。 

〇 走行中にキーレスコ’ースイッチを 
押してエンジンを停止したとさは、 
シフトポジシヨンを EK にして、 
再度キーレス3—スイッチを押ずと 
エンジンび始動しまず。 

〇 走行中にキーレスコ’ースイッチを 
押してエンジンを停止したとさは、 
再度キーレス3—スイッチを押すと 
エンジンび始動しまず。この機能は、 
ECO スタート/ストッフの作動に 
関わらず使用でをまず。 
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パーキングブレーキ 



左八ンドル車 


パーキングブレーキを効かせる 

►ち足でブレーキペダルを踏み、左 
足でパーキングブレーキペダル® 
をいっぱいまで踏み込みまず。 

^ーターパ ネルの赤色の ブレーキ 警 
告な rwi が点'打しまず。 

パーキングブレーキを解除ずる 

► ブレーキペダルをいっぱいまで踏み 
ます。 

► 解除八ンドル©を手前に引さまず。 
^ーターパ ネルの赤色の ブレーキ 警 
告口®]が消灯しまず。 

〇パーキングブレーキは完全に停車 
してから効かせてください。 

〇 パーキングブレーキを解除せずに 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに警告 
メッセージび表示されまず。 


長期間駐車ずるとを _ 

約4週間じ(上駐車したままにずると、 

バッテ U —び完全放電して損傷ずるお 

それびありまず。このよ5なとをは、 

し U 下のよラにしてください。 

►バッテ U —からケーブルを外ずか、 
バッテ U —充電器を接続してくだ 
さぃ。 

〇 バッテ U — 充電器については、メ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
におたずねください。 

約6週間じ(上駐車したままにずると、 

不具合び発生ずるおそれびありまず。 

このよ5なとさは、別途対応び必要 

でず。 

► 対応について、メルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場におたずねくだ 
さい。 
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エンジンのトラブル 


トラブル 

可能性のある原因/症状および ► 対応 

エンジンび始動し 
なし、。 

ホールド機能び作動している。 

► ホールド機能を解除してください Ol 86ぺージ)。 

►再度、始動操作を行なってください。 

エンジンび始動し 

なし、。 

イグニッシヨン位置 
を 3 にずるとスター 
ターモーターの音び 
する。 

• エンジンの電気システムに異常びある。 

• 燃料供給に異常びある。 

► エンジンを再始動する前に、エンジンスイツチを 0 の位置にまわすか、 
メーターパネルの表示灯/警告灯び消なするまで、キーレスゴースイツ 
チを押して < ださい。 

►再度、始動操作を行なってください。 

ただし、エンジン始動操作を長時間何度ち行なラと、バツテ IJ 一びあび 
るおそれびあります。 

何度始動を試みてち、エンジンび始動しないとき： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンび始動し 

なし、。 

イグニッシヨン位置 
を 3 にずるとスター 
ターモーターの音び 

する。 

燃料残量警告灯び点 
灯していて、燃料計 
の指針び日を示して 
いる。 

燃料タンクび空になっている。 

► 燃料を給油してください。 

エンジンび始動し 
なし、。 

イグニッシヨン位置 
を 3 にしてちスター 
ターモーターの音び 
しない。 

バツテ1」一びあびっているか、充電されていないため、バツテ1」一の電圧 
びほ < なっている。 

► 他車のバツテリーを電源として始動してください(>359ぺージ）。 

エンジンび始動しないとを： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

過度の負荷によりスターターモーターび過熱している。 

► スターターび冷えるまで、約2分間待ってください。 

►再度、始動操作を行なってください。 

エンジンび始動しないとを： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの回転び滑 
らかでな<、 S スファ 
イアも起きている。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制御システムに異常びある。 

► アクセルペダルを踏みすざないでください。 

触媒を損傷するおそれびあります。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を受けてください。 
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走行と停車 


トラブル 


冷却水温度び約 
120でを超えている。 
冷却水警告灯び点灯 
し、警告音ち鳴った。 


可能性のある原因/症状および ► 对応 

U ヴーブタンクの冷却水量びが萬に不足している。 

冷却水の温度び高ずざて、ェンジンび十分に冷却されていない。 

► すみやかに安全に停車して、ェンジンと冷却水を冷やしてください。 
►ェンジンと冷却水び;令えてから;令却水量を点検し、必要であれば、；令 
却水補給時の注意事項を読んでから、冷却水を補給してください(>264 
ぺージ)。 

;令却水量び正常なとさは、ラジェターの;令却ファンび故障している可能性 
びある。 

冷却水の温度び高ずざて、ェンジンび十分に冷却されていない。 

► 冷却水温度び約120で _urF の場合は、最寄りのメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場まで走巧することびでをます。 

► 山道の走巧や発進と停止を繰り返す走行など、ェンジンへの大さな負 
荷びかかる走巧は避けてください。 


B を邸 S 恒冊 
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オートマチックトランス S ッシ 


A 警告 

運転席の足元には、物を置かないで< 
ださい。ブレーキペダルやアクセル 
ペダルの下に物が入ると、ペダルを 
操作できなくなるおそれがあります。 
フ□アマ ッ トやカー ぺッ トは正しく 
固定し、ペダルとの間に十分な空間 
があることを確認してください。 

フ□アマットを重ねて使用しないで 
<ださい。 


A 警告 

路面び滑0やすいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びグ U ップを失って車 
両びス U ップし、事故を起こずおそ 
れびあ0ます。 


セレクターレバー 



左八ンドル車 


►セレクターレバーを動かして、シフ 
トポジシヨンを選択しまず。 


[I シフトポジションを選択ずるとき 
は、完全に停車して、ブレーキぺダ 
ルを踏んでください。 

〇イ グニッション位置び2で、ブレー 
キぺダレを踏んでいるとさに、セレ 
クターレバーを [ E から動ひずこ 
とびでさまず。 


シフトポジション表示 



① シフト位置表示 

② 走行モード表示 


マルチフアンクシヨンディスプレイ下 
部に、現在のシフト位置のと走行モー 
ド⑤び表示されまず。 


シフトポジション 

シフト 作動内容 

ポジション 

m パーキングポジション 

駐車およびエンジン始 
動/停止の位置です。 

完全に停車していない 
ときは、 EB にしない 
で < ださい。 

シフトポジションび 
[ E のとさにのみ、 
キーを巧くことびでさ 
まず。シフトポジショ 
ンび田のときは、 
セレクターレバーび 
□ックごれまず。 


B を邸〇恒掛 







142 


才ートマチックトランス S ッ 


FR U バースポジション 

後退するとさの位置 
です。 

完全に停車していなし、 
とさは、 EE にしない 
で < ださい。 

rNi ニュートラル 

ポジション 

動力び伝わらない位置 
です。 

押したり、けん引して 
をら5ことで、車を移 
動でさます。 

P 走行中はシフトポ 
ジションを HE にし 
ないで<ださい。卜 
ランスクッションを 
損傷するおそれびあ 
りまず。 

rpi ドライブポジション 

走行するとをの位置 
です。 

1速〜7速の範囲で自 
動的に変速しまず。 


A 警告 

走行中はシフトポジシヨンを m に 
しないでください。エンジンブレー 
キび効かないため、事故を起こずお 
それびありまず。また、駆動系部品 
を損傷するおそれびあ0ます。 


シフトポジションの選択 _ 

オートマチックトランスミッション 
は、シフトポジションび HE のとさ、 
し U 下の状況に合わせて自動的にギアを 
変速しまず。 

• 選択されているギアレンジ 
• 走行モード0143ページ） 

• アクセルペダルの踏み具合 
• 走行速度 

運転のヒント 

アクセルペダルの位置 

アクセルペダルの踏み加減に応じて、 
ギアび変速ずるタイ S ングび変化し 
9 〇 

• 軽く踏んだとさはシフトアップする 
タイミングび早くなりまず。 

• 深く踏み込んだとさはシフトアッ 
プずるタイミングび遅くなりまず。 

ダブルクラッチ機能 ( E _350 / E 550) 

ダブルクラッチ機能は、選択している 
走行モードに関わらず、シフトダウン 
操作時に作動しまず。 

ダブルクラッチ機能び作動ずることに 
より、ギアシフト操作びスムーズに行 
なわれ、スポーテイな運転スタイルに 
お立ちまず。 

ダブルクラッチ機能作動時のエンジン 
音は、走行モードにより異なりまず。 


B を邸 e 恒冊 
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キックダウン 


急な加速が必要な場合はキックダウン 
を行ないまず。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
がま弓。 

エンジン回転数に応じて自動的に 
低いギアに変速し、素早<加速し 
ます。 

► 希望する速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップしまず。 

P キックダウンずるとさは、周囲の 
状況にミ主意しながら操作して< だ 
さい。事故を起こずおそれがあり 
ます。 

停車ずる 


►一時的に停車ずるときは、シフトポ 
ジションを EE にしにままブレー 
キペダルを踏みまず。 

► やむを得ず停車び長くなるときは、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、シフトポジションを江 II にし 
ます。 

A 警告 

停車中は空ぶかしをしないでくだ 
さい。万一、シフトポジションび 
HE か EE になると、車び急発進し 
て重大な事故を起こすおそれびあり 
まず。 


〇急な上り坂などではアクセルぺダ 
ルの踏み加減によって停車状態を保 
たないで<ださい。トランス S ツ 
シヨンに負担びかかり、過熱や故障 
の原因になりまず。 

[I 停車中はブレーキペダルを確実に 
踏み、ク U —プ現象で車び動かない 
よラにして < ださい。 


走行モード 

路面状況や運転に合わせて、オートマ 
チックトランスミッションのギアの変 
速特性を選択でさまず。 


走巧モードの選択 



走行モード選巧スイッチ 


► マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに希望ずる走行モード③ （^141 
ページ）び表示されるまで、走行モー 
ド選択スイツチ®を繰り返し押し 
まず。 


I 
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走行モードの選択（ダイナミックパン 
ド U ングパッケージ装備車) 

E モー ドと S モー ドを切り替える 




走巧モード 

作動内容 

E モード 

快適性と経済性を重視 
したモードでず。 

S モード 

スポーテイな走行に適 
したモードです。 

M モード* 

マこ ユアルでギアシフ 
卜でさるモードでず。 
詳しくは（1>147ぺ一 
ジ）をご覧ください。 


►才ートマチックギアシフトび選択さ 
れているとさに、センターコンソー 
ルのスポーツ モー ドスイッチ③を 
押します。 

スイッチの表示灯のび点灯してい 
るとをは S モードび選択され、ス 
イッチの表示灯のび消灯している 
とさは E モードび選択されまず。 


〇 エンジンを停止ずると、選択した 
走行モードに関わらず、なにエンジ 
ンを始動したとさは E モードにな 
りまず。 

パドルによる操作* 



E モードまたは S モード（才ートマ 
チックギアシフト）と M モード（マ 
ニユアルギアシフト）を切り替える 

► マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに希望ずる走行モード③ （^141 
ページ）び表示されるまで、走行モー 
ド選択スイッチのを繰り返し押し 
ます。 


①左側パドル 
⑤ち側パドル 

セレクターレバーび HE に入ってい 
て、走行モードび M モード*し分外の 
ときは、パドル*まにはセレクターレ 
パーを操作して、オートマチックトラ 
ンスミッシヨンの変速範囲を変えるこ 
とびできまず （0145 ページ）。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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マニュアルギアシフト（[>147ぺ一 
ジ）を選択しているとをは、パドルま 
にはセレクターレバーを操作して、マ 
ニュアルでギアを選択ずることびで 
さまず。走行中にエンジン回転数び下 
びったとさは、ギアは自動的にシフト 
ダウンしまず。 

〇 パドルによる操作は、セレクター 
レバーび HE に入っているとさの 
み行なえまず。 


才ートマチックギアシフト 

走行モードび E モードのとさは、じ(下 

のよ5になりまず。 

• エンジンび快適性を重視した設定に 
なりまず。 

• シフトアップび早めに行なわれるた 
め、燃料のを分な消費び抑えられ 
ます。 

• 前進-後退とをに、アクセルペダル 
をいっぱいまで踏み込まないとさ 
は、穏やかに発進しまず。 

•滑りやずい路面などでの車両操縦性 
や走行ま定性び向上しまず。 

• オートマチックトランスミッション 
び早めにシフトアップするため、エ 
ンジン回転数びほく巧えられ、車輪 
び空転しにくくなりまず。 

走行モードび S モードのとさは、(下 

のよ5になりまず。 

• エンジンびスポーティな設定になり 
ます。 

• 1速で発進しまず。 


• シフトアップび遅めに行なわれるた 
め、エンジン回転数び高くなり、燃 
料をよりを < 消費しまず。 


ティップシフト _ 

オートマチックトランスクッションの 
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え 
ることにより、不必要なシフトアップ 
をが P えまず。 

シフトポジションび HE で、走行モー 
ドび E モードか S モードのとさに 
ティップシフトにでさまず。 


ギア 

レンジ 

作動内容 

曲 

1速〜7速の範囲で自動的 
に変速しまず。 

画 

1速〜6速の範囲で自動的 
に変速しまず。 

關 

1速〜5速の範囲で自動的 
に変速しまず。 

画 

1速〜4速の範囲で自動的 
に変速します。 

画 

1速〜3速の範囲で自動的 
に変速しまず。緩やかな坂 
道などを走行ずるとさに使 
用しまず。 

画 

1速〜2速の範囲で自動的 
に変速しまず。急な坂道や 
エンジンブ レーキが 必要な 
ときに使用しまず。 

励 

1速に固定されます。エン 
ジン ブレーキが 最大に作用 
します。 


I 


• オートマチックトランス三ッシヨン 
が遅めにシフトアップしまず。 
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A 警告 

滑0やすい路面やカーブを走行し 
ていると重は、低いギアレンジを選 
択してエンジンブレーキが効 < と、 
駆動輪がグリップを失い、車両がス 
リップするおそれがあります。また、 
駆動輪が空転ずると、駆動系部品を 
損傷ずるおそれがありまず。 

〇 ギアレンジ表示の数字は選択した 
ギアレンジを示しており、必ずし 
ち実際のギアを示すちのではあ0 
ません。 

〇 エンジンび暖まっていないとさ 
は、操作を行なってを、選択した 
ギアレンジに変わらないことびあ 
りまず。 

〇 ティップシフトにしたときに選択 
されるギアレンジは、そのとさの走 
行速度やエンジン回転数により異な 
りまず。 



セレクターレバーによる操作 



► セレクターレバーを①側に操作し 
まず。 


または 

► 左側パドルの* Ol 44ぺージ）を 
引さまず。 

テイップシフトになり、マルチフアン 

クシヨンディスプレイに選択したギア 

レンジ⑤び強調して表示されまず。 

〇 シフトダウン操作によりエンジン 
の許容回転数を超えるおそれびある 
ときは、エンジン保護のため、シフ 
トダウンごれません。 

〇 加速時にエンジンの許容回転数を 
超えるおそれびあるときは、自動的 
にシフトアップされ、高いギアレン 
ジび選択されまず。 

ほいギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを①側に操作し 
ます。 

まには 

►左側パドルの* 0144ページ）を 
引さまず。 

高いギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバー を⑤側に操作し 
まず。 

まには 

► も側パドル⑤* (>144 ページ）を 
引さまず。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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テイップシフトを解除ずる 


► ギアレンジ表示⑤に " D " び表示さ 
れるまで、セレクターレバーを⑤ 
側に操作して保持しまず。 

まには 

► ギアレンジ表示⑤に " D " び表示さ 
れるまで、も側パドル⑤* (>144 
ページ）を引いて保持しまず。 

テイップシフトび解除ごれ、ギアレン 

ジび CE になりまず。 

最適なシフトレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを①側に操作し 
て保持します。 

まには 

► 左側パドルの* (0144 ぺージ）を 
引いて保持しまず。 

そのとをの加速や減速に最を適したギ 

アレンジび選択されまず。 

〇 テイツプシフトにしていないと 
をにセレクターレバーを⑤側に操 
作するか、ち側パドル⑤*を引くと、 
走行速度やエンジン回転数に応じて 
シフトアップび行なわれまず。 


マニュアルギアシフト* 

シフトポジションび CE のとを、セ 

レクターレバーまにはパドルを操作 

して、マニュアルでギアを選択でさ 

ます。 

A 警告 

滑0やずい路面やカーブを走行し 
ているとをは、シフトダウンによっ 
てエンジンブレーキび効くと、駆動 
輪びグ U ップを失い、車両びス1」ッ 
プするおそれびあ0ます。また、駆 
動輪び空転すると、駆動系部品を損 
傷するおそれびあ D まず。 

D エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな負 
担びかかるよ5な運転をしないでく 
ださい。 

〇 マニュアルギアシフトでは、 ESP ® 
の機能を解除しないで走行ずること 
をお勧めしまず。 

〇 エンジンび暖まっていないとさ 
は、ギアシフト操作を行なってを、 
選択したギアに変速しないことびあ 
りまず。 

〇 マニュアルギアシフトび選択ご 
れに状態でエンジンを停止ずると、 
オートマチックギアシフトに切り替 
わりまず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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マニュアルギアシフトの選択 



► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の走行モード表示⑤に " M " び表示 
ごれるまで、走行モード選択スイッ 
チ（>143ページ）を繰り返し押し 
ます。 

ギアシフト操作 

ほいギアを選択ずる 

►セレクターレバーをの側（1>146 
ページ）に操作しまず。 

まには 

►左側パドルの （>144 ページ）を 
引さまず。 

高いギアを選択ずる 

►セレクターレバーを⑤側0146 
ページ）に操作しまず。 

または 

►も側パドル⑤（>144ページ）を 
引さまず。 

〇 シフトダウン操作をしなくてを、 
走行速度とエンジン回転数に応じ 
て、自動的にシフトダウンずること 
びありまず。 

〇 セレクターレバーを®側に操作 
して保持するか、左側パドル®を 
引いて保持ずると、そのとをの加速 
や減速に最を適したギアび選択され 
ます。 


〇 エンジンの許容回転数を超えるお 
それびあるとさは、自動的にシフト 
アップされます。 

〇 シフトアップ/ダウン操作をして 
ち、選択したギアび適切でない場合 
は、エンジン保護などのため、シフ 
トアップ/ダウンされません。 

〇 停車ずると、ギアは1速にシフ 
卜されます。 

©車種 や仕様により、停車時に選択 
でさるギアは異なりまず。 

キックダウン 


マニュアルギアシフトを選がしている 
ときにを、キックダウンを行なうこと 
びでさまず。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込みます。 

エンジン回転数に応じて自動的に 
ほいギアに変速しまず。 

マニュアルギアシフトの解除 

マニュアルギアシフトを解除ずる 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の走行モード表示に" E " または" S " 
び表示されるまで、走行モード選 
おスイッチ （^143 ページ）を押し 
ます。 

マニュアルギアシフトを解除ずる 
(ダイナミック八ンド U ングパッケー 
ジ装備車） 

►走行モード選択スイッチ0144 
ページ）を押しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の走行モード表おに" M " び表示さ 
れな< な0まず。 


B を邸〇恒冊 
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オートマチックトランスミッションのトラブ J レ 


トラブル 


トランス云ツシヨン 
び正しく変速しない。 

加速性能び悪化して 
いる。 

トランスミッション 
び変速しない。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

トランス S ッションオイルび減っている。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスミッションの 
点検を受けてください。 

トランスミッションに異常びあり、エマージェンシーモードになっている。 
2速ギアか U ノくースギアで走行でさる場合びありまず。 

►停車してください。 

► シフトポジションを [ E にして<ださい。 

► エンジンを停止しまず。 

►約10秒 UUi 待ってから、エンジンを再始動しまず。 

► シフトポジションを LE にします。 

2速ギアになります。 

または 

► シフトポジションを LE にします。 

IJ バース ギアになりまず。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスミッションの 
点検を受けて < ださい。 


B を邸〇恒脚 
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メー ターパネル 


メー ターパスル 


メーターノ（ネルの各部の名称について 
は026ページ）をご覧ください。 

A 警告 

；><ーターパネルやマルチファンク 
シヨンディスプレイが故障すると、 
車両の状態や速度、外気温度、故障/ 
警告^ッセージなどが表示でさなく 
なることがありまず。十分注意して 
走行してください。また、ずみやか 
に^ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
とメーターパネルの照度を調整ずる 



の 


►周囲が暗く、イグこッシヨン位置 
が 1 か 2 のとさ、ーターパネル 
照度調整ノブのを時計回りまたは 
反時計回りにまわしまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の照度が変化しまず。 

^ーターパ ネルが点灯して いるとさ 
は、 ーターパ ネルやスイッチの照 
明などの照度ち変化しまず。 


エンジン冷却水温度計 _ 

六 ー ターパ ネルのち側にありまず。 エ 
ンジンの冷却水温度を表示しまず。 

指定の冷却水を適切な混合比で使用し 
ているとさは、約120でまではオー 
ノ（ーヒートは起こしません。 

暑い曰や上り坂が続< とさなどに、冷 
却水温度の表示が120で付近をおずこ 
とがありまずが、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに故障/警告^ツセー 
ジが表示されない限り、故障ではあり 
ません。 


燃料計 

燃料の残量を表示しまず。 

燃料タンクの容量は約66 U ットル 
でず。 

Q 給油のとさはエンジンを停止して 
<ださい。 


燃料残量警告灯 _ 

燃料の残量がかな < なると点灯しまず。 

警告灯が点口したとさの残量は約8 
リツトルでず。 

〇 走行前に燃料の残量が十分あるこ 
とを確認して<ださい。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法違反になりまず。 


B を邸6恒冊 
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時計 _ 

時計の時刻は、 COMAND システムの 
時刻に連動しまず。 

時刻を調整ずるとさは、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」を 
ご覧ください。 


スピードメーター 

車の走行速度を km / h で表示しまず。 
スピードメーターの内側には、ク 
ルーズ コント□ー ル インジケーター 
0179ページ）および可変スピード 
リミッターインジケーター （>183 
ページ）がありまず。 


タコメーター ' 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 

〇指針びエンジンの許容回転数を超 
えて、レツドゾーンに入らないよ5 
にしてください。エンジンを損傷ず 
るおそれびありまず。 

エンジン回転数び許容回転数を超え 
ると、エンジン保護のため、燃料供 
給が行なわれな < なりまず。 

9環境 

必要似上にエンジン回転数を上げて 
走行しないで<ださい。燃料を不必 
要に消費し、大気ミち染の原因になり 
まず。 


B を馨恒脚 
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r スプレイ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は道路と交通状況が許ずとさにのみ 
操作してください。を意がそれ、運 
乾に集中ずることがでさず、事故の 
原因になりまず。 


A 警告 

一夕ーパネルまたはマルチフアン 
クションディスプレイが故障してい 
るとさは、分ッセージは表示されま 
せん。 

その結果、速度や外気温度、警告灯 
や表示口、ッセージなどの走行状 
態を示す情報を得ることがでさなく 
なります。また、走行特性に変化が 
出る可能性をあります。運転スタイ 
ルと走行速度を状況にをわせて<だ 
さし、。 

また、ただちにレセデス-ベンツ指 
定サービスエ場に連絡してください。 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、特定のシステムの故障および警 
告のみを記録および表示しまず。そ 
のため、車両が安全に使用でさるこ 
とを常にお客様自身で確認してくだ 
さい。安全性が確保されていない車 
両を運転することにより、事故の原 
因になります。 


A 警告 

不適切な作業を行なラと、車両安全'性 
に悪影響を与えるおそれがあります。 
その 結果、車両操縦性を失い、事故 
の原因になります。さらに、安全装 
備が設計通0に乗員を保護でさなく 
なりまず。 

点検整備や修理などは、必要な専門 
知識と専用工具を備えた^ルセ デス • 
ベンツ指定サービスエ場で巧なラこ 
とをお勧めしまず。特に安全に関わ 
る整備については、必ず^ルセデス • 
ベンツ指定ヴービスエ場で行なって 
<ださい。不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因にな0ます。 


A 警告 

走行中にステアリングのスイッチを 
操作するときは、直進時に行なって 
<ださい。ステア U ングをまねしな 
がら操作ずると、事故を起こすおそ 
れがあ0ます。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の操作 

イグニッシヨン位置を1にずると、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイは作 
動します。 


マルチファンクシヨンステア U ングの 
スイッチを使用して、マルチファンク 
シヨンデイスプレイを操作しまず。 



①マルチフアンクシヨンディスプレイ 


⑤音声認識スイッチ 
⑤ち側キーパッド 

④ 左側キーパッド 

⑤ U ターンスイッチ/音声認識解除ス 
イツチ 


左側キーパッド 


機能 

呂^ スク□—ルスイッチ 

^ •メインメニューおよびメ 
ニュー1」ストの呼び出し 

E スク□—ルスイッチ 

E 軽く押ず： 

• 1」ストのスク□—ル 

• サブメニューまたは機能の 
選お 

•オーディオメニュー：ラジ 
才•テレビの手動選局、卜 
ラックの選択、 DVD ビデ 
才のチャプター選お 

• 電話メニュー：電話帳の表 
示および電話帳の名前また 
は電話番号の選択、発信履 
歴の選択 

押して保持する： 

•オーディオメニュー：ラジ 
才•テレビの自動選局、卜 
ラックの早送り/早戻し、 
DVD ビデオの早送り/早 
戻し 

• 電話メニュー：電話帳のス 
ク□—ル 

应の巧定スイッチ 

• 選択した項目の確定やメッ 
セージの確認 

• 電話メニュー：電話帳の表 
示および電話の発信 

•オーディオメニュ ー :選局 
操作の停止 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
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r スプレイ 


ち側キ-パッド 



機能 

固 

通話終了スイッチ 

• 電話の保留/切断 

• 電話帳/発信履歴を閉じる 

因 

通話開始スイッチ 

• 電話の発信 

• 発信履歴の表示 

田 

日 

音量スイッチ 

• 音量の調節 

四 

消音スイッチ 

オーディオやナビの音声案 
内などの消音 

音声認識スイッチ 


機能 

|か1 I 

音声認識スイッチ 

• 音青認識の開始 
〇 音声認識の詳細について 
は、 COMAND システムの 
別冊取扱説明書をご覧 < だ 
さし、。 


リターンスイッチ 
機能 

胃 U 夕ーンスイッチ/音声認 
識解除スイッチ 

軽く押す； 

•戻る 

• 音声認識の中止 

•故障/警告メッセージの 
消去、ひとつ前の画面への 
移動 

• 電話帳/発信履歴を閉じる 
押して保持する： 

• 基本画面への移動 


B を邸 e 恒脚 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 








①表示エリア 
⑤メニュ ー リスト 
⑤走行モード表示 

④ 外気温度表示/走行ま度表示 

⑤ シフト位置表示/ギアレンジ表示/ 
ギア表示* 

メニュー U スト⑤には、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイのメインメ 
ニューび表示されまず。 

メニューリストを表示させる 

►百]または W を押しまず。 

〇 メニュー1」ストを表示させてひ 
ら約3秒間何を操作しないと、メ 
ニュー1」ストの表示は消えまず。 

基本操作 


ひとつ前の画面に戻る 

► を押しまず。 

基本画面（トリップメニュ ー) に戻る 

► 卜1」ップメニューび表示されるまで 
を押しまず。 

または 

► を押して保持しまず。 

選択を確定ずる 

► 应のを押しまず。 

オーディオや通話などの音量を調 
壁ずる 

► I + I または— I スイッチを押し 
ます。 

沿'音ずる 

► ran を押しまず。 


メインメニューを選択ずる 

► メニュー U ストび表示されていると 
さに己]またはを押して、メ 
インメニューを選択しまず。 


《画面表示や操作ち法などは予吉なく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる萬備です。 
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r スプレイ 




機能 

① 

トリップ; ><こユー (>157 ページ） 

⑤ 

ナビ^ こユー(>1日9ぺージ） 

⑤ 

オーデイオ こ ユー ぺージ） 

④ 

TEiy - ZL — (>162 ぺージ） 

⑤ 

アシスト; >< こユー（>164ぺージ） 

© 

X ンテナンス; >< こユー ( M 66 ぺージ） 

•故障/警告;><ッセージの表示（[>166ページ） 

•タイヤ空気圧警告システムの表示（>273ページ） 

•；><ンテナンスインジケーターの表示（1>284ぺージ） 

③ 

設定 こユー(>167ぺージ） 


B を邸 s 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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トリップメニュー _ 

卜 U ップメニューで表示-設定でさる 
項目は(下の通りでず。 

■ 基本画面 

• エンジン始動時からの情報表示 
(>157 ページ） 

• U セット時からの情報表お0158 
ぺージ） 

• 走行可能お離•瞬間燃費表示(>159 
ページ） 

• 走行速度表示（>159ページ） 

トリップメニューを表示させる 

► 3 D または CB を押して、メニュー 
リストで" トリツ T " を選択しまず。 


基本画面] 



①トリップメーター 
⑤オドメーター 


トリップメーターのは、 U セット後 
の走行距離を表示します。 

オドメーター⑤は、これまでに走行 
したお離の総合計を表示しまず。 


基本画面を表示させる 

► 基本画面び表おされるまでを 
押ずか、押して保持しまず。 

または 

► 卜1」ップメニューを表おさせまず。 

► E まには ra を押して、基本画 
面を表示させまず。 

トリップメーターをリセットずる 

► 基本画面を表示させまず。 

► 区のを押しまず。 



確認画面び表示されまず。 

► 因を押して" はい" を選択し、 
应のを押しまず。 

エンジン始動時か5の情報表示 



①エンジン始動時からの走行距離 
⑤エンジン始動時からの経過時間 
⑤エンジン始動時からの平巧速度 
④エンジン始動時か S の平均燃費 


エンジンを始動したとさを起点とした 
情報を表示します。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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r スプレイ 


〇 イグニッシヨン位置を0にしてか 
ら、またはエンジンスイッチから 
キーを巧いてから約4時間経過ず 
ると、自動的に1」セットされまず。 

約4時間じ(内にイグニッシヨン位 
置を 1 か 2 にしたときは、前回の 
情報び継続して表示されまず。この 
とさは、999時間経過後、または 
9,999 km 走行後に自動的に U セッ 
卜されます。 

エンジン始動時か5の情報を表示さ 
せる 

► 卜 U ップメニューを表おさせまず。 

► E まには E を押して、エン 
ジン始動時からの情報を表おさせ 
まず。 

エンジン始動時か5の情報を手動で U 
セットずる 

エンジン始動時からの情報は手動で U 
セットすることをでさまず。 

► エンジン始動時からの情報を表おさ 
せます。 

► 应のを押しまず。 



確認画面び表示されまず。 

► E を押して" はい" を選択し、 
应のを押しまず。 


リセット時か5の情報表示 


の1」セツト時か!5の走行距離 
② U セツト時からの経過時間 
⑤1」セツト時からの平巧ま度 
④1」セツト時からの平均燃費 

U セツトしたとさを起点とした情報を 
STTv します。 

リセツト時か5の情報を表示させる 

► 卜 U ツプメニューを表おさせまず。 

► E または E を押して、 U セツ 
卜時か日の情報を表示させまず。 

〇 U セツト後は、9,999時間経過後、 
または99,999 km 走行後に自動的 
に U セツトされまず。 

IJ セツ トずる 

►リセツト時からの情報を表示させ 
ます。 

► 应のを押しまず。 



確認画面が表示されまず。 

►のを押して "はし、" を選択し、 
匹のを押しまず。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 









マルチフつ 


159 


走行可能距離.瞬間燃費表示 



走行可能距離のは、現在の燃料残量で 
走行可能なおよその距離を計算し、予 
測値として表示しまず。イグニッシヨ 
ン位置び2のとさに表示されまず。 

瞬間燃費⑤は、走行中の瞬間燃費を 
km / I で表示しまず。エンジンびかかつ 
てし''るとをに表おごれまず。 

走行可能距離-瞬間燃費を表示させる 

► 卜1」ップメニューを表おさせまず。 

► ra まには ra を押して、走行巧 
能距離-瞬間燃費を表おさせまず。 

〇 燃料残量びかないとさは、走行巧 
能距離の代わ0にび表示され 
ます。最寄りのガソ U ンスタンドで 
給油して < ださい。 


走行速度表示 



走打速度を表 W します。 


走行速度を表示させる 

► 卜1」ップメニューを表おさせまず。 

► I ▼ I または I ▲ を押して、走行速 
度を表示ごせます。 


ナビメニュ~ _ 

ナビメニューを表示させる 

► aD または CB を押して、メニュー 
リストで "ナピ" を選択しまず。 

ルート案内を巧なっていないとを 



0進行方向の方位表示 


マルチフアンクシヨンデイスプレイに 
造行方向の方位のび表示されまず。 

ルート案内を行なっているとき 



の目的おまでの距離 
©交差点（分岐点）までの距離 
⑤交差点（分岐点）での進行方向 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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交差点（分岐点）に接近しているとを 


車線変更を伴わないちが時の例 



の交差点 (分岐点）までの距離と距離を 


表ずグラフ 

③交差点 (分岐点）での進巧ち向 

交差点（分岐点）に接近ずると、音 
声案内び行なわれ、マルチファンク 
シヨンディスプレイに交差点（分岐 
点）までの距離と距離を表すグラフ 
の、進行方向③び表おごれまず。 


車線変更を伴ラ左巧時の例 



©交差点（分岐点）までの距離 
©適切な走行車線 
@車線変更表示 


複数の車線びある道路を走行している 
とさに交差点（分岐点）に接近ずると、 
マルチフアンクシヨンディスプレイに 
交差点（分岐点）までの距離のび表 
示されます。まに、適切な走行車線 
⑤と、車線変更の巧容⑤び表おされ 
ます。 


ルート案内中の表示 


COMAND システムで目的 i せを設定し 
にとさやルート案内をしているとさ 
は、マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに(下のよ5な表示び行なわれるこ 
とびありまず。 

目的地に到着したとさに表示されまず。 
" 新 ルート" 

当巧の案内ルートから外れたり、巧滿 
び発生した場合などに表おされること 
びありまず。計算後はルート案内表示 
に戻りまず。 

"ルー ト計算 中" 

ルートを計算しているとさに表示され 
9 〇 

" 案内ルート 外" 

車び地図に表示されない場所にある 
とさ、または駐車場などの道路外の 
場所にあるときに表示されることび 
ありまず。 

" ルー ト なし" 

目的 i せまでのルート案内び計算でさ 
ない場合などに表おごれることびあ 
りまず。 

〇 ナビの詳細については 、 COMAND 
システムの別冊取扱説明書をご覧く 
ださい。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 







マルチフ: 



オーディオメニュ- 


トラックを選択ずる 


〇 オーデイオの詳細については、 
COMAND システムの別冊取扱説明 
書をご覧 < ださい。 

ラジオ局を選局ずる 

©" FM 1" または " FM 2" 

" AMI " または "AM 2" または" 交通情報" 
⑤プ U セツトま号/ 

放送局名または受信周波数 


COMAND システムで、ラジオを受信 
しているとさに表示-選局でさまず。 

► 3 D まには CB を押して、メニュー 
リストで" 才-デ'イオ" を選択しまず。 

ラジオ局をプリセツト選局ずる 

► ra または ra を押しまず。 

プ U セツトされたラジオ局び選択さ 
れます。 

ラジオ局を自動選局ずる 

► ra または S を押して保持し 
ます。 

受信周波数び動さ、なに受信でさる 
周波数で停止します。 


①音楽 ソース 表示 

("ディスク "/" メモリ-力-ド "/" HDD "/ 
" USB ' V'MEDIA INT . V'BT AUDIO "/" 外 
部入力"） 

⑤トラック番号/トラック名 


COMAND システムで再生している音 
楽ソース（ディスク、メモ U — 力一 
ド、 S ュージックレジスター 、 USB 
メモリー、メディアインターフェー 
ス、 Bluetooth ® オーディオ、外部入力） 
び音楽ソース表示のに表示されまず。 

► aD または CB を押して、メニュー 
リストで" 才-テ''ィオ" を選択しまず。 

トラックを選択ずる 

ディスク、メモ U — カード、 S ュージッ 
クレジスター 、 USB メモリー、メディ 
アイン ターフェー ス、 Bluetooth ® 才一 
ディ オのし^ ずれかを再生していると さ 
はトラックを選択ずることがでさまず。 

► E または E を押しまず。 

次または前のトラックが選択さ 
れまず。 



を邸 S 恒脚 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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DVD ビデオのチャプターを選択ずる 



①チャプター番号 


COMAND システムで、 DVD ビデオ 
を再生しているとさに表示-選択でさ 
ます。 

► 3] または [ E を押して、^ニュー 
リストで" 才-テ'’ ィオ" を選択しまず。 

チャプターを還択ずる 

► E または ra を押しまず。 

次または前のチャプターが再生され 
ます。 


テレビ局を選局ずる 



① "テレビ r または "テレビ 2" 
©プリセツト番号 I チタンタ、) レ番号/ 


放送局名 

COMAND システムで、テレビを受信 
しているとさに表示-選局でさまず。 

► ail または [ E を押して、^ニュー 
リストで" 才-テ''イオ" を選択しまず。 


テレビ局をプリセツト選局ずる 

► E または ra を押しまず。 

プリ セツ トされたテレビ局が選択さ 
れまず。 

テレビ局を自動選局ずる 

► E または S を押して保持し 
ます。 

受信チヤンネルが動さ、次に受信で 
きるチヤンネルで'停止しまず。 


TEL メニユ ー 

携帯電話を COMAND システムに接 
続ずることによ0、八ンズフ U —通話 
がでさまず。 

〇 COMAND システムには Bluetooth ® 
により携帯電話を接続でさまず。詳 
しくは、 COMAND システムの別冊 
取扱説明書をご覧<ださい。 

A 警告 

安全のため、運転者は走行中の携帯 
電話の接続や、携帯電話本体の使用 
は避けてください。 

走行中は電話をかけないでください。 
また、走行中に電話がかかってさた 
とさは、あわてずに安全な場所に停 
車してから受けて < ださい。 

どラしてを電話を受けなければなら 
ないときは、 A ンズフリー機能で「か 
け直す」ことを伝え、安全な場所に 
停車してからかけ直してください。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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TEL メニューを表示させる 

► COMAND システムの電源をオンに 
します。 

► 携帯電話を COMAND システムに 
接続します。 

► 団またはのを押して、^ニュー 
リストで " TEL " を選択します。 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに" 電話待ち受け" と表示され 
ます。 


着信した電話を受ける 



発信元び電話帳データに登録されている場合 


電話が着信ずると上記のよ5な画面が 
表示されます。 

► 着信呼び出し中に [ S を押しまず。 

通話を終える（電話を切る） 

► [ M ] を押しまず。 

通話を保留ずる 

► 着信呼び出し中に^を押しまず。 
〇 上記の操作は TEL ^こユーを表示 
していないときち行なうことができ 
ます。 


電話帳か5電話を発信ずる 


COMAND システムに登録されている 
電話帳から電話を発信でさまず。 

OCOMAND システムの電話帳に 
は、 COMAND システムから直接電 
話帳データを入力したり、携帯電 
話やメモ U —力ードからデータを 
ダウン□ー ドでさまず。詳しくは、 
COMAND システムの別冊取扱説日月 
書をご覧ください。 

► 3] または CB を押して、メニュー 
1」ストで " TEL " を選がしまず。 

►丘□口!!または应のを押して、電 
話帳を呼び出しまず。 

► ra または ra を押して、発信先 
を選択しまず。 

電話帳のリストびスク □ ールしまず。 

HaH または E を約2秒じ(上押し 
続けると、電話帳データびスク□一 
ルしまず。 E またはを約4 
秒し U 上押し続けると、あかさたな 
'••行、および各アルフアベットの最 
巧の登録項目ごとにスク□ールし 
まず。 

電話帳データに電話番号び1件のみ登 
録されている場合 

► [ S または区のを押しまず。 
または 

電話帳データに複数の電話番号び登録 
されている場合 

► [ S または区のを押しまず。 

► E または E を押して、発信し 
たい電話ま号を選択しまず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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► または回リを押しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、 "発信中..." の><ッセージと発 
信した電話番号が表示されまず。電 
話帳に名前が登録されているとさ 
は、名前ち表示されまず。また、発 
信した番号が履歴に登録されまず。 

または 

電話の発信を止める場合 

► またはを押しまず。 

〇 ステア U ングのスイッチを 
押し、電話を発信しないで電話帳を 
閉じたとさは、待ち受け画面に戻り 
ます。 

発信履歴か5電話を発信ずる 

► 3 D または CB を押して、こユー 
リストで " TEL " を選択しまず。 

► COMAND ディスプレイに" 電話待 
ち受け" と表示されているとさに、 
[ S を押します。 

発信履歴が表示されまず。 

► E または ra を押して、発信先 
を選択しまず。 

► [ S または应のを押しまず。 

〇 走行中は一部の機能が使用でさな 
<なりまず。 

または 

電話の発信を止める場合 

► またはを押しまず。 

〇 走行中は一部の機能が使用でさな 
<なりまず。 


アシストメニュー 



アシスト>< こ ユーで 設定できる項目は 
LU 下の通りでず。 

• ESP ⑩ 


• アテンションアシスト 
• レーンキーピングアシスト* 

アシストメニューを表示させる 

► 団または [ E を押して、こュー 
リストで" 7シスト" を選択しまず。 

ESP ⑥の設定 


A 警告 

ESP ® 表示灯が点滅したときは、車 
輪が空転しているか、車が横滑りし 
ています。事故につながるおそれが 
あるため、 し U 下の点にま意してくだ 
さし、。 

• 状況を問わず、 ESP ® の機能を解 
除しないで <ださい。 

• アクセルペダルを踏む力を少しゆ 
る故て < ださい。 

• 路面や天候の状況にあわせて憤重 
に運転してください。 

ESP ® は無謀な運転からの事故を防ぐ 
ちのではおりません。 ESP ® び作動し 
てわ、車両操縦性や走行安定性の確 
保には限界がありまず。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる裳備でず。 









エンジンがかかっているとさに、 ESP ® 
の設定がでさまず。 

► アシスト><こ ユーで I ▲ I を押して、 
" ESP " を選択しまず。 

► 区のを押しまず。 

設定画面が表示されまず。 



► 区のを押して、設定を変更しまず。 


表示 設定内容 

オフ ESP ® の機能が解除され 

ます。 

ーターパ ネルの ESP ⑩ 
オフ表示灯 m が点灯 
します。 

オン ESP ® が待機状態になり 

まず。 

一夕ーパネルの ESP ® 
オフ表示灯屈□が消灯 
します。 

A 警告 

エンジンびかかっているとさに 
ESP ® オフ表示な厘3び点なしてい 
るときは、 ESP ® の機能び解除され 
ているか、故障により ESP ® の機能 
び作動していません。路面や天候の 
状況にあわせて慎重に運転して<だ 
さし、 

詳しくは（杉60ページ）をご覧くだ 
ごし、。 


アテンシヨンアシスト①設定 

アテンシヨンアシストの設定びでさ 
まず。 

► アシストメニューで E を押して 
II アテンションアシスト" を選択し、店のを押 
しまず。 


設定画面び表おごれまず。 



► [ ok ] を押して、設定を変更しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

アテンションアシストび 


設定されまず。 

オフ 

アテンションアシストび 


解除されまず。 


〇 アテンションアシストを設定ずる 
と、イグニッション位置び2のと 
きに、マルチフアンクションデイス 
プレイに [ S び表示されまず。 

詳しくは （^201 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


《画面表示や操作ち法などは予吉なく変更されることびあります。 
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レーンキーピングアシスト①設定* 

レーンキーピングアシストの設定び 
でさまず。 

► アシストメニューで E を押して、 
"レ- ンキ-フ‘ アシスト" を選がし、应のを 
押します。 



設定画面び表おされまず。 

レーンキーピングアシストび設定 
されているとさは、イラストのレー 
ン部分びホ色で表示されまず。 

レーンキーピングアシストの設定 
び解除されているときは、イラス 
卜のレーン部分び白色で表示され 
ます。 

レーンキーピングアシストの設定を 
変更ずる 

► 再度区のを押しまず。 

〇 レーンキーピングアシストを設 
定すると、イグニッシヨン位置び 
2 のときに、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに臣3び表示され 
ます。 

詳しくは（>202ページ）をご覧くだ 
ごし、。 


メンテナンスメニュー 






メンテナンスメニューで表示/設定 
でさる項目はけ下の通りでず。 

• 故障表示 

• タイヤ空気圧警告システム （^273 
ページ） 

• メンテナンスインジケーター 
(1>284ぺージ） 

メンテナンスメニューを表示させる 

► 3] または [ E を押して、メニュー 
U ストで" メンテナンス" を選択しまず。 

故障表示 

故障や異苗び発生したとさ、故障や 
異常の内容びメッセージで表示され 
ます。 

A 警告 

表示される故障や異常は一部の限ら 
れた装備についてであり、表示され 
る内容も限られていまず。故障/警 
告^ッセージは運転者を支援ずるち 
のです。発生した故障や異常に対処 
して車の安全性を確保ずる責任は運 
転者にありまず。 

故障/警告^ッセージが表示された 
とさは、必ずメルセデス•ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けて<だ 
さし、。 


B を邸 e 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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自動表示機能 

故障や異常が発生したとさは、故障/ 
警告><ッセージが自動的に表示され 
ます。 

複数の故障や異常があるとさは、故 
障/警告^ッセージが約5秒間隔で 
順番に表示されまず。 

メンテナンス^ニューに戻るときは、 
巧 または应のを押しまず。 

故障/警告メッセージを手動で確 
認ずる 

► 3 D または CB を押して、ニュー 
リストで" メンテナンス" を選択しまず。 

"0 六ッセージ" と表示されている 
とさは、故障や異常はありません。 
故障や異常があるとさは、" 2 乂ッ 
セージ" のよラに故障や異常の件数 
が表示されまず。 

► ra または ra を押して、 "2 ><ッ 
セージ" などの件数表示を選択し 
ます。 

〇 " メンテナンス" を選択して約3秒経過ず 
ると、 "メッセージ "び自動的に選 
おされます。 

►故障や異苗びあるとをは、区のを押 
します。 

故障や異常の内容び表示されまず。 

複数の故障や異常びあるとさ 
は、 E または E を押して、故 
障/警告メッセージを順まに表お 
させます。 

► メンテナンスメニューに戻るとき 
は、を押しまず。 


〇 表おされる故障/警告メッセージ 
については （0303 ページ〜）をご 
覧ください。 

〇 故障/警告メッセージは、イグニッ 
シヨン位置を0にずると消えまず。 

ただし、故障状況び変わらない場 
合は、次にイグニッシヨン位置を1 
か 2 にずるか、エンジンを始動し 
たとを、再び故障/警告メッセー 
ジび表示されまず。 


設定 メニュー 



設定メニユーで設定でさる項目は(下 
の通0でず。 

• メーターの設定0168ページ） 

• ライトの設定69ページ） 

• 車両の設定0172ページ） 

• コンフォートの設定 （01 74ページ） 
• 設定項目の初期化〇176ページ） 

設定 メニユーを 表示させる 

► 团まにはのを押して、メニユ ー 
1」ストで" 設定" を選択しまず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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メーター 

の設定がでさまず。 

• 速度-距離の単位 
• ディスプレイ下部の表示 

速度-距離単位の設定 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 
速度と走行距離の表示単位を設定でさ 
ます。 

► 設定;<ニューで E または E を 
押して、 II 一夕 一"を選択しまず。 

► 应を押します。 


設定画面が表示されまず。 



►应口を押して、設定を変更します。 


表お 設定内容 

km 表示単位がキ-トル 

になりまず。 

" km / h "、" km " などで表 
示されます。 

miles 表示単位がマイルになり 

ます。 

" mph "、" mi "、" miles " な 
どで表示されます。 


A 警告 

1マイル （ mph ) は約 1.6 km ( km / h ) 
です。マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイの表示単位がマイルになってい 
ると、誤って速度を超過ずるおそれ 
があります。必ず表示単位をキ□メー 
トルにして < ださい。 


ディスプレイ下部の表示の設定 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
下部に表おされる項目の設定がでさ 
まず。 

► 設定ニュー（1>167ページ）で E 
または E を押して、 "六ーター" 
を選択しまず。 

► 应のを押しまず。 


► L ? □を押して、設定画面を表おさせ 
ます。 



►凹 S ] を押して、設定を変更します。 


表示 設定内容 

夕'!•気温度 マルチファンクシヨン 
表示 ディスプレイ下部に 

外気温度が表示され 
ます。 

速度表示 マルチファンクシヨン 
[mph]: ディスプレイ下部に走 

行®度 （ mph 単位）が 
表示されます。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ライト 

1；( 下の設定がでさまず。 

• へッドライト点灯モード 
• インテ U ジェントライトシステム 
• アダプティブ八イビームアシスト 
•へッドライト照射範囲 
• □ケイタ ー ライティング 
• ルームランプ残照機能 

へッドライト点灯モードの設定 

へッドライトの点ロモードの設定がで 
さまず。 

常時点灯モードでは、ライトスイッチ 
が |auto| の位置にあるとさにイグこッ 
シヨン位置を1か2にずると、車幅灯、 
テールランプ、ライセンスライトが常 
に点口しまず。また、エンジンを始動ず 
ると、へッドライトと LED ドライビ 
ングライトが常に点灯しまず。 

手動点灯モードでは、ライトスイッチ 
を操作してへッドライトなどを点口し 
ます。日本ではこのモードに設定して 
<ださい。 

イグこッシヨン位置が1のとさ、また 
はイグこッシヨン位置が2でエンジン 
が停止しているとさに設定でさまず。 


► 設定^ニュー（た167ぺージ）で I 
または囚を押して、" ライト" を 
選択しまず。 

► 应のを押しまず。 


設定画面が表示されまず。 



►凹を押して、設定を変更します。 


常時点灯モードに設定されている 
ときは、車両イラストのライトと 
回 マークが赤色に表示されまず。 

手動点灯モードに設定されている 
ときは、車両イラストのライトと 
マークが白色に表示されまず。 

〇 安全のため、エンジンがかかつ 
ているときは、設定の変更はでき 
ません。 

〇 甫時点灯モードは、走行中の常時 
点灯び義務付けられている諸国に 
対応していまず。日本では手動点 
灯モードに設定してください。 

〇 甫時点灯モードで自動的に点灯ず 
るライトし U 外のライトを点灯ずる 
とさは、各スイッチを操作してく 
ださい。 


B を邸 Q 恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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インテ u ジェントライトシステムの 
設定 

インテ U ジェントライトシステムの設 
定を変更でさまず。 

► 設定メニュー （^1 67ぺージ）で E 
または ra を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 应のを押しまず。 

► I ▼ I をキ甲して、設定画面を表おさ 
せます。 



► L 2! i ] を押して、設定を変更しまず。 

インテ1」ジェントライトシステムび 
設定されているとさは、車両イラス 
卜のライトと マークび 赤色に 
表示されます。 

インテ1」ジェントライトシステムの 
設定び解除されているとさは、車両 
イラストのライトと マークび 
白色に表おされまず。 

詳しくは14ページ）をご覧くだ 
さし、。 


アダプティブ八イビームアシストの 
設定 

アダプティブ八イビームアシストの設 
定びでさまず。 

► 設定メニュー （^167 ページ）で E 
または ra を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 应のを押しまず。 

► I ▼ I をキ甲して、設定画面を表示さ 
せます。 



► を押して、設定を変更しまず。 

アダプティブ八イビームアシストび 
設定されているとさは、車両イラス 
卜のライトと [ W ] マークび 赤色に 
表示されます。 

アダプティブ八イビームアシストの 
設定び解除されているとさは、車両 
イラストのライトと [ M ] マークび 
白色に表おされまず。 

詳しくは（杉116ページ）をご覧くだ 
さし、。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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へッドライト照射節囲の設定 

へッドライトの照射範囲を、左側通行 
まにはち側通行に適した設定に切り替 
ス ます。 

► 設定メニユー0167ページ）で E 
または ra を押して、" ライト" を 
選択します。 


► 凹りを押しまず。 

► I ▼ I をキ甲して、設定画面を表おさ 
せます。 



► L 2! i ] を押して、設定を変更しまず。 


表示 

設定内容 

左側通 

へッドライトの照射設定 

巧用 

び左側通行に適した設定 


になりまず。 

ち側通 

へッドライトの照射設定 

巧用 

びち側通行に適した設定 


になりまず。 


〇 曰本では、" 左側通行 用" に設定 
して使用して < ださい。 


〇"ち側通行 用" に設定ずると、イン 
テリジェントライトシステム設定画 
面に "イン テリシ''1外ライトシステムシステム作動 
でさませんち側通行設定では 無効" 
と表示され、インテ U ジェントライ 
トシステムの設定び変更でさな<な 
りまず。また、八イウェイモードお 
よびフォグランプ強化機能び解除さ 
れまず。 

□ケイターライティングの設定 

□ケイターライティングの設定びでさ 
ます。 

□ケイターライティングには、周囲 
び暗くライトスイッチび匹巧の位置 
にあるとさに U モコン操作で解錠ずる 
と車外ライトび点灯ずる機能（解錠時 
点灯機能）と、周囲び暗いとさにエン 
ジンを停止ずると車外ライトび点灯ず 
る機能（車外ライト残照機能）びあり 
ます。 

上記の機能で点灯ずる車外ライトは LU 
下の通りでず。 

• 車幅灯 

• LED ドライビングライト 
• テールランプ 
• ライセンスライト 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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► 設定メニュ ー（^1 67ぺージ）で白 J 
または ra を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 应のを押しまず。 

► I ▼ I をキ甲して、設定画面を表示さ 
せます。 



►山!]を押して、設定を変更しまず。 

解綻時点灯機能と車外ライト残照機 
能び設定されているとさは、車両イ 
ラストの車外ライトびホ色に表示さ 
れます。 

解綻時点灯機能と車外ライト残照機 
能の設定び解除されているときは、 
車両イラストの車がライトび白色に 
表示されます。 

詳しくは（>72、111ぺージ）をご覧 
<ださい。 

ルームランプ残照機能の設定 

ルームランプび自動点灯モードのとさ 
にエンジンスイツチからキーを巧くと 
ルームランプび点灯ずる機能の設定び 
でさまず。 

► 設定メニユ ー（^1 67ページ）で丘^ 
まには ra を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 应。を押しまず。 


► I ▼ 1をキ甲して、設定画面を表示さ 
せまず。 



► を押して、設定を変更しまず。 

ルームランプ残照機能び設定され 
ているとさは、車両イラストのドア 
ウインドウびホ色に表示されまず。 

ルームランプ残照機能の設定び解 
除されているときは、車両イラス 
卜のドアウインドウび白色に表示 
されます。 

詳しくは （^11 8ページ）をご覧くだ 
ごい。 

車両 


け下の設定びでさまず。 

• ウインタータイヤスピード1」 S ッ 
夕一 

• 車速感応ドア□ック 
• アンサーバック機能* 

ウインタータイヤスピードリ云ッター 
の設定 

最高速度の制限のない国などで、ウイ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定ずるに 
めの機能でず。 

曰本仕様でを設定はでさまずび、法定 
速度を守って走行してください。 


&画面表示や操作方まなどは予告なく変要されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


B を邸6恒冊 
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► 設定メニユー0167ページ）で已 J 
または E を押して、 II 車両" を 
選択します。 

► 区のを押しまず。 

設定画面び表示されまず。 



► 凹りを押しまず。 

► 丘！!または口 □ を押して、設定を 
変更します。 


► 凹りを押しまず。 


表示 

設定内容 

オフ 

ウインタータイヤス 
ピー ドリミッターは 
作動しません。 

240 km/h 

230 km/h 

220 km/h 

最高速度びそれぞ 
れの速度に設定さ 
れます。 


210 km/h 
200 km/h 
1 90 km/h 
1 80 km/h 
170 km/h 
160 km/h 

ぷ上記は、車両の機能の説明でず。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 


〇 ウインタータイヤスピード US ッ 
ターを設定しているとをは、巧変 
スピー ド リミッター （>181 ぺ一 
ジ）で設定でさる制限速度の上限は、 
ウインタータイヤスピード1 」 S ッ 
ターの設定速度にな0まず。 

車速感応ドア □ ックの設定 

走行速度び約 15 km / hi ； (上になった 

とさにドアとトランクを自動的に施 

綻する機能の設定びでさまず。 

► 設定メニュー0167ページ）で E 
または E を押して、 "車両" を 
選択します。 

► 区。を押しまず。 

► I ▼ I をキ甲して、設定画面を表おさ 
せます。 



► L 2! iJ を押して、設定を変更しまず。 


車速感応ドア □ ックび設定されてい 
るとをは、車両イラストのドア部分 
びホ色に表示されまず。 

車速感応ドア□ックの設定び解除さ 
れているとさは、車両イラストのド 
ア部分び白色に表示されまず。 

詳しくは （杉 81ページ）をご覧くだ 
さし、。 
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《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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アンサーバック機能の設定* 

U モコン操作またはキーレス3—操作 
で車両を解錠/施錠したとさに確認 
音び鳴る機能の設定びでさまず。 

► 設定メニュー （^1 67ぺージ）で E 
または E を押して、 "車両" を 
選択します。 

► 区のを押しまず。 

► E を押して、設定画面を表おさせ 
ます。 



► L 2! i ] を押して、設定を変更しまず。 

アンサーバック機能び設定されてい 
るとをは、イラストの巧□マーク 
びホ色に表示されまず。 

アンサーバック機能の設定び解除さ 
れているとをは、イラストの HE 
マークび白色に表示されまず。 

詳しくは （^76 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


コンフオート 


m 下の設定びでさまず。 

• イージーエント1」一 

• フ□ントシートベルトのテンシヨ 
ン自動調整機能 

• 施錠時のドア S ラー格納 

イージーエントリーの設定 

イージーエント U — の設定びでさまず。 

イージーエント U —を設定ずると 、 LU 
下のとさにステア U ングび上方に移動 
しまず。 

• エンジンスイッチからキーを巧いた 
とを 

• イグニッシヨン位置び0ひ1で運転 
席ドアを開いたとを 

► 設定メニュー （^167 ぺージ）で E 
または E を押して、 "コン フオー 
卜 II を選択しまず。 

► 应を押しまず。 


設定画面び表示されまず。 



&アンサーバック機能は、日本仕様には装備されない場合びあります。 
&画面表示や操作方まなどは予告なく変更されることびあります。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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►因 ij を押して、設定を変更しまず。 

イージーエント U —び設定され 
ているとさは、車両イラストのス 
テア U ング部分びオレンジ色に表 
示されます。 

イージーエント U —の設定び解除 
されているときは、車両イラスト 
のステア U ング部分び白色に表示 
されます。 

詳しくは （^9 7ページ）をご覧くだ 
さし)。 

A 警告 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。誤ってエンジンスイツ 
チからキーを抜いたり、運転席ド 
アを開くとイージーエント U —が 
作動し、けがをずるおそれがあり 
ます。 

• イージーエン hU —の作動中に身 
体や物び挟まれないよラにま意し 
て < ださい。 


フ□ントシートベルトのテンション自 
動調整機能の設定 

イグこッション位置が2のとき、フロ 
ントシートベルトが乗員の上半身に密 
着するよ5に、テンション（締め付け 
具合）を自動的に調整ずる機能の設定 
がで'さまず。 

► 設定^こュー(>167ぺージ）で r 。 
または^を押して、 "コン フォー 
卜 II を選択しまず。 

► 应を押しまず。 


► を押して、設定画面を表おさせ 

まず。 



►凹を押して、設定を変更します。 


フ□ントシートベルトのテンション 
自動調整機能が設定されているとさ 
は、車両イラストのシートベルト部 
分が赤色に表示されまず。 

フ□ントシートベルトのテンション 
自動調整機能の設定が解除されてい 
るときは、車両イラストのシートべ 
ルト部分が白色に表示されまず。 

詳しくは0106ページ）をご覧くだ 
さし、。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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施綻時のドア S ラー格納の設定 

U モコン操作やキーレス 3— 操作での 
施綻時にドア S ラーを格納ずる機能の 
設定びでさまず。 

► 設定メニュー （^1 67ぺージ）で E 
または E を押して、" コンフオー 
卜" を選択しまず。 

► 区のを押しまず。 

► I ▼ I をキ甲して、設定画面を表おさ 
せます。 



► L 2! i ] を押して、設定を変更しまず。 

施綻時のドア S ラー格納機能び設 
定されているとをは、車両イラス 
卜のドア5ラー部分びホ色に表示 
されます。 

施綻時のドア S ラー格納機能の設 
定び解除されているとさは、車両 
イラストのドア S ラー部分び白色 
に表示されまず。 

詳しくは （ WOO ぺージ）をご覧くだ 
さし、。 


設定項目の巧期化 


設定メニューのずベての項目を工場 
出荷時の設定に初期化ずる（戻ず） 
ことびでをまず。 

設定項目をネリ期化ずる 

► 設定メニュー （^167 ぺージ）で E 
を押して、" 設定初期化" を選択し、 
两 を押しまず。 


確認画面び表示されまず。 



► E を押して、 "はい" を選がし、 
两 を押しまず。 


初期化び実行され、" 工場出荷時の 
設定に初期化しました "と表おさ 
れまず。 

"いいえ" を選択ずると、元の画面 
に戻りまず。 

〇 ま全のため、エンジンびかかつ 
ているとさは初期化を行なラことび 
でさない項目びありまず。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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走巧装備 


走行装備には、(下のちのびありまず。 

クルーズコントロール 

設定速度を自動的に維持して走行でさ 
ます。 

可変 スピー ドリ吉ッ ター 

設定速度を超えないよ5に走行でさ 
ます。 

ホールド機能 

車の停車状態を保ち、あ道での発造を 
容易にしまず。 

ダイナミック八ンド U ングパッケー 
ジ* 

サスペンションやオートマチックトラ 
ンス S ッションを制御しまず。 

パー ク ト □ニック 

車庫入れや狭い場所での運転時に、障 
害物とのおよその距離を知らせまず。 

A ’ー キングアシストリアビューカメラ 

車両後方の映像を COMAND ディスフ 
レイに表示し、ガイドラインや音声案 
内で後退操作を補助します。 

アテンションアシスト 

運転をの走行ノ くターンや運転時間など 
から、運転をび疲労していたり、ま意 
力びほ下していると思われるとさに警 
告を行ないまず。 

レーンキーピングアシスト* 

車線を外れそラになったとさに、警告 
を行ないまず。 


クルー乂」ノトロール _ 

クルーズコント□ールを設定ずること 
により、アクセルペダルを踏まなくて 
を、設定速度を自動的に維持して走行 
でさまず。 

クルーズコント□ールは、主に高速道 
路や自動車専用道路で使用することを 
想定したをのです。市街 i せでは使用し 
ないで < ださい。 

設定でさる速度は 30 km/h iiLh でず。 

A 警告 

車の走行速度や先行車との車間距離 
の確保など、クルーズコント□ール 
使用時の安全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任がありまず。 
クルーズコント□ールを使用してい 
るとさは、運転者は常に道路状況に 
ミ主意を払ってください。 


A 警告 

じ(下のよラな場合はクルーズコント 

□ールを使用しないで < ださい。 

• 一定の走行速度を維持でをない道 
路•交通状況の場を（交通量がをい 
場合やカーブが連続している場 
含）。事故を起こすおそれがあり 
まず。 

• 路面が滑0やすい場合。ブレーキ 
や加速によ0駆動輪がグリップを 
失い、車がスリップするおそれが 
あ0ます。 

• 霧や激しい雨、雪などで視界が確 
保でさなし''場合。 


ぷ画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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Q クルーズコント□ールの設定速度 
と、スピードメーターおよび7ルチ 
フアンクシヨンデイスフレイの速度 
表示には、若干の誤差び生じること 
びありまず。 

〇指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、クルーズ 
コント□ールび誤作動ずるおそれび 
ありまず。 

Q 急な上りおでは速度を維持ずるた 
めにシフトダウンずることびあり 
ますび、設定しに速度を維持でさ 
ないとさはアクセルペダルを踏んで 
加速してください。 

〇急な下りあや重い荷物を積んでい 
るとをなどは、走行速度を維持ずる 
にめに自動的にブレーキを効かせる 
ことびありまずび、設定速度を維持 
でさないことびありまず。このよラ 
なときは、ブレーキペダルを踏むか、 
テイップシフトでほいギアレンジを 
選択し、エンジンブレーキの効さを 
強くして、減速してください。 

A 警告 

路面が滑りやずいと量は、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。スリップして車のコント□一 
ルを失い、事故を起こすおそれがあ 
0まず。 


クルーズコント□ールを 設定ずる 



①現在の走行速度に設定する/設定速 


度を上げる 
©表示灯 

⑤記憶されている前回の設定速度に設定 
する/現在の走行速度に設定する 
® 現在の走行速度に設定ずる/設定速度 
を下げる 

愈クルーズコント□ールと可変スピード 
US ッ ターを切り誓える 
© クルーズコント□ールを解除ずる 

クルーズコント □ー ルは、可変ス ピー 
ドリミッター 0181ページ）と同じ 
レノ（一で操作しまず。 

► 表示灯®が消灯していることを確 
言忍しまず。 

表示口が点灯しているとさは、レ 
バーを®の方向に押しまず。 

表示灯が消灯しまず。 

►レノ（一を©または④の方向に操作 
します。 
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そのとさの走行速度に設定され 
ます。 
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または 

► レバーを⑤の方向に操作しまず。 
前回の設定速度に設定されまず。 

前回の設定速度び記憶されていない 
とさは、そのとさの走行速度に設定 
されます。 

A 警告 

前回の設定速度に設定ずるとさは、 
周囲びま全な状況であることを確認 
して<ださい。走行中のま度と設定 
ま度に大さな差びあると、急加まや 
急減速して事故を起こずおそれびあ 
0ます。 

► アクセルペダルから足を放しまず。 

自動的に設定速度を維持しなびら走 
行します。 



クルーズコント□ールび設定される 
と、マルチフアンクシヨンディスフレ 
イに" クルーズコント□ー ル"と設定 
速度び数秒間表示されまず。 

また、設定速度から上の部分のクルー 
ズコント□—ルインジケーター®び 
点の' しまず。 

〇 クルーズコント□—ルインジケー 
ターの目盛0は 5 km / h 刻みでず。 

〇 上りあなどを走行ずるとさは、設 
定した速度を維持でさないことびあ 
りまずび、路面び平坦になると、設 
定した速度で走行を再開します。 

〇 じ(下のとさはクルーズコント□一 
ルは設定でさません。このとさは、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" クルーズコント□—ル--- km / 


h " び数秒間表示され、11-- 
点滅します。 


II 部分び 


•約 30 km/h 下の速度で走行し 
ているとさ 

• ESP ® の機能を解除しているとき 

〇 エンジンを停止ずると、記憶され 
ている前回の設定速度は消去され 
ct' ^ 〇 


⑦クルーズコント□ールインジケーター 
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設定速度を変更ずる 


設定速度を上ばる 

► レバーを©の方向に操作しまず。 

レバーを軽く操作ずると、 1 km/h 
単位で上が0まず。 

レノ（一をいっぱいまで操作ずると、 
1 km/h 単位が切り上がり、 10km/ 
h 単位で上がりまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

〇 追い越しなどで一時的に速度を上 
げるときは、アクセルペダルを踏ん 
で速度を上げてください。アクセル 
ペダルから足を放ずと、元の設定速 
度に戻りまず。 

設定速度を下げる 

► レバーを④の方向に操作しまず。 
レバーを軽く操作ずると、 1 km/h 
単位で下が0まず。 

レノ（一をいっぱいまで操作ずると、 
1 km/h 単位が切り下がり、 10km/ 
h 単位で下がりまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

〇 レバーを④の方向に下げている 
とさは、シフトダウンしたり、自 
動的に ブレーキを 効かせることび 
ありまず。 


クルーズコント□ールを 解除ずる 

► レバーを®の方向に操作しまず。 
まには 

► ブレーキ ペダルを 踏みまず。 

または 

► レバーを⑤の方向に押しまず。 
レバーの表示灯び点灯して、巧変ス 
ピード U ミツターび操作できる状態 
になりまず。 

し iTF のとさを、クルーズコント□ール 
は解除されまず。 

• 走行速度び約 30km/hLU 下になっ 
たとを 

• ESP ® び作動したとさや、 ESP ® の機 
能を解除したとを 

• シフトポジションを HE にしたとさ 

このとさは確認音び鳴り、マルチファ 
ンクションデイスプレイに" クルーズ 
コント□ール解除" び数秒間表示され 
9 〇 

また、パーキングブレーキを効かせた 
とさをクルーズコント□ールは解除さ 
れます。 

A 警告 

走行中はシフトポジションを m に 
しないでください。エンジンブレー 
キび効かないため、事故を起こした 
り、トランス S ツションを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 
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可変スピードリミッター _ 

可変スピードリミッターを設定ずる 
ことにより、アクセルペダルを踏ん 
でち、設定速度を超えないよ5に走 
行で'さます。 

設定できる速度は 30 km/h から 
21日 km/h までの間でず。 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
ずる隙は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て< ださい。 

A 警告 

走行しているとさは、軽くブレーキ 
を効かせ続けるなど、ブレーキぺダ 
ルを踏み続けないで<ださい。ブレー 
キシステムび過熱して制動距離び長 
<なった0、ブレーキび効かな<な 
るおそれびあります。 


A 警告 

路面び滑0やすいときは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こずお 
それびあ0まず。 


A 警告 

走行時は法定ま度を遵守して<だ 
さい。可をスピード|」=ッター使用 
時のま全確巧や危険回避については、 
運転をに全責任びあ0まず。 


〇可変スピード U S ッターの設定速 
度と、スピードメーターおよびマル 
チファンクシヨンディスプレイの速 
度表示には、若干の誤差び生じるこ 
とびありまず。 

〇急な下りあや重い荷物を積んでい 
るとさなどは、設定速度を維持ずる 
にめに自動的にブレーキを効かせる 
ことびありまずび、設定速度を維持 
でさないことびありまず。このよ5 
なときは、ブレーキペダルを踏むか、 
ティップシフトでほいギアレンジを 
選択し、エンジンブレーキの効さを 
強< して、減速して<ださい。 

〇 ウィンタータイヤ装着時など、夕 
イヤの許容最高速度に応じた最高 
速度を設定でさるウィンタータイヤ 
スピード U ミッターび装備されてし、 
ます。詳しくは（[>172ページ）を 
ご覧ください。 

ウィンタータイヤスピード1」 S ッ 
ターを設定しているとさは、可変ス 
ピードI」 S ッターの設定速度の上限 
は、ウィンタータイヤスピード1」 
S ッターの設定速度になりまず。 

〇 車の最高速度 Li (上に設定してを、 
最高速度し i (上の速度で走行すること 
はでさません。 

〇 車種や仕様により、設定でさる速 
度び異なる場合びありまず。 

〇 設定速度を維持できないときは、 
警告音び鳴り、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに "設定した制限 
速度を超えました" と表おされる 
ことびありまず。 
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可変スピードリミツターを設定ずる 



①現在の走行速度に設定ずる/ 30 km/h 
に設定ずる/設定速度を上げる 


©表示好 

@記憶されている前回の設定速度に設定 
する/現在の走行速度に設定する/ 
3日 km / h に設定ずる 

® 現在の走行速度に設定する/ 30 km/h 
に設定ずる/設定速度を下げる 
© 可変 スピー ドリ ミッターとクルーズ コ 
ント□ールを切り誓える 
© 可変 スピー ド I 」 ミッターを 解除ず る 

可変スピード US ッターは、クルーズ 
コント□—ル0177ページ）と同じ 
レノ（一で操作しまず。 

► 表示口⑤が点口していることを確 
言忍します。 

表示口が消灯しているとさは、レ 
ノ（一を⑤の方向に押しまず。 

表示口が点口しまず。 


A 警告 

運転を交代ずるとさは、必ず交代す 
る運転者に、可変スピード us ッター 
の機能と設定速度を伝えて < ださい。 
可変スピード U S ッターの機能を知 
らずに運転すると、アクセルペダル 
を踏んでを速度び上がらず、事故を 
起こずおそれがありまず。 

可変スピード U S ッターは設定速度 
1;^上に加速ずる必要のないとさに使 
用して < ださい。 

巧変ス ピー ド US ッターを 設定し 
ているとさは、料下の操作を行なつ 
たとさにのみ、設定速度！;上の速度 
にすることがでさます。 

• レバーを 操作す る 
• アクセルペダルを踏んでキックダ 
ウンさせる 

ブレーキ操作により、可変スピード 
リミッターを解除することはできま 
せん。 

►レノ（一を©または④の方向に操作 
しまず。 

• 走行速度が 30 km/hiU 上のとさ 
は、そのとさの走行速度に設定 
されまず。 

• 走行速度が 30 km/hL ツ下のとき 
は、 30 km/h に設定されまず。 


B を邸6恒冊 











走行装備 


183 


または 

► レバーを®の方向に操作しまず。 

• 前回の設定速度に設定されまず。 

• 前回の設定速度が消去されてい 
て、走行速度が 30 km / hLU 上の 
とさは、そのとさの走行速度に 
設定されます。 

• 前回の設定速度が消去されてい 
て、走行速度が 30 km / hiU 下の 
ときは、 30 km / h に設定されまず。 

A 警告 

可変スピード US ッターを設定する 
とさは、周囲の安全、特に後方の車な 
どにミ主意しながら操作して<ださい。 
前回の設定速度が走行速度よ0低い 
とさは、前回の設定速度に設定する 
と、アクセルペダルを踏んでいてを 
車は減速しまず。 


〇 エンジンを停止ずると、記憶され 
ている設定速度は消去されまず。 



® 巧変スピードリ S ッターインジケー 
夕一 


可変スピードリ三ッターが設定される 
と、マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに" 制限速度" と設定速度が数秒間 
表示されます。 

また、設定速度から下の部分の可変ス 
ピードリミッターインジケーター® 
が点灯しまず。 

〇 可変スピードリミッターインジ 
ケーターの目盛りは日 km / h 刻み 
でず。 

設定速度を変更ずる 


設定速度を上げる 

► レバーを①のち向に操作しまず。 
レバーを軽く操作ずると、1 km/h 
単位で上がりまず。 

レバーをいっぱいまで操作ずると、 
1 km/h 単位が切り上がり、 10 km / 
h 単位で上がりまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
cK 弓 〇 

手を放したとさの速度に設定され 
cK 当 〇 

設定速度を下げる 

► レバーを④の方向に操作しまず。 
レバーを軽く操作ずると、1 km/h 
単位で下がりまず。 

レバーをいっぱいまで操作ずると、 
1 km/h 単位が切り下がり、 lOkm/h 
単位で下が0まず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 
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可変スピードリミッターを解除ずる 

► レバーを®の方向に操作しまず。 
まには 

► レバー を⑤の方向に押しまず。 
レバーの 表示灯び消灯して、 クルー 
ズコント□ールび操作でさる状態に 
なります。 

A 警告 

可変 スピー ド1」 吉ッターはブレーキ 
ペダルを踏んでち瞄除でさません。 

し U 下のとさを、可変スピード U ミッ 
ターは解除されまず。 

• アクセルペダルを踏んでキックダウ 
ンしたとさ 

このとさは確認音び鳴りまず。 

ただし、設定速度より約 20 km/h 
し iLh ほい速度までは、キックダウン 
してを解除されません。 

• エンジンを停止したとき 


ダイナミック八ンドリングパッケー 

ジ * _ 

運転状況や走行状況に合わせて' 自動的 
にサスペンションの制御を行ないまず。 

サスペンションは、主としてじ(下の要 
因に応じて制御されまず。 

• 運転スタイル 

• 路面状況 

• 選択しているサスペンションモード 



スポーツモード 


サスペンション制御を硬めの設定にず 
ることにより、タイヤの路面追従性を 
向上させまず。スポーツ性を重視した 
サスペンション制御になりまず。 

また、エンジン回転数に応じて、アク 
セルペダルによるエンジンの反応び向 
上します。 

山道での走行など、スポーティな走行 
をずるとさに適していまず。 

スポーツモードを選択ずる 

► エンジンを始動しまず。 

► スポーツモー ドスイッチ⑤を押し 
ます。 

表示灯®び点灯し、マニュアルギ 
アシフトを選択していないときは、 
走行モード0143ぺージ）び S モー 
ドになりまず。 

エンジンを停止ずると、スポーツモー 
ドは解除され、コンフオートモードに 
なります。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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コンフオートモード 


快適性を重視したサスペンシヨン制御 
になりまず。 

カーブの少ない高速道路などを走行ず 
るとさに適していまず。 

コンフォートモードを選択ずる 

► スポーツ モー ドスイッチ®を押し 
ます。 

表示口のが消灯し、 マこュ アルギ 
アシフトを選択していないときは、 
走行モード （>1 43ぺージ）が E モー 
ドになりまず。 


ホールド機能 _ 

坂道での発進や信号待ちをしていると 
さなどに、車が前進または後退するこ 
とを防ぐ機能でず。 

ブレーキ ペダルを踏み続けたり、 パー 
キング ブレーキを 効かせな<てち、 通 
常の路面で、停車した状態を維持する 
ことがでさまず。 

ホールド機能の作動条件 


ぶールド機能は、(下のとさに作動さ 

せることがでさまず。 

• 停車しているとさ 

• エンジンがかかっているとさ、ま 
たは ECO スタート/ストップによ 
りエンジンが自動的に停止してい 
るとさ 

• 運転席ドアを閉じているとき（運転 
席の乗員がシートベルトを着用し 
ているとさは、運転席ドアが開い 
ているときち作動しまず。） 


• パー キンクブレーキが解除されてい 
るとさ 

• ボンネットの□ックが解除されてし、 
ないとさ 

•シフトポジションが EE、 rm 
EE のいずれかのとさ 

ホールド機能を作動させる 


► ホールド機能の作動条件を確認し 
9 〇 

► ブレーキペダルを意識的に素早<深 
<踏み込みまず。 

A 警告 

ホールド機能が作動しているときは、 
車に ブレーキが かけ5れています。 
洗車機に入れるときやけん引などで 
車を動かずとさは、ホールド機能を 
解除してください。 



マルチファンクシヨンディスプレイ 
にホールド機能表示灯©が表示され 
ます。 

表示されないとさは、ブレーキペダル 
をかし戻して、再度意識的に素早<深 
<踏み込みます。 

ホールド機能が作動し、ブレーキぺダ 
ルから足を放してち停車したままにな 
りまず。 
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ホールド機能を解除ずる 


，政下のいずれかの操作をずると、ぶ一 
ルド機能は解除され、ぶールド機能表 
示灯©が消口しまず。 

• シフトポジションが EE または 
EE のとさに、アクセルペダルを 
踏んだとさ 

• シフトポジションを [ E にした 
とさ 

• ブレーキペダルを再度踏んだとさ 

A 警告 

ホールド機能が作動している状態で 
車か5降りないで < ださい。 

ホールド機能は、車外から、または 
運転者し U がの同乗者が操作したり解 
除しないで < ださい。 

ホールド機能はパーキングブレーキ 
に代わるものではありません。絶対 
にパーキングブレーキとして使用し 
ないで < ださい。 

し U 下のとさは、ホールド機能が解除さ 
れ、車が動さだずおそれがありまず。 

• アクセルペダルを踏んだとさや、 
ブレーキペダルを再度踏んだとさ 
• システムまたは電力供給に異常 
(バッテリーあがりなど）がある 
とさ 

• エンジンルームの電気システムや 
ヒューズなどが変更されたとさ 
• バッテ U —の接続が断たれたとき 
エンジンを停止するときや駐車する 
とさ、車から離れるとさは、必ずホー 
ルド機能を解除し、パーキングブレー 
キを効かせて、セレクターレバーを 
[E に入れてください。 


H ホールド機能を解除したときは、 
車の動さに十分注意して<ださい。 

P シフトポジションを [ PJ にして 
ぶールド機能を解除したとさは、 
パーキングブレーキを効かせるかブ 
レーキペダルを踏んで、確実に停車 
して < ださい。 

〇 シフトポジションが CE のとさ 
にアクセルペダルを踏んでち、ホー 
ルド機能は解除されません。 

〇 ホールド機能が作動して停車し 
ているとさにパーキングブレーキを 
効かせてち、ぶールド機能は解除さ 
れません。 

ホールド機能が作動しているとさに、 

ブレーキペダルを深<踏み込まずに m 

下の操作をずると、マルチファンク 

ションディスプレイに lip レンジにシ 

フトして< ださい" と表示されまず。 

• 運転席の乗員がシートベルトを着用 
していない状態で運転席ドアを開< 
か、運転席ドアを開いて運転席の乗 
員びシートベルトを外したとさ 

• エンジンを停止したとき （ ECO ス 
タート/ストップによりエンジンび 
自動的に停止している場合を除く） 

• ボンネットの□ックを解除したとさ 

► セレクターレバーを [PJ に入れ、 
車び動さ出さないよ5にして<だ 
さい。 

ホールド機能び解除されまず。マル 
チファンクションディスプレイの警 
告メッセージび消えまず。 
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ぶールド機能が作動しているとさに政 
下の操作をすると、ホーンち鳴りまず。 

• エンジンが停止しているとさに、運 
転席の乗員がシートベルトを着用 
していない状態で運転席ドアを開< 
か、運転席ドアを開いて運転席の乗 
員がシートベルトを夕1したとさ 

• ボンネットの□ックを解除したとき 

ホーンの音は、ぶールド機能を作動さ 
せたまま車が駐車されたことに対する 
警告でず。 

ホーンが鳴っているときにリモコン操 
作で施錠しよラとずると、ぶーンの音 
量が上がりまず。ぶールド機能を解 
除するまでは、施錠できません。 

〇 ホールド機能を作動させたままエ 
ンジンを停止したときは、ホール 
ドを解除ずるまで、エンジンを再始 
動することはでさません。 

ホールド機能を作動させているとさ 
に、システムまたは電力供給に異常 
(バッテ U —あがりなど）が発生した 
ときは、マルチフアンクションデイス 
プレイに" ずぐにブレーキを踏んで< 
ださい" と警告><ッセージが表示され 
ます。このときは、警告><ッセージが 
消えるまで、ブレーキペダルをしっか 
り踏み込んでください。さらにシフト 
ポジションを [ E にしてホールド機 
能を解除し、パーキングブレーキを効 
かせて確実に停車ずるととちに、ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に連 
弟各して < ださい。 


パークト□ニック 


A 警告 

パークト□ニックは運転者を支援する 
システムでず。運転者はパークト〇 
ニックだけに頼らず、必ず周囲の状況 
を確認してください。 


A 警告 

特に周辺に人や動物がいないことを確 
認してくださし、。 

パークト□ニックは、超音波センサー 
による電子式駐車補助システムです。 
車両と障害物との距離を視覚的、聴覚 
的に示しまず。 

パークト□ニックは、じ(下のときに自 
動的に作動しまず。 

• イグこッション位置が2のとき 

•シフトポジションが EE 、 EE 、 
CE のいずれかのとさ 

• パーキングブレーキが解除されてい 
るとさ 

パークト□ニックは、走行速度が約 
18 km / h じ(下のときに作動しまず。 
走行速度が約1 8 km/h 上になると 
作動を停止しまず。 

フ□ントバンパーの6個のセンサーと 
リアノ（ンノ（一の4個のセンサーが障害 
物などを感知しまず。 


I 







①センサー（フ□ント>1 くンノ く一左側の例) 


P センサーにミ尼や氷、雨、水しぶさ 
などび付着した状態のとさは、ホ 
色インジケーターだけび点灯して、 
約20秒後にパークト□ニックび停 
止することびありまず。センサーに 
損傷をちえないよ5ま意して、定期 
的に清掃してください （0294 ぺ一 
ジ）。 


センサーの感知節囲 



側ちから見た感巧範囲（クーペ) 





上方か6見た感巧範囲（クーペ) 


フ□ントバン A ‘一 のセンサー 


センター部 

約100 cm 〜 20 cm 

コーナー 部 

約 60 cm 〜 1日 cm 


U アバン A ‘一 のセンサー 


センター部 

約1 20 cm 〜 20 cm 

コーナー 部 

約 80 cm 〜 1 5 cm 


P バンパーのセンター部で約 20 cm 
し:■(巧、コーナー部で約1 5 cm (内 
にある障害物は感知でさません。 


〇センサーの周辺にアクセサ U —な 
どを取0付けないで<ださい。パー 
クト□ニックび正雷に作動せず、車 
を損傷したり事故につなびるおそれ 
びありまず。 

〇針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるをのに十分ま意してく 
ださい。これらび至近距離内にある 
とを、状況によっては、センサーび 
これらを感知せず、車や物を損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を感知しないことびあり 
ます。 


走行装備 


パークト□ニックセンヴー 
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〇洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどび 
おくにあると、超音波び乱され、パー 
クト□ニックび正苗に作動しないこ 
とびありまず。 

〇温度や湿度び高いとさや超音波 
やほ周波を発生させる機器び車 
の近くにあるとさ、まにエンジン 
ルームの温度び高いとさは、 パー 
クト□ニックび正常に作動しない 
ことびありまず。 

〇路面び平坦でないとさは、パー 
クト□ニックは正常に作動しない 
ことびありまず。 


インジケーター/作動表示な 



フ□ント 


①左側インジケーター 
③ち側インジケーター 
③フ□ント作動表示打 



1」ア（クーペ） 

のを側インジケーター 
③ち側インジケーター 
⑤ U ア作動表示灯 

パークト□ニックのインジケーター/ 
作動表示灯は、フ□ントはダッシュ 
ボード上の図の位置、リアは、クーペ 
は後席のルーフライニング、カブ U 才 
レは左ち U アへッドレストの間にあり 
ます。 

感知節囲に障害物び入ったとを 

黄色インジケーターび1個点灯し 
ます。 

障害物とのお離びお<なるにつれ、点 
灯ずる黄色インジケーターの数び増え 
ていさます。 

障害物との距離び近くなったとを 

黄色インジケーターに加えて1個目の 
赤色インジケーターび点灯し、警告音 
び断続的に約3秒間鳴りまず。 

最短感知距離（約20〜 15 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加えて 
2個目のホ色インジケーターび点灯 
し、警告音び連続的に約3秒間鳴0 
ます。 
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八ークト□ニックの作動 


パークト□ニックは、シフトポジシヨ 
ンに応じて、じ(下のように作動しまず。 


シフト 

ポジション 

作動内容 

曲 

フ□ントのセンサー 
び作動し、フ□ント 
の作動表示灯び点灯 
します。 

I R II N I 

フ□ントと U アのセ 
ンヴーが作動し、フ 
□ントとリアの作動 
表示灯が点口しまず。 

パークト□こックは 
作動しません。 


田 

〇 イグニッシヨン位置を2にずる 


と、すべてのインジケーターと作動 
表示灯び一瞬点灯しまず。 


パークト□ニックの停止 



①表示な 

⑤バークト□ニックオフスイッチ 


パークト□ニックの機能を解除ずる 

► イグニッシヨン位置び2のとをに、 
パークト□ニックオフスイッチ® 
を押します。 

スイッチの表示灯のび点灯しまず。 

パークト□ニックを作動させる 

► パークト□ニックオフスイッチ® 
を押しまず。 

スイッチの表示灯のび消灯しまず。 
〇 パークト□ニックオフスイッチで 
パークト□ニックを停止してを、：欠 
にイグニッシヨン位置を2にして 
パーキングブレーキを解除しにと 
を、パークト□ニックは自動的に作 
動します。 


パークト□ニックの機能を解除でさ 
ます。 
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パーク ト □ニックの トラブル 


トラブル 可能性のある原因/症状および ► 対応 

パークト□ニックのパークト□ニックの故障のため、機能び解除されている。 

赤色インジケーター ► トラブルび続くよラであれば、方ルセデス•ベンツ指定サービスエ場で 
だけび点灯している。 パークト□ニックの点検を憂けてください。 

約2秒間警告音び 
鳴った。 

約20秒後にパークト 
□ニックの機能び解 
除され、パークト〇 
ニックオフスイッチ 
の表示灯び点灯した。 

パークト□ニックのパークト□ニックセンサーび巧れているか、付着物などびある。 

ホ色インジケーター ►パークト□ニックセンサーを清掃してください（[>294ぺージ）。 

だけび点灯していな。►再度、イグニッション位置を2にしてください。 

約20秒後にパークト 

□-ッ A の機能が解外部®胃波や超胃波の干渉などに c ^：^^'機能だく解除てし' iS 。 

除された。 所を変えて、パークト□ニックの作動を確認して<ださい （>190 ペー 

ジ）。 
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パーキングアシストリアビューカ 
メラ _ 

パーキングアシスト U アビューカ ラ 
は、車の後方の映像と音声により、車 
庫入れや縦列駐車などの後退操作を補 
助するシステムでず。 

A 警告 

車の周辺に人や動物がいないことを 
確認してください。 

A 警告 

リアビューカメラは運転の補助を行 
なラ装備です。状況によっては、障害 
物が歪んで表示されたり、正しく表 
示されなかったり、まったく表示さ 
れないおそれがあ0まず。リアビュー 
力^ラは、運転者の不注意を補ラち 
のではありません。1；^下のものは、 
リアビューカ^ラに表示されないこ 
とがおりまず。 

• U アバンパーのすぐ近くにあるをの 

• U アバンパーの下ちにあるち)の 
• トランクのおくにあるをの 

リアビューカメラ使用時の安全確保 
や危険回避については、運転者に全 
責任があります。 U アビューカ;ラ 
を使用ずる際を、常に車両の周囲に 
ミ主意をもってください。 

絶対に COMAND ディスプレイの映 
像だけを見て後退や車庫入れなどを 
しないで<ださい。必ず自分の目や 
S ラーで後方や周囲の安全を直接確 
認してください。 


A 警告 

じ(下のときは、 U アビューカラが 
正常に作動しなかったり、機能が制 
限されるおそれがあります。 

• トランクが完全に閉じていないとさ 
• 激しい雨や雪が降っているとさや 
霧のとさ 

• 夜間や暗い場所にいるとさ 
• 力^ラにへッドライトや日光の反 
射などの強い光が直接当たったと 
さ（映像に白い縦線が入ることが 
ありまず） 

• 董光灯の下で使用ずるとさ（映像 
にちらつさが出ることがお0ます） 

• 急激な温度変化があったとを（寒 
冷時に暖房されたガレージに入っ 
たとさや力^ラに;令水や温水がか 
かったとさなど） 

• 力^ラがミちれていたり、付着物が 
あるとさ 

. 車の後部を損傷したとさ 

車の後部を損傷したときは、^ル 
セデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で力;>< ラ位置の点検と調整を行 
なって < ださい。 

上記のよラな場をは、 U アビューカ^ 
ラを使用して後退操作を行なわない 
でください。人や他の車、障害物に 
衝突したり、事故につながるおそれ 
がお0まず。 
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y 後退駐車まには縦列駐車をしてい 
るときに、 COMAND システムの他 
の機能を作動ごせると、パーキング 
アシスト U アビユーカメラの映像び 
中断されます。 

〇必ず指定されにサイズのホイール 
やタイヤを装着してください。指定 
し U がのホイールやタイヤを装着ずる 
と、システムに影響を及ぼずおそれ 
びありまず。 

P カメラの周囲に強い衝撃を与え 
ないで< ださい。故障の原因にな 
りまず。 

〇柔員人数や荷物の積載量びを<車 
両びミ尤み込んだ0傾いた0している 
場合は、画面に表示されているガイ 
ドラインに誤差び生じまず。必ず自 
分の目や S ラーで後方や周囲のま全 
を直接確認してください。 

〇ガイドラインび表示されないなど 
故障のおそれびあるとさは、メルセ 
デス-ベンツ指定 サービス エ場にお 
たずね < ださい。 

P し U 下のよラな場合はシステムを使 
用しないで < ださい。 

• 積雪路面や凍結路面など、タイ 
ヤびス U ップしやずいとさ 

• あ道やカーブなどの平坦または 
直線でない道路 


カメラの位置 



クーペ 
のカメラ 


カメラのは、トランク八ンドルの左 
側に装倫されていまず。 


COMAND ディスプレイの映像 



後退駐車モードの映像 
①予想進路ガイドライン（黄色) 
⑤4.0 m ガイドライン（黄色） 

⑤1 . Om ガイドライン（黄色） 

④0.25 m ガイドライン（ホ色） 


COMAND ディスプレイに映し出ごれ 
る映像は、 ルーム S ラー やドア云 ラー 
で見るのと同じ左ちを反転させた鏡像 
となりまず。 
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A 警告 

安全のた故、ガイドラインの色の識 
別が困難な方は、パーキングアシス 
卜 U アビユーカラを使用しないで 
ください。 

Q 後方に駐車している車のノ（ンパー 
やトラックの荷台など、路面に接し 
ていない立体の障害物は、ディスプ 
レイの映像では実際よりち遠くにあ 
るように見えまず。ガイドラインだ 
けで距離を判断せず、必ず周囲の状 
況を直接確認して < ださい。 

D 障害物に向かって後退していると 
きは、障害物が日. 25m ガイドライ 
ン ® を越えないようにミ主意して< 
ださい。障害物によっては、日. 25m 
ガイドライン④まで後退ずる！;!前 
に衝突ずるおそれがありまず。 

P ステア U ングをまわしながら後 
退するときは、車のフ□ント部が 
他の車や障害物に接触しないよラ 
に注意してください。 

D 路面に接していない障害物や上方 
の空間にある障害物はガイドライン 
内にな<てち接触ずる可能性があり 
ます。十分にミ主意してくださし、 

〇 トランクが開いていたり、完全 
に閉じていない状態でシフトポジ 
シヨンを EE にしたとさや、パー 
キングアシスト U アビユーカラ 
作動中にトランクを開いたときは、 
ガイドラインは表示されません。 
このときは COMAND ディスプレ 
イに" トランクが開いていまずパー 
キングアシストを中止しまず。" と 
数秒間表示されまず。 


〇 シフトポジションを 「R Iから他の 
位置にしたときは、数秒間パーキン 
グアシスト U アビユーカラの映像 
が COMAND ディスプレイに表示さ 
れます。 

〇 パーキングアシスト U アビユー 
カメラを作動させているとさに、 
COMAND システムの他の機能を作 
動させると、パーキングアシスト 
U アビューカラの映像が中断さ 
れまず。 

後退駐車モード 


駐車場の駐車スペースなどに後退して 
駐車ずるとさに、後退操作を補助ずる 
モー ドでず。 

後退駐車モードにずる 

► COMAND システムをオンにしまず。 
► シフトポジションを EE にしまず。 

► COMAND ディスプレイに後方の映 
像が表示されまず。 



①後退駐車アイコン 


が表示されていないときは、 
後退駐車アイコンご3のを選択 
して、 COMAND コント□ーラーを押 
しまろ。 
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► 後退駐車時のガイドラインび表おさ 
れます。 

〇 " 戻る"を選択して COMAND コ 
ント□ーラーを押ずと、パーキング 
アシスト U アビューカメラの映像び 
消え、元の画面に戻りまず。 

パーキングアシスト U アビユーカメ 
ラの映像を再度表示させるには、シ 
フトポジションを HE じ(外にして、 
再度 CE にしまず。 

ステア IJ ングをまねさないで、まつず 
ぐ後退駐車ずる 




車両の状態 


①自車位置 

③ 4.0m ガイドライン（黄色） 

⑤予想進路ガイドライン（黄色） 

④ 1 .Om ガイドライン（黄色） 

⑤ 0.25 m ガイドライン（ホ色） 


► 予想進路ガイドライン⑤び駐車ス 
ぺースに収まってし^ることを確認 
し、周囲にま意しなびら、まっすぐ 
後退しまず。 

〇ガイドライン内やその周辺、上方 
の空間に障害物などびないことを確 
認してください。 

ステア U ングをまわしなび5、後退駐 
車ずる 



①自車位置 

⑤予想進路ガイドライン（黄色） 

⑤1.0 m ガイドライン（黄色） 

④ 0.25 m ガイドライン（赤色） 

⑤ 直進ガイドライン（青色） 

® 4.0 m ガイドライン（黄色） 

直進ガイドライン⑤は、ステアリン 
グび直進状態で車び後退ずるとさの進 
路を示します。 

予想進路ガイドライン⑤は、そのと 
さのステア U ングの操驼角で車び後 
退するとさの予想道路を示しまず。 

► 予想進路ガイドライン⑤び駐車ス 
ペースのなかに収まるよラにステア 
1」ングをまわしなびら、ミ主意して後 
退しまず。 
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►直進ガイドライン⑤び、駐車しよ 
ラとしているスペースと平行になっ 
たら、 ステア U ングを直進位置に戻 
して、後退してください。 

〇ガイドライン巧やその周辺、上方 
の空間Iこ障害物などびないことを確 
認してください。 

〇ステア U ングをまわして予想進路 
ガイドライン③の位置を調整して 
を、予想進路ガイドライン巧に障 
害物び入ってしま5場合は、駐車 
スペースび狭ずざまず。そのスペー 
スには駐車しないでください。 

縦列駐車モード 

路上の駐車スペースなどに縦列駐車ず 

るとをに、画面表示と音声案巧で後退 

操作を浦助するモードでず。 

縦列駐車ずる 



〇 駐車スペース⑤の前方に駐車車 
両びないとさは、後退駐車モードで 
，駐車ずることをお勧めしまず。 

► COMAND システムをオンにしまず。 
► シフトポジションを HE にしまず。 

► COMAND ディスプレイに後方の映 
像び表おごれまず。 



@ 


④縦列駐車アイコン 

1 ] び表示されていないと 


きは、縦列駐車アイコン I 9、 ~1 
④を選択して、 COMAND コント □— 
ラーを押しまず。 


③駐車スペース前方の駐車車両 
③駐車スペース 

► 駐車スペース前方の駐車車両③か 
ら約1 m 間隔を空けて平行に、駐車 
車両⑤の前端から自車び約半分ほ 
ど前に出た位置で、停車しまず。 

ステアリングは直進状態にしまず。 



冒 


車両の巧態 

⑤駐車スペース前ちの駐車車両 
⑤垂直ガイドライン 

► 縦列駐車モードのガイドラインび表 
示されまず。 
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〇" 戻る"を選がして、 COMAND コ 
ント□ーラーを押ずと、パーキング 
アシスト U アビューカメラの映像び 
消え、元の画面に戻りまず。 

パーキングアシスト U アビューカメ 
ラの映像を再度表示させるには、シ 
フトポジシヨンを CE じ(外にして、 
再度 CE にしまず。 

► 垂直ガイドライン⑤び、駐車スペー 
ス前方の駐車車両 ⑤ の後端に合5 
までステア U ングをまねさずに後退 
します。 

► 垂直ガイドライン⑤び駐車車両の 
後端に合ったら、停車しまず。 

[I垂直ガイドライン⑤び駐車車両 
⑤の後端から外れていると、正しい 
位置に駐車でさません。 



垂直ガイドラインび表示されてからし 
ばらくずると、駐車位置ガイドライン 
(D び表示されまず。 



⑦駐車位置ガイドライン（道路側) 
④駐車位置ガイドライン（縁石側) 


► 停車した状態で、駐車位置ガイドラ 
イン（道路側）⑦び駐車車両の夕 
イヤの接 i せ面に接ずるまで、ステア 
U ングをまねしまず。 

まに、このとき駐車位置ガイドライ 
ン（縁石側）④び、駐車スペース 
の前後の車両や道路の縁石、摄や電 
せなど道路脇の障害物にかかってい 
ないことを確認してください。 

〇駐車位置ガイドライン（道路側） 
©び駐車車両のタイヤ部分に交 
わってし''ると、正しし''位置に駐車ず 
ることびでさません。 

〇駐車位置ガイドライン（縁石側） 
④び正しい位置に合っていること 
を確認してください。正しい位置 
に合わせないまま後退ずると、駐 
車車両や障害物に衝突ずるおそれ 
びありまず。 

〇ステア U ングをまわして駐車位置 
ガイドライン（縁石側）④の位置 
を調整してを、駐車位置ガイドライ 
ン内に駐車車両や障害物び入ってし 
まう場合は、駐車スぺースび狭ずざ 
ます。そのスペースには,駐車しない 
で < ださい。 
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y ステア u ングをまわしずざたとさ 
は" ステア U ングをまわしずぎてい 
ますステア U ングを戻してくだ 
さい" と表おごれまず。 

►駐車位置ガイドライン（縁石側）④ 
を正しい位置に合わせたら、ステア 
U ングはそのままで、ゆっくりと後 
退します。 

►後退をはじめると、画面から垂直 
ガイドライン⑤、駐車位置ガイ 
ドライン（道路側）⑦、駐車位置 
ガイドライン（縁石側）④び消え 
ます。 

P 周囲のま全を確認しなびら、ゆっ 
<り後退して < ださい。 

Olu 下のとをはガイドび中止され 
ます。 

• シフトポジションをじ j がに 
したとさ 

• "戻る"、またはご^を選択し 
たとさ 

• COMAND コント□ールパネルの 
アプリケーション選択ボタンな 
どを押したとさ 

• ステアリングを操作したとき 


H 後退ずるとさは必ず周囲の状況を 
直接確認して < ださい。特に車の 
フ□ント部が人や他の車、障害物 
などに衝突しないよラにま意して 
<ださい。 

〇後退をはじめた後は、ステア U ン 
グをまわさないで<ださい。ステ 
ア U ングをまわずとガイドび中止さ 
れ、" ステア U ングの位置び変わり 
ましたパーキングアシストを中止 
しまず。 IIと表示されまず。 

〇ガイドび中止された場合は、最初 
から後退操作をやりなおしてくだ 
ごし、。 



® ステア U ング角度ガイドライン 


►そのままゆっくり後退ずると、ステ 
アリング角度ガイドライン®び表 
示されます。 

縁石などの駐車スペースの縁に、ス 
テア U ング角度ガイドライン®び 
合5までステア U ングをまわさない 
で、そのままゆっくり後退しまず。 

► ステア U ング角度ガイドライン® 
び正しい位置に合ったら、停車し 
ます。 
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⑩直進ガイドライン（青色） 

® 予想進路ガイドライン（黄色） 

► ステア U ングを反対方向にいっぱい 
までまわします。 

直進ガイドライン⑩と予想進路ガ 
イドライン®び表示されまず。 

► 予想進路ガイドライン®び縁石な 
どの駐車スペースの縁と接ずるまで 
ゆっくり後退しまず。 

P 後退ずるとさは必ず周囲の状況を 
直接確認してください。特に車のフ 
□ント部び前方の駐車車両などに衝 
突しないよ5にま意してください。 

►車び、駐車しよラとしているスペー 
スと平 fiM こなっにら、ステアリング 
を直造位置に戻しまず。 

P ステア U ング操作は、必ず停車し 
た状態で行なつてください。 


A ’ー キンクアシストリアビユーカメラ 
の設定 

► COMAND コント□ールパネルの 
nm ボタンを押しまず。 

または 

► アプ U ケーシヨンェ U アの "システム II 
を選択します。 

システム基本画面になりまず。 



日 WH ! 玉 


II 設定" 一 " U アビ ュー カメラ" を 
選択しまず。 


は 

imA ： 


闕■化 
■—BUS 左 

かピュー巧 


/ Lj 〜 nap 
■№ 1 "抽。か 

データイ:^ポーエロユポ ー h 
リセか 
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パーキンクアシストリアビューカメラ 
の起動設定 

► II U バース連動" を選択しまず。 

COMAND コント□ーラーを押ずた 
びに、左側のボックスのチェック 
マークが表示/消去されまず。 


パーキンクアシストリアビユーカメラ 
の音声案内設定 

► II 音声案内" を選択しまず。 

COMAND コント□ーラーを押ずた 
びに、左側のボックスのチェック 
マークが表示/消去されまず。 



チェック 
マーク 

作動内容 

表示 

シフトポジションを 
CE にずると、パーキ 
ングアシスト1」アビュー 
カメラび自動的に起動し 
ます。 

消去 

パーキングアシスト U ア 
ビューカメラは起動しま 
せん。 

〇 エンジンスイッチからキーを巧い 


チェック 
マーク 

作動内容 

表示 

音声案内び行なわれ 


9 〇 

消去 

音声案内は行なわれ 


ません。 


〇 音声ガイドの音量は、ステアリ 
ングスイッチの I 牛 ir ^ iv または 
COMAND コント□ールパネルの音 
量調整ダイヤルで調整でさまず。 


てち、設定内容は記憶されまず。 
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アテンションアシスト 

アテンションアシストは、高速道路 
や幅の広い道路を走行するとさなど、 
長時間にわたる単調な運転を行なっ 
ているとさに運転者を補助ずるシス 
テムです。 

アテンションアシストは、約 80 km/h 
〜約 180 km / h で走行しているとき 
に作動しまず。運転者の運転スタイ 
ルや運転時間などから、運転者の疲 
労や注意力の低下の典型的な兆候を 
検知したとさに警告を行ない、休憩 
を促します。 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
ずる隙は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

A 警告 

アテンションアシストは、お<まで 
運転者の補助のみを行なラちのであ 
り、疲労やを意力低下に対ずる警告 
が遅れたり、まった<警告が行なわ 
れないことがありまず。また、十分 
なイ木憩を取0、集中力を持つ運転者 
の代わりになるをのではあ0ません。 
疲労によ0、危険な状況の認知が非 
常に遅れたり、また、状況の判断を 
誤ったり、反応が遅れることがあり 
ます。運転前や運転中は疲労してい 
ないことを確認して<ださい。運転 
が長時間にわたるとさは、適時かつ 
定期的に休憩を取って<ださい。ち 
険を認知ずることがでさず、事故を 
起こしたり、運転者や他の人がけが 
をするおそれがあります。 


アテンションアシストは、 UTF のよラ 

な状況を考慮して、運転者の疲労やま 

意力低下を判断しまず。 

• ステアリング操作などの運転スタ 
イル 

• 時刻や運転時間などの運転状況 

UTF のよラなときは、アテンションア 

シストの機能が制限され、警告が遅れ 

たり、警告がまった<行なわれないこ 

とがあります。 

• 大さな凹凸や巧があるなど、道路状 
況が悪いとさ 

• 横風が強いとさ 

• スピードを出してカーブを曲がっ 
ているとさや急加速で運転している 
とさなど、非常にスポーティな運転 
を行なっているとさ 

•約8日 km/h (下や約1 80 km / h 政 
上の速度で走行していることが多い 
とさ 

%上記は、車両の機能の説日月でず。公道を走行 
ずる隙は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

• C 0 MAND システムを操作している 
とさや C 0 MAND システムの電話 
機能で通話しているとさ 

• 時刻の設定が正し<ないとさ 

• 車線を変えたり走行速度を変える 
など、絶えず運転状況に変化があ 
るとさ 
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アテンシヨンアシストの設定と解除 


アテンシヨンアシストの設定と解除は 
マルチフアンクシヨンディスプレイで 
行ないまず （>16 日ページ）。 



アテンションアシストが設定されてい 
るときは、マルチフアンクションディ 
スプレイにアテンションアシストマー 
ク①が表示されまず。 

アテンションアシストの警告 

アテンションアシストが設定されてし、 
てち、運転を開始してから約2日分 iU 
内は警告は行なわれません。 

警告が行なわれると断続的な警告音と 
ともに、マルチフアンクションディス 
プレイに "アテンションアシスト休 
憩して<ださい" と表示されまず。 

このとさは 

►必要であれば、イ木憩を取って< だ 
さい。 

► 应のを押しまず。 

マルチフアンクションディスプレイ 
( D 乂 ッセージが 消えまず。 


長時間の運転では、適切な化息をする 
ために、適時かつ定期的な化憩を設け 
て < ださい。イ木憩ずることな < 運転 
を続け、運転者の疲労やま意力の低 
下の典型的な兆候を検知したとさは、 
約15分経過 iU 降に再度警告を行ない 
9 〇 

UTF の操作を行なラと、アテンション 
アシストは U セツトされまず。 

• エンジンを停止したとさ 

• 運転を交代したりイ木憩を取るなど 
で、運転者がシートベルトをがして、 
運転席ドアを開いたとさ 


レーンキーピングアシスト* 

レーンキーピングアシストは走行速 
度が約 60 km/h Li (上のときに作動し 
ます。 

レーンキーピングアシストは路面の車 
線ラインを検知し、車線をがれそラに 
なったとさに運転者に警告を行ない 
ます。通常は前輪が車線ラインを越え 
たとさに警告が行なわれまず。 

警告は、約 1. 日秒間ステア U ングぶ 
イールを振動させることにより行なわ 
れまず。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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レーンキーピンクアシストカメラの 
位置 



の レーンキーピングアシストカ;><ラ 

フ□ントウインドウ上部に装着された 
レーンキーピングアシストカラ① 
により、レーンキーピングアシストは 
車両前部をモこターしまず。 

A 警告 

レーンキーピングアシストは、車線 
内を自動的に走行させるシステムで 
はあ0ません。レーンキーピングア 
シストは運転者を支援ずるシステム 
であり、状況によっては、車線ライ 
ンを正確に検知でさなかったり、まっ 
た<検知でさないことがありまず。 
レーンキーピングアシスト作動時の 
安全確保や危険回避については、運 
転者に全責任があ0まず。 

し U 下のとさは、システムの作動に影 
響を与えたり、システムが作動しない 
ことがありまず。 

• 道路の照明が不十分だった0、降 
雪時や降雨時、霧や小雨などで視 
界が悪いとき 

• 太陽光線や対向車のへッドライト 
などで腔惑があるとき 


• フ□ントウインドウが巧れている 
とさや曇っているとさ、貼付して 
あるステッカーなどで力^ラが遮 
られているとさ 

. 車線ラインが何本わあるとさや、 
車線ラインびないとき 
. 車線ラインが薄くなっているとさ 
や黒ずんで いると さ、またはミちれ 
や雪などに覆われているとさ 
. 先行車との車間距離が短いため、 
車線ラインが検知でさないとさ 
• 工事区間など、車線ラインがあい 
まいなと量 

. 車線の合流や高速道路の出口など、 
車線ラインが頻繁に変わるとさ 

. 車線の幅が狭いとさや車線がカー 
ブしているとさレーンキーピング 
アシストは、道路や交通の状況を 
検知ずることはで量ません。また、 
運転者の代わ0に運転操作を行な 
ラことはできません。走行速度や 
ブレーキ操作、ステア U ング操作 
については運転者に全責任があり 
まず。道路や天候の状況に合わせ 
て運転し、常に周囲の交通状況に 
注意をキムってください。危険な状 
況を正し<認識でさず、事故やけ 
がの原因になりまず。 
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レーンキーピンクアシストの警告 

車線ラインを越えたとさ、適切な状況 
とタイ三ングでのみ警告を行な5た 
め、システムは LiTF のよラに検知と警 
告を行ないまず。 

早めのタイ S ングで警告び巧なわれる 
とを 

• カーブのが側の車線ラインを超えた 
とさ 

• 高速道路などの広い車線の道路を走 
行しているとき 

. 路肩や中央分離帯など、車線を越え 
ると非常に危険な状況になるとシス 
テムが検知したとさ 

遅めのタイミングで警告び巧なわれる 
とさ 

• 狭い車線の道路を走行しているとさ 

• カーブの内側の車線ラインを超えた 
とさ 

警告び巧なわれないとを 

• 明らかにステアリング操作をしてい 
るとさや、 ブレーキ ペダルやアクセ 
ルペダルを踏んでいるとさ 

• さついカーブで車線ラインを超えた 
とさ 

• ABS や BAS 、 ESP ⑩などの走行安 
全装備が作動しているとさ 

• 方向指示口を点滅させているとさ 

このときは、状況により短い時間警 
告が行なわれることがありまず。 


レーンキーピングアシストの設定と 
解除 

レーンキーピングアシストの設定と解 
除はマルチフアンクシヨンデイスプレ 
イで行ないまず （0166 ページ）。 



レーンキーピングアシストが設定され 
ているときは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイにレーンキーピングアシ 
ストマークのが表示されまず。 

走行速度が約 60 km / haU 上になり、 
車線ラインが検知されると、レーン 
キーピングアシストマークのが反転 
表され、レーンキーピングアシストが 
待機状態になりまず。 

《車種や仕様により、レーンキーピングアシス 
トマークび表示される位置は異なりまず。 
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エアコンデイシヨナー 



エアコンディショナーは、設定温度や 
列気温度などに応じて、送風量や送風 
口の組み合わせなどを自動的に調整 
し、車内の温度や湿度などを快適な状 
態に保ちまず。 

A 警告 

エアコンディショナーの設定は、 

降の説明に従って正し<行なって< 
ださい。ウインドウが曇りまず。こ 
れにより交通状況を把握でをず、事 
故の原因になりまず。 


A 警告 

送風温度を高めに設定してあるとき 
は、送風口が過熱して高温になるこ 
とがあり、火傷をするおそれがあり 
ます。また、暖気が送風されている 
とさは、送風口に身体を近付けたま 
まにしていると低温火傷のおそれが 
あります。十分にま意してくださし、。 
送風温度を低めに設定してあるとき 
に送風口に身体をお付けると、しを 
皆けなどを起こすおそれがあります 
ので十分にミ主意してください。 

皮膚の弱い人は、送風口に身体を近付 
けずざないよラにミ主意して<ださい。 


平環境 

• エアコンディショナーの;令媒には、 
新;令媒 R 134 a を使用しています。 

• 地球環境を保護ずるため、フ□ン 
ガスを大気放出することは法律で 
禁止されています。また、すべて 
の自動車オーナーは、フ□ンガス 
が適切に処理されるよラに努めな 
ければな0ません。 

• エアコンディショナーの冷媒の補 
充や交換、廃棄などは、必ずメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。 

Q フ□ントウインドウ下部の吸気口 
が雪や氷で覆われないよラにして< 
ださい。 

送風口や車内の吸排気口が覆われ 
ないよ5にして < ださい。 
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〇 外気温度び高いとさは、エアコン 
ディシヨナーを作動させる前に換 
気をしてください。 U モコン操作 
で車外からドアウインドウとリア 
サイドウインドウ、パノラミック 
スライデイングルーフ*を開くと、 
短時間で換気でさまず （^1 27ペー 
ジ)。 

〇 除湿された水分は車体下方に排 
水されます。水分び排出されてを、 
故障ではありません。 

〇 エアコンディシヨナーの機能や 
モードのなかには、併用巧能な組み 
合わせびありまず。 

〇 エアコンデイシ ヨナーの フイル 
ター類は定期的な交換び必要でず。 
また、交換時期は使用環境によって 
異なりまず。フィルター類び目づ 
まりを起こしてし^ると送風量が減 
ることがありまず。 

〇 エンジンスイッチからキーを抜い 
てから約1時間経過ずると、エア 
コンデイシヨナーシステムの乾燥の 
ため、余熱 ヒーター •ベンチ レー シヨ 
ン * が自動的に約3日分間作動ずる 
ことがありまず。 


ェアコンデイシヨナー作動表示 



COMAND システムがオンのとさ、エ 
アコンディシヨナーの一部のスイッチ 
やダイヤルを操作すると 、 COMAND 
ディスプレイ下部に、エアコンディ 
シヨナーの主な作動内容が数秒間表示 
されます。 

エアコンディシヨナー作動表示を消ず 

► COMAND コント□ーラーを操作 
します。 

または 

► COMAND コント□—ルパネルの 
阿 ボタン、コント□ーラーち側 
の巨]スイッチ、コント□—ラー 
左側のスイッチのいずれかを 
押しまず。 

※車種や仕様により、 COMAND ディスプレイの 
表示内容や COMAND コント□ールバネルの 
表記は異なります。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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コント□-ルバネル （E 550なか) 



① 

内気循環スイッチ 

⑦ 

U アデフォッガースイッチ 

⑤ 

デフ□スタースイッチ 

④ 

オフスイッチ 


⑤ 

独立温度設定スイッチ 

@ 

設定温度調整スイッチ 

(ち側) 

④ 

ディスプレイ 

⑩ 

送風口選択スイッチ 


⑤ 

AUTO スイッチ 

⑩ 

送風量調整スイッチ 


© 

AC スイッチ 

@ 

設定温度調整スイッチ 

(左側) 










208 エアコンデイシヨナー 



フ□ントコント□—ルパネル 


の 

AUTO スイッチ 

颇 

設定温度調整スイッチ（ち側) 

⑤ 

デフ□スタースイッチ 

® 

送風モードスイッチ 

⑤ 

独立温度設定スイッチ 

@ 

送風量調整スイッチ 

④ 

ディスプレイ 

@ 

送風口選択スイッチ 

⑤ 

内気循環スイッチ 

@ 

設定温度調整スイッチ（左側) 


余熱ヒーター • ベンチレーシヨ 
ンスイッチ 

リアコント□—ルパネル 

⑦ 

AC スイッチ 

@ 

設定温度調整スイッチ（高） 

④ 

U アデフォッガースイッチ 

@ 

ディスプレイ 

③ 

オフスイッチ 

© 

設定温度調整スイッチ（ほ） 

















エアコンデイシヨナー 


通常の使い方 


エアコンディショナーを作動させる 

► AUTO スイッチ画を押しまず。 
エアコンディショナーが AUTO モー 
ドで作動しまず。 

AUTO スイッチ匹を]の表示灯が点 
口し、送風口の組み合わせと送風量 
が自動的に調整されるよ5になり 
ます。 

または 

► オフスイッチ臣图を押しまず。 

オフスイッチ臣图の表示口が消火了 
し、エアコンディショナーが停止前 
の設定で作動します。 

ただし、内気循環モードに設定され 
ていたとさは、が気導入モードに設 
定されます。 

〇 U アデフォッガースイッチじ(外の 
エアコンディショナーのスイッチ 
を操作したときち、エアコンディ 
ショナーは作動しまず。 

エアコンディショナーを停止ずる 

► オフスイッチを国を押しまず。 

オフスイッチ臣国の表示灯び点灯 
します。 

〇 エアコンディショナーが停止し 
ているとさは、送風や内気循環ち停 
止します。ドアウインドウや U アサ 
イドウインドウ、パノラミックスラ 
イディングルーフ*、ソフトトップ 
(カブリオレ）が閉じているときは、 
エアコンディショナーの停止は一時 
的にとどめて<ださい。ウインドウ 
が曇りやず <なりまず。 


AUTO モードの解除 

エアコンデイシヨナーが AUTO モー 
ドで作動しているとさに LU 下の操作を 
行ないまず。 

► E 55日がのエアコンディシヨナー 
は、 送風量調整スイッチ⑩を操作 
しまず。 

► E 550のエアコンディシヨナーは、 
送風量調整スイッチ®を操作し 
ます。 

AUTO スイッチ匹巧の表示口が消灯 
し、送風量の AUTO モードが解除さ 
れます。 

ディスプレイ④に送風量インジケー 
ターが表示されまず。 

または 

► E 55日がのエアコンディシヨナー 
は、 送風口選択スイッチ®を操作 
しまず。 

► E 55日のエアコンディシヨナーは、 
送風量調整スイッチ®を操作し 
まず。 

AUTO スイッチ应巧の表示灯が消口 
し、送風口の AUTO モードが解除さ 
れます。 

ディスプレイ④に送風ロインジケー 
ターが表示されまず。 


AC モード 

AC モードに設定しているときは、除 
湿/冷房された空気が送風されまず。 

〇 除湿/冷房された空気は、エン 
ジンがかかっているとさに送風さ 
れまず。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ臣司を押しまず。 

AC スイッチ巴日の表示灯び消灯し 
ます。 

除湿/を房されていない空気び送 
風されます。 

AC モードに設定ずる 

► 再度、 AC スイッチ匹日を押しまず。 

AC スイッチ巴司の表示灯び点灯し 
ます。 

除湿/を房された空気び送風され 
ます。 

A 警告 

AC モードが解除されているとさは、 
車内の空気が除湿または冷房されま 
せん。ドアウインドウや U アサイド 
ウインドウ、パノラミックスライデイ 
ングルーフ* *、ソフトトップ（カブリ 
オレ）が閉じているとさに AC モード 
を解除ずると、ウインドウの内側び 
曇りやず < なり、交通状況を把握で 
さずに事故の原因になりまず。 

9環境 

AC モードを解除すると、エンジンへ 
の負担が軽減し、燃費が向上しまず。 

〇 AUTO モードでエアコンデイシヨ 
ナーを作動させたとさは、自動的に 
AC モードにな0まず。 

〇 AC モードを解除しても、しばら 
<は除湿/冷房された空気が送風 
されることがありまず。 


〇 エアコンディショナーが停止し 
ているとさに AC スイッチ区司の 
表示灯が点灯ずるとさは、エアコン 
ディショナーが故障しているため、 
除湿/冷房された空気は送風され 
ません。ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 

AC モードのトラブル 

AC スイッチ巨司を押したときに、表 
示灯が3回点滅ずるか、消灯したまま 
になりまず。このとさは、 AC モード 
に設定ずることがでさません。 

► ^ルセデス-ベンツ指定 サービス ェ 
場に連絡して < ださい。 


送風モード (E 550) 

エアコンデイシヨナーが AUTO モード 
で作動しているとさ、各送風口からの 
送風量を調整でさまず。特に温度を高 
めに設定しているとさに効果的でず。 

► 送風モードスイッチ® (>208ぺ一 
ジ）を操作して、ディスプレイ® 
の送風モードインジケーターに LiTF 
の各設定を表示させます。 

• FOCUS 

主に送風されている送風口から 
の送風量が増加しまず。 

• MEDIUM 

標準の送風設定でず。 

• DIFFUSE 

乗員に向けて直接送風される送 
風量の割合が低下しまず。 

Oauto モードが解除されていると 
さに送風モードスイッチを操作ずる 
と、 AUTO モードになりまず。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 






エアコンデイシヨナー 


設定温度の調壁 _ 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
を、設定温度に達ずるまでの時間は 
あまり変わりません。 

通常は22でに設定ずることをお勧 
めします。 

〇 ドアウインドウや U アサイドウイ 
ンドウ、パノラミックスライデイン 
グルーフ*、ソフトトップ（カブ U 
オレ）び開いていると、設定温度を 
維持でさません。 

E 550じI夕1•のエアコンデイシ ヨナー 

運転席と助手席で、それぞれ異なる温 
度を設定でさまず。 

設定温度を調壁ずる 

► 設定温度調整スイッチ®まには@ 
を上方または下方に操作しまず。 

E 550のエアコンデイシ ヨナー 

運転席と助手席、後席で、それぞれ異 
なる温度を設定でさまず。 


フ□ントの設定温度を調壁ずる 

► 設定温度調整スイツチ®または@ 
を上方まには下方に操作しまず。 

フ□ントコント□—ルパネルか5後席 
の設定温度を調壁ずる 

► 独立温度設定スイツチ I 歴 を押し 
9 〇 

スイツチの表示灯び消灯しまず。 

► 設定温度調整スイツチ®まには@ 
を上方または下方に操作しまず。 

U アコント□-ルパネルで後席の設定 
温度を調壁ずる 

► 設定温度調整スイツチ®または @ 
を操作しまず。 


送風□の選択 _ 

送風□を手動で選択でさまず。 

E 550じI夕1•のエアコンデイシ ヨナー 

► 送風□選択スイッチ®を操作して、 
送風したい送風□のマークをデイス 
プレイ④の送風□インジケーター 


^^ ~ に表示させまず。 

■■1 II E 550のェァコンディショナ- 

^^^^ >送風□選択スイ、> 

■H ■■ 綱しにい送風 [ 

H プレイ④の送風 
— r - — — ' に表 ZK させまず0 


送風□選択スイッチ®を操作して、 
送風しにい送風□のマークをデイス 
レイ④の送風□インジケーター 
表示させまず。 


設定;品度ゾーンのイメージ 


B を邸〇恒脚 


オプションや仕様により、異なる装備です。 






















送風 □ 主に送風される送風 □ 


マ—ク 


^7] フ□ントウインドウ送風 
口、ドアウインドウ送風 
口、サイド送風口、リア 
中央送風口 


^：71 フ□ントウインドウ送風 

口、ドアウインドウ送風 
口、サイド送風口、中央 
送風口、 U ア中央送風口 


^71 フ□ントウインドウ送風 
口、ドアウインドウ送風 
口、サイド送風口、フロ 
ント足元送風口、 U ア足 


元送風 □ 


^ 中央送風口、サイド送風 
—■口、 U ア中央送風口 


が’ 

(カブ U オレ) 


中央送風口、サイド送風 
口、リア中央送風口、フ 
□ント足元送風口、 U ア 
足元送風 □ 


サイド送風口、 U ア中央 
送風口、フ□ント足元送 
風口、 U ア足元送風口 


送風量の調整 


送風量を手動で調整でさまず。 

〇 送風量は5段階に調整でをまず。 
〇 エアコンデイシ ヨナーび AUTO 
モードで作動しているとさに送風 
量調整スイッチを押ずと、 AUTO ス 
イッチ因巧の表示灯び消灯し、送 
風量調整の AUTO モードび解除さ 
れます。 

E 550じ I 夕1•のエアコンデイシ ヨナー 


送風量を調壁ずる 

► 送風量調整スイツチ®を上方まに 
は下方に操作しまず。 

E 550のエアコンデイシ ヨナー 

送風量を調壁ずる 

► 送風量調整スイッチ⑩を上方また 
は下方に操作しまず。 


独立温度設定機能 


〇 エアコンデイシヨナーが AUTO 
モードで作動しているとさに送風 
口選択スイッチを押ずと、 AUTO ス 
イッチ匹司の表示口が消灯し、送 
風口選択の AUTO モードが解除さ 
れます。 

〇 選択した送風口 がの送風口から 
ち、微量の送風が行なわれることが 
ありまず。 


助手席側の設定温度を個別に調整し 
たり、運転席側の設定温度に連動さ 
せることがでさまず。 

独立温度設定機能を使用ずる 

► 独立温度設定スイツチ国^を押し 
ます。 

独立温度設定スイツチ巨旦の表お 
灯が点灯しまず。 


〇 選択した送風口に関わらず、サイ 
ド送風口からは常に送風が行なわれ 
ます。サイド送風口からの送風を停 
止するときは、サイド送風口を閉じ 
て < ださい。 























エアコンデイシヨナー 


E 55日政がのエアコンディショナー 
は、運転席側と助手席側の設定温度 
を個別に調整でさまず。 

E 550のエアコンディショナーは、 
は、運転席側と助手席側、後席の設 
定温度を個別に調整でさまず。 

助手席側または後席*の設定温度調整 
スイッチを操作したとさは、運転席側 
の設定温度は連動しません。 

独立温度設定機能を停止ずる 

►再度、独立温度設定スイッチ巨固 
を押します。 

独立温度設定スイッチ巨固の表お 
灯が消口しまず。 

E 55日がのエアコンディショナー 
は、助手席側の設定温度が、運転席 
側の設定温度に連動しまず。 

E 550のエアコンディショナーは、 
は、助手席側と後席の設定温度が、 
運転席側の設定温度に連動しまず。 


デフ□スターモード 

フ□ントウインドウのが側が凍結し 
ているとさや、フ□ントウインドウま 
たはドアウインドウの内側が曇ってい 
るときに使用しまず。 

〇 曇りが取れたら、ずみやかに解除 
して <ださい。 

〇 デフ□スターモードに設定してい 
るとさち、送風量を調整することが 
でさまず。 


デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ S を押し 
まず。 

デフ□スタースイッチの表示灯が点 
口し、 LU 下の内容でエアコンディ 
シヨナーが作動しまず。 

• 除湿された空気が送風されまず。 

• 外気温度によっては、エアコン 
ディシヨナーの送風量が上がり、 
送風温度が高 < なりまず。 

• フ□ントウインドウ送風口とド 
アウインドウ送風口、サイド送 
風口を中むに送風されまず。 

• 内気循環モードが解除されまず。 

デフ□スターモードを解除ずる 

►再度、デフ□スタースイッチ®3 
を押します。 

デフ□スタースイッチ雨巧の表示 
口が消灯し、設定温度、送風口の選 
択、送風量などが元の設定に戻り 
ます。 

または 

► AUTO スイッチ匹巧を押しまず。 

AUTO スイッチ匹巧の表示灯が点 
口し、デフ□スタースイッチ兩巧 
の表示灯が消灯しまず。 

エアコンデイシヨ ナーが AUTO モー 
ドで作動しまず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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まには 

► E 550 LU がのエアコンディショナー 
は、 設定温度調整スイッチ®また 
は®を上方または下方に操作し 
ます。 

► E 550のエアコンディショナーは、 
設定温度調整スイッチ®または® 
を上方まには下方に操作しまず。 

〇 デフ□スターモードを解除ずると、 
AC モードを解除していにとさは AC 
モードに設定され、内気循環モード 
にしていたとさは内気循環モードは 
解除されます。 

フ□ントウインドウの内側び量るとを 

► AC スイッチ应日を押して、 AC モー 
ドに設定しまず。 

► AUTO スイッチ因巧を押しまず。 

►曇りび取れないとさは、デフ□ス 
ターモードに設定しまず。 

フ□ントウインドウの夕 W 則び量るとを 

► ワイパーを作動ごせまず。 

► E 5501；■(外のエアコンディショナー 
は、送風□選択スイッチ®を操作 
して、ディスプレイ®の送風□イ 
ンジケーターに ra まには UZ } の 
マークを表おさせまず。 

► E 550のエアコンディショナーは、 
送風□選択スイッチ®を操作して、 
ディスプレイ④の送風□インジ 
ケーターに因!!または EZ ] のマー 
クを表示させます。 

〇 上記の設定は、曇りび取れるまで 
の間にとどめて < ださい。 


IJ アデフォッガー _ 

U アウインドウの曇りを取るとさに使 
用しまず。 

A 警告 

ウインドウに氷や雪び付着している 
とさは、運転前にそれらを取り除い 
て視界を確イ呆してください。事故を 
起こすおそれびあ0ます。 

U アデフォッガーを使用ずる 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► U アデフォッガースイッチを 
押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

U アデフォッガーを停止ずる 

►再度、 U アデフォッガースイッチ 
を押しまず。 

スイッチの表示灯び消灯しまず。 

U アデフォッガーは、数分後に自動的 
に停止しまず。 

〇消費電力び大さいため、曇りび取 
れたら早めに停止してください。 

〇 1」アデフォッガーび自動的に停 
止するまでの時間は、外気温度や走 
行速度により異なりまず。 


B を邸6恒冊 








エアコンデイシヨナー 


リアデフォッガーのトラブ J レ 

U アデフォッガーが短時間で停止した 
り、使用でさないとさは、 iu 下のよラ 
にして < ださい。 

►読書灯やルームランプなど、必要で 
ない電気装備を停止して < ださい。 

バッテ U —の電圧が回復すると 、 U 
アデ フオッ ガーは自動的に作動し 
ます。 


内気循環モード _ 

トンネル内など、空気がミちれた場所で 
外気を車内に入れた<ないとさに使用 
します。 

内気循環モードに設定ずると、車内の 
空気が循環されまず。 

内気循環モードの設定/解除に連動 
して、ドアウインドウやリアサイドウ 
インドウ、パノラミックスライデイン 
グルーフ*を開閉でさまず。 

A 警告 

外気温度が低いとさは、巧気循環モー 
ドの設定は一時的にとどがてくだ 
さい。ウインドウが曇りやずくなり、 
視界が損なわれ、交通状況を把握す 
ることがでさずに事故の原因になり 
まず。 


A 警告 

ドアウインドウやリアサイドウイン 
ドウを開閉するとさは、身体を挟まれ 
ないよラにして<ださい。また、身 
体や物がドアウインドウやリアサイ 
ドウインドウに触れないよラにして 
ください。ドアウインドウや U アサ 
イドウインドウが作動しているとき 
にウインドウに引き込まれたり、ウ 
インドウとウインドウ フレームの 間 
に挟まれるおそれがありまず。挟ま 
れそラになったとさは、ドアウイン 
ドウスイッチや U アサイドウインド 
ウスイッチを反対の方向に操作して 
ください。 

パノラミックスライディングルーフ* 
を開閉するとさは、パノラ S ックス 
ライディングルーフに身体を挟まれ 
ないよラにしてください。挟まれそ 
ラになったとさは、パノラミックス 
ライディングルーフスイッチを反対 
の方向に操作してください。 

〇 カブ U オレは、ソフトトップが 
開いているとさは、内気循環モード 
の設定/解除に連動してドアウイ 
ンドウやリアサイドウインドウを開 
閉ずることはでさません。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


I 







216 


ナ— 


内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ^を押しまず。 

内気循環スイッチ^の表示灯び 
点火了しまず。 

または 

► ドアウインドウやリアサイドウイン 
ドウ、パノラミックスライディング 
ルーフ*が閉じはじめるまで、内 
気循環スイッチ^を押して保持 
します。 

内気循環モードに設定され、内気 
循環スイッチ^を押している間、 
ドアウインドウやリアサイドウイン 
ドウ、パノラミックスライディング 
ルーフ*が閉じまず。 

内気循環モードに設定されていてち、 
一定時間が経過ずると(下のよ5にが 
気導入をはじめまず。 


外気温度が約5で iU 上 
のとさ 

約30分後 

外気温度が約日で iU 下 
のとさ 

約5分後 

AC モードを解除し 
ているとさ 

約5分後 


内気循環モードを解除ずる 

► 再度、内気循環スイッチ1*〇^1を押 
し 9 〇 

内気循環スイッチ^の表示灯が 
消灯しまず。 

または 

► ドアウインドウやリアサイドウイン 
ドウ、パノラミックスライディング 
ルーフ*が開さはじめるまで、内 
気循環スイッチ^を押して保持 
し 9 〇 

内気循環モードが解除され、内気 
循環スイッチ^を押している間、 
ドアウインドウやリアサイドウイ 
ンドウ、パノラミックスライディ 
ングルーフ * が前回開いていた位 
置まで開さまず。 

〇 外気温度が非常に高いとさは、自 
動的に内気循環モードに切り替わり 
まずが、このときは内気循環スイッ 
チ^の表示口は点口しません。 
約3日分経過ずると、一定の割合で 
が気導入をはじめまず。 

〇 内気循環スイッチ^で閉じた 
ドアウインドウやリアサイドウイ 
ンドウ、パノラミックスライディ 
ングルーフ*を、別のスイッチで 
開いた場合、開いたドアウインド 
ウや U アサイドウインドウ、パノ 
ラミックスライディングルーフ * 
を内気循環モードの解除操作に連 
動して開<ことはでさません。 

〇 内気循環モードに設定していると 
さに AC モードを解除ずると、自 
動的に内気循環モードは解除され 
ます。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 






エアコンデイシヨナー 


を熱ヒーター-ベンチレーシヨン 
(E 550) 

エンジンを停止した後に車内を暖房し 
たり、車内にが気を導入して換気を行 
なラときに使用しまず。 

最適に使用ずるために、ドアウインド 
ウとリアサイドウインドウ、パノラ 
ミックスライディングルーフ*を閉じ 
て < ださい。 

イグこッシヨン位置が0か1のとさ、 
またはキーを抜いているとさに使用で 
さます。 

を熱ヒーター-ベンチレーシヨンを使 
用ずる 

►余熱ヒーター-ベンチレーシヨン 
スイッチ国巧を押しまず。 

を熱ヒーター-ベンチレーシヨン 
スイッチ度巧の表示灯が点灯し 
ます。 

► 温度設定スイッチで設定温度を調 
整します。 

送風口は自動的に選択されます。 

を熱ヒーター-ベンチレーシヨンを停 
止ずる 

►再度、余熱 ヒーター ■ベンチ レー 
シヨンスイッチ | Rest | を押しまず。 

を熱ヒーター-ベンチレーシヨン 
スイッチ国司の表示口が消灯し 
ます。 


iU 下のとさは、余熱ヒーター-ベンチ 
レーションが自動的に停止しまず。 

• 使用を開始してから約30分経過し 
たとさ 

• イグこッション位置を2にしたとさ 
• バッテ U —の電圧が低下したとさ 
• 冷却水温度が低いとさ 
〇 かない送風量で一定に保たれまず。 

〇 冷却水温度びほいとさは、暖気び 
送風されないことびありまず。 

〇 外気温度び高いとさは換気のみび 
行なわれまず。このとをは、中程度 
の送風量になりまず。 

〇 エアコンディショナーシステムを 
乾燥させるにめ、 U モコン操作また 
はキーレス3—操作で施蟲してから 
約60分後にホ熱ヒーター.ベンチ 
レーシヨ ンび自動的に約30分間作 
動ずることびありまず。 


送風□の調壁 _ 

車外の空気を車内へ取り入れるため 
に、し U 下の点にま意してください。 

• フ□ントウインドウ下部の吸気 □ 
び、氷や雪、葉などで覆われていない 
こと 

• 車内の送風□や吸排気□び覆われ 
ていないこと 

©送風 効率を上げるため、各送風 □ 
の向さび中央になるよラに調整して 
<ださい。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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中巧送風 □ 


ナ— 



①中央ち風 □ (左側） 

⑤中央ち風口（ち側） 

⑤中央ち風 □ (ち側）開閉ダイヤル 
©中央ち風 □ (左側）開閉ダイヤル 

送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル⑤④を上側に 
まわします。 

徐々に送風□び開を、送風量び上び 
りまず。 

送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル⑤®を下側に 
まわします。 

徐々に送風□び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止するまで 
下側にまわずと、送風□び閉じまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で下側にまわしてを、送風□を完全 
に閉じることはでさません。 

風向きを調壁ずる 

► 送風□のノブを上下左ちに動かし 
ます。 


サイド送風 □ 



左側送風 □ 


送風□を開く 

► 送風口開閉ダイヤル®を上側にま 
わします。 

徐々に送風口が開さ、送風量が上が 
りまず。 

送風□を閉じる 

► 送風口開閉ダイヤル③を下側にま 
わしまず。 

徐々に送風口が閉じ、送風量が下が 
りまず。 

送風口開閉ダイヤルを停止ずるまで 
下側にまわずと、送風口が閉じまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で下側にまわしてを、送風 □ を完全 
に閉じることはでさません。 

〇 サイド送風□©を閉じてを、ド 
アウインドウ送風□のを完全に閉 
じることはでさません。 

風向きを調壁ずる 

► 送風□のノブを上下左ちに動かし 
ます。 
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エアコンデイシ ヨナー 


グ□-ブボックス送風 □ 



左八ンドル車 

©開閉ダイヤル 
©送風 □ 


グ□ーブボックス内に送風ずることび 

でさます。 

グ□-ブボックス内の送風□を開 

閉ずる 

► 開閉ダイヤル®を時計回りまたは 
反時計回りにまわしまず。 

〇エアコンディショナーの設定温度 
を上げるとさは、グ□ーブボック 
ス内の送風□を閉じてください。 

〇外気温度び高いとさは、グ□ーブ 
ボックス内の送風□を開を、エア 
コンディシ ョナー の AC モー ドを 
設定して<ださい。収納物を損傷 
しにり、ガスライターやボンベな 
どび入っている場合は爆発ずるお 
それびありまず。 

〇 送風量はエアコンディショナーの 
設定に連動しまず。 

〇グ □ーブボックス内には、外気ま 
たはを気び送風されまず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


U ア中巧送風 □ 



の U ァ中央ち風□開閉ダイヤル 
⑤ IJ ァ中央ち風口（ち側） 

⑤ U アコント□—ルバネル* 

④1」ァ中央ち風口（左側） 

送風□を開< 

► U ァ中央送風□開閉ダイヤルのを 
上側にまわしまず。 

徐々に送風□び開さ、送風量び上び 
りまず。 

送風□を閉じる 

► U ァ中央送風□開閉ダイヤルのを 
下側にまわしまず。 

徐々に送風 □ び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止ずるまで 
下側にまわずと、送風□び閉じまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で下側にまわしてを、送風□を完全 
に閉じることはでさません。 

風向きを調整ずる 

► 送風□のノブを上下左ちに動かし 
ます。 

〇 U ァ中央送風□の送風温度や送風 
量はフ□ントの設定に連動しまず。 


I 










220 


パノラ s ツクスライディングルーフ（クーぺ) 


リア足元送風 □ 


フ□ントシートの下側に U ア足元送風 
□びありまず。 

〇荷物などで U ア足元送風□を面さ 
びないで < ださい。 

〇 1」ア足元送風□の送風量はフ□ン 
卜の設定に連動しまず。 

エアスカーフ送風 □* (カブ U オレ） 
A 警告 

エアスカーフを作動させているとさ 
は、エアスカーフ送風口び過熱して 
高温にな0、火傷をするおそれびあ 
りまず。また、送風口に身体をお付 
けたままにしているとほ温火傷のお 
それびあります。必要に応じて、ェ 
アスカーフの作動内容を調整してく 
ださい。 



エアスカーフ送風□の風向きを調 
壁ずる 

► ダイヤルのをまわしまず。 

エアスカーフ送風□の風向きび上下 
に調整されまず。 

エア スカーフの 操作については （095 
ページ）をご覧ください。 


パノラミックスライデイングルー 
フ* (クーぺ） 


A 警告 

パノラ S ツクスライデイングルーフ 
を開閉するときは、身体や物が挟ま 
れないよラに注意してください。挟 
まれそラになったとさは、ただちに 
スライデイングルーフスイツチを操 
作して、スライディングルーフを開い 
て < ださい。 


A 警告 

モ供が車内からスライ デイングルー 
フを開閉すると、けがをするおそれ 
があります。子供だけを残して車か 
ら離れないでください。短時間でち)、 
車から離れるとさは、キーを携帯し 
て < ださい。 


A 警告 

スライディングルーフのガラスは事 
故のとさに割れるおそれがあ0ます。 
シートベルトを着用していないと、 
車が横転したとさにスライディング 
ルーフの開口部から車外に放り出さ 
れて、致命的なけがをずるおそれが 
あります。乗員全員がシートベルト 
を着用して < ださい。 

Q 走行中はパノラミックスライディ 
ング ルーフから 身体を出さないで 
<ださい。けがをずるおそれがあ 
りまず。 

H パノラミックスライディングルー 
フの開口部から、物を出し入れし 
ないで<ださい。パノラミックスラ 
イディングルーフのシール部を損 
傷するおそれがありまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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〇降雨後や降雪後にパノラ S ックス 
ライデイングルーフを開くとさは、 
ルーフ上の水や雪などを取0除いて 
ください。車巧に水や雪などび入る 
おそれびあ0まず。 

〇パノラミックスライデイングルー 
フ上に雪や氷び付着した状態で操作 
しないでください。パノラミックス 
ライデイングルーフを損傷ずるおそ 
れびありまず。 

H パノラミックスライデイン グルー 
フの開 □部に腰をかけに り、 荷物を 
載せた0して大をな力を加えないで 
ください。パノラミックスライデイ 
ング ルーフを 損傷ずるおそれびあり 
ます。 

P 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ドアウインドウと U アサイドウ 
インドウ、パノラミックスライデイ 
ングルーフび完全に閉じていること 
を確認して < ださい。 

〇 パノラミックスライデイングルー 
フと電動サンシェードは、車外から 
U モコン操作で開くことびでさまず 
(01 27ページ)。 

〇 パノラミックスライデイングルー 
フと電動サンシェードは、車外から 
U モコン操作まにはキーレス=1 一 操 
作で閉じることびできまず（>127 
ぺージ)。 

〇 パノラミックスライデイングルー 
フを開し''て走行してし''るとさ、走行 
風の影響などで空気の振動を感じる 
場合は、パノラミックスライデイン 
グルーフの開度を変えるかドアウイ 
ンドウやリアサイドウインドウをか 
し開くと、解消ずることがありまず。 


〇 パノラミックスライディングルー 
フが自動で開閉しないとさは、パ 
ノラミックスライディングルーフを 
リセットしてください（1>22日ぺ一 
ジ)。 

〇 イグニッシヨン位置を0にずる 
か、エンジンスイッチからキーを 
巧いてから約5分間は、パノラミッ 
クスライディングルーフや電動サン 
シェードを開閉でさまず。その間に 
ドアを開くと、パノラミックスライ 
デイングルーフや電動サンシエード 
は開閉でをな< なりまず。 


パノラミックスライデイングルーフ 
の操作 



①チルトアップ 
⑤開く 
⑤閉じる 


イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に操作でさまず。 
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パノラ s ツクスライディングルーフ（クーぺ) 


パノラミックスライディング ルーフの 
開閉 

開< 

► 電動サンシェードが全開していると 
さに、スイッチを®の方向に軽く 
操作します。 

操作している間だけ開きまず。 

自動で開< 

► 電動サンシェードが全開していると 
きに、スイッチを®の方向にいっ 
ぱいまで操作しまず。 

自動で全開します。 

スイッチをいずれかの方向に操 
作ずると、自動で開いているパノ 
ラミックスライディング ルーフは 
停止します。 

閉じる 

► スイッチを®の方向に軽 < 操作し 
ます。 

操作している間だけ閉じまず。 

自動で閉じる 

► スイッチを③の方向にいっぱいま 
で操作しまず。 

自動で全閉します。 

スイッチをいずれかの方向に操 
作すると、自動で閉じているパノ 
ラ ミックスライデイング ルーフは 
停止します。 


H パノラミックスライディングルー 
フには挟み込み防止機能がありまず 
が、パノラミックスライディング 
ルーフを閉じるときは、身体などを 
挟まないようにミ主意して < ださし、。 
特にモイ共にはま意して < ださい。 

パノラミックスライディングルーフの 
チルトアップ/チルトダウン 

パノラミックスライディングルーフ 
は、後部をチルトアップずることがで 
さまず。 

チルトアップずる 

► スイッチをのの方向に軽 < 操作し 
まず。 

操作している間だけチルトアップし 
まず。 

自動でチルトアップずる 

► スイッチをのの方向にいっぱいま 
で操作しまず。 

自動でチルトアップします。 

スイッチをいずれかの方向に操作ず 
ると、自動でチルトアップしてい 
るパノラミックスライディング 
ルーフは停止しまず。 

〇 パノラミックスライディングルー 
フび開いている状態のとさにス 
イッチを®の方向に操作して保 
持ずるか、いっぱいまで操作ずる 
と、パノラミックスライディング 
ルーフは閉じ、チルトアップした 
状態になりまず。 
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チルトダウンずる 

► スイッチを⑤の方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけチルトダウンし 
ます。 

自動でチルトダウンずる 

► スイッチを③の方向にいっぱいま 
で操作しまず。 

自動でチルトダウンしまず。 

スイッチをいずれかの方向に操作ず 
ると、自動でチルトダウンしてい 
るパノラミックスライディング 
ルーフは停止しまず。 


電動ヴンシ I ード 

イグニッシヨン位置び1か2のとき 
に操作でさまず。 

開< 

► スイッチを⑤の方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけ開さまず。 

自動で開く 

► スイッチを⑤の方向にいっぱいま 
で操作します。 

自動で全開します。 

スイッチをいずれかの方向に操 
作ずると、自動で開し''てし''る電動 
サンシエードは停止しまず。 

〇電動サン シエ ードを開くときは、 
電動サン シてー ドと ルーフ 巧張 0 
の間に身体や物び挟まれないよ5 
にま意してください。 


閉じる 

►パノラミックスライディングルーフ 
び全閉しているときに、スイッチ 
を⑤の方向に輕く操作しまず。 

操作している間だけ閉じまず。 

自動で閉じる 

►パノラミックスライディングルーフ 
び全閉しているときに、スイッチ 
を⑤の方向にいっぱいまで操作し 
ます。 

自動で全閉します。 

スイッチをいずれかの方向に操作ず 
ると、自動で閉じている電動サン 
シエードは停止しまず。 


レインク□-ズ機能 _ 

パノラ S ックスライデイングルーフを 
開いた状態で、イグニッシヨン位置 
を0にずるか、エンジンスイッチから 
キーを巧いたときは、け下のときにパ 
ノラミックスライデイングルーフび自 
動で閉じ、チルトアップした状態で停 
止します。 

• 降雨などによりレインセンサーび雨 
滴を感知したとさ 

• が気温度び極端に高い、またはほい 
とさ 

• イグニッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを巧いて 
ひら、約6時間び経過したとさ 
• バッテ1」一電圧びほ下したとさ 
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パノラ s ツクスライディングルーフ（クーぺ) 


Oiu 下のとさは、レインク□ーズ機 
能は作動しません。 

• パノラミックスライディング 
ルーフをチルトアップしている 
とさ 

• レインク□ーズ機能でパノラ 
三ックスライディングルーフが 
閉じているとさに挟み込みなど 
の抵抗を感知したとさ 

このとさは、挟み込み防止機能 
が作動し、パノラミックスライ 
ディングルーフが停止し、その 
位置からかし開いた状態になり 
ます。また、レインク□—ズ機 
能が解除されまず。 

• レインセンサーに雨滴がかから 
ないとさ 


挟み込み防止機能 

パノラミックスライディングルーフと 
電動ヴンシてードには挟み込み防止機 
能がありまず。 

A 警告 

挟み込み防止機能び作動しない状態 
でパノラ吉ックスライディングルー 
フや電動サンシエ ー ドを閉じるとさ 
は、身体を挟まないよラにミ主意して 
ください 。代ノラミックスライディ 
ングルーフや電動サンシエードに身 
体び巧まれると、致命的なけびをす 
るおそれびあ D ます。 


スイッチを操作し続けてパノラミッ 
クスライディングルーフや電動サン 
シェー ドを閉じているとを 

挟み込みなどの抵抗びあると、ただち 
に停止し、その位置からかし開さまず。 

ただし、挟み込み防止機能び作動した 
あとに再度操作して、挟み込みなどの 
あ抗を検知したときは、より強い力で 
閉じまず。 

ごらに、挟み込み防止機能び作動した 
あとに再度操作して挟み込みなどの 
あ巧を検知したとさは、挟み込み防止 
機能び作動しないことびありまず。 

自動でパノラミックスライディング 
ルーフか電動サンシェードを閉じてし、 
るとを、またはパノラミックスライ 
ディングルーフをチルトダウンしてし、 
るとを 

挟み込みなどの抵抗びあると、ただ 
ちに停止して、その位置からかし開 
をまず。 

H パノラミックスライディングルー 
フや電動サンシェードには挟み込み 
防止機能びありまずび、パノラ S ッ 
クスライディングルーフや電動サン 
シェードを閉じるとさやパノラミッ 
クスライディングルーフをチルト 
ダウンずるときは、身体などを挟ま 
ないよ5にま意してください。特に 
子供にはま意して < ださい。 
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パノラミックスライディングルー 
フ/ 電動ヴン シェー ド の リセット 

パノラミックスライディングルーフや 

電動サンシェードびスムーズに作動し 

ないときや、自動で開閉しないときは、 

パノラミックスライディングルーフや 

電動サンシェードの U セットを行なつ 

て < ださい。 

►イグニッシヨン位置を 1 か 2 にし 
ます。 

►スイッチを⑤の方向 （0221 ぺ一 
ジ）に操作してパノラミックスライ 
ディングルーフを完全に閉じ、その 
まま約2秒じ(上保持しまず。 

►スイッチを⑤の方向 （0221 ぺ一 
ジ）に操作して電動サンシェードを 
完全に閉じ、そのまま数秒間イ呆持し 
ます。 

►パノラミックスライディングルーフ 
と電動サンシェードび自動で開閉ず 
ることを確認しまず。 

►自動で開閉しないとさは、再度 U 
セット操作を行ないまず。 

P パノラミックスライディングルー 
フや電動サンシェードを U セットし 
てを、自動で開閉しないとさは、メ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
に連絡してください。 


スライデイングルーフのトラブル 


スライディングルーフを閉じることび 
できず、原因びわか5ないとを 

A 警告 

強い力でスライディングルーフを開 
じるとさや、挟み込み防止機能び作 
動しない状態でスライディングルー 
フを閉じるとをは十分を意してくだ 
さい。閉じているスライディングルー 
フに身体び挟まれると、致命的なけ 
びをするおそれびありまず。 

閉じているスライディングルーフび停 
止して、かし開くときは、 LU 下のよラ 
にして < ださい。 

► スライディングルーフび停止したら 
ただちに、スライディングルーフび 
閉じるまでスイツチを®の方向に 
軽く操作し続けてください。 

強い力でスライディングルーフび閉 
じまず。 

閉じているスライディングルーフび再 
度停止して、かし開くときは、 LU 下の 
よラにして< ださい。 

► スライディングルーフび停止したら 
ただちに、スライディングルーフび 
閉じるまでスイツチを⑤の方向に 
軽く操作し続けてください。 


I 


挟み込み防止機能が作動しない状態 
で、スライディングルーフが閉じ 
ます。 
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ソフトトップ（カブリオレ) 


(カブリオレ) 


ソフトトップの開閉は、停車してい 
るとき、または約 40 km / h _ UU 下で走 
行しているとさに行なラことがでさ 
ます。 

風が強いとさは、ソフトトップを完全 
に開閉ずることがでさない場合があり 
ます。このようなときは、走行速度を 
下げるか、停車して操作を行なって< 
ださい。 

安全のため、ソフトトップの開閉は、 
停車しているとさに行なラことをお勧 
めします。 

A 警告 

• 走行中は、必ずソフトトップを完 
全に開いた状態か閉じた状態にし 
て < ださい。 

• 走行する前に、ソフトトップが確 
実に□ックされていることを確認 
してください。確実に□ックされ 
ていないと、走行中にソフトトッ 
プが開さ、車のコント□ールを 
失い、事故を起こすおそれがあり 
まず。 

• ソフトトップの開閉操作を途中で 
停止しないで<ださい。けがをし 
たり、ソフトトップを損傷ずるお 
それがお0ます。 

開閉操作を途中で停止すると、マ 
ルチフアンクションディスプレイ 
に "ルーフが完全に開閉されてい 
ません" と表示されます。また、 

し U 下の時間が経過した後に油圧装 
置の圧力が低下し、ソフトトップ 
の停止位置によっては、ソフトトッ 
プが倒れ込みまず。 


クィ グニッシヨン位置が2のとき 
は、マルチファンクシヨンディ 
スプレイに "ルーフが完全に開 
開されていません" と表示され、 
警告音が鳴0、約7分後にルー 
フが倒れ込みます。 

◊イグニッシヨン位置を2じ(外に 
したときは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに "ルーフの開 
閉げ完了していません II と表示 
され、警告音が鳴り、約20秒 
媛にルーフが倒れ込みまず。 

p ソフトトップ収納部カバーの上に 
座ったり、重し''物を載せなし''でぐだ 
さい。ソフトトップやソフトトップ 
収納部カノ（一を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

。ソフトトッフび開閉ずるときは、 
ソフトトップは上方に、トランクは 
後方に動さまず。ソフトトップや車 
体、トランク内の荷物などの損傷を 
防ぐため、じ(下の点にミ主意してくだ 
さい。 

• 車の上方および後方、ソフトトッ 
プの作動範囲に十分な空間びあ 
ること 

• トランクカバーび確実に閉じ 
ていること 

• 荷物びトランクカバーの下に収 
納されていること 

• トランクカバーび荷物に押し上 
げられていないこと 

• トランクび閉じていること 
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• U アシートのヘッドレスト後方 
のスペースに物がないこと 

• ソフトトップにミちれや水分など 
が付着していなく、凍結してい 
ないこと 

B 車を離れるとさは、盗難を避ける 
ため、必ずソフトトップを閉じ、ド 
アとウインドウ、トランクなどが閉 
じていて、各部が施錠されているこ 
とを確認して < ださい。 

。ソフトトップ開閉中に運転席ドア 
のトランクスイッチやトランクの八 
ンドルを操作しないで < ださい。 

〇トランクが完全に閉じていないと 
さにソフトトップを開閉しよラとず 
ると、マルチファンクシヨンディス 
プレイに警告マークが表示されまず 
0314ページ）。 

〇 リアシート のへ ッドレストとエア 
キャップドラフトストップ*が上 
がっているとさは、ソフトトップの 
開閉動作が開始される前にリアシー 
卜のへ ッドレストとエアキャップド 
ラフトストップ*が下がりまず。 

〇 走行速度が約 40 km/h 上のと 
さにソフトトップを開閉しようと 
したとさは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに "ルーフ 開閉操 
作巧能速度40 km / h " と表示され 
ます。 


ソフトトップスイッチによる操作 


A 警告 

ソフトトップを開閉しているとをに 
走行速度が約 40 km / h を超えると、 
ソフトトップはその位置で停止し 
まず。視界が遮られ、ソフトトップ 
が損傷ずるおそれがありまず。 

交通状況にま意しながら、走行速度 
を約4日 km / h じ TR こずるか停車して、 
スイッチを操作してソフトトップを 
完全に開くか、閉じて<ださい。 


A 警告 

• ソフトトップを開閉するときは、 
ソフトトップやトランク、ドアウ 
インドウや I 」アサイドウインドウ、 
リンケージやソフトトップ収納室 
カバーなどの作動する部分に触れ 
ないでください。挟まれてけがをず 
るおそれがあ0まず。また、それ 
らが作動ずる範囲に障害物がない 
ことち確認してください。 

• 身体や物が挟まれそラになったと 
さは、ソフトトップスイッチから 
指を放してください。ソフトトッ 
プの作動が停止します。 


B を習恒掛 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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トトップ（カブリオレ) 


ソフトトツプの開閉 


► トランクカバーび確実に閉じてい 
ることを確認しまず （0231 ぺ一 
ジ)。 

〇 トランクカバーび確実に閉じてい 
ないとさにソフトトップを開こラ 
とすると、確認音び鳴り、マルチファ 
ンクシヨンデイスプレイに" トラン 
クカバーを閉じてください" と表 
おされます。 

► トランクを閉じまず。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

►パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 


►フ□ント アーム レスト前端の カバー 
を開をまず。 



フ□ント アーム レスト前端の カバー 
巧にソフトトツプスイッチのびあり 
ます。 


ソフトトップを開く 

►ソフトトップスイッチのを弓 I し、 
て、すべての作動び終了ずるまで保 
持します。 

• ドアウインドウと U アサイドウ 
インドウびいっぱいまで開さ 
9 〇 

• ソフトトップ前端の□ックび解 
除されまず。 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに" ルーフび開閉中" と表示 
されまず。 

•ソフトトップ収納室カバーび開 
を、ソフトトップびキ斤りたにま 
れます。 

•ソフトトッフ収納室カバーび閉 
じまず。 

• ドアウインドウと U アサイドウ 
インドウびいっぱいまで閉じ 
ます。 

。ソフトトップを開いている途中に 
走行速度が約4日 km / h を超えると、 
ソフトトップはその位置で停止し、 
マルチフフアンクシヨンデイスプ 
レイに "ルーフが完全に開閉され 
ていません" と表示されまず。走行 
速度を約 40 km/h iU 下にしてから、 
スイッチを操作してソフトトップを 
完全に開いて < ださい。 
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ソフトトップを閉じる 

〇 ソフトトップを閉じる前にソフト 
トップび蕭れていないことを確認し 
て<ださい。車内やトランクに水び 
入るおそれびありまず。 

►ソフトトップスイッチ®を押し 
て、すべての作動び終了ずるまで保 
持します。 

• ドアウインドウと U アサイドウ 
インドウびかし開さまず。 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに" ルーフび開閉中" と表示 
されます。 

•ソフトトップ収納室カバーび開 
さ、ソフトトップび出てさまず。 
.ソフトトップ収納室カバーび閉 
じまず。 

• ソフトトップ前端び □ ックごれ 
ます。 

• ドアウインドウとリアサイドウ 
インドウがいっぱいまで閉じ 
ます。 

。ソフトトップを閉じている途中に 
走行速度が約 40 krn / h を超えると、 
ソフトトップはその位置で停止し、 
マルチフフアンクシヨンデイスフ 
レイに "ルーフが完全に開閉され 
ていません" と表示されまず。走行 
速度を約4日 km/h iU 下にしてから、 
スイッチを操作してソフトトップを 
完全に閉じて < ださい。 


キーに よる操作 


A 警告 

• ソフトトップを開閉するとさは、 
ソフトトップやトランク、ドアウ 
インドウやリアサイドウインドウ、 

U ンケージやソフトトップ収納室 
カバーなどの作動ずる部分に触れ 
ないでください。挟まれてけがをず 
るおそれがあ0ます。また、それ 
らが作動する範囲に障害物がない 
ことも確認してください。 

• 身体や物が挟まれそラになったと 
きは、キーのボタンから指を放し 
てください。ソフトトップの作動 
が停止しまず。 

ソフトトップの開閉 

〇 操作は運転席ドア八ンドルのおく 
で行なってください。 

► トランクカバーび確実に閉じてい 
ることを確認しまず （0231 ぺ一 
ジ)。 

〇 トランクカバーび確実に閉じてい 
ないとさにソフトトップを開こ5 
とすると、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに" トランクカバーを 
閉じてください" と表示されまず。 

► トランクを閉じまず。 

► 運転席ドアのドア八ンドルにキーの 
先端を向けまず。 
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トトップ（カブリオレ) 


ソフトトップを開く 

► キーの解錠ボタン cs を押して、ず 

ベての作動び終了ずるまで保持し 

ます。 

• ドアウインドウと U アサイドウ 
インドウびいっぱいまで開を 
ます。 

• ソフトトップ前端の□ックび解 
除ごれます。 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに" ルーフび開閉中" と表示 
されます。 

.ソフト h ップ収納室 カバーび 開 
を、ソフトトップび巧りたたま 
れます。 

•ソフトトップ収納室カバーび閉 
じまず。 

• ドアウインドウと U アサイドウ 
インドウびいっぱいまで閉じ 
ます。 

ソフトトップを閉じる 

► トランクを閉じまず。 

► 運転席ドアのドア八ンドルにキーの 

先端を向けまず。 


► キーの施插ボタンを押して、ず 

ベての作動び終了ずるまで保持し 

ます。 

• ドアウインドウと U アサイドウ 
インドウびかし開きまず。 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに" ルーフび開閉中" と表示 
されます。 

•ソフトトッフ収納室カバーび開 
を、ソフトトップび出てさまず。 

•ソフトトッフ収納室カバーび閉 
じまず。 

• ソフトトップ前端び□ックされ 
9 〇 

• ドアウインドウと U アサイドウ 
インドウびいっぱいまで閉じ 
9 〇 

ソフトトツプの再□ツク 


し U 下のとをはソフトトップび確実に 
□ックされていません。 

• マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に "ルーフび完全に開閉されてい 
ません" と表示されているとさ 

• 走行を開始したとさか、走行中に、 
約10秒間警告音び鳴ったとさ 

ソフトトップび確実に□ックされてい 
ないとさは、じ(下のよ5にして、□ッ 
クして < ださい。 

► 周囲の道路や交通状況にま意しなび 
ら、ただちに停車しまず。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 
►ソフトトップスイッチを押しまず。 
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トランク カバー 

トランクカバーは、トランクの荷物 
をカバーずるときに使用しまず。トラ 
ンクカバーび閉じているとさのみ、ソ 
フトトップを開 < ことびでをまず。 

。ソフトトップを収納したとさに、 
ソフトトップや荷物の損傷を防ぐ 
ため、じ(下のことにミ主意してくだ 
さい。 

• トランクカバーを開いていると 
さは、側方のネットの内部や後 
方に長さのある物を置かないで 
ください。トランクカバーの作 
動を巧げたり、収納されている 
ソフトトップを損傷ずるおそれ 
びありまず。 


• 荷物びトランクカバーを押し上 
げていないことを確認してくだ 
さし、。 



トランクカパーを開< 


► 八ンドル®を持って矢印の方向に 
トランクカバーを押しまず。 

トランクカ/(—を閉じる 


►八ンドルのを持って、トランクカ 
バーを手前に引さ出しまず。 


ドラフトストップ* _ 

ドラフトストップはソフトトップを 
開し''て走行してし''るとさに、風を巧え 
9 〇 

ドラフトストップはリアシートの上方 
に固定しまず。このため、ドラフトス 
トップを取り付けているとさは、運転 
をと助手席柔員だけび乗車でさまず。 

ドラフトストップは販売店オプション 
でず。詳し<は、お買い上げの販売店 
またはメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場におたずね < ださい。 

A 警告 

暗いとさや周囲の状況により、後ち 
視界び制限されると、事故の原因に 
なりまず。視界び遮 S れるとさや暗い 
ときは、ドラフトストップの上部を 
たたんで < ださい。 

〇ドラフトストップを取り付けてい 
るときは、前席のバックレストの 
位置にミ主意して<ださい。バック 
レストびドラフトストップとぶつ 
かるおそれびありまず。 

〇ドラフトストップは純正品だけを 
使用してください。車を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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トトップ（カブリオレ) 



►左ちの固定ピン©にドラフトス 
トップを取0付けまず。 


ドラフトストップの取り付け方法に 
ついて、詳しくはドラフトストップ 
の取扱説明書をご覧 < ださい。 


エアキャップ* 

エアキャップにより、ソフトトップを 
開し''てし''るとさち風の卷さ込みを抑 
え、乗員全員が快適に走行ずることが 
でさまず。エアキャップは、停車してい 
るとき、または約 160 km / h _ Ui (下で走 
行しているときに展開させることがで 
さまず。 

〇 走行速度が約1 60 km/h iU 上のと 
きは、エアキャップを展開/収納ず 
ることはでさません。 

《上記は、車両の機能の説日月でず。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 

エアキャップは下のちのにより構成 
されます。 

• フ□ントウインドウとソフトトップ 
の間にあるウインドデフレクター 

• リアシートのヘッドレストの間にあ 
るエアキャップドラフトストップ 


A 警告 

エアキャップを展開/収納している 
ときは、身体が挟まれないよラにし 
てください。身体が挟まれそラになつ 
たとさは、エアキャップスイッチを 
再度押してください。 



フ□ン ト アーム レスト前端の カバー 
内にエアキャップスイッチのがあり 
ます。 


〇 エアキャップは、ソフトトップが 
開いているとさに展開でさまず。 

〇 エンジンが停止していてイグこッ 
シヨン位置が2のとき、ソフトトッ 
プが閉じている状態でエアキャップ 
スイッチを押すと、ウインドデフレ 
クターのみが展開しまず。 

エアキヤップを展開させる 


► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► フ□ント アーム レスト前端の カバー 
を開さまず。 

►エアキャップスイッチのを押し 
9 〇 

スイッチの左ちの表示口が点灯し 
9 〇 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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ウインドデフレクター®が展開し 
ます。 



また、エアキャップドラフトストッ 
プ③とリアシートのへッドレストが、 
中間の位置まで上がりまず。 

〇 後席の乗員びシートベルトを装着 
しているとさは、エアキャップド 
ラフトストップ⑤と1」アシートの 
へッドレストは、いっぱいまで上び 
りまず。 

〇 エアキャップび展開しているとさ 
に、エンジンスイッチからキーを 
抜くか、キーレス3’ースイッチで 
イグニッシヨン位置を0にずると、 
エアキャップは自動的に格納され 
ます。再度イグニッシヨン位置を2 
にずると、エアキャップシステムは 
展開します。 


エアキャップをホ各納ずる 


► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

►フ□ント アーム レスト前端の カバー 
を開さます。 

► エアキャップスイッチ®を押し 
ます。 

スイッチの左ちの表示灯び消灯し 
ます。 

ウインドデフレクター③とエア 
キャップドラフトストップ⑤び収 
納されます。まに、リアシートのへッ 
ドレストび下びりまず。 

〇 後席の乗員びシートベルトを装着 
しているとをは、エアキャップス 
イッチを押してを、エアキャップは 
収納されず、 U アシートのヘッドレ 
ストを下びりません。後席の柔員び 
シートベルトを外ずと、エアキャッ 
プは収納され、リアシートのヘッド 
レストは下びりまず。 

〇 エアキャップび展開しているとさ 
にソフトトップを閉じよラとずる 
と、エアキャップび収納されてか 
らソフトトップの作動び開始され 
9 〇 

前席か5のリアへッドレストとエア 
キャップドラフトストップのリ文納 

後方視界を確保ずるため、センターコ 
ン ソールの スイッチ （089 ページ） 
で U アへッドレストとエアキャップド 
ラフトストップのみを収納ずることび 
でさまず。 
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ソフトトップ（カブリオレ） 


ソフトトップのトラブル 


トラブル 


ソフトトップび開閉し 
ない。 


可能性のある原因/症状および ► 对応 

イグニッシヨン位置び2攻がになっている。 

► イグニッシヨン位置を2にしてください。 

トランクび開いている。 

► トランクを閉じて < ださい。 

トランクカバーび閉じていない。 

► トランクカバーを閉じてください。 

□ールバーび作動した状態になっている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 

► リアへッドレストび自動で収納されない。 

► リアへ、ソ ドレストを手動で下げてください （>336 ページ）。 

ソフトトップの開閉機構び故障している。 

► ソフトトップを手動で閉じてください（1>326ページ）。 

► ルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を毒けてください。 

何度も連続してソフトトップを開閉した。ソフトトップの開閉機構びま全 
のため自動的に停止した。 

約1日分後に、再度ソフトトップを開閉できるよラになりまず。 

►イグニッシヨン位置を0にしてから、2の位置にずるか、エンジンを 
始動して < ださい。 

►再度、開閉操作を行なってください。 


B を邸 S 恒冊 
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荷物の積みち/ル物入れ 


荷物を積むとさのミ主意点 


A 警告 

荷物を積むとさは、 L 处降に記載され 
ているミ主意点を守り、確実に固定して 
ください。急ブレーキや急な進路変更 
時、事故のとさなどに前方に投げ出さ 
れて、乗員がけがをずるおそれがあり 
まず。 

r 荷物の固定ち法」をご覧ください。 
また、荷物を積むとさのを意点を守つ 
たとしてを、荷物を積むことにより、 
事故などのとさに乗員がけがをずる 
可能性は高まりまず。 


A 警告 

エンジンをかけた状態でトランクを 
開いたままにしないでください。お f 
気ガスが車内に入り、意識不明になつ 
たり、中毒死ずるおそれがあります。 

荷物の積みちは車の走行安定性に大さ 

<影響します。 iu 下の点にミ主意して< 

ださい。 

• 荷物の重量が、制限重量（[>379ペー 
ジ）を超えないようにしてください。 

•重い物は車の中む近く （トランクの 
前ち）の低い位置に積み、確実に固 
定して < ださい。確実に固定でさ 
ていないと、急ブレーキ時などに荷 
物が動さ、トランク内部を損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

• 荷物を車巧に積むとさは、シートの 
バックレストより高<積み上げない 
で < ださい。 


• トランクに荷物を積むときは、トラ 
ンクの前端に接ずるようにしてくだ 
さい。リアシートを折りたたんだと 
さは、フ□ントシートのバックレス 
卜に接ずるように荷物を積んで<だ 
さい。 

• なるベ<乗員のいない席の後方に荷 
物を積んで < ださい。 

• 強度の十分な荷物固定用ストラップ 
などを使用して、荷物を確実に固定 
して < ださい。 

• 鋭い角のある荷物は、角の部分に力 
バーを して < ださい。 

• 重量が偏らないよ5均等に積んで< 
ださい。 

• 燃料を入れた容器やスプレー吿など 
を積まないで<ださい。引火や爆発 
のおそれがあ0ます。 

• ウインドウに荷物が当たらないよう 
にして<ださい。ウインドウガラス 
を損傷したり、リアデフ ォッ ガーの 
熱線やアンテナなどを損傷ずるおそ 
れがあります。 

〇 荷物固定用のアクセサリーは 
Daimler AG の推奨品の使用をお勧 
めしまず。詳し<は;><ルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 
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荷物の積み万/ル物入れ 


小物入れ 


A 警告 

荷物が収納されているとさは、小物 
入れを必ず閉じて<ださい。また、 
収納ネットは重い荷物を固定ずるた 
めには設計されていません。 

し U 下のとさに荷物が投げ出されて乗 
員がけがをずるおそれがあ0まず。 

• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 
• 事故のとさ 

収納ネットには、鋭利な角のある物や 
こわれやすい物を入れて運搬しない 
で < ださい。 

収納ポケットには、かたい物を入れ 
て運搬しないでください。また収納 
ポケットの上部から、物がはみ出ない 
よラにして < ださい。 

〇収納物びル物入れからはみ出さ 
ないよラにしてください。 

〇ル物入れのカパーび閉じなくなる 
よラな大さな物をル物入れに入れ 
ないで< ださい。ル物入れや収納物 
を損傷するおそれびありまず。 

〇ル物入れには食料品を収納しない 
で < ださい。 

〇貴重品はル物入れに保管しないで 
<ださい。 


グ□ーブボックス 



ち八ンドル車 


グ□ーブボックスを開< 

► 八ンドルのを引きまず。 

グ□ーブボックスを閉じる 

► カバー③を押して□ックさせまず。 

〇 グ□ーブボックス内には照日月びあ 
りまず。イグニッシヨン位置び1 
か2のとさにグ□ーブボックスを 
開くと、照日月び点灯しまず。 

〇グ □-ブボックス内には、 ETC 
車載器びありまず。詳しくは別冊 
rCOMAND システム取扱説日月書」 
をご覧 < ださい。 

〇 グ□ーブボックス巧に送風ずるこ 
とびでをまず0219ページ）。 

キーシ1」ンダーにエマージェンシー 

キーを差し込んでグ □ーブボ ックスを 

施錠/解綻でさまず。 
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P 


み 



ご., 

ブ 

左八ンドル車 

グ□ーブボックスを施綻ずる 

► エマージェンシーキーを差し込んで 
施綻位置回にまわしまず。 

グ□ーブボックスを解綻ずる 

► エマージェンシーキーを差し込んで 
解綻位置のにまわしまず。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、グ□ーブボックスを開けられた 
<ないとさは、グ□ーブボックスを 
施綻して < ださい。その際は、エマー 
ジェンシーキーをキー本体から取り 
外し、携帯してください。 

フ□ントアームレストのル物入れ 



ル物入れのカパーを開く 

► 左ちにあるボタンのまたは⑤を押 
します。 

アームレストカバーび左ちに開さ 
9 〇 

〇 クーペは、フ□ントアームレスト 
巧の前方にあるル物入れのトレーを 
取り外ずことびでさまず。 

ft フ□ントアームレストの小物入れ 
内には、メディアインターフェー 
ス用端テと USB インターフェース 
用端子びありまず。メディアイン 
夕ーフェースは、 iPod ® や USB 機 
器などのポータブル音楽機器のた 
めの接続端モでず。詳しくは別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 

収納ネット 
A 警告 

収納ネットには、重い物やかたい物、 
ビンや宙、割れやすい物、鋭利なお状 
の物を入れないで<ださい。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに収納物び巧げ出されて、乗員 
びけびをするおそれびあります。 

助手席足元と U アシート足元、トラン 
ク内左側（クーペ）、トランク内左側 
およびち側（カブ U オレ）に収納ネッ 
卜びありまず。 
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荷物の積み方/ル物入れ 



スルー□ー デイングを開< 

► リアシートのアームレスト③を引 
さ出しまず。 

►八ンドルのを引さなびら、カバー 
©を開きまず。 

。 U アシートのカップ ホルダーを 使 
用しているときは、スルー□—デイ 
ングを開かないで<ださい。アー 
ムレストと飲み物の容器び接触し 
て、飲み物びこぼれるおそれびあ0 
ます。 

スルー□ーデイングを閉じる 

► リアシートのアームレスト⑤を持 
ちなびら、カバー⑤ととをに押し 
込みまず。 


分割巧倒式リアシート（クーベ） 

I 」アシートのバックレストの左ちいず 
れか一方、または両方を倒ずことびで 
をます。 


A 警告 

トランクに重い荷物やかたい荷物を 
積載ずるとさは、確実に固定してく 
ださい。急ブレーキ時や急な進路変 
更時、事故のとさなどに荷物び投げ 
出されて、乗員びけびをするおそれ 
びあ D まず。 


A 警告 

エンジンをかけた状態でトランクを 
開いたままにしないで<ださい。排 
気ガスび車内に入0、意識不日月になつ 
たり、中毒死ずるおそれびあ0ます。 

PU アシートのバックレストを前方 
に倒した状態でフ□ントシートを後 
方に動かしたり、フ□ントシートの 
バックレストを後方に倒ずとさは、 
リアシートに当たらないよ5にミ主意 
してください。シートを損傷ずるお 
それびありまず。 


バックレストを倒ず 



► トランクを開きまず（杉82ぺージ）。 


► トランク巧にある UU —ス八ンドル 
①を手前に引をまず。 
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バックレストの□ックが解除され 
ます。 
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〇 バックレストの□ックを解除した 
ときに、フ□ントシートび後方の位 
置にあるとさやパックレストを後方 
に倒しているとさは、□ックを解除 
した側のフ□ントシートび自動的に 
前方および上方に移動し、バックレ 
ストび垂直付近の位置に起さ上びり 
ます。ただし、運転席シートは、イ 
グニッシヨン位置び2のとさは移 
動しません。 



► バックレスト⑤を前方に倒しまず。 

► フ□ントシートを動かしたとさは、 
シー h 位置を調整しまず。 


バックレストを起こず 


►フ□ントシートび後方の位置にあ 
るとをはフ□ントシートを前方に 
移動します。 

► フ□ントシートのバックレストび 
後方に倒れているとさは、バックレ 
ストを前方に起こしまず。 

または 

►フ□ントシートのバックレスト 
□ック解除レバーを引き、フ□ント 
シートを前方に移動させまず。 



► バックレスト⑤を起こして□ツク 
し 9 〇 


A 警告 

バックレストを起こしたときは、バッ 
クレストび確実に□ックされている 
ことを確認してください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに荷物び前ちに巧げ出されて、 
柔員びけびをずるおそれびあ D ます。 

。バックレストを起こずときは、 
シートベルトび挟まれていないこと 
を確認してください。 

〇 シートを倒ず必要のないときは、 
バックレストを起こして□ックして 
<ださい。 

〇 バックレストび確実に□ックされ 
ていないとさは、イグニッション位 
置び2でドアび閉じているとさに、 
マルチフアンクションデイスフレ 
イに" 左（ち）リアバックレスト 
□ックされていません" と表示さ 
れまず。再度バックレストを起こし 
て、確実に□ックしてください。 

► フ□ントシートを動かしたときは、 
シート位置を調整しまず。 


I 
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荷物の積み万/ル物入れ 


巧物の固定 


荷物固定用リング 


A 警告 

荷物固定用 U ングには均等に力がか 
かるよラにしてください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに荷物が投げ出されて、乗員び 
けがをするおそれがあ0まず。 

荷物を固定するとさは、 Li (下の点に注 

意して < ださい。 

. 荷物固定用リングを使用して、荷物 
を固定して < ださい。 

• 伸縮性のあるストラップやネットは 
軽い荷物のずれを防ぐためのちの 
です。これらを使用して荷物を固定 
しないで < ださい。 

• 固定用具が荷物のとがった部分や角 
に当たらないよ5にして<ださい。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に力 
バーを して < ださい。 

. 荷物固定用リングに均等に力がかか 
るよラにして < ださい。 

• でさるだけずベての荷物固定用リン 
グを使用して < ださい。 

. 荷物固定用リングに過大な力がかか 
らないよ5にして < ださい。 

• 固定用具の取扱説明書ちお読み< 
ださい。 



クーぺ 


①荷物固定用 U ング 

トランクルーム内に4個の荷物固定用 
U ング©がありまず。 

〇 前方の2個の荷物固定用 U ングは 
トランク フ □ア マツ トのス1」 ツ トに 
通して使用します。 

カブ U オレには、前方の2個の荷 
物固定用 U ングは装備されません。 

バッグフック（クーぺ） 


A 警告 

バッグフックには重い荷物をかけ 
ないでください。急ブレーキ時や進 
路変更時、事故のとさなどに荷物び 
授げ出されて、乗員びけびをするお 
それびあります。 

〇バッグフックには、約 3 kg じ(上の 
荷物をかけないで<ださい。 
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①バッグフック 


トランクルーム巧左ちにバッグフック 
©びありまず。 


トランクフ□アポード下の収納ス 
ぺース 

トランクフ□アボード下の収納スペー 
スには、車載工具や応急用スペアタイ 
ヤなどた'叫又納されていまず。 


トランクフ□アボードを開< 



►フック®を起こして、トランクフ 
□アボード⑤を引を上げまず。 



►クーペは、トランクフ□アボード 
⑤を支えなびら、フックのをリア 
ウインドウ下側のトランクの縁® 
にかけまず。 

または 

►カブ U オレは、トランクフ□アボー 
ド⑤をかし手前に引いてから、フッ 
ク ® を U アウインドウ下側のトラ 
ンクの縁⑤にかけまず。 

Q トランクフ□アボードのフックを 
U アウインドウ下側のトランクの縁 
にかけたままトランクを閉じないで 
ください。フックを損傷しまず。 


I 









242 


荷物の積み方/ル物入れ 


ルーフラック（クーぺ) 


A 警告 

• 誤った取り付けちによってルーフ 
ラックやアタッチ^ントが脱落ず 
ると、乗員がけがをしたり、事故 
の原因になりまず。ルーフラック 
やアタッチ^ントを取り付けると 
さは、製品に添付されている取扱 
説明書に従ってください。 

• ルーフの最大積載量（約 100 kg ) 
を超えないよラま意してください。 
また、ルーフに荷物を積んでいる 
ときは、車の重む位置が変化し、 
走行安定性に影響を与えます。路 
面や交通、天候に合わせた運転を 
行なってください。 


A 警告 

ルーフラックを取り付けているとさ 
は、パノラ S ックスライデイングルー 
フ* を閉じてください。 乗員がけが 
をするおそれがありまず。 

Q 推奨品(がの;レーフラックを取り 
付けると車を損傷ずるおそれがあり 
ます。 

ルーフラックを取り付けるとさ、ま 
た、ルーフラックに荷物を積んだと 
さは下記にま意して<ださい。車を 
損傷するおそれがありまず。 

• パノラミックスライデイングルー 
フ* をチルトアップしたときに接 
触しないこと 

• ルーフ後部のアンテナ（クーペ） 
に接触しないこと 

• トランクを開いたときに接触し 
ないこと 

* オプション作仕様により、異なる装備でず。 



パノラミックスライディングルーフが装備車 



ノ くノラミックスライディングルーフ装備車 


► カバー©をミ主意しながら矢印の方 
向に開さまず。 

► カバーのを開いた位置で固定し 
9 〇 

► ルーフラックをカバーの内部のマ 
ウント部に固定しまず。 

► 製品に添付の取扱説明書の指示に 
従って < ださい。 

〇カバーを開くときは、金属製の 
物やかたい物を使用しないで < だ 
さい。カバーやルーフを損傷ずるお 
それびありまず。 

〇 ルーフラックは Daimler AG の巧 
奨品の使用をお勧めしまず。詳しく 
はメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずねください。 
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A 警告 

走行中はカップホルダーを閉じ、使 
用しないで < ださい。似下のとをに 
物が投げ出されて、乗員がけがをす 
るおそれがあります。 

• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 
• 事故に卷さ込まれたとさ 
カップホルダーのサイズに含ったフ 
夕付さの容器を使用してください。 
飲み物がこぼれるおそれがあります。 
熱い飲み物のた故にカップホルダー 
を使用しないで < ださい。火傷をす 
るおそれがありまず。 

〇カップホルダーに飲み物を置< と 
さは、スイッチや電装品などに飲み 
物をこぼしたり、結露した水滴が重 
れないように注意して<ださい。 

スイッチや電装品などを損傷した 
0、ショートして発火ずるおそれが 
ありまず。 


センターコンソールのカツプホルダー 



クーペ（ち八ンドル車) 
①カ ップホルダー 
⑤カ バー 


カ ツ プホルダーのカ パー を開く 

► カバー⑤を後方に引さまず。 

カツプホルダーのカパーを閉じる 
►カバー⑤を前方に押しまず。 
カツプホルダーを取りがず 



► 左ちどちらか一方の切り夕さ⑤に 
ドライパーなどを差し込み、ガイド 
⑤び見えるまで内側に寄せまず。 


►カップホルダーをかし引さ上げ 
ます。 

► 同様に反対側の切り欠さ⑤にドラ 
イパーなどを差し込み、内側に寄せ 
なびらかし引さ上げまず。 


I 
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►カツフホルターを内側に引さ寄せな 
びら取り外しまず。 


カツプホルダーを取り付ける 



► カッフホルダー上部の角びある部分 
び前方を向くよラにして、カップホ 
ルダー下部の切り欠さ⑤をガイド 
③に合わせまず。 

►固定されるまで、カップホルダー 
©を押し込みまず。 

リアセンターコンソールのカップホル 
ダー（クーペ） 



カツプホルダーのカパーを開く 

► カバーのを前方に押しまず。 

カツプホルダーのカバーを閉じる 

► カバーのを後方に引きまず。 


リアセンターコンソールのカップホル 



前方のカツプホルダーのカバーを開く 

► カバー⑤を矢印の方向にスライド 
させまず。 


後ちのカツプホルダーのカバーを開く 

► カバーのを矢印の方向にスライド 
させます。 


サンバイザー 


A 警告 

走行中は バニテイ吉ラーのカバーを 
閉じてください。眩惑により交通状 
況の視認び損なわれ、事故の原因に 
なります。 


B を邸6恒冊 
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①照明 
⑤フック 
⑤ク1」ップ 

④ バニテイ云ラー 

⑤ バニテイ云ラーカバー 
® サンバイヴー 

前ちか5の眩しさを防ぐ 

► サンノ（イヴー®を下げまず。 

横方向か5の眩しさを防ぐ 

► サンノ くイヴー®を下げまず。 

► サンバイザーをフック⑤から外し 
ます。 

► サンバイヴーを横にまねしまず。 

〇サンバイヴー®を横にまわずと 
をは、バニテイミラーカバー⑤を 
閉じてください。バニテイ S ラーカ 
パーやルーフ内張りを損傷ずるおそ 
れびありまず。 


バニテイミ ラー 

バニテイ ミラーを使用ずる 

► サンノ（イヴー®を下げまず。 

►バニテイミラーカバー⑤を上方に 
開さまず。 

照明のび点灯しまず。 

使用後はノ（ニテイミラーカノ（一を閉 
じまず。 

〇 照巧のはサンバイヴーびフック 
にかかっているとさに点灯しまず。 


リアウインドウ•ブラインド* (クー 
ぺ） 

〇ブラインドの作動範囲に物を置か 
ないで<ださい。ブラインドや物を 
損傷するおそれびありまず。 



イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に作動させることびできまず。 


B を馨恒掛 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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リアウインドウ-ブラインドを展 
開ずる 

► U アウインドウ-ブラインドスイツ 
チのを押しまず。 

U アウインドウ-ブラインドび自動 
で展開します。 

展開中に再度スイッチを押ずと 、 U 
アウインドウ-ブラインドび自動で 
格納します。 

リアウインドウ-ブラインドを格納ずる 

► U アウインドウ-ブラインドスイツ 
チのを押しまず。 

1」アウインドウ-ブラインドび自動 
で格納します。 

格納中に再度スイッチを押ずと 、 U 
アウインドウ-ブラインドび自動で 
展開します。 


〇吸いびらやマッチの乂はお実に消 
して、使用後はカバーを閉じて<だ 
さい。 

〇紙くずなどの燃えやずい物は入れ 
ないで < ださい。 

〇灰を落とずとさは、灰皿び取り付 
けられていることを確認してくだ 
さい。灰皿の収納部を損傷するおそ 
れびあ0まず。 


フ□ントのの皿 

〇 の皿を取り外したスペースをル 
物入れとして使用ずることびでさ 
まず。 

〇灰皿下部のスペースには耐熱性び 
ありません。乂びついたたばこを 
灰皿に置<前に、灰皿び確実に取り 
付けられていることを確認してくだ 
さい。の皿下部のスペースを損傷ず 
るおそれびありまず。 



の皿のカパーを開く 

► 停止ずるまでカバーのを前方に押 
しまず。 


巧皿のカパーを閉じる 

► カバーのを前方に軽く押しまず。 
カバーび後方にスライドしまず。 

巧皿を取りがず 

► 灰皿⑤の両脇をつまみ、矢印⑤の 
方向に引を上げまず。 

巧皿を取り付ける 

►灰皿⑤を元の位置に合わせ、押し 
込みます。 


B を邸6恒冊 
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リアの灰皿 



灰皿を開く /閉じる 

► カバー®を開さまず。 

閉じるとさはカノ（一を押しまず。 

灰皿を取りがず 

►解除ボタン@を押して、灰皿©を 
取り出しまず。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿のを元の位置に合わせ、し^つ 
ぱいまで押し込みまず。 


「ラィター 

A 警告 

ライターは必ずノブの部分を持って 
ください。金属部を持つと火傷をす 
るおそれがあります。 

安全のため、子供を棄車させるとき 
はライターを抜さ取ってください。 


P ライターを使用ずるときは、 
下の点にミ主意して<ださい。ライ 
ターを損傷したり、火災が発生ず 
るおそれがあります。 

• ライターを押し込んだ後、押さ 
え続けないでください。 

• 赤熱部に灰や異物が付着したま 
ま使用しないで < ださい。 

• ライターを改造したり、純正品 
外のライターを使用しないで 
<ださい。 

。ライターが戻らな<なったとさ 
は、イグニッシヨン位置を0にず 
るか、エンジンスイツチからキーを 
抜いて、^ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場に連絡して < ださい。 



►イグこッシヨン位置を1か2にし 
9 〇 


ライターのカバ’一を開く 

► 停止ずるまでカバーのを前方に押 
しまろ。 

► ライター®を押し込みまず。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻りまず。 

► ライター®を引き抜きまず。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位 
置に戻しまず。 


I 
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ライターの力八一を閉じる 

► カバーのを前方に軽く押しまず。 
カバーび後方にスライドしまず。 


12 V 電源ソヶット 

H おず DC 12 V 、 最大消費電流 15 A 
し U 下（最大消費電力 180 W け下） 
の規格に合った、ライト類や携帯電 
話充電器などの電気製品を使用して 
<ださい。規格外の電気製品を使 
用すると、ヒューズび切れに0、乂 
災び発生ずるおそれびあ0まず。 

B 12 V 電源ソケットにライターを差 
し込まないで < ださい。 

。ソケット巧に指などを入れないでく 
ださい。感電ずるおそれびありまず。 

。エンジンびひかっていないとさは 
長時間使用しないでください。バッ 
テ1」一びあびるおそれびありまず。 

Hi 2 V 電源ソケットを使用しないと 
さはカバーを閉じてください。異物 
び入った0、水びかかると故障や 
ショートの原因になりまず。 

〇 バッテ U —電圧びほ下したとを 
は、エンジン始動のための電力を確 
保するにめ、 12 V 電源ソケットは 
自動的に作動を停止しまず。 

センターコンソール後端に 12 V 電源 

ソケットを装備していまず。 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 

に使用できまず。 


リアの 12 V 電源ソケット 



12 V 電源ソケットを使用ずる 

► カバー⑤を開をまず。 

►12 V 電源ソケットのカバーのを開 
さまず。 


r アシストグリップ（クーぺ） 

ドアウインドウの上方にアシストグ 
1」ップびありまず。コーナ1」ング時の 
姿勢イ呆持などに使用しまず。 

A 警告 

SRS ウインドウバッグの作動を巧げ 
たり、作動時に物び巧んで乗員びけび 
をするおそれびありますので、アシ 
ストグリップに八ンガーやアクセサ 
1」一など物をかけないで < ださい。 

〇アシストグ1」ップにぶらさびった 
り、必要 LU 上の大さな荷重をかけ 
ないで < ださい。アシストグ1」ップ 
を損傷ずるおそれびありまず。 

〇運転をは運転中にアシストグ U ッ 
プを使用しないで < ださい。 
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コートフツク（クーぺ) 


U アサイドウインドウの上方にコート 
フックびありまず。 

コートフックを使用ずる 

► カバー①を押しまず。 

コートフックを収納ずる 

► カバー©を押して□ックさせまず。 

A 警告 

SRS ウインドウバッグの作動を巧げ 
たり、作動時に物び飛んで乗員びけ 
びをするおそれびありますので、ムツ 
下の点にを意してください。 

• コートフックには軽く柔らかい巧 
服 LU 外の物をかけないでくださし、。 

• コートフックを使用するとさは、 
八ンガーなどを使用せず、巧服を 
直接かけてください。 

Q コートフックを使用ずるときは、 
巧服び運転者の視界の巧げになら 
ないよ5にミ主意してください。 


フ□アマット 


A 警告 

• 運転席のフ□アマットを使用ず 
るとさは、ペダルとの間に十分な 
空間びあり、確実に固定されてい 
ることを確認してください。 

• 運転席のフ□アマットは、フ□ア 
の凸部③とフ□アマットの凹部① 
で確実に固定してください。 

• 走行前にフ□アマットび確実に固 
定されていることを確認してくだ 
さい。確実に固定されていないと、 
フ□アマットび滑った0、ペダル 
操作を巧げるおそれびあ0まず。 

• 運転席のフ□アマットを重ねて使 
用しないで < ださい。 



ち八ンドル 車 


運転席のフ□アマットを取り付ける 

► 運転席シートを後方に動かしまず。 
► フ□アマットを敷さまず。 

►フ□アマットの凹部のを押し、フ 
□アの凸部⑤にはめ込みまず。 

運転席のフ□アマットを取り夕1•ず 

► フ□アの凸部⑤からフ□アマット 
を取り外しまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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慣5し運転 


A 警告 

新品のブレーキパッドは、目安とし 
て走行距離が数百 km を超えるまでは 
制動性能を完全には発揮でをません。 
この期間は、必要に応じてブレーキ 
ペダルをかし強めに踏んで < ださい。 
また、 ブレーキパッドやブレーキディ 
スクの交換を行なったとさち同様 
です。 

新車の場合、エンジンなどの機械部分 

が馴染むまで r 慣らし運転」ずること 

をお勧めしまず。 

新車時に十分な慣らし運転を行な5こ 

とにより、将来にわたって安定した性 

能を維持することがでさまず。 

最初の1,500 km までは liTF のま意事 

項を守って < ださい。 

• エンジン回転数が許容限度の2/3 
(許容限度が6.000回転のとさは約 
4,00日回転）を超えないように運転 
して <ださし、。 

• エンジンに大さな負担のかかる運転 
は避けて < ださい。 

• いつち一定のエンジン回転数で走 
行するのではな<、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
<ださい。 

• キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは 避けて < ださい。 


• ギアレンジ位置面置、面君、恒五お 
よび1〜3速のギアは山道などを 
低速で走行するとさだけに使用して 
<ださい。 

走行距離が1,500 km を超えたら、エ 

ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 

て < ださい。 

〇 エンジンや駆動系部品の交換を行 
なったとさち、慣らし運転を行なっ 
て < ださい。 

〇 キックダウン： 走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいに踏み込むと、自 
動的に低いギアに切り替わり、エン 
ジンの回転数が上がって素早<加速 
します。これをキックダウンといい 
まず。 

〇 エンジンブレーキ： 走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部抵抗を利用し 
た減速をエンジンブレーキといい 
まず。ほいギアのとさほど効さび 
強 < なりまず。 
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A 警告 

給油ずるとさは、必ずエンジンを停止 
してください。また、周囲に燃料が 
あるときや燃料の巧いがするときは、 
決して火気を近付けないで<ださい。 
火災が発生するおそれがあ0まず。 


A 警告 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取り扱ラときは、火を近付けたり、 
おくで喫煙をしないでください。 

燃料を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 


A 警告 

肌や衣服に燃料が付着しないよラに 
ま意してください。燃料が肌に直接 
触れたり、気化した燃料を聴い込む 
と、健康を害ずるおそれがあります。 



イ 


①燃料給油フラップ 
⑤ホルダー 
⑤タイヤ空気圧ラベル 
④使用燃料表示 


燃料給油フラップは、 U モコン操作ま 
たはキーレス3—操作での解錠/施 
結に連動して解錠/施湿されまず。 

燃料給油□は車両のち側後方にあり 
まず。まに、メーターパネル巧には 
給油□の位置をおず [ W ] び表おごれ 
ていまず。 

給油□を開いて給油ずる 


► エンジンを停止しまず。 

► イグニッション位置を0にずるか、 
エンジンスイッチにキーを差し込ん 
でいるとさは、エンジンスイッチ 
からキーを巧さまず。 

► 燃料給油フラップのの矢印の位置 
を押しまず。 

燃料給油フラップ®びかし開を 
ます。 

► 燃料給油フラップのをいっぱいま 
で開さまず。 

► キャップを反時計回りにかしゆるめ 
て、タンク内の圧力を巧さまず。 

圧力び巧けたら、さらに反時計回り 
にまわして取り外しまず。 

►外したキャップを燃料給油フラッ 
プ①の裏側にあるホルダー⑤に 
置きまず。 

► 給油ノズルを給油□にいっぱいまで 
差し込み、給油を開始しまず。 

給油ノズルび最初に自動停止した時 
点で給油を停止して < ださい。 

〇給油び自動的に停止したら、それ 
し U 上は給油しないでください。燃料 
漏れのおそれや、エンジンび不調 
になった0停止ずるおそれびあ0 
ます。 
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給油□を閉じる 


►キャップを燃料紛由 □ I こ合わせ、□ッ 
クされに音び聞こえるまで時計回り 
にいっぱいまでまわしまず。 

► 燃料給油フラップ®を閉じまず。 

〇 車を施蟲ずる前に燃料給油フラッ 
プを閉じてください。施湿後に燃料 
給油フラップを閉じよラとしてを、 
□ックピンにより、燃料給油フラッ 
プび閉じな<な0まず。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、タイ 
ヤ空気圧ラベル⑤び貼付してあり 
まず。タイヤ空気圧ラベルの見かた 
については0272ページ）をご覧 
<ださい。 

〇 U モコン操作やキーレス 3— 操作 
で燃料給油フラップび解錠されなし、 
とさは、メルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けてください。 

〇燃料を給油ずるとさは、下の点 
にま意してください。 

• 燃料は無鉛プレミアムガソ U ン 
を使用してください。有鉛ガソ 
U ンや粗悪なガソリン、指定 LU 
外の燃料（高濃度アルコール含 
有燃料など）を使用したり、添 
加剤などをミ屋乂ずると、エンジ 
ンなどを損傷ずるおそれびあり 
ます。 

• 燃料の添加剤は、純正品または 
承認ごれてし''る製品のみを使用 
してください。故障の原因にな 
りまず。 


• 軽油を燃料として使用したり、 
無猫プレミアムガソ U ンにミ居せ' 
て使用しないでください。か量 
をミ居ぜただけでをエンジンなど 
を損傷ずるおそれびありまず。 
また、このよ5な場合は保証の 
適用外になりまず。 

• 誤って輕油を給油してしまった 
場合は、みしてエンジンを始動 
しないでください。軽油び燃料 
系部品全体にまわるおそれびあ 
りまず。誤って給油した場合は 
メルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場に連絡してください。 

• 目的 i せまでま裕ををって走れる 
よ5に、十分な量を給油して< 
ださし、。 

•燃料給油□には、純正品(外 
のキャップを使用しないでく 
ださい。 

Q セルフ式のガソ U ンスタンドな 

どで給油ずるとさは必ず(下の点 

を守り、安全に十分ま意して作業 

を行なってください。 

•エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じて<だ 
さい。 

• 燃料給油□を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってくださし、。 

• 給油作業をずる人し U 外は燃料給 
油□にお付かないで < ださい。 


• 給油作業をする人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去してください。 


B こな〇芭 s 邮田 
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身体に静電気を帯びていると、 
放電による乂巧で燃料に引火し 
た0、火傷をずるおそれがあ0 
ます。 

• 作業中は車内に戻らないで<だ 
さい。帯電するおそれがあ0まず。 

• キャップの取りがし/取り付けは 
確実に行ない、火気を近付けない 
よラにして < ださい。 

• 燃料が塗装面に付着しないよラ 
にミ主意して<ださい。塗装面を 
損傷するおそれがありまず。 

• 給油ノズルは給油口の輿まで確 
実に差し込んで < ださい。 

•給油が自動的に停止したら、そ 
れ1;^上は給油しないで < ださし、。 
燃料漏れのおそれや、エンジン 
が不調になったり停止ずるおそ 
れがあ0まず。 

• 手動で給油しているときは、状 
況を見ながら、給油の勢いを強 
<しないでゆっくりと給油して 
<ださい。燃料が吹さこぼれる 
おそれがあ0まず。 

• ガソ U ンスタンド内に掲示され 
ている注意事項を遵守して<だ 
さし、。 
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燃料の給油 


燃料と燃料タンクのトラブル 


トラブル 


車から燃料び漏れて 
し）る。 


臟料給油フラップび 
開かない。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

A 乂災や爆発のおそれがありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題びある。 

► ただちにイグニッション位置を0にして、エンジンスイッチからキー 
を振いて < ださい。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないでください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

または 

キーの電池び消耗している。 

► リモコン操作またはエマージェンシーキーで車を解錠してください 
071.324ぺージ)。 

燃料給油フラップは解錠されるび、給油フラップの開閉機構に臭萬びある。 
► 方ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


B こな〇芭6邮田 
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こンジン ルーム 


ボンネッ 


A 警告 

走行中はボンネット□ック解除レ 
バーを引かないでください。ボンネッ 
卜が開いて事故を起こすおそれがあ 
ります。 


A 警告 

エンジンスイッチからキーを抜い 
ているときやイグニッション位置び0 
のとさち、冷却水の温度が高いとさ 
はエンジンフアンなどが自動的に回 
転ずることがあります。エンジンファ 
ンなどの回転部分には身体や物をお 
付けないでください。 


A 警告 

ボンネットから炎や煙が見えたとき 
は、ボンネットを開かないで<だ 
さい。火傷をずるおそれがあります。 


A 警告 

エンジンが停止していてを、エンジ 
ンルーム内には高温になっている部 
分があります。エンジンルーム内に 
触れるとさは、各部の温度が下がつ 
ていることを確認してください。 


A 警告 

エンジンを始動しているとさやエンジ 
ンがかかっているとを、イグニッショ 
ン位置が2のとさは、エンジンルー 
ム内には手を触れないでください。 

高電圧の発生部分や高温部分、回転 
している部分があり、それらに触れ 
ると非常に危険でず。 


アクティブボンネッ 


歩行者への衝突などの際、ボンネット 
の後端が上方に動さ、相手への衝撃を 
緩和ずる機能でず。 


-ジ）をご覧 < だ 


詳しくは （>333 ぺ- 
さい。 

A 警告 

車両が受ける衝撃の大ささや角度な 
ど衝突時の状況によっては、ボンネッ 
卜の後端が上方に動かず、相手への 
衝撃を緩和できないことがあります。 

ボンネットを開< 

A 警告 

ボンネットを開<とさは、エンジン 
スイッチからキーを抜くか、一夕一 
パネルの表示灯/警告なが消灯ずる 
までキーレスづースイッチを押し、 
ワイパーのスイッチが停止の位置に 
なっていることを確認してください 
(>121ページ）。ボンネットを開い 
ているとさにワイパーが作動すると、 
けがをした0、車やワイパーを損傷す 
るおそれがあります。 
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Q ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーが当たり、損 
傷するおそれがありまず。 

Q 強風のときにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネットが 
不意に下がることがありまず。風の 
強い曰は十分にま意して < ださい。 


また、ボンネットに雪が積ちつてし、 
るとさち同様にま意して < ださい。 



ち八ンドル 車 


► エンジンスイツチからキーを巧く 
か、キーレス3’一操作でイグニツ 
シヨン位置を0にして、ワイパー 
のスイツチび停止の位置になってい 
ることを確認しまず（>121ペー 
ジ)。 

► 運転席側のインストルメントパネル 
下にあるボンネツト□ツク解除レ 
バー®を手前に弓 I さまず。 



► ボンネットの裏側にある□ック解除 
ノブ⑤を矢印の方向に上げなびら 
ボンネットを開さまず。 

約 40 cm までボンネットを上げる 
と、ボンネットはガスダンパーによ 
り自動的に上びり、開いたままにな 
りまず。 

ボンネットを閉じる 


A 警告 

走巧前に、ボンネットび確実に□ック 
されていることを確認してくださし、。 
走行中にボンネットび開いて視界び 
遮られ、事故を起こすおそれびあり 
ます。 

A 警告 

ボンネットを閉じるときは、身体や 
物を挟まないよラに十分ミ主意してく 
ださい。 

。エンジンルーム巧に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜やエンジンルーム内の機器類など 
を損傷ずるおそれびありまず。 

►ボンネットを引さ下げ、グ U ル上部 
から約 20 cm ~ 30 cm の位置から 
手で押し下げて閉じまず。 

► ボンネットび確実に閉じていること 
を確認します。 

完全に閉じなかったときは、を5— 
度ボンネットを開を、同じ方法でか 
し強めに閉じまず。 


B こな〇芭 s が m 
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エンジン ルーム 


@ 


A 警告 

• イグニッションシステムおよびキ 
セノンへッドランプのバルブソ 
ケットや配線に手を触れないで< 
ださい。高電圧が発生しているた 
め、感電ずるおそれがありまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜い 
てち、冷却水の温度が高いとさは 
エンジンファンなどが自動的に回 
転することがあります。エンジン 
ファンなどの回転部には身体や物 
を近付けないでください。 

9環境 

環境保護のため、オイルなどの各種 

の油脂類やフルード類の交換および 

廃棄は、メルセデス-ベンツ指定ヴー 

ビスエ場で行なってください。 

E 250 


エンジンオイルフイラ 
キャップ 


© 冷却水 U ヴーブタンク 


E 350 



左八ンドル車 



① 

エンジンオイルレベルゲージ 

③ 

ブレーキ液1」ヴーブタンク 

⑤ 

ウォッシャー液 U ヴーブタンク 

④ 

エンジンオイルフイラー 
キャップ 

⑤ 

を却水1」ヴーブタンク 


《ち八ンドル車の®は左ち対称の位置にあり 
まず。 


© エンジンオイルレベルゲージ 

® ブ レーキ 液リヴーブタンク 

感ウォッシャー液リヴーブタンク 


I 
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①エンジンオイルレベルゲージ 

⑤ブレーキ液 U ザーブタンク 

⑤ウォッシャー液 U ヴーブタンク 

。 エンジンオイルフイラー 
® キャップ 

⑤を却水 U ヴーブタンク 

※仕様により、エンジンルーム内の巧巧や配置 
は異なります。 

エンジンルーム内の手入れ 


手作業で巧いて<ださい。乂傷や感電 
にミ主意してください。 

エンジンルームにはをくの電気装備び 
あり、水分や湿気を嫌いまず。水をか 
けたり、スチーム洗ををしないで<だ 
ごし、。 


エンジンオイル 

〇エンジンオイルは使用している間 
にミちれに0劣化ずるだけでな<、消 
費され減かします。定期的に点検し、 
必要であれば必ず補給まには交換し 
て < ださい。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにエンジンオイル量に関ずる故 
障/警告メッセージび表示された 
ときは（1>310ページ）をご覧くだ 
さい。 

エンジンオイル量に関ずるを意 

車の使用状況により、1,000 km につ 
き最大で約 0.8 U ットルのエンジンオ 
イルび消費されまず。 

慣らし運転中のエンジンオイルの消費 
量はをか増加ずることびありまず。ま 
た、頻繁にエンジン回転数を上げて走 
行ずると、エンジンオイル消費量は増 
加しまず。 

エンジンオイル量を点検ずる 

エンジンオイル量を点検ずるときは、 
し U 下の点にま意してください。 

• 水平な場所に停車している 

• エンジンび温まっているとさは、エ 
ンジンを停止してから約5分じ(上 
経過してし、る 

• エンジンが温まる前にエンジンを停 
止したとさは、エンジンを停止して 
から約3日分 m 上経過している 


5度〇芭 e が B 
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0 車種や仕様により、エンジンオ 
イルレべル ゲージの 形状が異なり 
ます。 

► エンジンオイルレベルゲージのを 
抜さ取り、されいに因:いていっぱし、 
までゆっくり差し込みまず。 

► エンジンオイルレベルゲージを巧 
を取り、付着したエンジンオイル 
量と巧れ具合を点検しまず。 

オイル量はエンジンオイルレベル 
ゲージの上限⑤と下限®の間にあ 
れば正苗でず。 

► エンジンオイルレベルゲージを元の 
位置に差し込みまず。 

► エンジンオイル量び下限かそれ LU 下 
のとさは、エンジンオイルフイラー 
キャップを開いて、指定のエンジン 
オイルを約 0.5 〜1リツトル補給 
します。 


エンジンオイルを補給ずる 


9環境 

環境保護のため、エンジンオイルを 
地面や排水溝などに流さないで<だ 
さし、。 


A 警告 

エンジンオイルをエンジンルーム内に 
こぼさないで<ださい。エンジンび 
熱いとさにオイルび付着ずると、発火 
して火傷をずるおそれびありまず。 

[ I 必ず車両の点検整備用として承認 
されにエンジンオイルとオイルフィ 
ルターだけを使用してください。 

し U 下の原因により、エンジンや排気 
システムを損傷ずるおそれびあり 
まず。 

• 車両の点検整備用として承認さ 
れていないエンジンオイルと才 
イルフィルターを使用ずること 

• 指定の交換時期を週ざてからエ 
ンジンオイルとオイルフィル 
ターを交換すること 

• エンジンオイルに添加剤を入れ 
ること 

〇エンジンオイル量びエンジンオイ 
ルレべ J レゲージの上限を超えている 
ときは、エンジンオイルを巧いてく 
ださい。エンジンや触媒を損傷ず 
るおそれびあ0まず。 


I 
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エンジンオイルフイラーキャップの例 


► エンジンオイルフイラーキャップ 
©を反時計回りにまわして取り外 
します。 

► 指定のエンジンオイルを補給しまず。 

エンジンオイル量びエンジンオイル 
レベルゲージの下限かそれ！; TF のと 
さは、エンジンオイルを約 0.5 〜1 
U ットルネ甫給しまず。ま全に十分ま 
意して、作業を行なってください。 

► エンジンオイルフイラーキャップ① 
を補給□に合わせ、時計回りにいっ 
ぱいまでまわして取り付けまず。 

エンジンオイルフイラーキャップび 
お実に取り付けられていることを確 
言忍します。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージで 
エンジンオイル量を点検しまず。 


エンジンオイ j レの交換時期 

エンジンオイルおよびエンジンオイ 
ルフィルターは定期的に交換ずるこ 
とをお勧めしまず。交換時期はメン 
テナンスインジケーターを目まとし 
て < ださい。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりまずので、詳しくはメルセデス- 
ベンツ 指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 

〇必ず指定のエンジンオイルを使用 
して< ださい。指定じ(外のエンジン 
オイルを使用して故障び発生した場 
合は、保証び適用されないことびあ 
りまず。 

〇種類の異なるエンジンオイルを混 
ぜないでください。エンジンオイル 
の特性び発揮されません。 

〇エンジンオイルびエンジンルーム 
内に付着したとさは完全に巧を取っ 
て < ださい。 

〇エンジンオイル量びをずざると故 
障の原因にな0まず。 

〇エンジンオイルの減りかたび著 
しいとをは、ただちにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検を 
受けてくださし、。 

使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 
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オートマチックトランスミッション 
オイル _ 

オートマチックトランス S ッションオ 
イルのオイル量を点検する必要はあ0 
ません。 

オイルの漏れを見つけたり、トランス 
S ッションの作動に異常を感じたとさ 
は、ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場で点検を受けて<ださい。 

〇オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルの交換については別冊「整 
倫手帳」をご覧ください。 

〇オートマチックトランス云ッシヨ 
ンオイルは専用品のみを使用してく 
ださい。 


冷却水 


A 警告 

:令却システムには圧力びかかってい 
ます。水温びかしでも高いときは、 
絶巧に1」ヴーブタンクのキャップを 
開かないでください。高温の蒸気や 
熱湯び吹さ出して、义傷をするおそ 
れびあ D ます。 


A 警告 

不凍液をエンジンルームにこぼさ 
ないよラにしてください。熱くなった 
エンジンに不凍液び付着すると、発 
火して义傷をずるおそれびあります。 

〇を却水の減りかたび著しいとさ 
は、ただちにメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けてくだ 
ごし、。 


を却水の量を点検ずる 


► 水平な場所に停車しまず。 

を却水の量の点検は、水平な場所に 
停車していて、エンジンび十分に;ち 
えているとをにのみ行なってくだ 
さい。 

► イグニツシヨン位置を2にしまず。 

► メーターパネルのエンジン;令却水温 
度計でを却水の温度び;ちえているこ 
とを確認しまず。 

► エンジンスイツチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
まず。 



► U ヴーブタンク⑤のキヤップ®を 
反時計回りにゆっくり約1/2回転 
までまわして、圧力を巧さまず。 


►圧力び巧けたら、キャップのをさ 
らに反時計回りにゆっくりまわし 
て取り外しまず。 

► を却水の液面び U ヴーブタンク⑤ 
巧のマーカー⑤の上面に達してい 
れば;商量です。 

を却水び温かいとさは、液面びマー 
カー⑤より約1 .5 cm 上にあれば適 
量です。 

► 必要であれば、冷却水を補給しまず。 
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►キャップ®を合わせ、いっぱいま 
で時計回りにまわしまず。 

を却水を補給ずる 

を却水び不足している場合は、 U ヴー 
ブタンクに補給しまず。 

► 冷却水びをえていることを確認し 
ます。 

► U ヴーブタンク⑤のキャップ®を 
反時計回りにゆっくり約1回転ま 
でまわして、圧力を巧きまず。 

►圧力び巧けたら、キャッフ①をさ 
日に反時計回りにゆっくりまわし 
て取り外しまず。 

► 液面の高さにミ主意してを却水を補給 
します。 

通苗は水道水 I こ純正の不凍液をミ畳ぜ 
て使用します。 

車を使用する地域(最低気温）によっ 
て濃度を変えます （0377 ページ）。 

► キャップのを確実に閉じまず。 

〇;ち却水の補給は、を却水び;ちえ 
ているときに行なってください。 

〇を却水には必ず不凍液を混ぜて< 
ださい。不凍液には防鐘の効果をあ 
りまず。 

〇指定し i (外の不凍液や不適当な水を 
使用しないで<ださい。鐘や腐食な 
どの原因になりまず。 

[I 不凍液は塗装面を損傷させまず。 
ボディに付着したとさは、ずみやか 
に水で洗い流して < ださい。 


〇マルチファンクシヨンデイスプ 
レイに;ち却水に関ずる故障/警告 
メッセージ（1>309、310ぺージ） 
び表おごれたとさは、オーバーヒー 
卜してエンジンを損傷ずるおそれ 
びありまず。ただちにま全な場所 
に停車し、メルセデス■ベンツ指 
定サービスエ場に連絡して < だ 
さい。 

を却水の交換時期 

を却水は時間の経過ととちに劣化し 

まずので、整備手帳に従い定期的に交 

換してください。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 

ビスエ場におたずね < ださい。 

オーバーヒートしたとを 


才ーバーヒートしたとをの症状 

• 冷却水温度び約120で1；(上を示し 
ている。 

• マルチフアンクションディスプレイ 
にを却水に関ずる故障/警告メッ 
セージび表示される。 

• エンジンルームから蒸気び出ている。 

A 警告 

エンジンルームから蒸気び出ている 
とさやを却水び日欠さ出しているとさ 
は、ただちにエンジンを停止し、を 
えるまで車から離れてください。漏 
れた液体び発义して义ぶび発生ずる 
おそれびあ0まず。 
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A 警告 

水温が下がるまで、絶対にボンネッ 
卜や U ヴーブタンクのキャップを開 
かないでください。高温の蒸気や熱湯 
び吹を出して火傷をするおそれがあり 
ます。 

P オーバーヒートした状態で走行し 
たり、冷却水が吹さ出している状 
態でェンジンをかけたままにずる 
と、ェンジンを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

P オーバーヒートしたとさは必ず 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けて < ださい。 

オーバーヒートしたとさは、じ(下のよ 
ラに処置してください。 

► ただちに安全な場所に停車しまず。 

► ェンジンをアイド U ング状態で冷却 
します。 

ラジェターの冷却ファンが停止し 
ているとさや、冷却水が吹さ出し 
ているとさは、ェンジンを停止し 
て冷却してください。 

►ェンジンが十分に冷えてから、冷却 
水量、水漏れ、ラジェターの冷却 
ファンなどを点検しまず。 

► 冷却水が不足しているとさは補給し 
まず。 

P 冷却水は、ェンジンが熱いとさに 
補給しないで<ださい。ェンジンを 
損傷するおそれがありまず。 


ブレーキ液 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
ブレーキに関する故障/警告^ッセー 
ジが表示されたり （0306 ページ）、 
ブレーキ警告口 0319.321ページ） 
が点灯したときは、むやみにブレーキ 
液を補給しないでください。補給に 
よって故障が解消することはありま 
せん。 

安全な場所に停車して、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して < 
ださい。 


A 警告 

必ず指定のブレーキ液を使用してくだ 
さい。指定じ(外のブレーキ液を使用し 
たり、他の銘柄を混ぜると、ブレーキ 
の効を具含やブレーキシステムに悪影 
響を与え、安全なブレーキ操作がでさ 
なくなるおそれがありまず。 


A 警告 

ブレーキミ夜の補給は、エンジンが冷え 
てから行なってください。また、上限 
( MAX ) を超えないよラに補給してく 
ださい。あふれたブレーキ液がエン 
ジンや排気系部品などに付着ずると、 
発火して火傷をしたり、火災び発生す 
るおそれがあります。 

Q マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液に関ずる故障/警 
告少ッセージが 表示されたとさは 
([>306ページ）をご覧ください。 
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ブレーキ液の量を点検ずる 



ち八ンドル車 


►ブレーキ液の液面び、ブレーキ液 
U ヴーブタンク©のレベルイン 
ジケーター上限 （ MAX ) ⑤と下限 
( MIN ) ⑤の間にあれば正苗でず。 

&ちパンドル車のブレーキ液 I 」ヴーブタン 
ク①は、エンジンルームに向かって左側 
にあ0ます。 

ブレーキ液の交換 


定期的にメルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。詳 
しくはメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場におたずね < ださい。 

〇ブレーキ液の減りかたび著しいと 
きは、ただちにメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

〇ブレーキ液の補給や交換は、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場で 
行なつて < ださい。 

H 補給のとさは、3’ミや水び U ヴー 
ブタンクの中に入らないよ5にして 
ください。たとえルさな：： I ミでを、 
ブレーキび効ひな < なるおそれびあ 
りまず。 


〇レべルインジケーターの上限 
( MAX ) を超えて補給ずると、ブ 
レーキあび走行中に漏れて塗装面を 
損傷するおそれびありまず。ボディ 
に付着したとさは、ずみやかに水で 
洗い流してください。 

[I ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化しまず。 
劣化した状態で使用ずると、苛酷な 
条件下ではベーノ（一□ックび発生ず 
るおそれびありまず。 

〇 ベーパー□ック：長い下りあや急 

な下りあなどでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液び沸騰 
してブレーキパイプ巧に気泡び発 
生し、ブレーキペダルを踏んでを 
圧力び伝わらず、ブレーキび効か 
な<なる現象のことでず。 


ウオツシヤー液 


A 警告 

ウォッシャー液は可燃性でず。火気を 
近付けたり、近くで喫煙をしないで 
ください。また、エンジンび熱くなつ 
ているときは補給しないでください。 

〇 ウォッシャー液には夏用とを用の 
2種類びありまず。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効果びあり、を用には凍 
結温度を下げる効果びありまず。 


B こな0岳6が田 
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ウオッシヤー液を補給ずる 



► U ヴーブタンクに補給ずる前に、 
ウオッシャー液と水を適正なミ居合比 
にミ居ぜまず。 


► ウォッシャー液 U ヴーブタンクの 
キャップ®を開さまず。 

► ウォッシャー液をネ甫給しまず。 

► キャップのを取り付けまず。 

ウインドウウォッシャー液とへッドラ 

イトウォッシャー液の U ヴーブタンク 

は共用でず。 

使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水にミ畳ぜ 

て使用します。 

〇粗悪なウォッシャー液や石けん水 
を使用すると、塗装面を損傷するお 
それびあ0まず。 

H へッドライトには樹脂製レンズを 
使用してし''るため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
ごし、純正け•外のウォッシャー液を 
使用すると、レンズを損傷ずるおそ 
れびありまず。 

〇マルチフアンクシヨンディスプレ 
イにウォッシャー液に関ずる故障/ 
警告メッセージび表示されたとさは 
0315ページ）をご覧ください。 


タイヤとホイール 


タイヤとぶイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用して<だ 
さい。詳しくは ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 


を全に関ずる注意 


A 警告 

純正品および承認されている製品し U 
外のタイヤやホイールを装着したり、 
タイヤ皆ホイールを正しく装着し 
ないと、車両の安全性を損なラおそ 
れがおります。 


A 警告 

パンクしたタイヤにより、車両の走 
行、ステア I 」ング、制動特性が著し 
く損なわれまず。事故の危険性があ 
りまず。 

• パンクしたタイヤでは走行し 
ないで <ださい。 

• ただちに応急用スペアタイヤに 
交換するか、ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場に達絡して< 
ださい。 

ブレーキシステムやホイールを改造し 
ないで< ださい。また、スペーヴーや 
ダストシールドを使用しないで<だ 
さい。保証の適用がになりまず。 


I 
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タイヤとホイール 


走行時の注意 _ 

• 走行しているとをは、振動や騒音、 
ステア U ングび片方向にとられるな 
どの不自然なステア1」ングの動をに 
を意してください。ホイールや夕 
イヤび損傷しているおそれびあり 
ます。タイヤやホイールの損傷び疑 
われるとさは、ただちにま全な場所 
に停車して、タイヤとホイールを点 
検してください。目に見えないタイ 
ヤやホイールの損傷ち、不自然な 
ステア1」ングの動さの原因になり 
ます。 

異苗び見つからないとさを、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

. 駐車時は、タイヤやホイールび縁石 
や障害物に接触しないようにしてく 
ださい。 

縁石などを乗り越える必要びあると 
きは、走行速度を落とし、縁石に巧 
してタイヤをでさるだけ直角にして 
ください。タイヤを損傷ずるおそれ 
びありまず。 


タイヤの点検 
A 警告 

損傷しているタイヤは空気圧あ下の 
原因になりまず。その結果、車のコ 
ント□ールを失ラことびあります。 
事故の危険性びあ D ます。損傷の兆 
候びないかタイヤを定期的に点検し、 
損傷しているタイヤはただちに交換 
してください。 


タイヤを点検ずる 

► タイヤ空気圧ゲージを使用ずるか、 
タイヤ接化部のたわみ状態(別冊 r 整 
倫手帳」参照）を見て、空気圧び適 
切であることを点検しまず。 

►タイヤに大をな傷びないこと、くぎ 
や石などびささったり、かみ込ん 
でいないことを点検しまず。 

►タイヤび偏摩耗を起こしたり、極端 
にずり減っていないことを点検し 
まず。ス U ツプサイン（別冊「整備 
手帳」参照）び出ているとさは、新 
しいタイヤに交換しまず。 

• タイヤの溝の深さや接地面の状態は 
定期的に点検してください。必要 
であれば、タイヤを左側またはち側 
にいっぱいまで切った状態で、タイ 
ヤの内側を点検してください。 

• ほこ0や水分の浸入を防ざパ'ルブを 
保護ずるため、ホイールパルブの 
キヤツプをおず装着してください。 
また、市販のタイヤ空気圧計測装 
置をホイールパルブに装着ずるな 
ど、純正品または承認されたパ'ルブ 
キヤツプし U 外のをのをホイールパ V レ 
ブに装着しないでください。 

• 応急用スペアタイヤを含め、タイヤ 
の空気圧は定期的に点検してくだ 
さい。 

• タイヤに空気を入れてを、ずぐに空 
気圧びほ下ずるとさは、パンクやホ 
イールの損傷、タイヤパルブからの 
空気漏れなどのおそれびありまず。 
ただちにメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検を受けてくだ 
ごし、。 


B こな〇芭6邮田 
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タイヤトレッド 


A 警告 

し^下の点にミ主意して < ださい。 

• タイヤの摩耗には十分に注意し、 
スリップサイン（別冊「整備手帳」 
参照）が現われたら、ずみやかに 
に交換してください。タイヤの溝 
の深さが約 3 mm L 处下になると著 
しく滑りやす<なり、事故につな 
がるおそれがあります。 

• ウインタータイヤの溝の深さが約 
4 mm 下になったとさは、必ず新 
品と交換してください。 

• タイヤの摩耗は均一ではありま 
せん。タイヤの溝の深さや接地面 
の状態は定期的に点検して < だ 
さい。必要であれば、タイヤを片 
方向に向けて、タイヤの内側ち点 
検してください。 


タイヤの遺択、装着と交換 

• タイヤとぶイールは、4輪とち同じ 
種類と銘柄のちのだけを装着して< 
ださい。 

• ホイールには指定された正しいヴ 
イズのタイヤだけを装着して<だ 
さい。 

• 新品のタイヤを装着したとさは、走 
行距離が約1 00 km を超えるまでは 
速度を控えて運転ずることをお勧め 
します。 

• トレッドがひど<摩耗したタイヤで 
は、蕭れた路面を走行しないで<だ 
さい。タイヤのグリップが著しく低 
下し、八イド□プレーこング現象を 
起こすおそれがありまず。 


•摩耗具合にかかわらず、6年 iU 上経 
過したタイヤは新品のタイヤと交換 
して < ださい。 

応急用スペアタイヤち同様に交換し 
て<ださい。 

• 純正品または承認されている製品政 
がのタイヤやホイールを装着ずる 
と、車両操縦性や□ー ドノイズ、燃 
料消費などに悪影響をおよぼずおそ 
れがありまず。また、乗車人数や荷 
物が増えた場合などには、タイヤや 
ホイールと車体などが接触して、夕 
イヤや車体を損傷ずるおそれがあり 
まず。 

• 再生タイヤを装着した場合、安全性 
の保証はでさません。 

• 大径ぶイールを装着したとさは、路 
面状況が悪いとさに乗り必地が悪 
<なることがありまず。また、障害 
物を乗り越えたとさの快適性ち低下 
し、ぶイールやタイヤを損傷するち 
険性ち高まりまず。 

• 純正品または承認されている製品 iU 
がのタイヤやホイールを装着ずる 
と、道路運送車両法違反になること 
がありまず。 

• 前後同サイズのタイヤ/ぶイー J レ 
が指定されている車種は、2本だけ 
新品のタイヤを装着ずるときは、前 
輪に装着して < ださい。 

タイヤの摩耗具合は、 Li (下の条件によ 

0左ちされまず。 

• 運転ち法 

• タイヤ空気圧 

• 走行距離 
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タイヤとホイール 


ウィンタータイヤ _ 

雪道や凍結路を走行するとさやが気温 
度が約 rcLU 下のときは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めしまず。 

このよラな状況では、ウィンタータイ 
ヤを装着することで、 ABS や ESP® な 
どの効果が発揮されまず。 

装着するウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とち同じ銘柄のちの 
にして < ださい。 

ウィンタータイヤを装着したときは、 
正しいタイヤ空気圧に調整して、タイ 
ヤ空気圧警告システムを再起動して< 
ださい。 

A 警告 

ウィンタータイヤの溝の深さが約 
4mm 下になったとさは、必ず新品 
と交換してください。十分なグリッ 
プを発揮できず、雪道や凍結路の走 
行に適さな<な0まず。これによ0、 
車両のコント□ールを失い、事故の 
原因になりまず。 

ウィンタータイヤを装着したときは、 
正しいタイヤ空気圧に調整して、タイ 
ヤ空気圧警告システムを再起動して< 
ださい。 

応急用スペアタイヤを装着したとさ 
は、約 80km/haU 上の速度で走行し 
ないで < ださい。 


A 警告 

ウィンタータイヤの装着時に、応急 

用スペアタイヤを装着すると、タイ 

ヤのサイズと種類が異なるため、事 

故を起こずおそれがあ0ます。 

政下の事項を守ってください。 

• 状況に合わせて慎重に運転して< 
ださい。 

• 応急用スペアタイヤを2本似上装 
着して走行しないでください。 

• 応急用スペアタイヤはウィンター 
タイヤとはサイズが異なるため、 
短時間のみ使用してください。 

• ESP® の機能を解除しないでくだ 
さい。 

• 応急用スペアタイヤを交換すると 
さは、最寄りのルセデス-ベン 
ツ指定ヴービスエ場で行なって< 
ださい。交換ずるタイヤのサイズ 
と種類が正しいことを確認してく 
ださい。 

P ウィンタータイヤを装着していて 
ち、雪道や凍結路面では、クルー 
ズコント□ールは使用しないで< 
ださい。 

〇 ウィンタータイヤについて、詳し 
<はルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずね<ださい。 


B こ度〇芭 s 邮田 
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スノーチェーン _ 

ウィンタータイヤでを走行び困難なと 

をは、スノーチェーンを装着してくだ 

さい。 

スノー チェー ンは、 Daimler AG の} 旨 

定品を使用してください。取り扱いに 

ついては、スノーチェーンに添付され 

ている取扱説明書に従ってください。 

スノーチェーンを装着ずるとさは、じ ( 

下のことにミ主意してください。 

• 車種や仕様により、標準タイヤ、ホ 
イールにスノーチェーンを装着で 
をない場合びありまず。詳しくは 
0381ページ）をご覧ください。 

• 応急用スペアタイヤにはスノー 
チェーンを装着しないでくださし、。 

• スノーチェーンは必ず後輪に装着し 
てください。前輪に装着ずると、ボ 
ディやフェンダーの内側またはサス 
ペンションなどに接触して、タイ 
ヤや車体を損傷するおそれびあり 
ます。 

• スノーチェーン装着時は約 50 km / 
h iiTF の速度で走行してください。 

• 指定品 Li (外のスノーチェーンを装 
着すると、タイヤから外れたり、車 
体に接触ずるおそれびありまず。 

• スノーチェーンの脱着は、周囲の交 
通を妨げない、を全で平坦な場所で 
行なってください。 

• 路面に雪や凍結びな<なったとさ 
は、スノーチェーンを外してくだ 
ごし、。 


〇 スノーチェーン装着中は、 ESP ® の 
機能を解除したほ5び走行しやずい 
場合びありまず。 

〇 スノーチェーンについて、詳しく 
は ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


r タイヤ空気圧 


A 警告 

タイヤ空気圧が低すぎたり高すぎる 
とさは、じ I 下のよラな危険があり 
ます。 

. 車に重い荷物を積んだとさや高速 
走行したとさに破裂するおそれが 
お0ます。 

• タイヤが極度に摩耗したり、偏摩 
耗して、タイヤのグリップが善し 
く低下ずるおそれがあります。 

• 車両の走行、ステアリング、制動 
特性が著し < 損なわれるおそれが 
あ0まず。 

事故を起こすおそれがありまず。 
タイヤ空気圧はし U 下のよラに調整す 
ることをお勧めします。その際は、応 
急用スペアタイヤを含め、すべての 
タイヤの空気圧を点検してくださし、。 

• 少なくとち2週間ごと 
• 荷物の積載量が変わったとさ 
• 長距離走行前 

. す整地の走行など、使用条件が変 
わったとさ 

必要であれば、指定のタイヤ空気圧 
に調整してください。 


I 
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タイヤとホイール 


タイヤ空気圧ラベル 



タイヤ空気圧ラベルの例 

タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラッ 
プ裏側に貼付されていまず(>253 
ぺージ)。 

装着されているタイヤのサイズや乗車 
人数、荷物の量などに応じて、前輪と 
後輪の空気圧を調整して < ださい。 

単位は rkPa (100 kPa =1 ba 「)」 と fpsij 
でおしてし''ます。 

応急用スペアタイヤの空気圧は、応 
急用スペアタイヤのホイールまたは 
タイヤに記載されていまず。詳し<は 
0382ページ）をご覧ください。 

A 警告 

市販のタイヤ空気圧計測装置をホ 
イールバルブに装着ずるなど、純正品 
または承認されたバルブキャップし U 
外のをのをホイールバルブに装着し 
ないでください。それらを装着ずる 
と、バルブが常に開いた状態になる 
ため、空気圧低下の原因になりまず。 


A 警告 

タイヤ空気圧が繰0返し低下すると 
さは、ホイールやホイールバルブ、 
またはタイヤが損傷しているおそれ 
があ0ます。タイヤ空気圧が低すぎ 
ると、タイヤが破裂ずるおそれがあ 
りまず。事故を起こずおそれがあり 
まず。 

• タイヤにくぎなどがささってい 
ないか確認して<ださい 
• ホイールやホイールバルブから空 
気が漏れていないか確認してくだ 
さし、。 

問題を解消でをない場合は、ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡して < ださい。 

Q 必ず法定速度を守って走行して< 
ださい。 

タイヤ空気圧は、できるだけタイヤが 
冷えているときに測定してください。 
liTF のときはタイヤは冷えていまず。 

• 直射日光をミ谷びていない場所で、か 
な< とち約3時間 iU 上駐車したま 
まのとさ 

• 約1 .6 km liijz 走行してし^なし^とき 

周囲の気温が約1日む変化ずると、夕 
イヤ空気圧は約 lOkPa (0.1 bar / 
1.日 psi ) 変化しまず。タイヤ空気圧を 
点検ずるとさは周囲の気温にま意して 
<ださい。 
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タイヤ空気圧び高ずざたりほずざる状 
態で走行すると、しツ下のよラなことび 
起こりまず。 

• タイヤの寿命び短くなりまず。 

• タイヤの損傷につなびりまず。 

• 車両操縦性や走行安全性に悪影響を 
ちえまず（八イド□プレーニング現 
象び発生しやず< な0まず）。 

〇 かない荷物に対応した空気圧値 
は、良い乗りむ：曲ををたらずための 
最ほ空気圧です。 

荷物びかないときを、をい荷物に巧 
応した空気圧を使用することをでさ 
ます。この空気圧値は許容されてい 
る値であり、走行性能に悪影響を与 
えることはありません。 

9環境 

定期的にタイヤの空気圧を点検して 
ください。タイヤの空気圧が低いと、 
燃料を余計に消費します。 


タイヤ空気圧警告システム 

4輪ずベてのタイヤの回転速度をモ 
ニターし、タイヤ空気圧が低下ずる 
ことにより他のタイヤとの回転速度 
に差が生じると、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに警告><ッセージを 
表します。 


空気の入れずざなど、誤ったタイヤ空 
気圧の調整に対しては警告が行なわれ 
ません。燃料給油フラップの裏側にあ 
るタイヤ空気圧ラベルを参照し、必ず 
規定の空気圧に調整して < ださい。 

タイヤ空気圧警告システムは、複数の 
タイヤから同量の空気が漏れた場合な 
どは検知できません。また、タイヤ空 
気圧の点検を行なラシステムではあり 
ません。 

突然の空気圧低下（タイヤに異物が貢 
通した場合など）に対しては警告を行 
なラことがでさません。このとさは、 
急ブレーキや急八ンドルを避け、しっ 
かりステア U ングを支えながら、徐々 
に減速して安全な場所に停車して<だ 
さし、 

タイヤ空気圧警告システムは、(下の 
状況のとさは作動しません。 

•力ーブを巧がっているとさ 
• 加速または減速しているとき 

• 砂地や舗装されていない地面などの 
滑りやずい路面を走行しているとさ 
• 積雪路や凍結路などを走行している 
とさ 

• スノーチェーンを装着しているとき 

• ルーフや車内に重い荷物を積んで走 
行しているとき 
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タイヤとホイール 


タイヤ空気圧警告システムを再起 

動ずる 

m 下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 

テムを再起動させて < ださい。 

• タイヤ空気圧を調整したとさ 

• タイヤやホイールを交換したとさ 

• 新しいタイヤやホイールを装着した 
とさ 

► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動ずる前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル（杉272ページ）を参照 
して、ずべてのタイヤが適正な空 
気圧に調整されていることを確認 
して < ださい。 

► タイヤ空気圧に関ずる注意事項を 
守って < ださい。 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 

►ステア U ングの百！!または E 
スイッチを押して、マルチフアン 
クシヨンディスプレイの;< イン^ 
こユーから" メンテナンス" を選択しまず。 

► E を押して、 "タイヤ空気圧" を 
選択します。 

► 应のを押しまず。 

II タイヤ空気圧警告システムオン" 
と表示されます。 

〇イ グこッシヨン位置が2 がのと 
さは、 "タイヤ空気圧警告システ 
ムイグこッシヨンオンで作動でさ 
ます" と表示されまず。 


► 回。を押しまず。 

II タイヤ空気圧正常でずか？" と表 
おされまず。 

► E を押して" はい "を選択し、 
两 を押しまず。 

II タイヤ空気圧警告システム再始 
動しました" と表示されまず。 

数秒後に、タイヤ空気圧警告システ 
ムが作動を始めまず。 

または 

再起動を中断ずる場合 

► ステアリングのスイッチを押 
し 9 〇 

または 

► "タイヤ空気圧正常でずか？" と表 
示されているとさに、 "キャンセル" 
を選択して、应口を押しまず。 


タイヤ□ーテーシヨン 


A 警告 

タイヤまたはホイールのサイズが前 
後で異なる車両でタイヤ □ー テ ー 
シヨンを行なラと、車両操縦性や走 
行安定性が確保でさません。ブレー 
キやヴスペンシヨンを損傷ずるおそ 
れがありまず。事故を起こずおそれ 
がお0まず。 

タイヤ □ーテーシヨンは、 タイヤお 
よびホイールのサイズが前後同一の 
車両にのみ行なってください。 


B こな〇芭6邮田 
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タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
ち法、路面状況によって大さ<異なり 
ます。 

5,00日〜10,000 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候がはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 
なって < ださい。 

タイヤ□ーテーシヨンを巧なラ 

► 前後のタイヤを入れ替えまず。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを適切に実 
施すると、タイヤの摩耗を均一化す 
ることがでさまず。その結果、タイ 
ヤの寿命を延ばずことがでさまず。 

〇 タイヤを入れ替えたあとにタイヤ 
空気圧を調整して、タイヤ空気圧警 
告システムを再起動して<ださい。 
タイヤ空気圧は、燃料給油フラップ 
の裏側に貼付してあるタイヤ空気圧 
ラベルで確認して < ださい。 


タイヤの保管 


装着していないタイヤは、オイルやグ 
U —ス類、燃料などの付着ずるおそれ 
のない、乾燥した冷暗所に保管して< 
ださい。 


タイヤの清掃 


A 警告 

高圧式スプレーガンを使用してタイ 
ヤを清掃し ないで <ださい。タイヤ 
を損傷ずるおそれがありまず。 


タイヤの回転方向 


回転ち向が指定されているタイヤは、 
正しい方向に回転ずるよラに装着ず 
ることで、八イド□プレーこング現 
象などを発生しに<<し、タイヤの 
性能を発揮することができまず。 

タイヤの側面に記載された回転方向 
の矢印などの指示に従って装着して 
<ださい。 

応急用スペアタイヤは、どちらの回 
転ち法でち装着でさまず。 

応急用スペアタイヤを使用するとさ 
は、速度制限および使用期限に従っ 
て < ださい。 


B 三養芭 S が中 
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寒を時の取り扱い 



寒冷時には、通常とは異なった取り 
扱いが必要でず。必ず政下のま意事項 
を守って < ださい。 

を却水/バッテリー 

ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で、冷却水の不凍液の濃度が適正であ 
ることやバッテ U —の液量や充電状 
態に不足がないことを点検して< だ 
さい。 

エンジンオイル 

車を使用する場所の列気温度に合わせ 
たグレードと粘度のエンジンオイルを 
使用して < ださい。 

ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用があ 
りまず。冬用の純正ウォッシャー液を 
使用してください。 

冬季の手入れ 

凍結防止剤がまかれた道路を走行した 
ときは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださい。凍結防止剤が付着したまま放 
置すると、腐食の原因になりまず。凍 
結防止用の塩類をま <地域の場合、か 
な<とち1年に一度ボディ下回りの防 
謂処理をすることをお勧めしまず。 

積雪 

ボディやウインドウに雪が積ちったと 
さはずベて取り除いて<ださい。走行 
中に雪が落ちて視界を妨げるおそれが 
ありまず。 


ドアやトランクの凍結 

ドアやトランクが凍結しているときは 
下のよラな方法で走行する前に解 

凍ずるか、氷を取り除いて<ださい。 

• 氷を取り除< とさは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを損傷しないよラにま意して 
<ださい。 

• ドアやトランクが凍結して開かない 
とさは、開口部周囲にめるま湯をか 
け、解凍してから開いてください。 
また、 キーシ U ンダーにはめるま湯 
がかからないよラにして < ださし、。 

• 再凍結を防止ずるため、余分な水分 
はされいにおさ取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやトランク 
を開こ5とずると、周囲の防水シー 
ルやウェヴースト U ップを損傷する 
おそれがあ0まず。 

ボディ下側の着か 

• 走行前にボディ下部やフェンダーの 
内側を点検して<ださい。ブレーキ 
関連部品やステア U ング関連部品、 
ヴスペンシヨンなどに雪や氷塊が 
付着していたり凍結していると、ボ 
ディを損傷したり、ステアリング操 
作がでさな<なり、事故を起こすお 
それがあ0まず。 

. 雪や氷塊が付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないようにま意しなが 
ら、雪や氷塊を取り除いて < ださい。 
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• 走行中にを、はね上げた雪や水しぶ 
をび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着し、ステ 
アリング操作びでさなくなるおそれ 
びありまず。休憩時などにこまめに 
点検し、雪や氷塊び付着していると 
をは、大をくなる前に取り除いてく 
ださい。 

ワイパーなどのま結 

ワイパーやドアミラー、ドアウイン 
ドウや U アサイドウインドウ、パノ 
ラミックスライディングルーフ*な 
どび凍結しているとさに、無理に動 
かずとモーターを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作してください。 

乗車前に 

靴底などに付着した雪や氷を落として 
から乗車してください。ペダルを操 
作するとをに滑ったり、車内の湿度び 
高くなってウインドウの巧側び曇り 
やすくなりまず。 

雪道で動けないとを 

雪道で動けなくなったとさは、先にマ 
フラー（排気ガスの出 □) と車の周囲 
から雪を取り除いてください。排気ガ 
スび車内に侵入してくるおそれびあり 
ます。 

A 警告 

マフラーなどび雪に垣ちれた状態で 
エンジンをかけていると、排気ガスび 
車内に入 D —酸化炭素中毒を起こし 
た0、中毒死ずるおそれびあ D ます。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


駐車ずるとを 

寒を時や積雪化での駐車時は(下の点 

にま意してください。 

• パーキングブレーキび凍結ずるおそ 
れびある場合は、パーキングブレー 
キを使用せず、シフトポジションを 
庄 II にして、確実に輪止めをして 
<ださい。 

• でさるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たる方向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンび;ちえずざない 
よ5にして < ださい。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないで< 
ださい。雪やつららび落ちてさてボ 
ディを損傷ずるおそれびありまず。 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ントグ1」ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでください。 
放置したままエンジンを始動ずる 
と、乂災や故障の原因になりまず。 
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走行時の注意 


走行時の注意 


エンジンを停止しての走巧 


A 警告 

走行中はエンジンを停止しないでく 
ださい。 

エンジンが停止しているとさは、パ 
ワーステア U ングやブレーキの倍力 
装置が作動しません。 

ブレーキやステア U ングの操作に非 
常に大さな力が必要になるため、車 
のコント□ールを失い、事故を起こす 
おそれびあ0まず。 


ブレーキ 


A 警告 

滑0やずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かはないで< ださい。ス 
U ップして車のコント□ールを失し、、 
事故を起こずおそれびあ D ます。 


A 警告 

ブレーキ操作び、後続車などに危険 
をおよぼすことびないよラに注意し 
て < ださい。 


下り坂を走行ずるとき 


長い下り坂や急な下り坂では必ず 
ティップシフトでほいギアレンジを選 
おし、エンジンブレーキを効かせて< 
ださい。 


エンジンブレーキを併用ずることによ 
り、ブレーキシステムへの負荷び減 
0、ブレーキの過熱を防ぐことびでを 
ます。また、ブレーキの摩耗を防ぐこ 
とびでさまず。 

〇 クルーズコント□ールや巧変ス 
ピード I 」ミッターの作動中を、ほい 
ギアレンジを選択ずることによりエ 
ンジンブレーキを効かせることびで 
さまず。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部抵抗を利用し 
た減速をエンジンブレーキといい 
ます。ほいギアのとさほど効さび 
強< な0まず。 

ブレーキシステムに強い負荷びかかつ 
たとを 


A 警告 

ブレーキペダルの上に足を置いたま 
ま運転しないでください。ブレーキ 
バッドび早く摩耗するだけでなく、ブ 
レーキび過熱して効かなくなった0、 
火災び発生するおそれびあります。 

ブレーキに大さな負担びひかったとさ 
は、ずぐに停車ずるのではなく、しば 
らく走行を続けてください。ブレーキ 
システムに風を当てることにより、よ 
り早くを却ずることびでさまず。 

ブレーキを効かせずに長時間走行し 
ているとをなどは、ブレーキの効さび 
悪くなることびありまず。このよ5な 
とさは後続車にミ主意しなびら、ブレー 
キの効さび回復ずるまで、ブレーキぺ 
ダルを数回軽 < 踏んで < ださい。 
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路面び濡れているとを 


A 警告 

滑0やずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで<ださい。ス 
U ップして車のコント□ールを失い、 
事故を起こすおそれがありまず。 


凍結防止剤を散巧した路面でのブレー 
キ性能の制限について 


A 警告 

ブレーキディスクやブレーキパッド 
に塩分が付着ずると、ブレーキの効 
さが遅れるため、制動距離が大幅に 
長くな0、事故につながるおそれが 
あ0まず。 

危険を回避するたが、料下の指示に 
従ってください。 

• 凍結防止剤を散巧した道路を走 
行するとさは、周囲の交通を妨げ 
ないよラにミ主意しなが5、数回に 
分けてブレーキを効かせて<だ 
さい。ブレーキペダルを踏むこと 
により、 ブレーキディスクやブレー 
キパッドに付着した塩分を除去す 
ることがでさます。 

. 前車との車間距離を十分に確保し 
て、慎重に運転してください。 

• 駐車する前や発進直後は注意して 
ブレーキを効かせ、ブレーキ デイ 
スクから 塩分を除去してください。 


ブレーキ パッドに ついて 


A 警告 

新車時または交換した新品のブレー 
キパッドは、目まとして走行距離が 
数百 km を超えるまでは制動性能を完 
全には発揮でさません。最初の数百 
km までは、必要に応じてプレーキぺ 
ダルをかし強めに踏んでください。 

Q ブレーキが過熱している状態のと 
さは、ブレーキに水がかからないよ 
ラにして<ださい。ブレーキディス 
クを損傷するおそれがありまず。 

必ず純正のブレーキパッドを使用して 
<ださい。純正 Li (がのブレーキパッド 
を使用ずると、ブレーキ特性が変わつ 
て安全なブレーキ操作がでさな < なる 
おそれがあ0まず。 


(①)」ブレーキ警告口 

イグこッシヨン位置を2にずると点口 
し（点口しないとさは、警告灯が故障 
しています）、エンジン始動後に消口 
しまず。 

ブレーキ 警告灯は、 パーキングブレー 
キを効かせているとをはエンジン始動 
後を点灯したままにな0まず。 

パーキングブレーキを解除してち消灯 
しないとさや、エンジンびかかってい 
るとさに点灯ずる場合は、ブレーキ液 
び不足していまず。ま全な場所に停車 
し、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 
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走 巧 時の 注意 


H マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液またはブレーキパツ 
ドに関ずる故障/警告><ツセージ 
が表示されたときは(>306 ページ) 
をご覧 < ださい。 


タイヤのグリップについて 


A 警告 

安全な走行のたが、濡れた路面や凍 
結した路面では、乾燥した路面を走 
巧ずるとさよりち低い速度で走行し 
て < ださい。 

外気温度が低いとさは、路面の状態 
に十分ま意して<ださい。路面が凍 
結しているとさは、ブレーキ時に夕 
イヤと路面の間に薄い水の層が形成 
され、タイヤのグ U ップが大さく低 
下します。 


ミ 需れた路面での走行 
八イド□プレーニング現象 


一定上の深さがある水たまりを走 
行するとさは、 Li (下の状態でち、八イ 
ド□プレーこング現象が発生ずるおそ 
れがありまず。 

• 走行速度を落としている 

• タイヤトレッドの溝の深さが十分に 
おな 

でさるだけ水たま0や離を避け、ブ 
レーキを効かせるとさは注意して<だ 
さし、。 


道路び冠水しているとをや車び水没し 

たとを 

やむを得ず冠水した道路を走行ずると 

さは、の点に注意してください。 

• 許容されてし^る最大水深は約2日 cm 
です。 

• 波が立たないよラな速度で走行して 
<ださい。 

〇前方を走行している車両や、ずれ 
違5車両からち波び発生しまず。こ 
れにより、最大水深を超えることび 
ありまず。 

〇豪雨などで道路び冠水し、マフ 
ラーに水び入ったとさはましてエン 
ジンを始動しないで<ださい。その 
ままエンジンを始動ずると、エンジ 
ンに重大な損傷を与えるおそれびあ 
りまず。 

B 車び水没した場合は、水び引いた 
後でをエンジンを始動せずに、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場に 
連絡して < ださい。 


雪道やま結路面の走巧 


A 警告 

車び雪に覆われたとさは、マフラーや 
エンジンをかけた車の周囲から雪を 
取0除いてください。排気ガスび車 
内に入0、一酸化炭素中毒を起こし 
たり、中毒死ずるおそれがありまず。 


B こな〇芭6邮田 
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滑りやずい路面での走行 


A 警告 

滑0やすい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで<ださい。ス 
U ップして車のコント□ールを失し、、 
事故を起こずおそれびありまず。 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 

りやずくなっていまず。十分な車間お 

離を確保し、いつをより控えめな速度 

で慎重に走行してください。 

安全な走行と車両操縦性を確保ずるた 

め、し U 下のを意事項を守って < ださい。 

• ウィンタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず■(ま用してください。 

• 走行モードを E モードに切り替え 
てください （01 43ぺージ）。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どは避けてください。 

• クルーズコント□ールは使用しなし、 
で < ださい。 

• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
して、ブレーキの効をび悪くなるこ 
とびありまず。このようなときは、 
後続車にミ主意しなびらほ速で走行し 
て、ブレーキの効さび回復ずるまで 
ブレーキペダルを数回軽く踏んでく 
ださい。 


走行ずるとを 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発進や加速ずるとさは、タイヤを空 
転させないよ5におだやかにアクセ 
ルペダルを操作してください。タイ 
ヤを空転させると、タイヤだけでな 
くトランスミッションや駆動系部品 
を損傷ずるおそれびありまず。 

. 車間距離を十分に確保し、不要な急 
発道や急加速、急ブレーキを避けて 
<ださい。 

横風び強いとを 

横風び強<、車び横方向に流されそ5 
なとをは、ステア1」ングをしっかりと 
握り、いつをより速度を下げて進路を 
保ってください。 

トンネルの通過 

トンネルに進入ずるとをは、ヘッドラ 
イトを点灯してください。内部照巧び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありまずので、十分ま 
意してください。 


走行中に異常を感じた5 

警告灯び点打したとをやマルチフアン 
クシヨンディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されたとを 

ただちにま全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い巧処して<だ 
さい。それでを警告灯や故障/警告 
メッセージび消灯しないとさは、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してくださしんそのまま走行を続け 
ると、事故を起こしたり、車に重大な 
損傷を与えるおそれびありまず。 


B 三養芭 S が田 
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走巧時の注意 


ボディ下部に強い衝撃を受けたとを 

にだちにま全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキあや燃料な 
どび漏れていないか確認して < ださい。 
漏れやボディ下部に損傷を見つけにと 
をは、運転を中止してメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。損傷を放置したまま走行を続け 
ると、事故を起こずおそれびありまず。 

走行中にタイヤびパンクしたり、破裂 
したとを 

あわてずにしつかりステア U ングを支 
えなびら、徐々に減速してま全な場所 
に停車してください。急ブレーキや急 
八ンドル操作をずると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそれび 
ありまず。 


駐停車ずるとき 

駐車ずるときのを意事項 

• マフラーは非常に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やすいをのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

• 同乗をびドアを開くときは、周囲に 
を険びないことを運転者び確認して 
<ださい。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないでください。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非常に高くなりまず。ステア 
U ングや セレクターレバー、シート 
などに触れると、火傷をずるおそれ 
びありまず。 


•炎天下に駐車ずるとさは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えてください。 

• 炎天下に駐車した後は、柔車ずる前 
に換気をずるなどして、車内各部の 
温度を下げてください。 

• フ□ントウインドウやボンネットの 
周囲に枯れ葉や異物びある場合は、 
必ず取り除いてください。車両下部 
の排水□び目詰まりを起こし、車内 
に水び浸入ずるおそれびあ0まず。 

急な坂道で駐車ずるとを 

急な坂道で駐車ずるとさは、シフトポ 
ジシヨンを [ E にして、パーキング 
ブレーキを確実に効かせてください。 
さらに輪止めをして、前輪を歩道方向 
に向けて < ださい。 

仮旧ずるとを 

やむを得ず車内で仮眠ずるとをは、巧 
全な場所に駐車しておずエンジンを停 
止してください。無意識の5ちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さ出して 
事故を起こずおそれびありまず。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンやマフラーび異苗過熱して乂 
災の原因にな0まず。 

後退ずるとを 

後方視界び十分に確保でをないとさ 
は、車から降りて後方のま全を確認し 
て < ださい。 


B こな〇芭6邮 m 
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雨降りや濃霧時の運転 _ 

雨が降っていたり、濃露が発生してい 

るとさは、 LU 下の点にミ主意して、い 

つちより慎重に運転して<ださい。 

• 路面が滑りやずいため、タイヤの接 
地力が大さ<低下し、通常より制動 
距離ち長< な0まず。 

また、見通しが悪いため、歩行者 
や障害物の発見が遅れがちになり 
ます。いつちより速度を下げ、車間 
距離を十分に確保して<ださい。 

• 安全な視界を確保ずるため、必要 
に応じてデフ□スターや U アデ 
フォッガーを作動させて < ださい。 
また、 AC モードでエアコンデイ 
シヨナーを作動させて車内を除湿 
して < ださい。 

• 雨降りや濃露時は、自分の車の存在 
を周囲に知らせるため、ヘッドライ 
卜や U アフォグランプを点灯して< 
ださしんただし、へッドライトを上 
向さにずると、雨や濃霧に反射して 
視界を損なったり、対向車を隘惑ず 
るため、下向さで点灯して < ださい。 

• 濃露のとさは U アフォグランプを 
点灯し、速度を落として走行して 
ください。危険を感じるときは、 
震が晴れるまで安全な場所に停車 
して <ださい。 


メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、安全かつ 
快適に運転するためには、ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で点検整備を 
受ける必要がありまず。ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場では (下のよ 
5な点検を行ないまず。 

Daimler AG 指定の点検整備 

Daimler AG の指示による点検整備項 
目がありまず。これらは><ンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
9 〇 

1年および2年点検壁備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定められ実施ずるをのでず。 

なの点検時期をおずステッカーびフ □ 
ントウインドウに貼付してありまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねくださし、。 

整備手帳 


車には整備手帳び備えてありまず。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認して < ださい。 

曰常点検 


長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、日常、車を使用ずるとさにお客様 
ご自身の判断で実施していただく点検 
です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

点検を実施したとさに異苗び発見され 
に場合は、ずみやかにメルセデス■ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 
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メンテナンス 



走行距離や経過時間などに応じて、 
一力一指定点検整備の実施時期を表 
のしま 9 〇 

ンテナンスインジケーター画面が表 
おされたとさは、一力一指定点検整 
備を行なってください。 

Q ><ンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表おやエンジンオ 
イル量の警告表示ではあ0ません。 

D 一力一指定点検整備を実施時期 
までに行なわなかった場合は、保 
証などの对象外になることがあり 
ます。 

自動表示機能 


次の 一力一指定点検整備の約1力 
月前になると、イグこッシヨン位置 
を2の位置にしたとさやエンジンが 
かかってし^るとさに、ンテナンス 
インジケーター画面が自動的に表示 
されます。 

><ンテナンスインジケーター画面を消 
したいとさは、ステア I 」ングの 
または应のスイッチを押しまず。 

〇 ><ンテナンスインジケーターが表 
示される時期は一定ではな<、車種 
や仕様、運転スタイルや走行距離な 
どにより変わりまず。 


〇 新車時の走行距離が 30 km を超え 
てから 、ンテナンスインジケー 
ターの表示時期が適切であることを 
ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で必ず確認して < ださい。 

手動表示 

ンテナンスインジケーター画面は、 
手動でち表示でさまず。 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
9 〇 

► ステア U ングスイッチの百□また 
はを押して、マルチフアン 
クシヨンディスプレイのイン^ 
こユーから" メンサンス" を選択しまず。 

► E を押して、 II ^ンテナンス" を 
選択します。 

► 应口を押しまず。 

^ンテナンスインジケーター画面が 
表示されます。 

表示メ ッセージ 


表示ツセージは、曰頃の運転スタイ 
ルなどに応じて LiTF のよラに表示され 
9 〇 

点検整備実施前の表示例 

"次の;><ンテナンス A (または B ) あと 
XX km でず" 

"次の;><ンテナンス A (または B ) あと 
XX 曰です" 

点検整備実施時期になったとさの表 
示例 

" ><ンテナンス A (または B ) 期限が 
切れます" 


B こな〇芭6が田 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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点検壁備実施時期を過ざたとさの表 
示例 

"メンテナンス A (または B ) 期限超過 
しました一 XX km でず" 

"メンテナンス A (または B ) 期限超過 
しました一 XX 日で ず" 

〇" メンテナンス A " または" メンテ 
ナンスが、 およびそれらに続<义 
字や数字は、次回のメーカー指定 
点検整備の範囲び、点検項目のか 
ない点検整備または総合的な点検 
整備のどちらに該当ずるかをおず 
をのでず。 

にだし、日本では法定点検びあるた 
め、これらの範囲と法定点検の範囲 
は異なりまず。 

〇 ブレーキパッドは次回の メーカー 
指定点検整備前に摩耗の限界に 
達することびありまず。ブレーキ 
パッドの交換については、メルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で相談 
の上、(下のよ5に対処してくだ 
さい。 

• 今回のメーカー指定点検整備で 
交換する 

• 後日に別途交換ずる 

〇 バッテ U —の接続を外している間 
の経過曰数は、加算されません。 


メンテナンスインジケーターの IJ 
セット 

メーカー指定点検整備の実施後に、メ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
でメンテナンスインジケーターを1」 
セットして<ださい。 

U セット後、次回メーカー指定点検整 
倫までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 日数では365日に設 
定されます。いずれか先に達ずる距離 
または時期をな回のメーカー指定点検 
整備時期として表示します。 

[I メンテナンスインジケーターの 
表示などに異常びあるとさは、ず 
みやかにメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検を受けてくだ 
ごし、。 
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曰常の手入れ 


曰常の手入れ 


手入れに関ずるま意 

定期的に手入れをずることで、いつま 
でち車を美しく保つことがでさまず。 

日常の手入れには 、 Daimler AG が指 
定する用品のみを使用して < ださい。 

詳しくは^ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

A 警告 

一部の含成クリーナーなどには、有機 
溶剤や可燃性物質が含まれているこ 
とがあります。カーケア用品を使用す 
るときは、必ず添付の取り扱い上の 
ミ主意を読み、指示に従って<ださい。 
車内でカーケア用品を使用するとさ 
はドアやドアウインドウを開き、十 
分に換気してください。有機溶剤に 
よる中毒を起こしたり、静電気が可 
燃性ガスに引火して火災を起こすお 
それがありまず。 

車の手入れをするとさに、ガソリン 
やシンナーなどを使用しないで<だ 
さい。中毒を起こしたり、気化ガス 
に引火して火災を起こすおそれがあ 
りまず。 

カーケア用品は、子供の手が届くと 
ころや火気のおくに置いたり保管し 
ないで < ださい。 

B 車の手入れをずるとさは、 iu 下の 
ちのを使用しないで<ださい。 

• 乾いた巧や目の粗い巧、かたい 
巧など 

• 研磨剤を含むクリーナー 
. 有機溶剤 

. 有機溶剤を含むクリーナー 


また、強くこずったり、 スクレーパー 
などのかたい物が塗装面や保護フィ 
ルムなどに触れないようにしてくだ 
さい。塗装面や保護フィルムなどを 
損傷したり、こずり傷が付<おそれ 
がありまず。 

9環境 

オイル-液類は、環境に配慮して廃 

棄して < ださい。 

• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで払い落として<だ 
さい。 

• かなくとち月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 飛び石などにより塗装面を損傷する 
と、謂の原因になりまず。早めに補 
修を行なって < ださい。 

. 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めしまず。 

• 凍結防止剤が散巧してある道路を走 
行したとさは、ずみやかに洗車し、 
ボディ下側やフエンダー巧を洗い流 
して < ださい。 

• 直射日光が強<当たる場所や走行し 
た直後でボンネットが熱<なってい 
るよラなとさに、塗装面の手入れ 
をずると、塗装面を損傷ずるおそれ 
がありまず。 


B こな〇芭6邮田 
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B 車を清掃した後、特にホイールク 
U —ナーでホイールを清掃した後 
は、そのまま放置しないでください。 
ホイールクリーナーにより、ブレー 
キディスクやブレーキパッドなどが 
腐食するおそれがありまず。その 
ため、洗車後は数分間走行して<だ 
さい。ブレーキ時の摩擦熱によりブ 
レーキディスクやブレーキパッドが 
乾燥します。その後に車を駐車して 
<ださい。 


洗車時の注意 


洗車をするとさは、 iu 下の点にミ主意し 

て < ださい。 

• 水が凍るよラな寒いとさや直射日光 
が強<当たる場所、走行した直後で 
ボンネットが熱<なっているよ5な 
とさは洗車をしないで<ださい。 

• 虫の死がいなどは、洗車前に取り 
除いて <ださい。 

• コールタール やアスファルトのミちれ 
は、乾いてしまラと落としにくくな 
るため、早めに処理して<ださい。 

• 洗車をするときはマフラーにま意 
してください。マフラー後端に触れ 
て火傷をした0、けがをずるおそれ 
がありまず。 

• 走行した直後は、ブレーキディスク 
やぶイールに直接水などをかけない 
で<ださい。ブレーキディスクが 
熱いとさに急激に冷やずと、ブレー 
キディスクを損傷ずるおそれがあり 
ます。 


• ホイールには酸性のホイールクリー 
ナーを使用しないでください。ホ 
イールやぶイールボルトが腐食ずる 
おそれがあ0まず。 

• ホイールクリーナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置ずる 
と、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食ずるおそれがあり 
まず。 

このよラなとさは、しばら<走ネ子し 
て、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させて<ださい。 

自動洗車機の使用 


A 警告 

自動洗車機で洗車したあとは、ブレー 
キの効さが悪くなることがあ0まず。 
ブレーキディスクやブレーキパッドが 
乾くまでは、十分ミ主意して走行してく 
ださい。 


A 警告 

ホールド機能が作動しているとさは車 
両にブレーキが効いています。自動洗 
車機で洗車するとさは、ホールド機能 
を解除してください。 

P 高圧洗浄を行なラ自動洗車機は使 
用しないで<ださい。車内に水が浸 
入ずるおそれがあ0まず。 

H カブリオレは高温のワックス処理 
を行なラ自動洗車機は使用しないで 
<ださい。 
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〇カブ U オレを自動洗車機で洗車ず 
るときは、イグニッション位置を0 
にずるか、エンジンスイッチから 
キーを抜いて、フ□ントウインドウ 
上部のウインドデフレクターが収 
納されていることを確認して<だ 
さい。ウインドデフレクターを損 
傷するおそれがありまず。 

車のミちれがひどいとさは、自動洗車 

機で洗車ずる前に水洗いをして<だ 

さぃ。 

P 自走式の自動洗車機を使用する 
とさは、セレクターレバーが n の 
に入っていることを確認して<だ 
さい。車を損傷するおそれがあり 
ます。 

〇し U 下の点にま意してください 

• 自動洗車機び車のサイズに合っ 
ていることを確認して < ださし、。 

• ドアウインドウや U アサイドウ 
インドウ、パノラミックスライ 
ディングルーフ*び完全に閉じ 
ていることを確認して < ださい。 

• ホ熱 ヒーター/ ベンチ レーショ 
ン*を停止してください(>217 
ぺージ)。 

• ワイパーを停止してください 
(>121ぺージ)。 

• 洗車前にドアミラーを格納して 
<ださい。 

• 回転ブラシのかたさによっては、 
細かな傷び付を、塗装面の光ミ尺 
び失われたり、劣化を早めるお 
それびあ0まず。 


自動洗車機で洗車した後は、フ□ント 
ウインドウやワイパー ブレー ドに付着 
した洗を液を巧さ取ってくだごい。フ 
□ントウインドウに残った残留物によ 
るちれを防ざ、ワイパーノイズをほ減 
させまず。 

手洗いによる洗車 


• 熱湯を使用しないでください。また、 
直射日光び当たっているとさは洗車 
をしないで < ださい。 

• 柔らかいスポンジで洗車してくだ 
さい。 

• 水に力ーシヤンプーなどを混ぜた洗 
浄液を使用してください。 

• ボディ全体に低圧で水をかけまず。 

• 外気取り入れ□付近には直接水をか 
けないで < ださい。 

• 十分な量の水を使用して、スポンジ 
で洗い流しまず。 

• されいな水で洗い流し、セーム巧な 
どで水滴を巧さ取りまず。 

• 塗装面に洗ミき液びある状態で乾か 
ないで < ださい。 

を季に車両を使用したとさは、ずみや 

かに凍結防止剤を T 寧に取り除いて< 

ださい。 


B こ度〇芭6邮 m 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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高圧式スプレーガンの使用 


A 警告 

高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないでください。水圧び高い 
ため、タイヤを損傷するおそれびあ 
0ます。 

〇車両と高圧式スプレーガンのノズ 
ル間には、甫に最ほでも 30 cm の 
間隔を確保して < ださい。 

高圧式スプレーガンのノズルは円を 
描くように動かしてください。 

高圧式スプレーガンのノズルを直 
接、 m 下の物に向けないで < ださい。 

• タイヤ 

• ドア接合面やジョイントなど 
• ソフトトツプ（カブ1」オレ） 

• ウインドデフレクター（カブ U 
オレ） 

• 電気装備 
• バッテリー 
• コネクター 
• ライト 
• シール 部 
• 卜1」ム部品 
• 吸気 □ 

シール部や電気装備や塗装面び損 
傷することにより、車内への水の浸 
乂や故障につなび0まず。 


ホイールの清掃 

〇ホイールには酸性のホイールク 
U —ナーを使用しないでください。 
ホイールやホイールボルト、ブレー 
キ構成部品を損傷ずるおそれびあり 
まず。 

〇車を清掃した後、特にホイールク 
U —ナーでホイールを清掃した後 
は、そのまま放置しないでください。 
ホイールク U — ナーにより、ブレー 
キディスクやブレーキパッ ドなどび 
腐をずるおそれびありまず。そのた 
め、洗車後は数分間走行してくだ 
ごい。ブレーキ時の摩擦熱によりブ 
レーキディスクやブレーキパッドび 
乾燥します。その後に車を駐車して 
<ださい。 

塗装面の清掃 


不適切な手入れによる傷や腐食、損傷 

は完全に修復ずることはでさません。 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 

でネ甫修することをお勧めしまず。 

►不純物は、強くこずることなく、た 
だちに取り除いてくださし、。 

► 虫の死びいはインセクト U ムーバー 
で取り除さ、周囲をよ<洗い流して 
<ださい。 

►鳥の面んは水で落とし、周囲をよく 
洗い流して < ださい。 

►油脂類、樹液、オイル、燃料、グ 
U —スなどは、ベンジンまたはライ 
ター用オイルを染み込ませた巧で軽 
<面いて < ださい。 

► タールはタール U ムーバーで 取り 
除いて < ださい。 
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► ワックスはシリコンリムーバーで取 
り除いて < ださい。 

Q 塗装面に iU 下のちのを貼付しない 
で < ださい。 

• ステッカー 
• フイルム 
• マグネットなど 

塗装面を損傷するおそれがあり 
ます。 

マットペイント塗装車の取り扱い 

マットペイント塗装車は、離消しク U 
アコートで塗装されています。 

非常にデ U ケートな塗装のため、日常 
の手入れなどで独特の質感を損な5お 
それがありまず。詳しくはルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたずね < 
ださい。 

マットペイント塗装されたホイールに 
ついてち、同様の手入れを行なって< 
ださい。 

〇塗装面を磨かないでください。 

〇 (下のことは塗装面に光沢を持た 
せたり、マット塗装の質感を損なわ 
せるおそれびありまず。 

• 不適切な素材で力強<こずること 
• 頻繁に洗車を行なラこと 
• 直射日光下で洗車を行なラこと 

〇塗装面の手入れには、ワックスや 
研磨剤、光沢剤のよ5なペイント保 
護剤は使用しないでください。質感 
を損なったり、塗装面を損傷ずるお 
それがありまず。 

〇塗装面にミちれび付着したとさ 
は、ずみやかに取り除いてください。 


〇樹脂類や油脂類などを塗装面に 
付着したままにしないでくださし、。 
質感を損なったり、塗装面を損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇ワックスなどの巧れび付着したと 
さは、シ U コン除去剤を使用して、 
軽くたたさなびらミちれを拭さ取って 
<ださい。 

〇タールなどのミちれび付着したとさ 
は、タール除去剤を使用して、軽く 
たたをなびらミちれを巧さ取ってくだ 
さい。 

Q 高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーは使用しないでください。 
塗装面を損傷するおそれびあり 
9 〇 

〇塗装の修復などは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で行なって 
<ださい。 

〇 洗車は、柔らかいスポンジとカー 
シャンプー、十分な水で、手洗し'' 
で行な5ことをおずずめしまず。 

ソフトトップの清}责（カブ IJ オレ） 

軽い巧れの場合 

► ソフトトップび乾いているときに清 
掃ずるか、されいな水でミちれを落と 
し 9 〇 

ひどい巧れの場合 

► をれいな水をかけなびら、ブラシで 
ソフトトップを'這掃しまず。 

シ S やそのほかのひどい巧れには、 
ソフトトップの清掃に適しにク1」一 
ナーとブラシで'這掃しまず。ブラシ 
は、生化の目に沿って、前から後に 
かけて < ださい。 


B こな〇芭6邮田 
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P ソフトトップを清掃ずるときは、 
下のちのは使用しないで < だ 
さし、。 

• 石油 
• シンナー 
•夕ールやシミ抜き 
• その他の有機溶剤 

P 鳥の糞は腐食性があり、ソフト 
トップの生地に巧を開けるおそれが 
あるため、ただちに取り除いて<だ 
さい。高圧式スプレーガンを使用 
して車を清掃しないで<ださい。ま 
た、氷や雪を取り除< とさに、鋭い 
角のあるちのを使用しないで<だ 
さい。 

頻繁に清掃を行なラと、ソフトトップ 
の防ミち性が低下しまず。 

防ミち性を回復させるには、専用のソフ 
トトップ手入れ用品でソフトトップを 
ミ青掃して < ださい。 

不適切な清掃や手入れは経年変化と同 
様に、ソフトトップの禮い目からの水 
漏れの原因になりまず。^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で、 縫い目の 
防水加工を行なつて < ださい。 

〇 車両を長時間屋外に駐車ずるとさ 
は、適切なボディカバーを使用して 
<ださい。 


エアキャップ*の清掃 


ウインドデフレクターの清掃 

ソフトトップを閉じた状態で、フ□ン 
トウインドウ上部のウインドデフレク 
ターを清掃して < ださい。 
►パーキングブレーキを確実に効かせ 
まず。 

►エンジンを停止して、イグこッショ 
ン位置を2にしまず。 

► アーム レスト前端の カバーを 開さ 
9 〇 



アームレスト前端のェアキヤップスイッチ 


►エアキャップスイッチ©を押し 
9 〇 

フ□ントウインドウとソフトトツプ 
の間にあるウインドデフレクターが 
展開します。 




オプションや仕様により、異なる装備です。 
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►柔らかいブラシか湿らせた巧で、ウ 
インドデフレクターのネット@を 
清掃しまず。ひどいミちれには、専用 
のクリーナーを使用して清掃し、さ 
れいな水でずずいで < ださい。 

H ネットには高圧式スプレーガン 
を使用しないで < ださい。 

エアキャップドラフトストップの清掃 

ソフトトップを開いた状態で、エア 
キャップドラフトストップを清掃して 
<ださい。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 


► ソフトトップを開さまず。 



センターコンソールのリアへッドレストスイッチ 


► リアへッドレストスイッチ©を押 
しま3。 


リアへッドレストとエアキヤップ 
ドラフトストップが上方に上が0 
ます。 



► 専用ク U —ナーを含ませて湿らせた 
巧で、ドラフトストップのネット 
@を清掃しまず。 


ウインドウの清掃 


A 警告 

フ□ントウインドウを清掃するとき 
は、必ずエンジンスイッチか5キー 
を抜くか、イグニッション位置を0 
にしてください。ワイパーが作動し 
てけがをずるおそれがありまず。 

ウインドウのが側と内側を水で湿らせ 
た柔らかい巧で清掃して<ださい。 

Q ウインドウの内側を清掃ずるとき 
は、乾いた巧や研磨剤、有機溶剤 
を含むク U —ナーなどを使用しない 
で<ださい。また、かたい物でこず 
らないでください。ウインドウを損 
傷するおそれがありまず。 


B こな〇芭6邮 m 
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Q フ□ントウインドウおよび U アウ 
インドウの排水口にたまった枯葉や 
ほこりなどを定期的に清掃して<だ 
さい。排水口が目詰まりを起こし、 
腐食の原因になりまず。 

ワイパーブレードの清掃 


A 警告 

ワイパーブレードを清掃するときは、 
必ずエンジンスイツチからキーを抜 
くか、イグニツシヨン位置を0にし 
て<ださい。ワイパーが作動してけ 
がをするおそれがあ 0 まず。 

p ワイ パー ブレードを引っ張らない 
でください。ワイパーブレードを損 
傷するおそれびあ0まず。 

[ I ワイパーブレードの清掃は、頻繁 
には行なわないでください。また強 
<こずった0しないで<ださい。表 
面のコーティングび損傷して異音な 
どの原因になりまず。 

► ワイパーアームを起こしまず。 

► ワイパーブレードを、湿らせに柔ら 
かい巧で軽く巧さまず。 

► ワイ パーアームを 元の位置に戻し 
ます。 

〇ワイパーアームを元の位置に戻ず 
ときは、ワイパーアームを持って 
ゆっくりと戻してください。ウイン 
ドウを損傷ずるおそれびありまず。 


ライト類①清掃 

〇ライト類の清掃には、樹脂製レン 
ズに適しにク U —ナーと巧を使用 
し、有機溶剤や強アルカ U 洗剤など 
を使用したり、乾いた巧などで強く 
こずらないで < ださい。 

► 湿らせたスポンジとカーシャンプー 
を混ぜた洗を液で、ライト類の樹脂 
製レンズを清掃しまず。または、清 
潔な柔らかい巧でライト類の樹脂製 
レンズを清掃しまず。 

ドア S ラー方向指示なの清掃 

〇ドア S ラー方向指示灯の清掃に 
は、樹脂製レンズに適したクリー 
ナーと巧を使用し、有機溶剤や強ア 
ルカ U 洗剤などを使用したり、乾い 
たななどで強 < こずらないで < だ 
さい。 

► 湿らせたスポンジとカーシャンプー 
を混ぜた洗を液で、ドア S ラー方 
向指示灯の樹脂製レンズを清掃し 
ます。まには、清潔な柔らかい巧で 
ドアミラー方向指示灯の樹脂製レン 
ズを清掃しまず。 
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センサー*の清掃 



パークト□ニックセンサーのを清 
掃するとをは、流水または水とカー 
シャンプーをミ忌ぜた洗ミき液で洗い流 
して < ださい。 

〇パーク ト □ニック センサーを清 
掃するとをは、乾いた巧、目の粗い 
巧、かたい巧などは使用しないでく 
ださい。また、純正(外の手入れ用 
品を使用したり、強い力で乾巧さし 
ないでください。センサーを損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇パークト□ニックセンサーには、 
高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーを使用しないでください。 
センサーや塗装面を損傷ずるおそれ 
びありまず。 


パーキンクアシストリアビューカメラ 
の這掃 



►されいな水でミちれを落とし、やわら 
かい巧でカメラのレンズのを田:を 
取って < ださい。 

P カメラのレンズやカメラ周辺を 
清掃するときは、 LU 下のことにま 
意してください。カメラを損傷ず 
るおそれびありまず。 

• 高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーを使用ずるときは、ノズ 
ルをカメラやカメラの周囲に近付 
けないで < ださい。 

• 強い力で乾巧さしないでくだ 
さい。 

. 有機溶剤や強アルカ U 洗剤など 
は使用しないでください。 

• ボディにワックスをかけるとさ 
は、カメラにワックスび付着し 
ないよ5にま意してください。 
付着したとさは、水にカーシ ヤ 
ンプーなどを混ぜた洗を液で巧 
を取ってください。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


B こな〇芭6邮田 
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マフラーの 清掃 


路面の小石や腐食性のある環境物質 
などの不純物の影響により、マフラー 
の表面にサビが発生ずることがあ0 
ます。 

定期的にマフラーを手入れずることに 
より、マフラーの輝さを保ち、また元 
の輝さを取り戻ずことがでさまず。 

〇ぶイールクリーナーなど、アルカ 
U 性のク U —ナ ーで マフラーの手入 
れを行なわないで < ださい。 
マフラーの手入れについては 、語 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 


A 警告 

清掃するとさは、プラスチック部品の 
端部や、シート下部などにあるリン 
ケージやヒンジなどの金属部分が露 
出した箇所にミ主意してください。触 
れるとけがをずるおそれがあります。 

• ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線がプ U ントされている車種があ 
りまず。ガラス面の内側を清掃ずる 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿っておさ 
取り、傷を付けないようにま意して 
<ださい。 

また、乾いた巧でおいたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むクリーナーなどを 
使用しないでくださし、。 


• ウインドウに遮光フィルムなどを 
貼付すると、携帯電話やラジオな 
どの電波に影響をあたえるおそれ 
がありまず。詳しくはルセデス- 
べンツ指定 サービス エ場におたず 
ね< ださい。 

COMAND ディスプレイの清掃 

► ディスプレイの手入れを行なラ前 
に、必ず COMAND システムを才 
フにして、ディスプレイの表面が熱 
<なっていないことを確認して<だ 
さい。 

► 市販の不織巧とディスプレイクリー 
ナーを使用して、ディスプレイの表 
面を拭さ取0まず。 

► 乾いた不織布でディスプレイをホ式さ 
ます。 

Q ディスプレイが熱<なっていると 
きは、冷えるまで待ってください。 

□ COMAND ディスプレイを清掃ず 
るとさに liTF のちのを使用しないで 
ください。ディスプレイを損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

• アルコール 分を含んだ溶剤や有 
機溶剤、燃料 

• 研磨剤を含んだクリーナー 
• 家庭用クリーナー 

また、強い力で COMAND ディスプ 
レイをこすらないで<ださい。ディ 
スプレイの表面を損傷するおそれが 
ありまず。 
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プラスチックトリムの清掃 


A 警告 

エアバッグの収納部分には、スプレー 
式の車内ク U —ナーや有機溶剤を含 
むクリーナーなどを使用しないでく 
ださい。有機溶剤を含むクリーナー 
などで清掃ずると、収納部分の表面 
が劣化し、エアバッグが作動したと 
さにプラスチック部品が損傷して車 
内に飛散し、重大なけがをするおそ 
れがあ0まず。 

〇プラスチックト U ムに、ステッ 
カーやフィルム、芳香剤のボトルな 
どを貼付しないで<ださい。プラス 
チックトリムを損傷するおそれがあ 
りまず。 

H プラスチックトリムに、化粧品や 
防虫剤、日焼け止めなどが付着し 
ないようにして<ださい。表面の劣 
化の原因にな0まず。 

► 水で湿らせた不織布でおさ取りまず。 
► 頑固なミちれには専用のク U — 
ナーを使用します。 

表面の色が一時的に変化しまずが、 
乾 < と元に戻りまず。 

ステアリングおよびセレクターレバー 
の清掃 

►水で湿らせた巧で全体をお < か、指 
定のレヴーケア用品を使用して < だ 
さし、。 


ウッドトリムの清掃 


► 水で湿らせた不織巧で拭さ取りまず。 

► 頑固なミちれには専用のクリーナーを 
使用しまず。 

D 有機溶剤を含むク U —ナーや研磨 
斉 IJ 、 ワックスなどは使用しないでく 
ださい。ウッドトリムを損傷ずるお 
それがあ0まず。 

シート表皮の清掃 

H 本革、人工皮革またはアルカン 
ターラ®の表皮の清掃には、不織 
巧を使用しないで<ださい。頻繁 
に使用ずると、表皮を損傷ずるおそ 
れがあ0まず。 

U 清掃ずるとさは、下のことにミ主 
意して < ださし、。 

• 本革の表皮は、湿らせた巧でミ主 
意して清掃し、その後に乾いた 
巧で表皮をおさ取りまず。革 
が蕭れないように注意して<だ 
さい。硬化やひび割れにつなが 
りまず。承認されたレヴーケア 
用品のみを使用してください。 
詳細は、メルセデス-ベンツ指 
定 サービス エ場におたずね<だ 
ごい。 

• 人工皮革の表皮は、1%の洗剤（洗 
濯液など）を含む溶液で湿らせ 
た巧で清掃しまず。 


B こな〇芭6邮田 
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• 巧の表皮は、1%の洗剤（洗濯 
液など）を含む溶液で湿らせた 
不織巧で清掃します。おさ残し 
がないよラに、注意深< こずり、 
シート全体をまんべんな<拭さ 
ます。その後、シートを乾燥さ 
せます。清掃の効果は、ミちれの 
種類およびどの程度の期間ミちれ 
ていたかによりまず。 

• アルカンターラ®の表皮は、湿 
らせた巧で清掃しまず。拭さ残 
しがなし^よラに、シート全体を 
まんべんな<おさます。 

〇 定期的な手入れを行な5ことによ 
り、表皮の見栄えと快適さを長期 
間維持ずることびでさまず。 

シートベルトの清掃 


► めるま湯か薄めに石厳水を使用して 
垃:さ取りまず。 

[I 化学薬品を含むク U —ナーを使用 
しないで<ださい。また、直射日光 
に当てたり、80で1；■(上の温度で乾 
燥させないで < ださい。 

ルーフ ライニングおよび カー ぺットの 

清掃 

►ルーフライこングは、柔らかいブラ 
シを使用して清掃します。ひどいミち 
れには、指定のク U —ナーを使用し 
ます。 

► カー ぺッ トは、指定のクリーナーを 
使用して清掃します 
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車載品の収納場所 


車載品の収納場巧 


事故-故障のとを 
A 警告 

燃料などび漏れている場合は、ただち 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気をお付けないよラにミ主 
意してください。火巧び発生した0、 
爆発するおそれびあります。 

事故が起定たと走 

すみやかに、下の処置を行なってく 

ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の巧げに 
ならないま全な場所に停車し、エン 
ジンを停止してください。 

• 負傷をびいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するととをに、 
負傷者の救護を行なって < ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動かさないで 
<ださい。 

• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷ち 
の有無や負傷状態などを報告して 
<ださい。 

• 巧手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してください。 

• 自動車保険会社に連絡してください。 


路上で故障したとを 

安全な場所に停車して、非苗点滅灯を 
点滅させて<ださい。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置<ことび法律で義務付けられ 
ていまず。追突のおそれびあるため、 
乗員は車内に残らず、ただちに巧全な 
場所に避難してください。 

車び動かなくなったとを 

セレクターレバーを EE に入れて、 
パーキングブレーキを解除し、同柔を 
や付近の人に救援を巧めて、ま全な場 
所まで車を押して移動してくださし)。 
このとさは、車速感応ドア□ックに 
よるキーの閉じ込みにミ主意してくだ 
さい。 

セレクターレバーを HE に入れられ 
ないとさは、柔員を安全な場所に避難 
させ、続発事故を防いで< ださい。 

〇踏切巧で動けな<なったとさは、 
ただちに踏切の非常ボタンを押して 
ください。緊急を要ずるとをは非常 
信号用具を使用してください。 


非常信号巧具 _ 

懐中電灯をドアポケットに装備してい 
まず。 

〇 新品時は電ミ也の自然放電を防ぐに 
め、電池の間に紙び挟まれていまず。 
使用するとをは紙を取り除いてくだ 
ごい。 

懐中電灯び十分な日月るごで点灯ずる 
ことを定期的に点検してください。 


■化：？ 0 >1 り 
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停止表示板 


救急セツ 




救急セットはトランク内ち側に収納さ 
れています。 

0 救急セットの中身び揃っていて、 
使用期限び過ざていないことを確認 
して < ださい。 


クーペ 

停止表示板はトランク U ッドの裏側に 
収納されています。 

停止表示板を取りがず 

► トランクを開をまず。 

► ホルダーのノブを矢印の方向に押し 
なびら、ホルダーを開さまず。 

► 停止表示板のを取り外しまず。 

停止表示板の組み立て 



クーペ 


ベルク□テープのを外し、救急セツ 
卜③を取り出しまず。 


車載工具 


車載工具はトランクフ□アボードの下 
に収納されていまず。 

〇トランク内には金属び露出してい 
る部分や鋭利な部分びありまず。車 
載工具などを取り出ずとさは、必ず 
保護のため手袋を着用し、けびをし 
ないよ5にミ主意して < ださい。 


►スタンド⑤を引さ出して、停止表 
示板を地面に立てまず。 

► 反射板⑤を開いて、先端のフック 
のをかみ合わせまず。 

※車種や仕様によ D 、 停止表お板の形状 
び異なる場合びあ0まず。 


I 
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車載品の収納場所 


応急用スペアタイヤび車載されている 
車種 



クーペ 


①ノブ（カバーを開く） 

③ トレイ 
⑤ ヵバー 

④ 応急用スペアタイヤ 

⑤ ノブ（車載工具収納ケースを取0外ず） 

車載工具やジャッキなどは、応急用ス 
ペアタイヤに取り付けられたトレイに 
収納されています。 

車載工具には(下のをのび収納され 
ています。 

• ソフトトップ手動操作用ストラップ 
(カブ1」オレ） 

• 輪止め 

• ヒューズラベル（英文） 

• ジャッキ 
• ガイドボルト* 

• 手袋 

• ホイ ー ルレンチ 
• けん引フック 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


車載工具を取り出ず 

► トランクフ□アボードを開さまず 
(>241ページ）。 

► ノブのを押しなびらカバー⑤を 
開をます。 

〇 ノブ⑤を押して、車載工具収納 
ケースをトレイ⑤から取り外ずこ 
とびでさまず。 

応急用スペアタイヤを取り出ず 

► トレイ⑤を、反時計回りにまわし 
て取り外しまず。 

► 応急用スペアタイヤ④を取り出し 
まず。 

〇トレイや応急用スペアタイヤを取 
り出ずとさは、おず保護のため手袋 
を着用して<ださい。素手で作業ず 
るとけびをずるおそれびありまず。 


タイヤフイットび車載されている車種 



①ガイドボルト 
⑤ジャッキ 


⑤手袋 

④ ストラップ（カブ1」オレ) 

⑤ タイヤフィット 
④電動エアポンプ 
⑦けん引フック 
® 輪止め 

@ホイールレンチ 


■化：？ 0 >1 り 









故障/警告メッセージ 


車載工具は、トランクフ□アボード下 
の左側に収納されていまず。 

車載工具を取り出ず 

► トランクフ□アボードを開さまず 
(0241 ぺージ）。 

※電動 エアポンプのおがや絵柄などは、イラス 
卜と異なる場合びあります。使用ちをびわか 
6ないときは、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


輪止め 



ジャッキを使用ずるときなどには、輪 
止めを使用し、車び動さ出さないよ5 
にして < ださい。 


輪止めを組み立てる 

► プレートを引さ起こしまずの。 

► 裏面のプレートを引さ出しまず⑤。 

► 重面のプレートの突起部分を、ベー 
スプレートの開□部に差し込み 
ます⑤。 

D 輪止めを使用ずるとさは、図④ 
の矢印の方向にタイヤびあたるよ5 
にしまず。方向にま意してくださし、 


故障/警告メッセージ 


車の機能やシステムに故障や異常が発 
生ずると、マルチファンクションディ 
スプレイに警告や注意、対応ち法など 
が表示されまず。 

故障/警告 ><ッセージによっては警 
告音が鳴ることがありまず。また、重 
要度の高い><ッセージは、赤色で表示 
されまず。 

故障/警告 ッセージが表示された 
ときは、 Li (降の指示に従ってください。 

A 警告 

• ^ーターパネルやマルチファンク 
ションディスプレイが故障した場 
合は、表示灯/警告灯や故障/警 
告;/ッセージが表示されません。 
車両操縦性などに悪影響をおよ 
ぼすよラな故障や異常が発生した 
場含は内容が確認できないため、 
ただちに;><ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場に連絡してください。 

• 表示される故障や異常は、一部の 
限られた装備についてであり、ま 
た表示される内容を限られてい 
まず。故障表示の機能は運転者を 
支援する装置でず。発生した故障 
や異常に対処して車の安全性を維 
持ずる責任は運転者にありまず。 

• 走行中にステアリングのスイッチ 
を操作するときは、直進時に行なっ 
て<ださい。ステア U ングをまわ 
しながら操作ずると、事故を起こす 
おそれがあります。 


I SG!^ 










• 走行ずる前には必ずイグニッシヨ 
ン位置を2にして、^ーターパネ 
ルの表示灯/警告灯が点灯し、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイ 
が表示されることを確認してくだ 
さい。 

• 点検整備や修理などは、必要な専 
門知識と専用工具を備えたメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なラことをお勧めしまず。 

特に安全に関わる整備について 
は、必ず;><ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検整備が修理を 
行なって<ださい。不適切な作業 
を行なラと、事故や故障の原因に 
なります。 


故障/警告メッセージを表示させる 

►ステア U ングの百]または E 
スイッチを押して、マルチフアン 
クシヨンディスプレイの イン 
こユーから" メンテナンス" を選択しまず。 

故障や異常がある場合は、ディスプ 
レイに "2 ッたー ジ" のように故 
障や異常の件数が表示されまず。 

故障や異常がない場合は、 "〇><ッ 
セージ" と表示されまず。 

► E または^を押して、 "2 少ッ 
セージ" などの件数表示を選択し 
ます。 

► 应のを押しまず。 

► E または ra を押して、故障/ 
警告 ><ッセージを表おしまず。 


故障/警告メッセージの表示を消ず 

重要度の高い;><ッセージは消ずことが 
でさません。故障や異常の原因が解 
決ずるまで、故障/警告^ッセージ 
が繰り返し表示されまず。 

一部のメッセージは車両に記憶され、 
手動で ><ッセージを呼び出ずことがで 
さまず。 

少ッセージは マルチ フアン クシ ヨンス 
テア U ングにより消ずことがでさまず。 

► X ッセージが表示されているとさ 
に、ステア U ングの区のまたは 
胃スイッチを押しまず。 

《記載の故障/警告;><ッセージは、取扱説 
明書作成時点のをのです。マルチフアン 
クシヨンディスプレイの表記などは、予 
告なく変更-追加されることびありまず。 


故障や異常がない場合は、" 故障は 
ありません" と表示されまず。 







故障/警告メッセージ 


ま全装備 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症げ/ ► 対応 


腐)」 L 受 


現在使用でさません 
取披説明書を養照 


(©り L 受 


作動でをません 
取撒説明書を参照 


m 


作動でをません 
取撒説明書を参照 


A 事故のおそれがありまず 

ABS (アンチ□ック-ブレーキング.システム)、 ESP ® (エレクト□ニック- 
スタビ U ティ •プ□グラム ）、 BAS (ブレーキアシスト）、 PRE - SAFE ®、 ホー 
ル ド機能、ヒルスタートアシストび一時的に作動しない状態になっている。 
アダプティブブレーキランプち作動しない。 

方ーターパネルの m と [ S 、 rei ち)点！ n している。 

電圧びほ下している可能性びある。 

アテンションアシストは辭除される。 

ブレーキは通萬通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び□ックするおそれびある。 

►注意して走行してください。メッセージび消えると、上記の機能は再度 
作動できる状態になります。 
y ッセージび表示されたままのとき： 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスター 
トアシス 卜び作動しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプち作動しない。 

六ーターパネルの [ M ] と m 、[ S および [ M ] ち点灯している。 
ブレーキは通萬通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などに車輪び□ックずるおそれびある。 

アテンションアシストは辭除される。 

► 注意して走行してください。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートアシ 
ストび作動しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプち作動しない。 

六ーターパネルの m と m を点なしている。 

アテンションアシストは辭除される。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

► 注意して走巧してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■化：？ e - り 















ディスプレイ表示 


國圆 

面 

作動でさません 
取掀説明書を参照 


瓜 )I 

パーキングブレーキ 
觸除して<ださい 


皿 

ずぐにブレーキを 
踏んで < ださし、 


圆 

ブレーキ液レベル 
点検して 
<ださい 


幽 

ブレーキパッド摩辞 
点検して 
<ださい 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


A 事故のおそれがありまず 

故障のため 、 EBD (エレクト□ニック•ブレーキパワ ー. ディスト U ビューシヨ 
ン)、 ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®. ホールド‘機能、ヒルスタートアシス 
卜び作動しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプち作動しない。 

六ーターパネルの m と [ S 、 ち点なし、警告音び鳴った。 

アテンシヨンアシストの機能は辭除される。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び□ックずるおそれびある。 

► ミち意して走行してください。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

パーキングブレーキを辭除しないで走行している。 

警告音ち鳴った。 

►パーキングブレーキを解除してください。 

ホールド機能の作動中に故障び発生した。 

ホーンび断続的に鳴る。このときに U モコン操作で施錠操作を行なラと、 
ホーンの音量び上びる。イグニッシヨン位置を 0 か 1 にしたとさは、エ 
ンジンを始動することびでをない。 

► 周囲の交通状況に注意しなびら、ただちにブレーキペダルをいっぱい 
まで踏み、ッセージび消えるまで保持してください。 

►車から離れるとさは、パーキングブレーキを効かせて、車び動かない 
よラにしてください。 

エンジンび始動できるようになります。 

A 事故のおそれがありまず 

U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

六ーターパネルの赤色の [ M ] び点灯し、警告音ち鳴った。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してくだ 
さい。状況を問わず、走行しないでください。 

► パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► ;><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► 絶巧にブレーキミ夜を補給しないでください。ブレーキ液を補給してを問 
題は解消しません。 

プレーキパッドの摩拜び限界に達している。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 
































故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


プレ セーフ 
作動でさません 
取扱説明書を参照 




故障 

ェ焉で点検 

チャイルドシート 
位置び違います 
取極説明書を参照 


か 


SRS システム 
故障 

工場で点検 


か 


フ□ント左 
SRS システム故障 
工場で点検 
または 
フ□ントち 
SRS システム故障 
工場で点検 


A けがのおそれびありまず 

PRE - SAFE ® の重要な機能に異萬びある。 

エアバッグなど他の棄員保護裳置の機能は確保されている。 

► ただちに ルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 

A けがのおそれびありまず 

カブ1」オレ：□ールバーび故障している。 

► ただちに;ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

A けがのおそれびおりまず 

チャイルドセーフティシート検知システム装備車：センサー付き純正チャ 
イルドセーフティシートび不適切な位置に装着されている。 

► センサー付さ純正チャイルドセーフティシートを適切な位置に装着して 
<ださい。 

A けがのおそれがありまず 

チャイルドセーフティシート検知システム装備車：チャイルドセーフティ 
シート検知システムのセンサーび故障している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A けがのおそれびありまず 

乗員保護補助装置び故障している。 

メーターパネルのを点なしている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A けがのおそれびありまず 

フ□ント左側、またはフ□ントち側の棄員保護補助装置に異常びある。 

ーターパネルの [ S ち点なしている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


se — り 














ディスプレイ表示 


困 

1」ア左 

SRS システム故障 
工場で点検 
または 
U アち 

SRS システム故障 
工場で点検 


困 

左ウインドウバッグ 
故障 

工場で点検 
または 

ちウインドウバッグ 
故障 

工場で点検 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


A けがのおそれびありまず 

U ア左側、または U アち側の乗員保護補助装置に異常びある。 

六ーターパネルの [ E ち点なしている。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてくださし)。 


A けがのおそれがありまず 

左側、またはち側のウインドウバッグ（クーペ）またはフ□ントヘッドバッ 
グ（カブ IJ オレ）に異萬びある。 

メーターパネルの [ S を点なしている。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 


ライト 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 



左 □ービーム 1) 


左ヘッドライト （□- ビーム）び切れている。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてくださし)。 



インテ U ジェントラ 


インテリジェントライトシステムび故障している。 


インテ IJ ジェントライトシステムは作動しないび、ライトは通萬通り点む 
ずる。 


イト 

システム 


► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


作動でをません 



故障 

取掀説明書を参照 



車がライトが故障している。 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を養けてくださし)。 


ライトセンサーに異常びある。へッドライトび下向さで点なする。 
► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてくださし)。 


オートライト 
作動でさません 














































故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


フィ トを 
消して< ださい 

アタプティブ 
八イ ビーム アシスト 
作動でさません 

アダプティブ 
八イビームアシスト 
現在使巧でさません 
取撒説明書を参照 


ライトスイッチび昼固の位置にあり、イグニッション位置び0でエンジ 
ンスイッチにキーび差し込まれていないとさに運転席ドアを開いた。警告 
音も鳴った。 

► ライトスイッチを应巧の位置にしてください。 

アダプティブ八イビームアシストに異常びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

政下の理由により、アダプティブ八イビームアシストび解除され、一時的 
に作動でをない。 

• フ□ントウインドウのカメラ付近び巧れている 
•雨や雪、霧などのために、視界び低下している 
► フ□ントウインドウを清掃してください。 

カメラび再び完全に機能しているとシステムび判断したとさときは、マル 
チフアンクシヨンディスプレイにメッセージび表示され、アダプテイブ八 
イビームアシストび再度作動でさるよラになります。 


1) 他のライトび切れたとさは、この例政外のメッセージび表おされまず。 

車がライトのいずれかに異常が発生ずると、その箇所び表示されます。 

© LED ライトについては、ずべての LED が切れたときに;><ッセージび表示されまず。 


エンジン 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


因 


冷却水を補充 
して<ださい 
取扱説明書を参照 




;令却水 
停車して 
エンジンを停止 


冷却水量び不足している。 

► 冷却水補給時の注意事項を読み、冷却水を補給してください。 

► 通常よりも頻繁に;令却水を補給している場合は、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けてください。 

冷却かの温度び高すぎる。 

警告音を鳴った。 

►周囲の道路や交通状況にを意しなびら、ただちに停車して、ェンジンを 
停止してください。 

► ミ尼などにより、ラジェターへの送風び遮られていないか確認してくだ 
さし、。 

► メッセージび消えてからェンジンを始動して<ださい。ェンジンを損傷 
するおそれびあ0ます。 

► ェンジン;令却水温度計026ページ）で;令却水温度を点検してください。 
► 冷却水温度び再び上昇ずる場合は、ただちにメルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で点検を受けてください。 


I 
















考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

ラジェターのを却ファンび故障している。 

► 冷却水温度び約120で UTF の場合は、最寄りのメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場まで運転することびでさます。 

►そのとをは、山道の走行や発進と停止を繰り返す走巧など、ェンジン 
への大さな負担は避けてください。 

iiTF の理由により、バッテ1」一び充電されていない。 

警告音ち鳴った。 

• オルタネーターの 故障 
• V ベルトの摩耗 
• 電気システムの故障 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ただちに停車して、ェンジンを 
停止して < ださい。 

► ボンネットを開いて< ださい。 

► V ベルトを点検して<ださい。 

V ベルトが切れていると さ： 

D 走行を続けないでください。オーバーヒートずるおそれびあります。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトが損傷していないとを： 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 

ェンジンオイル量び最低レベルまで減っている。 

警告音ち鳴った。 

►遅くとを、次の給油時までにェンジンオイル量を点検してください。 

► 必要であれば、ェンジンオイルを補給してください。 

►通常よりも頻繁にェンジンオイルを補給している場合は、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場でェンジンからオイルび漏れていないか点検を 
黃けて < ださい。 

燃料の残量びかな<なっている。 

► 最寄りのガソ1」ンスタンドで給油してください。 

燃料タンクに燃料びほとんどない。 

► 最寄りのガソ1」ンスタンドで給油してください。 



































故障/警告メッセージ 


走行装備 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


口 


アテンションアシスト 
休憩してください 




アテンションアシストの基本機能として、システムび運転者の注意力に巧 
ずる警告を促している。 

警告音ち鳴った。 

►必要であれば、休憩を取ってください。 

長距離運転時には、定期的に休憩を取り、身体を十分に休ませてください。 

アテンションアシストび作動しない状態になっている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

アテンションアシスト 
作動でさません 

HOLD ホールド機能び解除されている。 

オフ 車び横ずベりしている。 

警告音ち鳴った。 

► 再度ホールド機能を作動させてください。 

ホールド機能び解除されている。 

ホールド機能の作動条件を満たしていないとさにブレーキペダルを強く踏 
み込んだ。 

警告音ち鳴った。 

► ホールド機能の作動条件を確認してください。 

じ(下の理由により、レーンキーピングアシストの機能び一時的に作動しな 
い状態になっている。 

•力;ラ部分のフ□ントウインドウび巧れている 
.大雨や雪、霧などにより、視界び巧げられている 
• 車線ラインびない道路を長時間走行している 
•車線ラインび巧れや雪などにより覆われている 

じ1下のときは、メッセージび消え、レーンキーピングアシストを再び使用 
でさるよラになりまず。 

•走行中にちれび洗い流されたとさ 

•カメラび完全に機能していることをシステムび検知したとを 
メッセージび消えないとを： 

► フ□ントウインドウを清掃してください。 

レーンキープアシスト レーンキーピングアシストび故障している。 

作動でさません ► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

クルーズ コント □ー クルーズコン ト □ールまたは 可変 スピー ド リ=ッターび 故障している。 


レーンキープ アシスト 
現在使巧でをません 
取扱説明書を参照 


ルと可変スピード U 
ニッタ_ 

故障 


メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


I 

















ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

制限速度 
—— km/h 

アクセルペダルをいっぱいに踏み込んでキックダウンしているため、可変 
スピード U ミッターを設定できない。 

クルーズコント□ール 
—— km/h 

クルーズコント□ールの作動条件を満たしていない。例えば、約 30 km / 
hliTF の速度でクルーズコント□ールを作動させよラとした。 

►設定可能な状況であれば、約 30 km / h 政上の速度で走行し、クルーズ 
コント□ールを設定してください。 

► クルーズコント□-ルの作動条件を確認してください（：!>177ぺージ)。 


タイヤ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

タイヤ空気圧 

タイヤを点検 

して<ださい 

A 事故のおそれがありまず 

タイヤ空気圧警告システムびタイヤからの急激な空気の漏れを検知した。 
警告音ち鳴った。 

►急八ンドルや急ブレーキを避けて停車してください。そのとさは、周囲 
の交通状況に注意して < ださい。 

►タイヤを点検し、必要であれば該当ずるタイヤを修理ずるか、交換して 
<ださい。 

► タイヤ空気圧を点検し、必要であれば空気圧を適正にしてください。 

► 適正なタイヤ空気圧に調整した後に、またはタイヤを修理ずるか交換し 
た後に、タイヤ空気圧警告システムを再起動してください（1>273ペー 
ジ)。 

空気圧点検後 

タイヤ空気圧 
警告 システム 

再始動 

タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわれ、その後に再起動び行なわれ 
ていない。 

► すべてのタイヤの空気圧び適正であることを確認してください。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください。 

タイヤ空気圧 
警告 システム 

作動でさません 

タイヤ空気圧警告システムに異萬びある。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 
























故障/警告メッセージ 


車両 


デイスブレイ表示 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


i ンジン 始動 セレクターレバーび LE または LBJ に入っているときにキーレス3—操 

P または N にシフト 作でエンジンを始動しよラとした。 

► セレクターレバーを [ E または LNJ に入れてください。 


P レンジにシフト 
して<ださい 


シフトポジションび [ E 政がのときに、キーレスゴースイッチでエンジ 
ンを停止するか、イグニッション位置を 0 か 1 にして、運輯席ドアを開 
いた。 

または 

上記のとをにキーレスゴー操作で施錠しよラとした。警告音ち鳴った。 

► セレクターレバーを [ E に入れて<ださい。 

ホールド機能び作動しているとさに liTF のいずれかの操作をした。 

•運転席ドアを開いて、運転席の乗員びシートベルトを外した 
•イグ ニッション 位置を 0 か 1 にした 
•ボンネットの□ックを解除した 

警告メッセージの表示に加えて、ホーンび断続的に鳴る場合びある。この 
とさに U モコン操作で施錠操作を巧なラと、ホーンの音量び上びる。 

イグ ニッシ ョン位置を 0 か 1 にしたときは、エンジンを始動することび 
でさない。 

► セレクターレバーを [ E に入れて<ださい。 

エンジンび始動でさるよラになりまず。 

トランクび完全に閉じていない状態で走行している。 

► トランクを確実に閉じて<ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

ボンネットび完全に閉じていない。 

警告音ち鳴った。 

► 周囲の道路と交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してくだ 
さし、。 

►パーキングブレーキを効かせてください。 

► ボンネットを確実に閉じてください。 

アクティブボンネットび作動したとさ： 

►作動したアクティブボンネットを U セットしてください （>33 日ぺ一 
ジ)。 

► ボンネットを確実に閉じてください。 


I ^^ 6 —^ 


アクティブボンネット 故障のため、アクティブボンネットび作動しない状態になっている。 
故障 ► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

取扱説明書を参照 























ディスプレイ表示 



承 


左リアバックレスト 
□ックされていま 
せん 


または 

ち I 」アバックレスト 
□ックされていま 
せん 


承 


左フロントバックレ 
スト 

□ックしてください 


または 

ちフ□ントバックレ 
スト 

□ックして<ださい 


を 一 〇リ 

トランクカバーを 
閉じてください 


圍 

パワーステア1」ング 
故障 

取扱説明書を参照 


<S—6i 

ルーフ開閉 
操作可能速度 
40 km/h 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ドアび完全に閉じていない状態で走行している。 

警告音ち鳴った。 

► ドアを確実に閉じて < ださい。 

A けがのおそれがありまず 

左ちいずれかの、または両方のリアバックレストび完全に□ックされてい 
ない。警告音ち鳴った。 

►バックレストを後ちに押して、確実に□ックしてください。 


運転席シートまたは助手席シートのバックレストび完全にロックされてい 
ない。警告音ち鳴った。 

►バックレストを後方に押して、確実に□ックしてください。 


トランクカバーび開いている。 

► トランクカバーを閉じてくださし、。 


A 事故のおそれがありまず 

ステア U ングのノ（ワーアシストび低下している。 

ステア U ング操作にが常に大をな力び必要になる。警告音ち鳴った。 

►大さな力でステアリングび操作でをるか確認してください。 

安全にステアリング操作ができるとき： 

► ミち意しなびら、メルセデス-ベンツ指定サービスエ場まで走行してくだ 
さい。 

ままにステアリング操作ができないとき： 

► 走行しないでください。最寄りのメルセデス-ベンツ指をサービスエ場 
に連絡してください。 

約斗 Okm / h な上で走行しているとをは、ソフトトップを開閉できない。 
►ソフトトップの作動条件を確認してください（1>226ページ）。 





































故障/警告メッセージ 


315 


デイスブレイ表示 


巧一^ 


ルーフの 開閉び 
完了していません 


巧一^ 


ルーフび 売全に 
開閉されていません 


巧一^ 


故障 

工場で点検 


& 


ウオッシヤ液を 
補充してください 


考え5れる原因および症げ/ ► 対応 

ソフトトップび売全に開閉していない。油圧システムの油圧び下びって 
し、る。 

► ソフトトップを完全に開閉してください0226ぺージ）。 

ソフトトップび□ックされていない。約 40 km / h じ LL で走行していると 
をは、ソフトトップを開閉でをない。 

►約 40 km/h L 式上で走行しているときは、走行速度を落としてください。 
► ソフトトップび完全に開閉ずるまで、ソフトトップスイッチ （>226 ペー 
ジ）を押すか、引いてください。 

バッテ U —電圧び低下している。 

► エンジンを始動してください。 


連続して何度ちソフトトップを開閉している。安全のため、ソフトトップ 
の作動機構び自動的に停止している。 

►イグ ニッシ ョン位置を 0 にしてから、再度 1 か 2 にしてください。 

► 開閉操作を繰り返してください。 

リザーブタンクのウォッシャー液量び最低レベルまで減っている。 

► ウォッシャー液を補給してください。 


■化：？ e - り 


































ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 



キーび 違います 


エンジンスイッチに別の車両のキーを差し込んでいる。 
►正しいキーを使巧してください。 



キーを交換 
してくださし、 



キーの 電池を 
交換してください 


キーび機能しなくなっている。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてくださし)。 


キーの電池び消耗している。 
► 電池を交換してください。 



キーを認識でさません 
(ホ色のメ ツセー ジ） 


エンジンびかかっているときにこのメッセージび表示されたときは、シス 
テムび車内にキーびないと判邮している。警告音わ鳴った。 

エンジンを停止すると、車の施錠やエンジン始動びでをなくなる。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、すみやかに安全に停車してくだ 
さし、。 


► パーキングブレーキを効かせてください。 


►キーを探してください。 


走行していて、キーび車内にあるときにこの六ッセージび表示されたとさ 
は、電磁波などの影響により、システムびキーを認識でをない。警告音も 
鳴った。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してくだ 
さし、。 

► パーキングブレーキを効かせて<ださい。 


► 必要であれば、エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なって 
ください。 



キーを認識 
でさません 
(白色のメッセージ) 


システムびキーを認識でさない。 

► キーの位置を変えてください。 

それでもキーびシステムに認識されないとさ： 

►再度、キーの位置を変えて< ださい。 

► 必要であれば、エンジンスイツチにキーを差し込んで操作を巧なつてく 



キーび 


ださい。 

施錠時にシステムび車内にキーびあると判断している。 
► キーを車から遠ざけてください。 


車内にありまず 
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ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 


スター ト 

卜を 7 

、ボタンをがし 

、れてください 

システムび一時的に故障しているか異常びある。 

警告音ち鳴った。 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なってください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


ドアを長 

] ックし 

哥めてから 

7て< ださい 

施錠時にいずれかのドアび開いている。 

警告音ち鳴った。 

► すべてのドアを閉じてから、再度施錠操作を行なってください。 


se — り 
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メー ターパネルの表示灯/警告灯 


メー ターパネルの 表示 I 灯/警告打 


シートベルト 


トラブル 


因 

ドアを閉じてエンジ 
ンを始動ずると、ホ 
色のシートベルト警 
告灯び点灯ずる。 


因 

赤色のシートベルト 
警告灯び点ミ臧し、警 
告音右鳴る。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A けがのおそれがありまず 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着巧してください。 

シートベルト警告灯び消灯します。 

A けびのおそれがありまず 

助手席シートの上に荷物を置いている。 

► 助手席シートに置いてある荷物を、別の場所に確実に固定してください。 
シートベルト警告灯び消なします。 

A けがのおそれがありまず 

運転席または助手席の栗員びシートベルトを着用していない状態で走行 
し、速度び約2日 km / h を超えた。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告灯び消灯し、警告音を鳴り止みまず。 

A けがのおそれがありまず 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行し、速度び約2日 km / h を超 
えた。 

►安全な場所に停車してから、助手席シートに置いてある荷物を、別の場 
所に確実に固定してください。 

シートベルト警告灯び消なし、警告音を鳴り止みまず。 


■化：？？り 














メー ターパネルの表示灯/警告灯 


をを装備 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

圆 

エンジンびかかって 
いるとさに赤色のブ 
レーキ警告灯び点灯 
ずる。 

警告音わ鳴った。 

A 事故のおそれがありまず 

IJ ヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してく 
ださい。状況を問わず、走行しないでください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► マルチファンクションディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

絶対にブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給してち問題 
は解消しません。 

圆 

エンジンびかかってい 
るとをに黄色の ABS 
警告灯び点なする。 

A 事故のおそれがありまず 

ABS (アンチ□ック-ブレーキング-システム）に異常びあるため機能が解 
除されている。そのため 、 BAS (ブレーキアシスト）、 ESP ⑥〔エレクト□ニッ 
ク•スタビリティ•プ□グラム)、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスター 
トアシスト、 アダプティブブレーキランプも解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックずる可旨目性びある。 

アテンションアシストは解除される。 

► マルチファンクションディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

► 注意して走行してください。 

► ルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を受けてください。 

圆 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告灯び点灯ずる。警 
告音ち鳴った。 

A 事故のおそれがあります 

EBD 〔エレクト□ニック.ブレーキパワー.ディスト U ビューション）に 
異常びある。そのため、 ABS 、 目 AS 、 ESP ®、 PRE - SAFE ®. ホールド機能、 
ヒルスタートアシスト、アダプティブブレーキランプち作動しない状態に 
なっている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックずる可宫目性びある。 

アテンションアシストは解除される。 

► マルチファンクションディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 
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メーターパネルの表示丹/警告好 


トラブル 


r 脚 II ち ir^i 倒 I 
エンジンびかかって 
いるとをにホ色のブ 
レーキ警告むと黄 
色の ESP ® 表お口、 
ESP ® オフ表示打、黄 
色の ABS 警告なび点 
なする。 


I 吝 F I 

エンジンびかかって 
いるとさに黄色の 
ESP ® オフ表を灯び点 
灯する。 


I Bk . 1「が F I 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ESP ® 
表示口と ESP ® オフ表 
示灯び点灯する。 


面 

走行中に黄色の ESP ⑥ 
表お巧び点滅ずる。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

ABS と ESP ⑩に異常びある。そのため、 BAS 、 E 臣 D 、 PRE - SAFE ®、 ホール 
ド機能、ヒルスタートアシスト、アダプティブプレーキランプも故障のた 
め作動しない状態になっている。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックする巧 f 剖ホびある。 

アテンションアシストは觸除される。 

► マルチファンクションディスプレイに表示される追加の;><ッセージに 
従って < ださい。 

► 注意して走巧してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

車び横滑りをずるおそれびあるか、みなくとち1つの車輪び空転し始めて 
いるため、 ESP ® やトラクションコント□ールなどび作動している。 
クルーズコント□ールの機能は解除されている。 

► 発進ずるとをは、アクセルペダルを必要切上に踏み込まないでくださし)。 
►走行中はアクセル操作をより慎重に巧なってください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

► ESP ® の機能を解除しないでください（雪道などでの走行を除く）。 

A 事故のおそれがありまず 

ESP ® の機能び解除されている。 

車び横滑りし始めたとさや車輪び空転し始めたとさに、車両操縦性や走行 
安定性を確保しようとずることびできない。 

► ESP ® を待機状態にしてください（雪道などでの走行を除く）。 

► 路面と天候のが態に合わせて運転してください。 

ESP ® を待機状態にでさないとを： 

► 六ルセデス•ベンツ指定サービスエ場で、 ESP ® の点検を受けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートア 
シスト、アダプティブブレーキランプの機能び解除されている。 

車び横滑りし始めたとさや車輪び空転し始めたとさに、車両操縦性や走行 
安定性を確保しよラとずることびできない。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

アテンションアシストは辭除される。 

► マルチファンクションディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従って < ださい。 

► 注意して走行してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■化：？？り 












メーターパネルの表示好/警告丹 
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トラブル 


圆 

走行中に赤色のブ 
レーキ警告巧び点灯 
ずる。 

警告音わ鳴った。 


面 

エンジンびかかってい 
るとさに赤色の SRS 
警告巧び点なずる。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

パーキングブレーキを解除しないで走行している。 
►パーキングブレーキを解除して<ださい。 

警告灯は消なし、警告音ち鳴り止みまず。 


A けがのおそれがありまず 

乗員保護裳置び故障している。 

エアバッグやシートベルトテンショナーび不意に作動したり、事故のと 
さに 作動し ない 可能性びある。 

► 注意して走巧してください。 

►ただちに六ルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■化：？ 6- り 
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メーターパネルの表示丹/警告好 


エンジン 


トラブル 


凶 

エンジンびかかって 
いるとをに黄色のェ 
ンジン警告灯び点灯 
ずる。 


面 

エンジンびかかって 
いるとをに黄色の燃 
料残量警告灯び点む 
する。 


面 

エンジンびかかって 
いるとをにホ色の冷 
却水警告むび点灯す 
る。エンジン冷却水 
温度計の指針び下限 
にある。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

政下のちのび故障している可能性びある。 

• エンジン制御システム 
• 燃料噴射システム 
• 排気システム 
• イグニツションシステム 
• 燃料システム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、エンジンびエマージェンシー 
モードになっている巧肯剖ホびある。 

►ずみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてくだ 
さし)。 

燃料の残量び少なくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 


冷却水温度計のセンサーび故障している。 

冷却水温度を確認ずることびできない。冷却水の温度び高ずざる場合は、 
エンジンを損傷するおそれびある。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ただちに停車して、エンジン 
を停止してください。状況を問わず走行を続けないでください。 
►パーキングブレーキを効かせてください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


■化：？？り 












メーターパネルの表示好/警告丹 
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トラブル 


国 

エンジンびかかってい 
るとさにホ色の冷却水 
警告灯び点打する。 


国 

エンジンびかかってい 
るとさにホ色の;令却水 
警告灯び点灯する。 
警告音わ鳴った。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

冷却水量び不足している。 

冷却水量び正常なとさは、ラジェターへの送風び遮られているか、ラジェ 

ターの;令却フアンが故障している可能性びある。 

冷却水量の温度が高すぎて、ェンジンび十分に冷却されない。 

► マルチフアンクションディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

►周囲の道路和交通状況にミち意しなびら、ただちに停車して、ェンジン 
を停止してください。 

► ェンジンと冷却水を冷やしてください。 

► ェンジンと冷却水び;令えた後、点検時の注意事項を守りなびら冷却水量 
を点検し、冷却水び不足している場合は補給してください。 

►通萬よりち頻繁に冷却水を補給している場合は、メルセデス-ベンツ 
指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 

► ミ尼などにより、ラジェターへの送風び遮られていないか確認してくだ 
さし、。 

►冷却水温度び120む政下のときは、最寄りの六ルセデス-ベンツ指定: 
サービスエ場まで走行を続けることびでをまず。 

►そのとさは、山道の走行や発進と停止を繰り返す走行など、ェンジン 
への 大をな負担は避けてください。 

冷却水温度び約120でを超えている。 

ラジェターへの送風び遮られているか、1」ヴーブタンクの冷却水量びが常 

に不足している可能性びある。 

ェンジンび十分に;令却されないため、ェンジンを損傷ずるおそれびある。 

► マルチフアンクションディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

►周囲の道路和交通状況にミち意しなびら、ただちに停車して、ェンジン 
を停止してください。 

► ェンジンと冷却水を冷やしてください。 

► ェンジンと冷却水び;令えた後、点検時の注意事項を守りなびら冷却水量 
を点検し、冷却水び不足している場合は補給してください。 

►通萬よりち頻繁に冷却水を補給している場合は、メルセデス-ベンツ 
指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 

► ミ尼などにより、ラジェターへの送風び遮られていないか確認してくだ 
さし、。 

►冷却水温度び120む政下のときは、最寄りの六ルセデス-ベンツ指定: 
サービスエ場まで走行を続けることびでをます。 

►そのとさは、山道の走行や発進と停止を繰り返す走行など、ェンジン 
への 大をな負担は避けてください。 


I 









非常時の施綻 / 解錠 


が常時の施綻/解綻 


エマージェンシーキー 

U モコン操作やキーレス3’一操作で車 
両を解綻でさないとさは、エマージェ 
ンシーキーで運転席ドアやトランクを 
解綻でさまず。 

車を施綻した後にエマージェンシー 
キーで運転席ドアやトランクを解話し 
て開くと、盗難防止警報び作動しまず。 

し U 下のいずれかの操作をずると、警 
報び停止しまず。 

• キーの解節ボタンまた-は肺湿 
ボタン m を押ず 

► エンジンスイッチに キーを 差し込む 
► キーびキー レス ZJ —の左ち側アンテ 
ナの検知範囲またはトランク側アン 
テナの検知範囲にあるときは （^73 
ページ）、ドア八ンドルに触れるか 
トランクの八ンドルを引く 

► キーびキー レス3’ 一の 車室内アン テ 
ナの検知範囲にあるときは、エン 
ジンスイッチに取り付けた キー レス 
3—スイッチを押ず 

エマージて ン シーキーで 運転席ドアを 
解綻してを、他のドア、トランク、燃 
料給油フラップは解湿されません。 


キーか5エマージエンシーキーを取り 
がず 



►ストッパーのを矢印の方向に巧し 
なびら、エマージェンシーキー⑤ 
をキーから巧さまず。 


運転席ドアの解 錠_ 

U モコン操作またはキーレス3—操作 
で車両を解錠でさないとさは、し i (下の 
操作を行なってください。 

► キーからエマージェンシーキーを取 
り外しまず。 

► エマージェンシーキーを、運転席ド 
アのドア八ンドルのキーシ1」ンダー 
に差し込みまず。 



ち八ンドル車 


se — り 











非常時の施錠/解錠 
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► エマー ジてン シーキーを 解話の位置 
丘]にまねしまず。 

□ックノブび上びり、運転席ドアび 
解綻されます。 

〇 左八ンドル車は反時計回りに、ち 
八ンドル車は時計回りにまわし 
ます。 

► エマージェンシーキーを元の位置に 
まわして、キーシ U ンタ'一から巧き 
ます。 

► エマージェンシーキーをキーに 収納 
します。 


車両の施綻 

U モコン操作まにはキーレス3—操作 
で車両を施旋でさないとさは、 LiTF の 
操作を行なってください。 

► 運転席ドアを開さまず。 

► 助手席ドアとトランクを閉じまず。 

► ドア□ックスイッチ（施蟲）を押し 
ます （081 ページ）。 

► 助手席ドアの□ックノブび下びっ 
ていることを確認、しまず。 

下びっていないとさは、□ックノブ 
を押し込みまず。 

► 運転席ドアを閉じまず。 



ち八ンドル車 


► キーからエマージェンシーキーを取 
り外しまず（>324ページ）。 

►エマージェンシーキーを、運転席ド 
アのドア八ンドルのキーシ1」ンダー 
に差し込みまず。 

► エマージてンシーキーを 施錠の位置 
丘]にまわしまず。 

運転席ドアの □ ックノブび下びり、 
運転席ドアび施錠されまず。 

〇 左八ンドル車は時計回りに、ち 
八ンドル車は反時計回りにまわし 

cK 9 〇 

► エマージェンシーキーを 元の位置に 
まわして、 キーシ U ンダーから 巧き 
ます。 

► ドアとトランクび施綻されているこ 
とを確認します。 

トランクび施錠されていないとさ 
は、トランクを独立施淀しまず 
084ページ）。 

► エマージェンシーキーをキーに 収納 
します。 

〇 上記の操作で車両を施淀したとさ 
は、燃料給油フラップは施插されま 
せん。また、盗難防止警報システム 
は待機状態になりません。 
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非常時の施錠/解錠 


手動でソフトトップを閉じる（カブ 
U オレ） 

ソフトトップをソフトトップスイッチ 
や、 U モコン操作で閉じることびでき 
ないときは、じ(下のことを確認してく 
ださい。 

• トランクカバーび閉じていること 
(>231ページ） 

• リアシート のへ ッドレストび下びっ 
ていること 

• トランクび閉じていること 
• バッテ U - の電圧び十分なこと 

それでを作動しないとさは、ソフト 
トップを手動で閉じることびでさ 
ます。 

作業は必ず、大人二人で行なって<だ 
さい。 

〇 手動でソフトトップを閉じる作業 
は、非苗に大きな力び要巧されまず。 
作業は票急時にのみ行なってくだ 
さい。 

この作業は、メルセデス•ベンツ指 
定サービスエ場に依頼ずることをお 
勧めします。 

A 警告 

作業をするとさは、腕時計や指輪な 
どを外してください。引っかかって 
けびをしたり、車両を損傷ずるおそ 
れびあ0ます。 

ソフトトップを閉じるときは、記載 
されている場巧じ I 外のソフトトップ 
の可動部分に手を触れないで<だ 
さい。けびをするおそれびあ0ます。 


►パーキングブレーキを効かせまず。 

► ドアウインドウと U アサイドウイン 
ドウを開さまず。 

►自動（>89ページ）または手動 
0336ぺージ）で U アヘッドレス 
卜を下げまず。 

► キーレス ZJ —操作でイグニッシヨン 
位置を 0 にずるか、エンジンスイッ 
チからキーを巧さまず。 

► トランクを開さまず。 

► 車載工具から2本のストラップを 
取り出しまず瓜302ぺージ）。 

► 車載のへキサ3’ンソケツトレンチを 
用意しまず。 



トランク内を側面のカバーを開く 

► ノブのを反時計にまわして、カバー 
②を開さまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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► ヘキヴ3’ンソケツトレンチ⑤を油 
圧ポンプのバルブスク U ユー④に 
差し込み、反時計回りに約]回転半 
止まるまでまわします。 

A 警告 

バルブスク U ユーをまわずとさは、 
ゆっくり止まるまでまわし、止まっ 
た!5それ liLh まわさないでください。 
車を損傷ずるおそれや、高圧のオイ 
ルび日欠さ出してけびをするおそれび 
あ0まず。 



例）トランクち側の卜 I 」ム 

► トランク左ち両側にある卜 U ム⑤ 
をミシン目に沿って、矢印の方向に 
はびしまず。 



例）トランクち側の卜1」ム 


►トランク左ち両側の卜 U ムの裏側に 
ある1」 U — スノブ®をいっぱし、ま 
で引き、反時計回りに約90度まわ 
します。 

► U U —スノブ®び再び引けない状 
態であることを確認しまず。 

引けるときは、 UU — スノブ®を 
再度いっぱいまで引さ、反時計回り 
に約90度まわしまず。 


〇 1」1」ースノブび引けないとさは、 
しばら<時間をお<と、引をやずく 
なることびありまず。 



ソフトトップ収納室カバー後方にある、ソフト 
トップ収納室ヒンジ 


► ソフトトップ収納室ヒンジ®の左 
ちにあるレバー④を、いっぱいま 
で前方にまねしまず。 


I 
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非常時の施錠/解錠 




左ちのソフトトップ収納室ヒンジ 
①の裏側にストラップを通し、図 
の矢印の位置にストラッフのグ1」ッ 
プ部を通します。 





►ストラップがソフトトップ納室ヒ 
ンジ上方の図の位置にくるように、 
ストラップを取り付けまず。 

このとさ、ストラップがレバー® 
にかからないよラにしまず。 

〇 トランクが開いているとさは、ス 
トラップを弓 I かないで < ださい。 


►ストラップ®をソフトトップ収納 
室カパーの上に置さまず。 

► キーとヘキ ヴ3’ンソ ケッ トレンチ 
がトランク内にないことを確認し 
まず。 

► トランクを閉じまず。 

A 警告 

1；■(降の作業は、おず大人二人で行なっ 
て< ださい。けびをするおそれびあ 
0ます。 

B し U 降の作業は、トランクび完全 
に閉じた状態で行なってください。 
ソフトトップ収納室カバーやトラ 
ンクを損傷ずるおそれびありまず。 

〇 し U 降の操作を行なったとさは、ソ 
フトトップを完全に閉じてからの 
み、トランクを開<ことびでをまず。 


■化：？ 0>|り 
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► 一人び1本のストラップを持ち、 
後方および上方に同時に引いて、ソ 
フトトップ収納室カバー後端をいっ 
ぱいまで引さ上げまず。 

►ソフトトップ収納室カバー後端 
びいっぱいまで上びらないときは、 
ソフトトップ収納室カバー後端のず 
を間に手をかけて、いっぱいまで上 
方に引さ上げまず。 



► 二人び図の位置に立ち、片方の手を 
トランクの角に置いて支えなびら、 
を5片方の手でソフトトップ収納室 
カバー®の前端を、一定の力をか 
けなびらいっぱいまで後方に引さ上 
げまず。 

。ソフトトップ収納室カバーの前端 
を引さ上げるときは、ソフトトッ 
プ収納室カバーの後端び、トラン 
クに接触しないことを確認してく 
ださい。 


A 警告 

必ず、片方の手はトランクの角に置い 
て作業を行なつてください。 

手を挟まれてけびをずるおそれびあ 
D ます。 

H ソフトトップ収納室カバーび開い 
ているとをは、ソフトトップ収納 
室カバー前端の2箇所のフラップ 
に手を触れないでください。ソフ 
トトップの開閉機構を損傷ずるお 
それびあ0まず。 



► ソフトトップ収納室に収納されてい 
るソフトトップ®の左ち後端に手 
をかけまず。 


A 警告 

ソフトトップの他の可動部分には手 
をかけないでください。巧まれてけ 
びをずるおそれびありまず。 
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非常時の施錠/解錠 



► ソフトトップを上方に持ち上げてか 
ら矢印の方向に引さ出し、 フ □ント 
ウインドウ フレーム 返)の上に置き 
ます。 



©閉じる 
@1□ツクずる 


► 前席操作部後方のルーフ□ックの力 
バーを引いて取り外しまず。 

► ルー フ□ックにへキサ3’ンソケット 
レンチを差し込みまず。 

► へキサ3’ンソケットレンチを矢印 
©の方向にいっぱいまでまわし 
ます。 

ソフトトツプ前端び下びりまず。 


►へキサコ’ンソケツトレンチを矢印 
@の方向にいっぱいまでまわし 
まず。 

ソフトトツプびフ□ントウインドウ 
の フレームに □ツクされまず。 

〇へキサ3’ンソケツトレンチび矢印 
@の方向にいっぱいまでまわるこ 
とを確認してください。ソフトトツ 
プび完全に□ックされないおそれ 
びありまず。 



►ソフトトップ後部®を持って、矢 
印の方向にいっぱいまで持ち上げ 
ます。 


► ソフトトップ収納室ヒンジに取り付 
けた2本のストラップを取り外し 
ます。 

►ソフトトップ収納室カバー®の前 
端を、いっぱいまで下げまず。 

〇ソフトトップ収納室カバーの前端 
を下げるとさは、ソフトトップ後 
部に接触しないことを確認してく 
ださい。 


■ホ：？ 0 >1 り 
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►ソフトトップ収納室カバー@に柔 
るまで、手のひらでソフトトツプ後 
部を押し下げまず。 



►矢印の位置に手を当て、ガイドに 
□ックされるまで、ソフトトップリ又 
納室カバーを左ち同時に手のひらで 
前方および下方に押しまず。 

このとき、同時に手のひらでソフト 
トップ後部を軽 < 押し下げまず。 

A 警告 

ソフトトップ後部とソフトトップ収 
納室カバーの間に手を置かないで< 
ださい。手を挟まれてけびをずるお 
それびあ0まず。 


► ソフトトップ収納室カバーび、いつ 
ぱいまで前方に押された後、ソフト 
トップ収納室カバーびトランクに接 
触しないことを確認しなびら、ソフ 
トトップ収納室カバーの後端を下方 
に押し下げまず。 



@□ツクずる 


► ルーフ □ックにへキサ3’ンソケット 
レンチを差し込みまず。 

►へキサコ’ンソケットレンチを矢印 
颇の方向にいっぱいまでまわし、 
ソフトトップび確実に□ックされ 
ていることを確認、しまず。 

► ルーフ□ックのカバーを 取り付け 
9 〇 

► ただちに、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場でソフトトッフ開閉機 
構を修理してください。 

〇 トランクび開かないとさは、再度 
ソフトトップ収納室カバーを下方に 
押して < ださい。 

〇トランクび開かないとさに、ェ 
マージェンシーキーで トランクを 
開かないで<ださい。トランクや 
ソフトトップ収納室 カバーを 損 
傷するおそれびあ0まず。 
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非常時の施錠/解錠 


トランクの解錠 _ 

U モコン操作またはキーレス3—操 
作でトランクを解淀できないときは、 
(下の操作を行なつてください。 

► キーからエマージェンシーキーを取 
り外しまず（>324ページ）。 



►エマージェンシーキーを、トランク 
のキーシ1」ンダーにいっぱいまで差 
し込みます。 


► エマージェンシーキーを反時計回0 
にまわして、回の位置にしまず。 

トランクび解錠して開さまず。 

► エマージてンシーキーを囚の位置 
にまねして、キーシリンダーから 
抜さまず。 

► エマージェンシーキーをキーに収納 
します。 

〇トランクを開くとさは、後方や上 
方に十分な空間びあることを確認し 
てください。また、トランクの周り 
に障害物びなく、人や物に当たるお 
それびないことを確認してくださし)。 

〇 エマージェンシーキーで解錠した 
後に、エマージェンシーキーをキー 
シ U ンダーから巧いてトランクを閉 
じると再び施綻ごれまず。キーの閉 
じ込みにま意してください。 


パ~キング □ ックの手動解除 

バッテ U —びあびったとさや電気装備 
に故障び発生したとさは、セレクター 
レバーを [pj から動かずことびでさ 
な < なることびありまず。 


このよラなとさは、手動でパーキング 
□ックを解除してセレクターレバーを 
m から動かしまず。 



ち八ンドル車 


〇カバーを持ち上げるとをは、鋭利 
な物を使用しないでください。力 
ノ く一を損傷ずるおそれびありまず。 

►パーキングブレーキを効かせまず。 

►カバー®のち端部に、ヘラなど先 
のとびっていない平らなをのを差し 
込み、カパーを持ち上げまず。 

► ノブ⑤を押しなびら、セレクター 
レバーを [ E から動かしまず。 

〇この方法でセレクターレバーを動 
かずことびでさないとさは、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
に連絡してください。 

H セレクターレバーを動かずことび 
でさたとさでを、メルセデス■ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 


■化：？ 6— り 















アクティブボンネットのリセッ 


U セツト作業 



クーペ 


アクティブボンネットび作動ずると、 
作動装置⑤の上にあるカバー③び外 
れ、ボンネットのの後端び約 50 mm 
上方に動さまず。 

〇上方に動いたボンネットを手で押 
し下げないで<ださい。ボンネッ 
卜を損傷するおそれびありまず。 

アクティブボンネットの作動後を走行 
を続けることびでさまず。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で U セッ 卜作 
業を行なってください。 

ただし、ボンネット□ック解除レバー 
を引いたとさは、走行を続ける前にボ 
ンネットの U セツト作業び必要になり 
ます。 


A 警告 

ボンネット□ック解除レバーを引い 
たときは、ボンネットの U セット作 
業を巧なわないと、ボンネットの前 
端び □ ックされていないままの状態 
になります。走行中にボンネットび 
開いて視界び遮られ、事故を起こず 
おそれびあ0まず。ボンネット□ッ 
ク解除 レバーを 引いたとさは、必ず 
走巧前にボンネットの1」セット作業 
を行なって < ださい。 


A 警告 

エンジンや周辺機器は非常に高温に 
なってし'\る可能性があるため、エン 
ジンが停止している状態でを、ボン 
ネットが開いていると火傷をするお 
それがあ0まず。 

火傷を防ぐため、ボンネットの U セッ 
h 作業を行なラとさは、取扱説明書 
に記載されている箇所のみに触れる 
よラにし、また関連ずるま意事項を 
守ってください。 









クーペ 


アクティブボンネットをリセットずる 

► ボンネット®を開きまず。 

► 左ちのカバー③び押し下げられて 
固定されるまで、ボンネット中央部 
⑤を両手で持ち上げて開さまず。 

左ちのカバー⑤び押し下げられる 
とさは、強い手応えび感じられまず。 

► ボンネット©から手を放しまず。 

►カバー⑤び収納部⑤に完全にかぶ 
ごっていることを確認しまず。 

► カバーび収納部に完全にひぶさっ 
ているときは、ボンネット®を閉 
じまず。 

または 

► カパーび収納部に完全にひぶさっ 
てし''ないとさは、最ネ现こボンネット 
の左側④を持ち上げ、次にボンネッ 
卜のち側®を持ち上げまず。いず 
れの側を、カバー⑤び固定される 
まで持ち上げまず。 

カバー⑤び収納部⑤に完全にかぶ 
ごりまず。 


► ボンネット®を閉じまず。 

ボンネット①び閉じないとさやマル 
チフアンクシヨンディスプレイに 同 
び表示されるとさは、再度 U セット作 
業を行なってください。 

A 警告 

ボンネットび確実に閉じないときや、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にび表示されるときは、走巧を 
続けないでください。走行中にボン 
ネットび開いて視界び遮られ、事故 
を起こずおそれびあります。リセッ 
卜操作びでさないとさは、メルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場に連絡 
して < ださい。 




NECK PRO アクティブへッドレス 
卜のリセット 


事故などのときに NECK PRO アクティ 
ブヘッドレストが作動した場合 、 U 
セットをしないと次に衝撃を受けたと 
さに NECK PRO アクティブへッドレ 
ストが作動せず、頭部-頸部を保護で 
きまたん。 

NECK PRO アクティブへッドレストの 
作動は、へッドレストが前方に動さ、 
へッドレストの高さの調整がでさなく 
なることで確認でさまず。 

〇 この U セット作業は強い力が必要 
になるため、ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で行な5ことをお勧 
めします。 


H 安全のため、追突など後方からの 
衝撃を受けたとさは、ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で NECK 
PRO アクティブへッドレストの点 
検を受けて < ださい。 



クーペ 


►へッドレストの上部を矢印のの方 
向に前方に押しまず。 

►へッドレストを矢印⑤の方向に停 
止するまで押し下げまず。 

►へッドレストを矢印⑤の方向に押 
して、確実に□ックごせまず。 

► をラー方の前席へッドレストでを同 
様の作業を行ないまず。 


■化：？ S - り 
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リアヘッドレストを手動で下ばる（カブリオレ) 


リアへッドレストを手動で下げる 
(カブ U オレ） 


ソフトトップを閉じているときに、電 
気システムの故障などで U アへッドレ 
ストび下びらないとさは、ソフトトッ 
プ収納室カバーび開いたままソフト 
トツプの作動び中断されまず。 


このときは、手動で U アへツドレスト 
を下げて < ださい。 



カバー⑤は、ソフトトップの開閉操 
作び中断され、ソフトトッフ収納室力 
バーび開いている状態のとさのみ取り 
外すことびできまず。 

► U アへッドレストの間にある二つの 
巧®に エマー ジェンシーキーを押 
し込んで□ックを外し、カバー⑤ 
を取り外しまず。 



► ダイヤル⑤を反時計回りにまわし 
て、 U アへツドレストを下げまず。 


エアキャップドラフトストップの取 
り付け/取りパし（カブ U オレ） 


エアキャップドラフトストップを取り 
付ける/取りがずときは、 4 mm のへ 
キサ3’ンソケットレンチが必要でず。 


エアキャップドラフトストップを取 
りがず 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 

►ソフトトップを完全に開きまず 
(>226 ぺージ）。 


► リアシート のへッ ドレストをいつ 
ぱいまで上げまず（1>89ページ）。 



左ちの U アへッドレストの間にあるエアキヤッ 
プドラフトストップ取り付け部のボルト 


► 4 mm のへキヴ Zl ンソケットレンチ 
を使用して、両側にあるボルトを反 
時計回りに約9日度まわして、ゆる 
めます。 

► へッドレストにあるマウントからボ 
ルトを引さ出しまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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► ボルトびへッドレストのマウントと 
同じ高さになるまで、エアキャップ 
ドラフトストップを押し下げまず。 

► 両側のマウントにボルトを差し込み 
ます。 

► 4 mm のへ キサ Zl ’ ンソケットレンチ 
で、ボルトを時計回りに約90度ま 
わして□ックしまず。 

► エアキャップドラフトストップを軽 
く前方に引さなびら、矢印の方向に 
エアキャップドラフトストップを引 
さ出しまず。 


エアキャップドラフトストップを取 
り付ける _ 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

►ソフトトップを完全に開きまず 
(0226 ぺージ）。 

► リアシートのへッドレストをし、つ 
ぱいまで上げまず （089 ページ）。 


► U アへッドレストの間にある開□部 
に、2本のバーを下方に向けてエア 
キャップドラフトストップを差し込 
みます。 




I 
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キーの電池交換 


キーの電池交換 


U モコンの作動巧能範囲が短 < なった 
り作動しない場合は、キーの電池の消 
耗が考えられまず。ルセデス-ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

電池の交換はルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で行な5ことをお勧めし 
ます。 

A 警告 

電池には毒性および腐食性を持つ物 
質が含まれていまず。子供の手の届 
かないところに保管してください。 

誤って電池を飲み込んでしまったと 
さは、ただちに医師の診断を受けて 
ください。 


9環境 

電池にはち害物質び含まれていまず。 
環境保護のため、使用済みの電池を 
廃棄ずるとさは、新しい電池をお買い 
ホめになった販売店に廃棄処分を依 
頼するか、ボタン電池専用の回収箱 
に廃棄してください。 


キーの電池を点検ずる 



► キーの解湿ボタン cs または施淀 
ボタン CE を押しまず。 

キーの表示灯のび一回点滅ずれば 
電ミ也は正常でず。 

〇 車両の近<でキーの電池の点検を 
行な5と、キーのキーの解錠ボタン 
W または施錠ボタン m を押し 
にとさに、車両を解錠まには施錠ご 
れます。 


電池の交換手順 


U チウム電池 ( CR 2025 3 V ) を用意 
し 9 〇 



►ストッパーのを矢印の方向に巧し 
なびら、エマージェンシーキー⑤ 
を抜さ取りまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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► エマージてンシーキー⑤を図の位 
置に差し込み、カバー⑤び浮さ上 
びるまで、エマージェンシーキーを 
矢印の方向に押しまず。 

〇 指でカバー®を押さえないよ5 
にして<ださい。カバーび浮を上び 
りません。 



► カバー⑤を取り外しまず。 

► 電池側び下になるよ5にキーを手の 
ひらの上に柔せて、電池④び外れ 
るまでキーを軽 < にたさます。 

►電池のプラス （+ ) 面び見えるよ 
ラにして、新しい電ミ也を取0付け 
ます。このとを、脂分を含まなし、を 
れいな巧で電池を持つよラにしてく 
ださい。 


► 電ミ也の表面に巧れや脂分び付着し 
ていないことをお認しまず。 

► カバー⑤の凸部⑤をキーに差し 
込んでから、カバーを押して□ッ 
クします。 

► エマージ; L ンシーキー⑤をキーに 
収納します。 

► キーのずべての機能び作動ずること 
を確認します。 


I 
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電球の交換 



バイキセノンへツドライト 


バイキセノンへッドライトはお客様ご 
自身で交換することはでさません。電 
球の交換については、必ずルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場に作業を依頼 
して < ださい。 

A 警告 

バイキセノンへッドライトには高電 
圧が発生していまず。バイキセノン 
へッドライトのバルブソケットや配 
線に手を触れると感電して、重大な 
けがや致命的なけがをするおそれび 
ありまず。バイキセノンヘッドライ 
卜のカバーは決して取り外さないで 
ください。 

バイキセノンへッドライトの交換は 
巧なわないでください。交換は必ず 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で行なってください。 

ライト類は車両の重要な安全装備のひ 
とつでず。ずべてのライト類が正し< 
点灯することを確認して<ださい。 

電球が切れてライトが点口しないとさ 
は、同規格-同容量の電球と交換して 
<ださい。交換したライトが点口し 
ない場をや、ずぐに切れた場合は、 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で 
点検を受けて < ださい。 


その他のライト 


A 警告 

• 電球は非常に熱くなります。電球 
の交換は電球が;令えた状態で行 
なって<ださい。火傷をするおそ 
れがおります。 

• 電球はモ供の手の届かなし^ところ 
に保管してください。電球を損傷 
したり、子供がけがをずるおそれ 
があ0まず。 

• 落下したり、衝撃が加わった電球 
を使用しないでください。破裂す 
るおそれがあります。 

• 八□ゲンライトには圧力のかかっ 
たガスが封入されているため、電 
球が熱くなっているとさに電球に 
触れたり、電球を取り外さないで 
ください。破裂ずるおそれがあり 
まず。 

• 八□ゲンライトを交換ずるとさは、 
防護眼鏡や手袋などを着用し、直 
接手で電球に触れないよラにして 
ください。 

D 電球の交換はルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行な5ことをお 
勧めしまず。やむを得ずお客様自身 
で交換ずるとさは、 Li (下の注意を 
守って該当箇所の電球を交換して< 
ださい。 


■化：？ 0 >1 り 
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D 電球には素手で触れないよ5にし 
てください。電球の表面にかしでを 
ミちれや脂分び付着ずると、ガラス表 
面で溶けて、電球の寿命び短<なり 
ます。電球に触れるときは、されし、 
な巧や手袋などを使用ずるか、パ 
ルブの金属部を持つよ5にしてく 
ださい。 

D 指定(外の電球を使用しないで< 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
り、故障の原因になりまず。 

。電球は高温になるため、電球の表 
面に油などび付着ずると切れやず< 
なりまず。触れにとさは、薄めに中 
性洗剤を含ませた柔らかい巧で電球 
をよ < 巧いて < ださい。 

D マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイにライトに関する故障/警 
告メッセージび表示されにとさは 
(>308、309ぺージ）をご覧くだ 
ごい。 

このとをは、ずみやかに電球を交換 
して < ださい。 

バイキセノンへツドライトじ(外にをお 
客様自身で交換でさない電球びあり 
ます。お客様ご自身で交換でさない場 
合や、その他の電球の交換について 
は、必ずメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場に作業を依頼してください。 


交換可能な電球について 


お客様自身で交換でさる電球はけ下 
の通りでず。交換ずる場合は、おず指 
定された電球を使用してください。 

へツ ドライト 




の 

コーナリング 

ライト 

H 7 55 W 


U 電球の交換を行なラとさは、実際 
に車両に装着されている電球の規格 
を確認して < ださい。 


■化：？ S - り 
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ワイパーブレードの交換 


ワイ パー ブ レー ドの交換 


A 警告 

ワイパーブレードを交換するときは、 
必ずエンジンスイッチか！5キーを抜 
くか、キーレスゴー操作でイグニッ 
シヨン位置を0にしてください。ワ 
イパーび作動してけびをずるおそれ 
びあ0まず。 

〇ワイパーブレードの損傷を避ける 
ため' ワイパーブレードの3’ム部分 
に触れないよ5にしてください。 

〇ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで< ださい。ボ 
ンネットとワイパーび当たり、損 
傷するおそれびありまず。 

P ワイパーアームび取り付けられ 
ていない状態で、ワイパーアームを 
元の位置に戻さないでください。 

〇ワイパーブレードを交換ずるとさ 
は、ワイパーアームを確実に持って 
ください。ワイパーブレードび取り 
付けられていない状態でワイパー 
アームから手を放ずと、ワイパー 
アームびフ□ントウインドウに当た 
り、フ□ントウインドウを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

P ワイパーブレードの交換はメルセ 
デス.ベンツ指定サービスエ場で行 
な5ことをお勧めしまず。 


ワイパーブレードを取りがず 



► エンジンスイツチからキーを巧く 
か、キーレス3—操作でイグニツ 
シヨン位置を0にしまず。 

► ワイパーアームのをいっぱいまで 
起こしまず。 

► ワイパーブレード⑤を図の位置に 
まわします。 

► ワイパーブレードを矢印の方向に 
動かし、ワイパーアームの固定部 
から取り外しまず。 


ワイパ~ブレードを取り付ける 

►新しし、ワイパーブレードを、取 
り付けたとさは反巧の方向にワ 
イパーアームの固定部に差し込み 
ます。 

ワイパーブレードび確実に差し込ま 
れていることを確認してください。 
► ワイパーブレードをワイパー アー 
ムと平行の位置にしまず。 

► ワイ パーアームを 元の位置に戻し 
ます。 


■化：？ 0 >1 り 
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パンクしたとを 


A 警告 

• パンクしたとさは、あわててブ 
レーキペダルを踏まないでくだ 
さい。ステア U ングをしっかり 
握って徐々に速度を落とし、安全 
な場所に停車してください。 

• パンクしたタイヤで走行しないで 
ください。車のコント□ールを失し、、 
事故を起こすおそれがあります。ま 
た、タイヤが異常に過熱して、火災 
が発生するおそれがあ0ます。 


タイヤ交換およびタイヤ修理の準備 I 

►安全を確保でさる、かた<てずベり 
に<し、水平な場所に停車しまず。 

► 非常点滅灯を点滅させまず。 

►パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

► ステア U ングを直進の位置にしまず。 

►セレクターレバーを [ E に入れ 
ます。 

► エンジンを停止しまず。 

► エンジンスイッチからキーを抜き 
ます。キーレス3—スイッチでエ 
ンジンを停止したとさは、運転席 
ドアを開さまず。 

► キーレスゴーを使用していたとさ 
は、エンジンスイッチからキーレス 
3—スイッチを取りがしまず(>86 
ぺージ)。 

► 周囲の状況に注意しながら乗員を車 
から降ろして、ただちに安全な場所 
に避難させまず。 


► 周囲の状況にま意しながら車から降 
りまず。 

► 運転席ドアを閉じまず。 

► 車の後方に停止表示板を置さまず。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置 < ことが 
法律で義務付けられていまず。 


応急用スペアタイヤが車載されてい 

る場合 

応急用スペアタイヤに交換したとさ 
は、標準タイヤとサイズが異なるた 
め、必ず 80 km / hau 下で走行してく 
ださい。 

A 警告 

応急用スペアタイヤと標準タイヤで 

はタイヤのサイズと種類が異なるた 

め、走行特性が大さく変化します。 

ミ主意して走行してください。事故を 

起こすおそれがあります。 

危:険な状況を回避して < ださい。 

• 状況に含わせて慎重に運転してく 
ださい。 

• 応急用スペアタイヤを2本政上装 
着して走行しないで<ださい。 

• 応急用スペアタイヤの使用は短い 
時間にとどめてください。 

• ESP ® の機能を解除しないでくだ 
さし'!。 

• 応急用スペアタイヤを交換ずると 
きは、最寄りの;ルセデス■ベン 
ツ指定サービスエ場で行なつてく 
ださい。交換するタイヤのサイズ 
と種類び正しいことを確認してく 
ださい。 


I 
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パンクしたとき 


〇応急用スペアタイヤは各車種専用 
です。他車のをのは使用しないでく 
ださい。 

〇応急用スペアタイヤを取り出ずと 
きや、タイヤ交換をずるときは、お 
ず手袋を着用して<ださい。素手で 
作業を行な5とけびをずるおそれび 
ありまず。 

〇車速感応ドア□ックを設定した状 
態で車を押したり、タイヤ交換など 
で車を持ち上げるとさは、イグニッ 
シヨン位置を0にしてくださし、 
車輪び回転ずると車び自動的に施錠 
され、車がに閉め出されるおそれび 
ありまず。 

。タイヤを交換ずるときは、エンジ 
ンを始動しないで < ださい。 

タイヤ交換の準備 

► タイヤ交換に必要な準備を行ない 
ます （0343 ぺージ）。 

►輪止め、ジャッキ、応急用スペアタ 
イヤ、ホイールレンチ、ガイドボル 
卜を準備します （^301 ページ）。 





傾斜地で輪止めをずる場合 

► やむを得ず傾斜地でタイヤ交換をず 
るときは、交換ずるタイヤの反対側 
の両輪の下0側に輪止めをしまず。 

〇 輪止めは1個車載されていまず。 
ちラ1個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使用 
して < ださい。 

ジャッキアップずる 
A 警告 

ジャッキが交換ずるタイヤに適した 
位置のジャッキサポートに正しく取 
り付けられていないと、ジャッキアッ 
プした車が落下して、けがをずるお 
それがありまず。 

ジャッキは、交換ずるタイヤに適し 
た位置のジャッキサポートにのみ取 
り付けてください。ジャッキは側面 
から見て垂直になるよラに取り付け、 
ジヤツキの底面がジヤツキサポート 
の真下にくるよラにしてください。 


水平な場所で輪止めをする場合 

► 作業中に車が動さ出すのを防ぐた 
め、交換するタイヤの対角線の位 
置にあるタイヤの前後に輪止めを 
します。 


■化：？ 0 >1 り 
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ジャッキアップずるとをは、(下の点 

にま意してください。 

• ジャッキアップずるときは、必ずメ 
ルセデス-ベンツによりテストされ 
承認された、車載のジャッキのみを 
使用してください。不適切なジャッ 
キを使用すると、ジャッキアップし 
たとをに車び落下ずるおそれびあり 
ます。 

• 車載のジャッキは、この車のタイヤ 
交換で一時的にジャッキアップずる 
ためだけに設計されていまず。車の 
下に入って作業ずるには適していま 
せん。 

• 上りあや下りあでのタイヤ交換は避 
けて < ださい。 

• ジャッキアップずる前に、パーキン 
グブレーキを効かせるととをに輪止 
めをして、車び動さ出さないよラに 
して<ださい。ジャッキアップし 
ているとさは、みしてパーキンブ 
レーキを解除しないでください。 

• ジャッキは、かたくて滑りにくし、 
水平な場所で使用して < ださい。 
不整地などでは、荷重を支えるを 
のをジャッキの下に敷く必要びあ 
りまず。滑りやずい場所では、ラ 
バーマットなどの滑り止めを使用 
して < ださい。 

• ジャッキの下に、ブ□ックや木ネオな 
どを置いてジャッキアップしないで 
<ださい。ジャッキアップした際の 
高さび制限されるため、本来の耐荷 
重を支えることびでさません。 

• タイヤと化面との間隔び Semi ； ■(上 
離れないよ5にしてください。 


• ジャッキアップした車の下にはみし 
て手や足を入れないで < ださい。 

• ジャッキアップした車の下にはみし 
て横たわらないでください。 

• ジャッキアップしているときは、 
決してエンジンを始動しないで< 
ださし、。 

• ジャッキアップしているとをは、ま 
してドアやトランクまにはテール 
ゲートを開閉しないで<ださい。 

• ジャッキアップしているときは、車 
の下に人びいないことを確認してく 
ださい。 

• ジャッキに不具合や損傷びあるとき 
は使用しないでください。 

• ジャッキを使用ずる前にジャッキサ 
ポートを点検し、ミちれび付着してし、 
る場合は取り除いてください。 

• ジャッキサポートに亀裂や損傷びあ 
る場合は、作業を行なわないでくだ 
さい。 



►ホイールレンチので、交換ずる夕 
イヤのホイールボルト （5 本）を約 
1回転ほどゆるめまず。 

この時点では、ホイールボルトを取 
り外しません。 


I se—^ 
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パンクしたとを 


I ホイールレンチを使用ずるとき、 
ぶイールレンチがぶイールボルト 
からがれるとけがをしたり、ぶイー 
ルボルトを損傷するおそれがあり 
ます。 

LU 下の点にま意して < ださい。 

• ホイールレンチを確実に差し 
込んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで<ださい。 

•両手で握り、ぶイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださい。 




AMG スポーツパッケージ装備車 
は、前輪を交換ずる場合には前輪 
後方のジャッキヴポートにある力 
バー®を上方に引さ上げてがし 
cf'' 弓 0 



《ジャッキの色や形状び異なる場合びありまず。 

► ジャッキ八ンドル®を矢印のち向 
に起こしてから、時計回りにまねし 
ます。 

ジャッキアーム④が上が0まず。 


クーペ 

ジャッキサポートは前輪の後方、後輪 
の前ちのボディ下部4力所（矢印の位 
置）に設けられていまず。 



ジャッキアーム®の先端を、車体 
のジャッキサポート③の位置に合 
わせます。 


AMG スポーツパッケージ装備車（フロント） 


■ホ：？ 0 >1 り 
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タイヤの取り夕1•し 


ぶし氣 


(左）正しい取り付けかた 

(ち）間違った取り付けかた 

►ジャッキの底面び、交換ずるタイ 
ヤに近いジャッキサポートの真下 
にあることを確認しまず。 

► ジャッキ八ンドル⑤を時計回りに 
まわして、ジャッキアーム④の先 
端をジャッキサポート⑤に合わせ 
ます。このとさ、ジャッキの底面を 
確実に i せ面に接化させまず。 

► タイヤび i せ面から最大 3 cm 離れる 
まで、ジャッキ八ンドル⑤をまわ 
します。 

► 上側のホイールボルトを1本外し 
ます。 

A 警告 

ジャッキアームの先端びジャッキヴ 
ポートに合っていることを確認して 
ください。ジャッキび外れると、け 
びをしたり、車を損傷するおそれび 
あ0まず。 



► 上側のホイールボルトを1本外し 
まず。 


► そのネジ巧に車載工具のガイドボル 
卜®をねじ込みまず。 

► 残りのホイールボルトを外して、ホ 
イールを取り外しまず。 

〇ホイールボルトを砂の上やミちれた 
場所に置かないでください。ホイー 
ルボルトを締めたときに、ホイール 
ボルトのネジ山やホイール八ブを損 
傷ずるおそれびあ0まず。 

。タイヤを化面に置くときは、ホ 
イールの外側を下にしないでくだ 
ごい。ホイールに傷び付くおそれ 
びありまず。 

H ホイールを外したときは、ホイー 
ルの内側を十分に清掃し、点検をし 
てください。1」ムの凹みや巧びりは 
タイヤ空気圧減かの原因になり、夕 
イヤを損傷するおそれびありまず。 


I 
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応急用スペアタイヤの取り付け 
A 警告 

ホイールボルトに損傷や鐘があると 
量は交換してください。また、ネジ 
山には決してオイルやグリスを塗巧 
しないでください。ホイールボルト 
がゆるむおそれがおりまず。 


A 警告 

ホイール八ブのネジ巧が損傷してい 
るときは、走行しないで、^ルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 


A 警告 

応急用スペアタイヤの取り付けには、 
標準タイヤのホイールボルトを使用 
します。異なるホイールボルトを使 
用ずるとホイールを十分に固定する 
ことがでさず、走行中にホイールび 
外れるおそれがあ0まず。 

ジャッキアップした状態でホイール 
ボルトを強<締め付けないでくだ 
さい。締め付ける勢いでジャッキが 
がれるおそれがあ0まず。 

► 応急用スペアタイヤのホイールおよ 
び八ブの接合面を清掃します。 



► ガイドボルトに合わせて応急用スぺ 
アタイヤを取り付けまず。 


► 4本のぶイールボルトを取り付け 
て、輕<締め付けまず。 

► ガイドボルトを取りがしまず。 

► 5 本目のホイールボルトを取り付け 
て、軽く締め付けまず。 

ジャッキダウンずる 


A 警告 

• 空気圧の低いタイヤで走行しない 
でください。タイヤが過熱して破 
裂したり、火災を起こずおそれが 
ありまず。必ず規定の空気圧を守っ 
て < ださい。 

• タイヤに空気を入れすぎないで< 
ださい。空気を入れすぎたタイヤ 
は、路上の破片や凹みなどにより 
損傷を受けたりパンクしやすくな 
ります。必ず規定の空気圧を守っ 
て < ださい。 

► ジャッキ八ンドルを反時計回りにま 
わし、ゆっくりボディを下げてタイ 
ヤを接地させます。 

► ジャッキを外しまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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A 警告 

ホイールボルトの締め付けトルクが 
規定値で締め付けられていないと、 
ホイールが緩み、事故を起こすおそ 
れがおりまず。 

ホイールを交換した後は、ただちに 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場でホイールボルトの締め付けトル 
クを確認してください。 

► 図の順番でぶイールボルトを均一に 
締め付けまず。 

ホイールボルトの締め付けトルクの 
規定値は13 kg-m (13 日 Nm ) でず。 

P ぶイールレンチを使用ずるとき、 
ホイールレンチがぶイールボルトか 
らがれると、けがをしたり、ぶイー 
ルボルトを損傷するおそれがあり 
ます。 LU 下の点にま意して < ださい。 

• ぶイールレンチを確実に差し 
込んで<ださい 


また、ホイールレンチにパイプを継 
ざ足してまわずなど、必要政上にホ 
イールボルトを締め付けないで<だ 
さい。ホイールボルトやネジ巧を損 
傷するおそれがあ0まず。 

►ジャッキを元の状態に戻し、ぶイー 
ルレンチや輪止めなどととちに元の 
位置に戻しまず。 

► AMG スポーツノ くッケージ装備車は、 
前輪を交換した場合にはジャッキヴ 
ポートのカバーを取り付けまず。 

► 外しにタイヤをトランクルーム巧 
に収納しまず。 

〇 応急用スペアタイヤを装着して走 
行したとさは、タイヤ空気圧警告シ 
ステムは正常に作動しません。 


タイヤフィットび車載されている 
•(■日 

お口 

タイヤの傷が約 4 mrTaU 下のときは、 
タイヤフィットでパンクしたタイヤを 
修理して、一時的に走行することがで 
さまず。 

タイヤフイットはが気温度が一20む 
LiLL のとさに使用でさまず。 


• 足で踏んでまわさないで<ださい 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださい 


I 
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パンクしたとき 


A 警告 

• タイヤフィットによるパンク修理 
は、応急的なをのでず。修理後は、 
空気圧が適正であってを、必ず標 
準タイヤに交換してください。 

• し U 下の状況のとさはタイヤフィッ 
卜でタイヤを修理ずることがでさ 
ません。他のちまで車両を移動さ 
せて < ださい。 

◊タイヤの傷が約 4 mm し U 上の場 
をや、凹み、亀裂、ひびなどび 
ある場合 

◊タイヤの接地面似外に傷がある 

场口 

◊ホイールに損傷がある場合 
◊タイヤの空気圧が非常に低かっ 
たり、空気が完全に抜けた状態 
のタイヤで走行した場含 
このよラなとさは、絶対に走行し 
ないで、^ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場に連絡してください。 

。タイヤを修理ずるときは、必ず手 
袋を着用して < ださい。素手で作業 
を行なうとけがをずるおそれがあり 
ます。 

。タイヤを修理ずるとさは、エンジ 
ンを始動しないで < ださい。 

〇異苗のない適正な空気圧のタイヤ 
には、タイヤフィットを使用しない 
でください。タイヤの空気圧でタイ 
ヤフィッ h び漏れ出ずおそれびあ0 
ます。 

Q タイヤフィットが塗装面に付着し 
た場合は、ただちに湿らせた巧でホ式 
き取ってください。 


P タイヤフイットで修理したタイヤ 
は必ず交換して<ださい。そのまま 
使用することはでさません。 

Q タイヤフイットには使用期限があ 
りまず。期限が過ざたとさは新品 
に交換してください。また、タイヤ 
フイットの使用期限が過ざている場 
合は使用しないでください。 

タイヤフイットの準備 


►タイヤに刺さった、パンクの原因と 
思われるクギまたはネジなどは取り 
除かないで < ださい。 

► トランクフ□アボードの下からタイ 
ヤフィット、電動エアポンプを準備 
しまろ。 



►タイヤフイットに付属してし^る最 
高速度表示のステッカーのをはが 
し、運転者の見やすい場所に貼付し 
ます。 

► 修理するタイヤのパルブ付近にタイ 
ヤフイット使用表示のステッカー 
@を貼付しまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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A 警告 

タイヤフィットが身体や眼、衣服に 
付着したり、誤って飲み込まれない 
よラに注意してください。タイヤ 
フィットの臭気を吸い込まないでく 
ださい。タイヤフィットは子供の手 
が届かない場所に保管してください。 
けがをするおそれがあ0まず。 

万一、タイヤフィットが付着した場 
合は、 i ； rF のよラにしてください。 

• 皮膚に付着した場合は、ただちに 
清潔な水で十分に洗い流してくだ 
さし、。 

• 眼に入った場合は、ただちに清潔 
な水で十分に洗い流してください。 

• 子供がタイヤフィットを飲み込ん 
だ場含は、ただちに水で口を十 
分ずすぎ、水を大量に飲ませてく 
ださい。タイヤフィットを吐かせ 
ないで<ださい。ただちに医師の 
診断を受けてください。 

• 衣服に付着した場含は、ただちに 
付着した衣服を着替えて < ださい。 

• アレルギー症状が出た場含は、ただ 
ちに医師の診断を受けてください。 

〇 タイヤフィットが漏れ出た場合 
は、そのまま乾燥させて<ださい。 
乾燥すればフィルム状になり、剥 
がずことがでさまず。 

ちし、衣類にタイヤフィットが付着 
した場合は、ずみやかに洗濯して< 
ださい。 


タイヤフィットと電動エアポンプに 
は、2つの種類がありまず。 

•タイプ1:空気圧ゲージ付さのエア 
ホースが電動エアポンプのフラップ 
内に収納されていまず。 

•タイプ2:空気圧ゲージが電動エア 
ポンプに内蔵されていまず。 


タイプ1 



《電動エアポンプのあ状や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびあります。使用ちをびわか 
S ないとさは、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

► 電動エアポンプのフラップ⑤を開 
をまず。 

► 電源プラグ⑤とエアホース ® を取 
り出しまず。 

► エアホース®をタイヤフィット © 
のバルブ⑦に確実に取り付けまず。 

〇電動エアポンプのエアホースは夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けて<ださい。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や巧類に付着ずるおそ 
れびありまず。 

► タイヤフィット①のバルブ⑦を下 
にして持ち、電動エアポンプの凹部 
⑤に差し込みまず。 
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►パンクしたタイヤのバルブ®から 
ノ（ルブキヤツプを取り外しまず。 



► 空気圧調整ノ（ルブ@び閉じている 
ことを確認しまず。 


►タイヤフィットの ホース ④を、パ 
ンクしにタイヤのバルブ③に確実 
に取り付けまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
び 0 (停止の位置）になっているこ 
とを確認します。 

► 電源プラグ⑤をライターソケッ h 
0247ぺージ）または 12 V 電源ソ 
ケット瓜248ぺージ）に差し込み 
ます。 


►イグニッシヨン位置を 1 にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ@ 
を I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。 

〇 最初にパンクしにタイヤにタイヤ 
フィットび送り込まれまず。この 
とき、空気圧び一時的に約500 kPa 
(5 bar / 73 psi ) まで高まることび 
ありまず。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ④を〇 (停止の位置）にし 
ないで <ださい。 

► 電動エアポンプを約5分間作動させ 
まず。空気圧がかなくとも 180 kPa 
( I.Sbar / 26 psi ) に達しているこ 
とを確認して < ださい。 

〇電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
た0、乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアホ’ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
をは、ポンプび;ちえた状態になつ 
ていることを確認してください。 

約5分後に空気圧び1 80 kPa (1.8 bar / 
26 psi ) に達しているときは、（1><354ペー 
ジ）をご覧< ださい。 

約5分後に空気圧び1 80 kPa (1.8 bar / 
26 psi ) に達していないときは、(>354 
ページ）をご覧< ださい。 
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タイプ2 



《電動エアポンプの巧巧や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびありまず。使用ちをびわか 
S ないときは、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

► 電動エアポンプの背面から電源プ 
ラグ④とエアホース⑤を取り出 
します。 

► エアホース⑤をタイヤフィットの 
のバルブ®に確実に取り付けまず。 

〇電動エアポンプのエア ホースは 夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けてください。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や巧類に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 


► タイヤフイット①のバルブ®を下 
にして持ち、電動エアポンプの凹部 
⑤に差し込みまず。 



►パンクしたタイヤのバルブ®から 
ノ（ルブキャップを取り外しまず。 

►タイヤフィットのホース④を、パ 
ンクしたタイヤのバルブ®に確実 
に取り付けまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ@ 
び 0 (停止の位置）になっているこ 
とを確認します。 

► 電源プラグ®をライターソケット 
([>247ぺージ）まには 12 V 電源ソ 
ケット （^248 ページ）に差し込み 
9 〇 

► イグニッシヨン位置を1にしまず。 

► 電動エアポンフの電源スイッチ@ 
を I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。 

〇 最初にパンクしたタイヤにタイヤ 
フィットび送り込まれまず。この 
とき、空気圧び一時的に約 500 kPa 
(5 bar / 73 psi ) まで高まることび 
ありまず。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ⑤を〇 (停止の位置）にし 
ないで < ださい。 

► 電動エアポンプを約5分間作動させ 
まず。空気圧びかなくとち ISOkPa 
( I.Sbar / 26 psi ) に達しているこ 
とを確認して < ださい。 
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H 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
くだごい。ポンプび過熱して損傷し 
たじ、 乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 

■ さは、ポンプび;ちえた状態になっ 
ていることを確認してください。 

ホ J 約5分後に空気圧び1 80 kPa ( I . Sbar / 
AJ 26 psi ) に達しているときは、（1>354ぺ一 
© ジ）をご覧ください。 

I 

り 約5分後に空気圧び1 80 kPa ( I . Sbar / 
26 psi ) に達していないときは、(>354 
ページ）をご覧< ださい。 

空気圧び leOkPa (I.Sbar / 26psi) 
に達しない場合 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

► タイヤのバルブからタイヤフィット 
の ホースを 取り外しまず。 

〇タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってい 
に袋か巧などを被せて < ださい。 
取り外ずときにタイヤフィットび 
漏れ、身体やを服に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

►タイヤフィットびタイヤ巧に行きミ度 
るよラに、ほ速で車を約 10 m 前進 
まには後退させまず。 


►再度、タイヤに空気を入れまず。 

約5分後には、空気圧はかなくとち 
1 80 kPa (1.8 bar / 26 psi ) に達してい 
なければな0ません。 

A 警告 

電動エアポンプを約5分間作動さ 
せても空気圧び180 kPa ( I . Sbar / 
26 psi ) に達しない場合は、タイヤ 
びかなり損傷しています。それ(上 
走行せず、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場に連絡してください。 


空気圧び leOkPa (I.Sbar / 26psi) 
に達している場合 


► 電動エアポンプの電源スイッチを0 
(停止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

►ライターソケットまたは1 2 V 電 
源ソケットひら電源プラグをなさ 
9 〇 

► タイヤのバルブからタイヤフィット 
の ホースを 取り外しまず。 

P タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとをは、接 
続部にタイヤフィットび入ってい 
た袋か巧などを被せて < ださい。 
取り外ずときにタイヤフィットび 
漏れ、身体や巧服に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

〇タイヤフィットを使用した後は、 
タイヤフ ィッ トの ホースから タイヤ 
フィットび漏れることびありまず。 
タイヤフィットはシミやサビの原因 
になりまずので、タイヤフィットび 
収納されていに袋にタイヤフィット 
を入れて < ださい。 
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► 修理したタイヤのバルブキャップを 
取り付けまず。 

► タイヤフイットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 

► ただちに走行します。 

タイヤフイットがタイヤ内に行き 
渡り、損傷箇所が固まりやず <な 
りまず。 

A 警告 

タイヤフイットでタイヤを修理した 
後は、車両操縦性に変化が現れるこ 
とがあ0ます。高速での走行には適 
していません。事故を起こすおそれ 
があります。憤重な運転をむがけて 
<ださい。 

タイヤフイットでタイヤを修理した 
場含の最高速度を超えないよラにし 
て < ださい。 

タイヤフイットでタイヤを修理した場 
合の最高速度は 80 km / h でず。必ず 
タイヤフイットに付属の最高速度のス 
テッカーを運転者の見やすい場所に貼 
付して < ださい。 

►約1日分間走行した後、電動エア 
ポンプのエアホースを修理した夕 
イヤのバルブに取り付けて、空気 
圧ゲージでタイヤ空気圧を点検し 
ます。 


A 警告 

空気圧び1 30 kPa (1.3 bar / 20 psi ) 
しツ下になっている場合は、タイヤびか 
なり損傷しています。それな上走行せ 
ず、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 

► 空気圧び1 30 kPa (1.3 bar / 20 psi ) 
(上の場合は、規定の空気圧に調整 
します。規定の空気圧は燃料給油フ 
ラップ裏側に貼付されているタイヤ 
空気圧ラベルを参照してください。 

空気圧を上げる 

► 電動エアポンプを作動させまず。 


空気圧を下げる 



タイプ1の例 


►タイプ1は、空気圧ゲージ⑩の空 
気圧調整ノ くルブ⑩を緩めて調整し 
9 〇 


I 


この時点で、空気圧はかな< とを 
130 kPa (1.3 bar / 20 psi ) に達し 
ていなければなりません。 
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■ ►タイプ 2 は、空気圧ゲージ⑩の横 

■ にある空気圧調整ボタン⑨を押して 
調整します。 


Q ►タイヤフィットと電動エアポンプ、 

I 停止表示板を収納しまず。 

^ ►最寄りのメルセデス.ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換します。 


こリ— 


バッテ U- 取 り扱 いの一般的な 注意 

バッテ U —の性能を長期にわたつて最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
U —び苗に十分充電されていることび 
必要でず。 

車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行びをいとさは、通常より 
を頻繁にパッテ U —液量などを点検し 
て < ださい。 

バッテ U —の爆発を防ぐため、バッ 
テリーは必ず指定品を使用してくだ 
さい。 

車を長期間使用しないとさの保管方法 
などは、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


► 新しいタイヤフィットについては、 
メルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場でお買い巧めくだごい。 

9環境 

タイヤフィットやそのボトルの廃棄 
は、ルセデス■ベンツ指定サービ 
スエ場で行なってください。 

►タイヤフィットは、4年ごとに ル 
セデス-ベンツ指定 サービス エ場 
で交換してください。 



爆発の危険があ0ます。 


0 バッテ U —を取り扱ってし、 
るとさは、火気や裸火、火 
花などを近付けたり、近< 
で喫煙しないで < ださい。 

A バッテリー液は腐食性があ 
りまず。皮膚や眼、衣服に 
付着しないよラに注意して 
<ださい。 

手袋やエプ□ン、マスクを 
着用して < ださい。 

バッテ U -液が付着したと 
さは、ただちに清潔な水で 
十分に洗い流し、医師の診 
断を受けて < ださい。 




バッテリーを取り扱ラとさ 
は保護眼鏡を着用して < だ 
さい。 
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モ供を近付けないで<だ 
さし、。 

0 

取扱説明書の指示に従って 
<ださい。 

A 警告 


安全のため、バッテリーは必ず指定 
品を使用して < ださい。指定された 
バッテ U —は 衝撃 保護性能に優れて 
おり、事故などでバッテリーが損傷 
した隙に乗員がバッテリー液により 
火傷をする危険性を低減しまず。 

爆発や火傷を防ぐため、バッテリー 
を取り扱ラとさはし U 下の事項を守つ 
て < ださい。 

• バッテリーをのぞさ込まないでく 
ださい。 

• 金属製の工具などをバッテ U —の 
上に置かないでください。バッテ 
U —がショートして可燃性のガス 
に発火し、バッテリーが爆発する 
おそれがありまず。 

• 静電気を防ぐため、合成繊維の衣 
服を着用しないで<ださい。また、 
カーぺットの上などでバッテリー 
を弓 I さずらないでください。 

• バッテ U —に触れるとさは、先に 
車体などに触れて、身体の静電気 
を放電させて < ださい。 

• 布などでバッテリーを拭かないで 
<ださい。静電気や火花が発生し 
て、バッテ U —が爆発するおそれ 
があります。 


平環境 

バッテリーは家庭用ごみとして廃棄 
しないでください。バッテ U —は環 
境に配慮した適切なち法で処理して 
ください。 

環境保護のため、使用済みのバッテ 
リーを廃棄ずるときは、新しいバッ 
テリーをお買い求めになった販売店 
に廃棄処分を依頼して < ださい。 

U 安全のため、バッテリー端テをゆ 
るめたりがずときは、エンジンス 
イッチからキーを抜くか、キーレス 
3—操作でイグこッション位置を0 
にして<ださい。電気系部品やオル 
タネーターを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

〇 必要でなければ、駐車時はエンジ 
ンスイッチからキーを取り外してく 
ださい。エンジンスイッチにキーび 
差し込まれているとさはわずかに電 
力び消費され、パッテ U —を消耗し 
ます。 

〇 バッテ U —端子の取り外し、バッ 
テ U —の取り外し、充電、交換につし、 
ては、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で作業ずることをお勧めし 
まず。 

©パ' ッテ U —の接続が一時的に断た 
れたとさは、(下のよ5な作業が必 
要になることがありまず。 

• 施錠時のドア三ラー格納機能の 
I 」セット 


I 


• COMAND システムの再設定 
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バッテ u —の位置 


バッテリーは、エンジンルーム内助手 
席側のエアダクト下部に収納されてい 
ます。 



I ちハンドル車 

り 


► マイナスドライバーなどの適切なエ 
具を使用して、エアダクトの3力 
所のク U ップ⑤を外しまず。 

► エアダクト®を取り外しまず。 

H ク U ップを外ずとさは、けびをし 
ないよ5にま意してください。 



左八ンドル車のバツテ I 」一 
①バッテ U - 
⑤ [+] 端テのカバー 
⑤[- ] 端テ 
④ブ U —ヴーホース 


〇 化車のバッテ U —を電源としてエ 
ンジンを始動ずるとさなどは、エ 
ンジン ルーム 内の ブースターケーブ 
ル 接続用の端テを使用して < ださい 
(>361ページ）。 


インジケーター付をバッテリー 



ケースび黒色で、上面にインジケー 
夕一©びあるバッテリーは、バッテ 
U —液の補充はでさません。 


インジケーター®は、バッテリーの 
液量や充電状態び適正なとさは黒色 
に、バッテ U —の交換び必要なとさは 
白色になりまず。 

インジケーターび白色になったとさ 
は、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に交換を依頼して < ださい。 

また 、危険でずので分解は絶対に行な 
わないで < ださい。 















パッテリーがあがつたとま 


VRLA バッテリー 


バッテリーびあびつたとを 


バッテ U —のケースが黒色で、上面に 
VRLA-BATTER 丫のラベルがある場合 
は、バッテ U —液量の点検や補充はで 
さません。また、危険ですので分解は 
絶対に行なわないで<ださい。点検に 
ついては;><ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


A 警告 

• 作業を始める前に必ずし U 降に記 
載ずる説明を読んでください。説 
明を守らないと、電気装備を損傷 
したり、バッテリーが爆発してけ 
がをするおそれがお0まず。 

. 他車のバッテリーを電源として始 
動しているとさは、バッテリーを 
のぞさ込まなし''で<ださし、万一 
爆発したとさに、けびをするおそ 
れがおりまず。 


A 警告 

他車のバッテ U —を電源としてエン 
ジンを始動しているとさは、ガスが 
発生し、爆発の原因になりまず。火 
気や裸火、火花をお付けた0、おく 
で喫煙しないで<ださい。バッテリー 
を取り扱ラときは、安全にミ主意し、 
保護対策を取つてください。 


A 警告 

未燃焼の燃料が排気システムに入る 
と、発火して火災が発生ずるおそれが 
ありまず。エンジン始動操作を長時間 
繰り返して行なわないでください。 


A 警告 

たばこなどの火気をお付けたり、乂 
花を発生させたりしないでください。 
バッテリーが爆発してけがをするお 
それがあ0まず。 
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P エンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないでください。 

エンジン始動を2〜3回試みてを 
始動でさないとさはメルセデス■ベ 
ンツ指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 

エンジンを始動でさにとさを、ずみ 
やかにメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場でバッテ U —の点検を行 
なって< ださし、 

〇救援車により接続方法び異なるこ 
とびありまず。接続前に救援車の取 
扱説日月書をお読み < ださい。 

急速充電器によりエンジン始動を行な 
わないでください。バッテ U —の電圧 
びほ下してエンジンの始動び困難なと 
きは、 ブースターケーブルを 使用して、 
他車のバッテ U —または補助バッテ 
U —の電源により始動ずることびでさ 
ます。(下の指示に従ってください。 

• すべての車でバッテ U —に ブース 
ターケーブルを接続でさるとは限り 
ません。バッテ1」 一に ブースター 
ケーブルを接続でさないとさは、補 
助バッテ1」一やエンジン始動用装置 
の電源を使用して、エンジンを始動 
して < ださい。 

• エンジン始動は、エンジンと触媒 
び;ちえているとさに行なってくだ 
さい。 

• バッテ U —び凍結しているときは、 
エンジン始動を行なわないで<だ 
ごい。バッテ U —液を解凍してから 
行なってくださし)。 

. 救援車のバッテ U — び、1 2 V バッ 
テ1」一であることを確認して < だ 
さし、。 


• 十分な容量と太さびあり、絶縁され 
たクランプを持つ ブースターケープ 
ルを使用して < ださい。 

• バッテ U —び完全に放電していると 
さは、ケーブルを接続してずぐに始 
動操作を行な5のではな<、数分間 
経過してから行なってください。完 
全に放電したノ くッテ U —に充電び行 
なわれまず。 

• 自車と救援車び接触していないこと 
を確認してください。 

LU 下を確認して < ださい。 

• ブースターケーブルび損傷してい 
ないこと 

• ブースター ケーブルをパッテ1」 一に 
接続しているときは、 [+] 端子や卜] 
端テび他の金属部分に触れていなし、 
こと 

• ブースターケーブルび ラジェ ターを 
却フアンや回転べルトに巻き込まれ 
ていないこと。 

ェンジンを始動してェンジンびかか 
ると、それらび動 < ことびありまず。 

►パーキングブレーキを 効かせまず。 

►セレクターレバーを HE に入れ 
まず。 

► 両車の電気装備をずべて停止しまず。 

► ボンネットを開さまず。 


■化：？ 0 >1 り 






パッテリーがあがつたとを 


361 


左八ンドル車 

イラストのバッテ U —®は、充電ご 
れた救援車のノ（ッテ U —またはエンジ 
ン始動用装置を示していまず。 

► 自車の [+] 端テのカバーのを矢印 
の方向に動かして開さまず。 

► ホ色ブースターケーブルで、自車の 
[+] 端テ③と救援車のバッテ U — 
® の [+] 端子⑤を接続しまず。 

先に自車の [+] 端テ③から接続し 
まず。 

► 救援車のエンジンを始動し、アイド 
U ング状態にしまず。 

► 黒色ブースターケーブルで救援車の 
卜]端テ④と、自車の卜]端モ⑤ 
を接続します。 

先に救援車のバッテ U — ®の卜] 
端モ④から接続しまず。 

► 自車のエンジンを始動しまず。 

► ブースターケーブルの接続を外ずま 
で、数分間エンジンをかけたままに 
します。 


► 黒色 ブースター ケーブルを両車 
のバッテ U — の [-] 端子から外し 
まず。先に自車の [-] 端モ⑤から 
外します。 

►ホ色 ブースター ケーブルを両車 
のバッテ U —の [+] 端テから外し 
ます。先に自車の [+] 端子③から 
外します。 

► ブースター ケーブルを外してから、 
自車の [+] 端子のカバーのを閉じ 
ます。 

► メルセデス-ベンツ指定サービス王 
場でバッテ U —の点検を受けてくだ 
さい。 

〇 他車のバッテ U —を電源としたェ 
ンジン始動は票急の対応でず。 

〇 他車のバッテ U —を電源としたェ 
ンジン始動について、不明な点びあ 
るときは、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におにずねください。 
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A 警告 

• エンジンがかかっていないとさは 
ブレーキがステアリングの操作に 
非常に大さな力が必要になります。 
必要であれば、ブレーキペダルを 
力いっぱい踏んでください。 

• けん引されるとさは、ステアリング 
をまわずことびでを、□ックされ 
ていないことを確認してください。 


A 警告 

ホールド機能が作動しているときは、 
車にブレーキが効いています。けん 
引で車を動かすとさは、ホールド機 
能を解除して < ださい。 

けん引はでさるだけ避けて<ださい。 

自走でさないとさは、専門業者に依頼 

して車両運搬車で移送して < ださい。 

Q -般道では 30 krn/h 下の速度 
で、距離は日 0 km 政内に限り、けん 
引走行ずることがでさまず。距離 
が日 0 km を超えるときは、必ず車 
両運搬車を利用して < ださい。卜 
ランスミッションを損傷ずるおそ 
れがあ0まず。 

。けん引□ープをけん引フック(が 
の場所にかけないでください。 

Q めかるみからの脱出などの目的 
に、けん引フックを使用しないでく 
ださい。車を損傷ずるおそれがあり 
ます。 


H けん引されるとさは、ゆつ<り発 
進し、車両に過大な力をかけないで 
<ださい。車を損傷ずるおそれがあ 
ります。 

〇けん引されるとさは、キーレス 
3’ースイッチを取り外してエンジン 
スイッチにキーを差し込んでくだ 
さい。イグニッション位置を2にし 
てからセレクターレバーを EE に 
入れて < ださい。 

そして、イグニッション位置を0 
にして、キーは巧かないでくださし、。 

けん引されるときは、必ずシフトポジ 
ションを HE にして<ださい。 

し U 下の理由により、けん引される前に 
バッテ U —び接続されていて、電圧び 
ほ下していないことを確認してくだ 
さい。 

• イグニッション位置を2にずるこ 
とびでさません 

• シフトポジションを EE にずるこ 
とびでさません 

セレクターレバーを [ E から動かず 
ことびでさないとさは、手動でパー 
キング□ックを解除してくださし) 
(0332 ぺージ）。 

Q エンジンを始動でさないとさは、 
他車のノ（ッテ1」一を電源とした始動 
を試みてください。やむを得ず、他 
車にけん引してをらラとさはじ(降に 
記載ずる説巧に従い、最寄りのメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
移送してください。 


■化：？ 0 >1 り 
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y けん引□ープを使用してけん引さ 
れるとをは、じ(下の点にミ主意してく 
ださい。 

• □ープは両車とをできるだけ同じ 
側につないで < ださい。 

• □ープの長さは 5 m じ(巧とし、 
□ープの中巧に白巧 (30 cm X 
30 cm (上）を付けて2台の車 
び□ープでつなびれていること 
を周囲に日月示してくださし、 

• □ープに無理な力や衝撃びかから 
ないよ5にして < ださい。 

• けん引フックじ(外には□ープを 
かけないで < ださい。 

• 走行中、□ープをたるませない 
よラに前車のブレーキランプに 
ま意しなびら車間距離を調整し 
て < ださい。 

• ワイヤー□ープやチェーンを使用 
しないでください。車を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

〇 けん引されるとさは、車速感応ド 
ア□ックを解除してください081 
ページ）。車輪び回転ずると車び自 
動的に施湿され、車外に閉め出され 
ることびありまず。 

まに、けん引防止警報を解除してく 
ださい （066 ページ）。 


けん引フックの取り付け 


けん引フックを取り付ける 


► 車載工具 （0301 ページ）からけん 
引フックを取り出しまず。 

A 警告 

U アのカバーを取り外ずとさは、マ 
フラーにを意してください。マフラー 
は高温になるため、 マフラーに触れ 
ると火傷をするおそれびあ0まず。 

けん引フックの取り付け部はフ□ント 
と1」アのバンパーにありまず。けん引 
フックを取り付けるとさはカバーを外 
しまず。 



► カバー©のマーク部を矢印の方向 
に押しまず。 


► カバーのをがしまず。 

※車種や仕様により、カバーのの形状は異 
な0ます。 


I 
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► 内部のネジ巧に、けん引フックを時 
計回りにまわしてねじ込み、停止ず 
るまで手で締め込みます。 

けん引フックを取りがず 

► けん引フックを取りがしまず。 

► カバーのをバンパーに押し込んで 
取り付けます。 

► けん引フックを車載工具に収納し 
ます。 


後輪を上げてけん引ずるときは、 

(杉362ページ）の注意事項を守って 

<ださい。 

〇後輪を上げてけん引ずるときは、 
必ずイグニッシヨン位置を0にし 
てください。 ESP ® び作動して接化 
している車輪にブレーキびかか0 
ます。また、ブレーキシステムを損 
傷するおそれびありまず。 

►非甫点滅灯を点滅させまず 
ページ)。 

► イグニッシヨン位置を0にして、 
エンジンスイッチからキーを巧を 
ます。 

►車から離れるとさは、キーを携帯し 
ます。 


前後輪を接地させてけん弓 I ずる 

前後輪を接化させてけん引ずるとを 
は、0362ぺージ）のま意事項を守っ 
て < ださい。 

A 警告 

エンジンびかかっていないとをはブ 
レーキやステアリングの操作に非常 
に大をな力び必要にな0ます。ミ主意 
して操作を巧なってください。 

►非甫点滅灯を点滅させまず 
ページ)。 

〇 非常点滅灯を点滅ごせてけん引さ 
れているとさでを、コンビネーショ 
ンスイツチを操作して方向指示灯を 
点滅させることびでをまず。このと 
さは、方向指示灯び消灯ずると、再 
び非甫点滅灯に切り替わりまず。 

► イグニツション位置を2にしまず。 

►停止しているときは、ブレーキぺダ 
ルを踏んだままにしまず。 

► シフトポジションを CN ] にしまず。 
► ブレーキペダルから足を放しまず。 
►パーキングブレーキを解除しまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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車両を運搬ずる _ 

けん引フックは、車両運搬車に車を積 

載するとをにを使用できまず。 

► イグニッション位置を2にしまず。 

► ブレーキ ペダルを踏みなびらシフト 
ポジションを CE にしまず。 

車を積載しにらずみやひに(下のこと 

を行ないまず。 

► パーキングブレーキを効かせて、車 
び動かないよラにしまず。 

► シフトポジションをにしまず。 

► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッション位置を0にし 
ます。 

► 車を固定しまず。 

〇車両運搬車に積載して車両を固 
定するとをは、固定□ープをサス 
ペンションなどのメンバー部分に 
ひけないで < ださい。車体を損傷ず 
るおそれびありまず。 


巧しびけ（が常時のエンジン始動 
操作) _ 

〇押しびけによるエンジンの始動操 
作は行なわないでください。トラ 
ンスミツシヨンを損傷ずるおそれ 
びありまず。 


-ズ 


ヒューズ 交換に ついての ミち意 


A 警告 

規格や容量の異なるヒューズ、改造 
や修理をしたヒューズを使用しない 
でください。電気回路に負巧びかか 
り、火災の原因になりまず。 

ヒューズ切れの原因の点検や修理は 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場に作業を依頼してください。 

電気装備に異甫び発生ずるとヒューズ 
び切れて電気装備への接続び切断され 
まず。これにより電気装備は作動しな 
<なりまず。 

ヒューズを交換ずるとさは、必ず同じ 
電流値（色）のヒューズと交換してく 
ださい。ヒューズの電流値は「ヒュー 
ズー覧」0368ページ）に記載され 
ていまず。詳しくはメルセデス■ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね<だ 
さい。 

ヒューズを交換してをすぐに切れると 
さや、ヒューズには異苗びなく電気装 
倫び作動しないとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で原因を調 
ベ、修理してください。 

〇おず車両に適合した、正しい電流 
値のヒューズだけを使用してくだ 
ごい。構成部品やシステムを損傷ず 
るおそれびありまず。 


I SG!^ 
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-ズ 


ヒューズを 交換ずる _ 

►停車して、パーキングブレーキを効 
かせまず。 

► ずべての電気装備を停止しまず。 

► イグニッシヨン位置を0にして、 
エンジンスイッチからキーを巧を 
ます。 

► ヒューズー覧を参考に、作動しなし、 
電気装備に該当ずるヒューズを確認 
します。 

► 該当ヒューズを取り外しまず。 

► ヒューズを点検し、ヒューズび切れ 
ている（を断）とさは、同じ電流値 
(色）のヒューズと交換しまず。 


ヒューズの 位置 

ヒューズボックスは(下の場所にあり 
ます。 

• エンジンルーム巧運転席側 
• 運転席側ダッシュボード側面 
• トランクルーム内ち側 


運転席側ダッシュボード側面のヒュー 
ズボックス 

P ヒューズボックスのカバーを取り 
外すとさは、ドライバーなどの先 
のとびつた物を使用しないでくだ 
さい。ダッシュボードやカバーを損 
傷ずるおそれびありまず。 



ち八ンドル車 


ヒューズボックスのカバーを取り外ず 

►差し込み□⑤⑤に、ヘラなど先の 
とびっていない平らなをのを差し込 
み、カバーを取り外しまず。 

ヒューズ ボックスの カバーを 取り付 
ける 

►カバーのの前側をダッシュボード 
に差し込みまず。 

► カバーのを押し込んで固定しまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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エンジンルーム内運転席側のヒューズ 
ボックス 

ヒューズボ ックスの力 !(—をがず 

► ワイパーび停止位置になっているこ 
とを確認します。 

A 警告 

エンジンルーム内のヒューズボック 
スを点検するとさは、必ずワイバー 
を停止し、エンジンスイッチからキー 
を巧くか、イグニッシヨン位置を0 
にしてください。ワイバーび作動ず 
るとけびをずるおそれびあ0ます。 


► ボンネットを開さまず。 



左八ンドル車 


►カバーのに水分やミちれび付着し 
ているとさは、巧などで拭を取り 
ます。 

► 左八ンドル車は、 ホース ⑤を カバー 
ののフックから取り外しまず。 

► 2力所のク U ップ⑤を外しまず。 

►前方に向けてカバーを取り外し 
ます。 

※ち八ン ドル車のヒューズボックスは、ェ 
ンジンルームに向かって左側にあります。 


〇ヒューズボックスのカバーを取り 
外したとさに、ヒューズボックスの 
内部に水などび入らないよ5にして 
<ださい。 

ヒューズ ボックスの カバーを 取り付 
ける 

► ヒューズボックスカバーのシール部 
び正しい位置にあることを確認し 

cK 9 〇 

►後部から先に、カバーをヒューズ 
ボックスに取り付けまず。 

► ク U ップ®でカバーを固定しまず。 

► 左八ンドル車は、 ホー ス⑤を カバー 
©のフックに取り付けまず。 

► ボンネットを閉じまず。 

〇ヒューズボックスの内部に水など 
び入らないよ5に、カバーを確実に 
取り付けてください。 


トランクルーム内ち側のヒューズボッ 
クス（クーぺ） 



ヒューズボックスのカバーを開く 


► トランクを開さまず。 

► ノブのを時計回りにまわしまず。 
► カバー⑤を開さまず。 


■化：？ S - り 
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-ズ 


トランクルーム内ち側のヒューズボッ 
クス（カブ IJ オレ） 



ヒ ュ ーズボ ッ クスの九 )(—を開く 

► トランクを開さまず。 

► トランクフ□アボードのを開さ 
ます。 

► カバー③を矢印の方向に引さ上げ 
なびら固定部®を外し、カバーを 
開をます。 


ヒューズー覧 


エンジン ルー ム 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

1 

25 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ® 

2 

30 A 

セントラルロック、アンビエ 
ントランプ、乗降用ライト、 
ドアホ色な、ドアミラー、パ 
ワーウインドウ、前席シート 
調整、ステア IJ ング調整、ス 
イッチ照巧、方向指示な、警 
告な 

3 

30 A 

セントラルロック、アンビエ 
ントランプ、乗降用ライト、 
ドアホ色灯、ドア S ラー、パ 
ワーウインドウ、前席シート 
調整、スイッチ照日月、方向指 
おな、警告な 

4 

20 A 

フィルターヒーティング、左 
ちバイキセノンへッドライト 

已 

7.5 A 

ライトスイッチ 

6 

10 A 

ABS / ASR / 目 AS / ESP ®、 

エンジンエレクトロニクス、 
燃料ポンプ、スターター 

7 

20 A 

スターター 

8 

7.5 A 

エアバッグ、□ールバー 

9 

15 A 

12 V 電源ソケット 

10 

30 A 

ヮイパー 

11 

7.5 A 

COMAND ディスプレイ、ス 
イッチ照明 

12 

7.5 A 

エアコンディショナー、ダイ 
ナミック八ンド U ングパッ 
ケージ、電動ブラインド、シー 
トヒーター、スイッチ照明、 
エアスカーフ 

13 

7.己 A 

ABS / ASR / 目 AS / ESP ®、 
ホーン、へッドライト、マル 
チファンクションステア IJ ン 
グ、方向指示な、ウインドウ 
ウォッシャー、ワイパー、ス 
イッチ照明 

1斗 

7.己 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ® 

15 

7.5 A 

エアバッグ、□ールバー 


■化：？ 0 >1 り 
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ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

16 

5 A 

ABS / ASR / 目 AS / ESP 曲、 
才ートマチックトランス S ッ 
ション、電話、スイッチ照明、 
ECO スタート/ストップ 

17 

30 A 

自動防眩機能、ルームラン 
プ、ライトセンサー、バニ 
ティ S ラー照明、レインセ 
ンサ ー、 読書灯、スイッチ照 
明、パノラ S ックスライディ 
ングルーフ 

18 

7.5 A 

非常点滅な、スイッチ照明 

19 

20 A 

エンジンエレクトロニクス、 
燃料ポンプ、イグニッション 
□ック、スターター、ステア 
I 」ング n ック 

20 

4日 A 

または 

50 A 

ABS / ASR / 目 AS / ESP ® 

21 

7.5 A 

ABS / ASR / BAS / ESP 曲、 
エアバッグ、ブレーキランプ、 
グ□ーブボックスライト 

22 

1己 A 

エンジンエレクトロニクス 

23 

20 A 

エンジンエレクト n ニクス、 
燃料ポンプ 

24 

1己 A 

エンジンエレクトロニクス 

25 

1己 A 

エンジンエレクト n ニクス 

26 

20 A 

C 0 MAND システム、スイッ 
チ照明 

27 

7.5 A 

エンジンエレクトロニクス、 
燃料ポンプ、イグニッション 
□ック、スターター、ステア 
U ング□ック 

28 

7.5 A 

メーターパネル 

29 

10 A 

へッドライト照射角度調整 

30 

10 A 

へッドライト照射角度調整 

31 

15 A 

ホーン 

32 

4日 A 

エンジンエレクトロニクス 

33 

10 A 

才ートマチックトランス S ッ 
ション 

34 

7.5 A 

燃料ポンプ 

35 

- 

未使用 

36 

7.5 A 

オプション 


トランクルーム 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

37 

曰 A 

エアバッグ 、 NECK PRO アク 
ティブへッドレスト 

38 

- 

未使用 

39 

30 A 

パワーウインドウ、スイッチ 
照明、シートベルトフィー 
ダー 

40 

- 

未使用 

斗1 

30 A 

パワーウインドウ、スイッチ 
照明、シートベルトフィー 
ダー 

斗2 

25 A 

燃料ポンプ 

43 

- 

未使用 

斗4 

30 A 

前席シート調整 

45 

30 A 

前席シート調整 

斗6 

7.5 A 

アンテナモジュール、盗難防 
止警報システム、室内セン 
ヴ ー、 けん引防止機能 

47 

- 

未使用 

斗8 

- 

未使用 

斗9 

30 A 

または 

斗 0 A 

U アデフォッガー 

50 

己 0 A 

P 化- SAFE ® 

51 

己 0 A 

P 化- SAFE ® 

52 

- 

未使用 

53 

- 

未使用 

54 

- 

未使用 

己己 

- 

未使用 

56 

- 

未使用 

57 

- 

未使用 

58 

- 

未使用 

59 

- 

未使用 

60 

7.5 A 

マルチコント□ールシート 
バック 

61 

1日 A 

オプション 

62 

斗 0 A 

オプション 

63 

- 

未使用 


I 





運転席側ダッシュボード側面 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

116 

30 A 

前席シート調整、ステアリン 
グ調整 

117 

2日 A 

エアスカーフ 

118 

- 

未使用 

119 

- 

未使巧 

120 

- 

未使用 

121 

- 

未使用 

122 

- 

未使用 

123 

- 

未使巧 

124 

- 

未使用 

12己 

- 

未使巧 

126 

30 A 

前席シート調整 

127 

25 A 

エアスカーフ 


(2010-11-19 ■ A 207 584 39 81) 

〇 ヒューズ配置表（英文）は、車載 
工具にを収納されていまず。ヒュー 
ズ配置表にはヒューズ容量を記載さ 
れていまず。 

〇 記載の内容は取扱説明書作成時点 
のをので、予告な<変更されること 
びありまず。 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

64 

- 

未使用 

65 

1己 A 

ダイナ S ック八ンドリング 
パッケージ 

66 

- 

未使用 

67 

30 A 

サウンドシステム 

68 

- 

未使用 

69 

- 

未使用 

70 

- 

未使用 

71 

1己 A 

ライター、 12 V 電源ソケット 

72 

- 

未使用 

73 

7.5 A 

診断ソケット 

74 

1日 A 

キーレスゴー 

75 

- 

未使用 

76 

1日 A 

12 V 電源ソケット 

77 

- 

未使用 

78 

7.5 A 

シートベンチレーター 

79 

己 A 

オプション 

80 

- 

未使用 

81 

己 A 

COMAND システム、電話 

82 

- 

未使用 

83 

7.5 A 

電話 

84 

7.5 A 

COMAND システム、パーキ 
ングアシスト IJ アビユーカ 
メラ 

85 

7.5 A 

テレビ 

86 

- 

未使用 

87 

- 

未使用 

88 

- 

未使用 

89 

- 

未使用 

90 

- 

未使用 

91 

10 A 

または 

20 A 

フィルターヒーティング、 
ECO スタート/ストップ 

92 

- 

未使用 


■ス 
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純正部品/純正ァクセサリー 


純正部品/純正アクセサリー 


Daimler AG では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意してし''まず。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理 
のとさは、必ず純正部品を使用して 
<ださい。 

アクセサリーについても 、 Daimler 
AG またはルセデス-ベンツ日本株 
式会社が指定ずる製品だけを使用して 
<ださい。 

A 警告 

承認されていない部品、タイヤがホ 
イール、または安全に関ずるアクセ 
サリーを使用ずると、走行安全性が 
損なわれるおそれがあ0ます。 

これらはブレーキシステムなどの安 
全性に関連したシステ厶の故障につ 
ながる可能性があります。さらに車 
両操縦性を失ラ原因にな0、事故の 
原因になります。 

どのよラな場をでち、純正部品のみ 
を使用してください。また、タイヤ 
やホイール、アクセヴ U —はお客様 
の車両のために承認されたちののみ 
を使用してください 

9環境 


下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテンシヨナーの本 
体、乗員保護装置のコント□ールユ 
こットやセンサー類が取り付けられ 
ていまず。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理や銀 
金作業などを行な5と、乗員保護装 
置の作動に悪影響を与えるおそれが 
ありまず。 

. ドア 

• ドア ピラー 付近 
• サイドシル付近 
.シ—卜 

• ダッシュボード 
• インストル ントパネル 
• センターコンソール 
-エアバッグ収納部 
•シートベルト 

詳しくはルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

〇 純正部品(外の部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでなく関連箇所 
に不具合び生じてを、保証を適用で 
さないことびありまず。 


■み—も 51.4 


Daimler AG では、資源の有効利用を 
促進するたが、 U サイクル部品を積 
極的に導入していまず。 






車両の電子制御部品について、ビークルプレート 
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車両の電子制御部品について 


A 警告 

電子制御部品やその構成部品にかか 
わる作業は、ルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で行なって < ださい。 

特に、安全装備や安全に関わるシス 
テムについての作業は、必ず^ルセ 
デス-ベンツ指定 サービス エ場で行 
なってください。車両との適合性に 
影響を与えるおそれがあります。 

Q 電モ制御部品およびそれに関わる 
コント□ール ユニッ トやセンサー、 
配線類などの ><ンテナンス作業は、 
必ずメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で行なって<ださい。車両の 
構成部品が通常より早<摩耗した 
り、保証を適用でさないことがあり 
ます。 

[ I 車の電モ制御部品やソフトウェア 
を改造しないで < ださい。事故や故 
障の原因になりまず。また、関連ず 
る他の装備にを悪影響をちえるおそ 
れびありまず。 

〇車載無線機など電装アクセサリー 
を装着するとをは、メルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場に相談してく 
ださい。装着方法などび適切でない 
と、車の電モ制御部品に悪影響をち 
えるおそれびありまず。また、電気 
配線を間違えると、乂災や故障の原 
因になりまず。 


ビークルプレート 


純正部品をミ主文ずるとをに車台ま号や 
エンジンま号などび必要になることび 
あ0まず。車台ま号やエンジンま号な 
どは図の箇所に記されていまず。 



運転席側まには助手席側のドア開□部 
車体側下部に、車台ま号およびカラー 
コードなどを記載したニューカープ 
レートのび貼付されていまず。 



ち側前席下部のフレームに車台ま号 
感 び巧刻されていまず。 


■もふ5—ゎ 
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車台ま号を確認ずる 

► ち側前席をちっとを後方の位置にし 
て、シートクッション前端部を上げ 
ます。 

►フ□アカーペット⑤をめくり、力 
バー®を開さまず。 

車台ま号⑤び確認でさまず。 



ボンネット裏側にオプションコードを 
記載したオプションコードプレート 
①び貼付されていまず。 

&オプシヨンコードプレートの貼付位置は、 
予告なく変更されることびあ0ます。 


エンジンを号 

エンジンブ□ック後方上部にエンジン 
ま号び巧刻されていまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


オイル•液類/パ’ツ; 


オイル-液類に関ずる注意 
A 警告 

オイル•液類を保管ずるときは、関連す 
る法律に従ってください。また、火気 
の近くには保管しないでください。 
オイル-液類は子供の手の届かない 
場所に保管してください。 

オイル-液類が目や粘膜、傷に触れ 
ないようにしてください。万一目に 
入ったり皮膚に付着したとさは、た 
だちに清潔な水で十分に洗い流し、 
医師の診断を受けてください。 

9環境 

オイル-液類は、環境に配慮して廃 
棄して < ださい。 

オイル-液類には iu 下のちのが含まれ 
まず。 

• 燃料 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランスミッションオイル、 
ノてワーステア U ングオイルなど） 

• 冷却水 
• ブレーキ液 
• ウォッシャー液 
• エアコンディショナーの冷媒 

点検や整備、修理のとさは、必ず 
Daimler AG またはルセデス-ベン 
ツ曰本株式会社の指定品のみを使用し 
て < ださい。 


■み—も5 1.4 


詳し < は、ルセデス•ベンツ指定ヴ 
ビスエ場におたずねください。 
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〇 指定品政がのオイル-液類を使用 
したときは、該当箇所だけでな<関 
連箇所に不具合が生じてち、保証を 
適用でさないことがありまず。 


A 警告 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取り扱ラときは、火を近付けたり、 
おくで喫煙をしないで < ださい。 

燃料を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 


A 警告 

燃料が皮膚やを類に触れないよラに 
ミ主意して < ださい。 

燃料が皮膚に直接触れたり、気化し 
た燃料を聴い込むと、健康に悪影響 
を与えます。 


燃料タンク容量 


燃料タンク容量 

約66 G 

警告な点打時の 

残量 

約8 G 


H 軽油を給油しないでください。か 
量でをガソ U ンと軽油び混じると燃 
料系部品やエンジンを損傷ずるおそ 
れびありまず。 


〇指定 LU 外の燃料（高濃度アルコー 
ル含有燃料など）を使用ずると、燃 
料系部品の腐食や損傷などによりエ 
ンジンを損傷しにり、乂災び発生ず 
るおそれびありまず。指定(外の燃 
料を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象外になりまず。 

〇燃料の添加剤は、純正品まには承 
認されている製品のみを使用してく 
ださい。エンジン内部の摩耗び進ん 
だり、エンジンを損傷ずるおそれび 
ありまず。故障び発生したとさは、 
保証の適用外になりまず。 

燃料消費について 


9環境 

C02 (二酸化炭素）の排出は、地球温 
暖化の大さな原因とな0ます。 

緩やかな運転をむびけ、定期的に点 
検■整備を行なうことにより、 C 02 
排出量を最ル限に抑えることびでき 
まず。 

し U 下のよ5な状況では、燃料をより消 
費します。 

• 気温び非常にほいとさ 
• 市街地を走行ずるとさ 
• 短い距離を走行するとさ 
• 山道や坂道を走行しているとさ 


■もふ51.4 








オートマチックトランス S ッションオ 

イルの交換については、別冊 r 整備手 

帳」を参照してください。 

〇オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルは専用品のみを使用してく 
ださい。 

〇オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルに添加剤を使用しないでく 
ださい。トランス云ッション内部の 
摩耗び進んだり、トランスミッショ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。添 
加剤を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象外になりまず。 

〇オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルの漏れを見つけた0、卜 
ランスミッションの作動に異常を感 
じたとをは、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 


車種 

容量 


E 250 

約 5.5 

e 

E 350 

約 6.5 

e 

E 550 

約 8.5 

2 

〇 容量は、 

オイルフィルター分を含 


む、交換時の数値でず。 

添加剤 

〇エンジンオイルには添加剤を入れ 
ないでください。エンジンを損傷ず 
るおそれびありまず。 

使用ずるエンジンオイル 


指定のエンジンオイルを使用してくだ 
ごい。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 



〇エンジンオイルは、使用している 
間に汚れた0劣化ずるだけでな<、 
消費され減かしまず。定期的に点検 
し、必要であれば必ず補給をしくは 
交換して < ださい。 

エンジンオイル容量 


グレードと粘度は、下図を参考にして、 
使用する場所の外気温度に合わせて選 
択してください。 


エンジンオイル 


才ートマチックトランス吉ッシヨン 
オイル 


U- 


み—も 5— か 
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定期的にルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で交換をして<ださい。詳し 
くは;><ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


指定品目 

純正ブレーキあ 

規格 

DOT 4プラス規格 

A 警告 


ブレーキ液を補給するとさは、づ S 
传水分が U ヴーブタンクの中に入ら 
ないよラにしてください。たとえル 
さなでち)、ブレーキが効かな< 
なるおそれがあ0まず。 

ブレーキ液は使用している間に大気 
中の湿気を吸収して劣化します。劣 
化した状態で使用すると、過酷な条 
件下ではベーパー□ックが発生ずる 
おそれがありまず。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や 
急な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキミ夜が沸騰し 
て気泡が発生し、ブレーキペダルを 
踏んでち圧力が伝わらず、ブレーキ 
が効かなくなる現象のことです。 


A 警告 

冷却水は可燃性の高い液体です。冷却 
水を取0扱ラとさは、乂気を近付けた 
り、近くで喫煙しないでください。 
冷却水をエンジンルームにこぼさ 
ないで< ださい。発火ずるおそれが 
ありまず。 

冷却水は時間の経過ととちに劣化し 
ますので、整備手帳に従い定期的に交 
換してください。詳しくは ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたずね < 
ださい。 

また、冷却水の補給が必要なとさは 
必ず指定品を使用して補給して < だ 
さい。 

不凍液の濃度 


通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
使用しまず。 


車を使用する地域の最低気温によって 
濃度を変えまず。 


不凍液混合率 

凍結温度 

約50% 

- 37で 

約5日％ 

- 4日で 


Q 不凍液の濃度は約50%から約 
已日％の間にしてください。濃度を 
約日(上にずると、冷却性能が 
低下します。 


ブレーキ 液 


冷却水 
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■J — 


ウオッシヤー液 


A 警告 

ウォッシャー液は可燃性の高い液体 
です。ウォッシャー液を取り扱ラと 
さは、火気を近付けたり、近<で喫 
煙しないで < ださい。 

H へッドライトには樹脂製レンズを 
使用してし''るため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さし、純正(外のウォッシャー液を 
使用すると、レンズを損傷ずるおそ 
れがありまず。 

〇ウォッシャー液は、 U ヴーブタン 
クに補給ずる前に別の容器で適正な 
混合比にミ屋ぜてください。 

〇ウォッシャー液に、蒸留水や脱イ 
オン水を混ぜないでくだごい。液量 
のセンサーを損傷ずるおそれびあり 
ます。 

〇 ウォッシャー液には夏用とを用び 
ありまず。夏用には油膜を防ぐ効ま 
びあり、を用には凍結温度を下げる 
効果びあ0まず。 

ウインドウウォッシャー液とヘッド 
ライトウオッシャー液の U ヴーブタ 
ンクは兼用でず。 


バッテリー 


車載バッテリーの電圧/容量 


電圧 

12 V 

容量 

70 Ah / 80 Ah / 9已 Ah 


《バッテリーの容量は、予告なく蜜要されるこ 
とびおります。 


■み—も 51.4 
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積載荷物の制限重量 


トランクを開いたときの高さ 


車種 

ルーフ （クーペ） 

トランク 

全車 

100 kg 

100 kg 


〇 ルーフの制限重量には、ルーフラッ 
クやアタッチメントの重量を含まれ 
ます。 



①トランクを開いたとさの高さ 

トランクをし^っぱし^まで'開し''たとさの 
高さは、(下のよ5になりまず。 



① 

クーぺ 

1 682 mm 

カブリオレ 

1 555 rnm 


0 タイヤ、積載荷物、オプション装 
備品やサスペンションの状態など 
により、数値び異なりまず。 
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タイヤとホイール 


タイヤとホイール 


〇タイヤとホイールは必ず純正品お 
よび承認されに製品を使用してく 
ださい。詳しくはメルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね < だ 
さい。 

ABS や ESP ® などの装備は、純正品 
および承認された製品を使用ずるこ 
とで効果び発揮されまず。 

純正品および承認された製品し i (外の 
タイヤやホイールを装着した場合 
は、ま全性の保証はできません。 

〇純正品および承認された製品(外 
のタイヤやホイールを装着した場 
合は、車両操縦性や騒音、燃料消費 
などに影響をちえるおそれびあり 
まず。また、指定されたサイズ(が 
のタイヤやホイールを装着すると、 
フェンダーの内側やサスペンション 
などに接触し、車やタイヤを損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇再生したタイヤを装着した場合、 
安全性の保証はでさません。 

〇大径ホイールを装着したときは、 
路面状況び悪いとさに乗りむ i せび悪 
くなることびありまず。また、障害 
物を乗り越えたとさの快適性をほ下 
し、ホイールやタイヤを損傷ずるを 
険性を高まりまず。 

〇タイヤまたはホイールのサイズび 
前後で異なる車種は、タイヤ□—テー 
シヨンを巧ち);わないで < ださし、。 


〇 燃料給油フラップの裏側に、規定 
のタイヤ空気圧を記載したラベルび 
貼付してありまず （^272 ページ）。 

〇 左ちにおず同サイズのタイヤ/ホ 
イールを装着して < ださい。 

〇 標準タイヤとウィンタータイヤな 
ど、異なる種類のタイヤを同時に装 
着しないでください。 

〇 タイヤやホイールに関して、詳し 
くはメルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 
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車種 

タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセット 

E 250 

235 / 45 R 1 7 

7.引 X 17 

4已 mm 

E 250 

AMG スポーツパッケージ 

前輪 

235 / 40 R 18 

後輪 

255 / 35 R 18 

前輪 

8.0 J X 18 

後輪 

8.引 X 18 

前輪 

45 mm 

後輪 

49 mm 

E 350 

E 350カブリオレ 

23已 / 4已 R 1 7 

7.引 X 17 

4已 mm 

E 350 

AMG スポーツノ V 。 ッケージ 

E 550 

E 350カブリオレ 

AMG スポーツノ（ッケージ 

前輪 

235 / 40 R 18 

後輪 

255 / 35 R 18 

前輪 

8.0 J X 18 

後輪 

8.引 X 18 

前輪 

45 mm 

後輪 

49 mm 


オプションまには仕様により、下のタイヤ/ホイールび装着される場合びあ 
りまず。 



タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

16インチホイール 

205 / 55 R 16 

7.0 J X 16 

38 mm 

17インチホイール 

235 / 45 R 1 7 

7.引 X 17 

4已 mm 

前輪 235 / 45 R 17 
後輪 255 / 40 R 17 

前輪7.引 X 17 
後輪8.引 X 17 

前輪 45 mm 
後輪 49 mm 

18インチホイール 

前輪235 / 40 R 18 
後輪255 / 35 R 18 

前輪 8.0 J X 18 
後輪8.引 X 18 

前輪 45 mm 
後輪 49 mm 

19インチホイール 

前輪235 / 35 R 19 
後輪255 / 30 R 19 

前輪 8.0 J X 19 
後輪8.引 X 19 

前輪 44 mm 
後輪 48 mm 

前輪235 / 35 R 19 
後輪255 / 30 R 19 

前輪8.引 X 19 
後輪8.引 X 19 

前輪 44 mm 
後輪 44 mm 


〇タイヤまたはホイールのサイズび前後で異なる車種は、タイヤ□ーテーシヨン 
を行なわないで < ださい。 


U タイヤサイズ 255/40 R 1 7、 255/35 R 18、255/30 R 1 9の標準タイヤには 
スノーチェーンを装着でさません。 


標準タイヤ 
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応急用スペアタイヤ 

〇応急用スペアタイヤにスノーチェーンを装着しないでください。 

〇 応急用スペアタイヤのタイヤ空気圧は、応急用スペアタイヤのホイールに 
黄色でペイントされていまず。 


車種 

タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセット 

空気圧 

E 250 

T 135/90 R 16 

3.5 B X 16 

2日 mm 

4.2 bar / 
61 psi / 
420 kPa 

E 2已〇 

T 135/80 R 17 

3.5 B X 17 

1 9.5 mm 

4.2 bar / 


■ AMG スポーツ 61 psi / 

か パッケージ 420 kPa 

I E 350 
1 K E 350 
K AMG スポーツ 
U パッケージ 

ム E 550 

E 350カブ U オレ 
E 350カブ U オレ 
AMG スポーツ 
パッケージ 

オプションまたは仕様により、(下の応急用スペアタイヤ/ホイールび装着さ 


れる場合がありまず。 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

空気圧 

T 125/70 R 18 

3.5 B X 18 

20 mm 

4.2 bar / 
61 psi / 
420 kPa 
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車種 

タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセツ 

E 250 

205/55 R 16 M + S 

7.0 J X 16 

38 mm 


235/45 R 1 7 M + S 

7.引 X 17 

45 mm 

E 350 

E 350カブリオレ 

235/45 R 1 7 M + S 

7.引 X 17 

45 mm 

E 250 

AMG スポーツ 
パッケージ 

E 350 

AMG スポーツ 
パッケージ 

E 550 

E 350カブリオレ 
AMG スポーツ 
パッケージ 

235/40 R 18 M + S 

8.0 J X 18 

45 mm 


〇 ウインタータイヤのサイズは Daimler AG び指定ずるをので、日本国内で 
発売されているスタッドレスタイヤは、表記のサイズに対応していないこと 
びありまず。 

〇 スノーチェーンはウインタータイヤの後輪に装着ずることびでさまず。 

〇 ウインタータイヤやスノーチェーンについては、メルセデス.ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 


ウィンタータイヤ 





















巧象モデル 


クーぺ 

E 250 B 山 eEFFIC 圧 NCY Coupe 
E 350 B 山 eEFFIC 圧 NCY Coupe 
E 550 B 山 eEFFIC 圧 NCY Coupe 

カブリオレ 

E 350 B 山 eEFFIC 圧 NCY Cabriolet 


"ESP®" は Daimler AG の登録商標でず。 

※この取扱説明書の内容は、2011年12月現在のわのです。 





総輸入元 

メルセデス-ベンツ日本株式会社 


干 106-8506 索京都港区六本木 一 T 目9蚕9号六:本木ファーストビル 


環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。 


MBJCSD 32680-121100700 F 
6日1己3740 20 AJ2011-2a, 12/11 


